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現代朝鮮語のヴォイス接尾辞について 
―音韻論的，形態論的，統辞論的，意味論的観点を中心に― 
 
崔昌玉 
 
１．本論文の目的 
本論文の目的は現代朝鮮語のヴォイス接尾辞 1 による動詞の派生を様々な観点から考察
し，その考察結果を記述する所にある．本論文で取り扱う観点は，あくまでも先行研究に
基づくものである．それ故，本論文では現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を
考察する前に，一般言語学のヴォイスがどのように規定されているかを概観することにす
る．本論文では，一般言語学におけるヴォイスの取り扱いを分かり易く説明するために，
現代朝鮮語の例を主として提示することにする．また，一般言語学においてヴォイスと他
の領域との関係がどのように記述されてきたかについても概観することにする．それらの
概観を通じて観察されるヴォイスと(例えば，動作の主体や客体の有生性や動詞のアスペク
ト的特徴という)他の領域の間の関係は，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を
考察する上での重要な観点を提供するものである． 
ところで，一般言語学のヴォイスの定義あるいは先行研究の議論を整理することは，現
代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察する上で重要な作業であると言
える．その理由は次の通りである．すなわち，研究者が考察する対象言語が何であろうと，
ヴォイスの一般的な定義をきちんと整理していなければ，たとえ個別言語のヴォイス，例
えば現代朝鮮語のヴォイスを詳細に記述したとしても，その記述は個別言語の事実だけに
頼るものになり，一般的なヴォイス論に還元できないものになってしまうからである 2．更
に，先行研究の議論を整理すれば，先行研究のヴォイスの議論において，どのような接近
法でヴォイスが考察され，記述されてきたかを知ることができ，本論文で提示する方法論
が全面的に先行研究に基づくものなのか，独自の考えに基づくものなのかを明確に示すこ
とができるからである． 
本論文の内容は次の通りである．まず，Trask(1993)を通じて，一般言語学におけるヴォ
イスの定義を確認する 3．と同時に，能動態，受動態，使役態，中動態に関する先行研究を
概観し，それらの概観と合わせて，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞に関する先行研究も概観
する．次に，意味論的役割とアスペクトを概観することにする．後で見ることになるが，
意味論的役割とアスペクトはヴォイスを考察する上で切っても切り離すことができない領
域であると言い得る．更に，先行研究の概観を通じて，どの観点を導入すれば，現代朝鮮
語のヴォイス接尾辞による動詞の派生をより精緻化して記述することができるかを議論し
た後，実際の用例に基づいて，それらの動詞の派生を音韻論，形態論，統辞論，意味論的
観点から考察することにする．最後に，本論文で考察した結果を整理し，今後の課題を提
示する． 
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２．一般言語学におけるヴォイスについて 
Trask(1993)を通じて，一般言語学におけるヴォイスの規定を確認することにしよう．
Trask(1993:299)では，ヴォイスを次のように規定している． 
 
一方では，動詞の名詞句項の関与者役割と，他方では，それら同じ名詞句によって生み出される文法諸 
関係の間の関係を表現する文法範疇である．ヨーロッパ諸語で，もっとも慣れ親しんだヴォイス対立 
が能動文と受動文の間のそれである．‘Lisa wrote this paper(リサはこの手紙を書いた)．’のような能 
動文では，文法主語が動作主を典型的に表現し，直接目的語が受動者を典型的に表現する．‘This paper  
was written by Lisa(この手紙はリサによって書かれた)．’のような対応する受動文では，その主語が 
典型的に受動者であり，かりに明示されるのであれば，斜格の目的語が動作主である．ヴォイスの他の 
範疇として，2，3例をあげると，幾つかの言語には，中動，再帰，使役そして adjutative4がある． 
 
Trask(1993:299)から，文法範疇としてのヴォイス，特に受動態に議論を限定すれば，能
動文と受動文における主語と目的語，そしてそれ以外の文法関係がどのように位置づけら
れるかという統辞論的関係と，能動文と受動文における動作主と受動者，そしてそれ以外
の意味論的役割(semantic role)がどのように表されるかという意味論的関係が，受動態を
考察する上で，重要な位置を占めているということができる 5．これらの関係だけでなく，
形態論的関係も受動態を概観し，記述するためには，重要な位置を占めることも，先行研
究で何度も言及されてきている．例えば，Lyons(1968:271-272)では，伝統的に文法範疇と
称されるものは，文法理論上の偶有的(accidental)範疇であり，偶有的範疇とは，ある特
定の品詞に典型的で決定的なものとしている．また，文法範疇の例として名詞は格と数に
おいて語形変化をし，ある特定の性に属し，動詞は時制と人称，数などにおいて語形変化
をするということがあげられている．つまり，文法範疇とは語形変化という形態論的観点
から規定され，個々の言語において特有なものと言える．これに従えば，文法範疇として
のヴォイスは，動詞を形態論的に考察し，ヴォイスに関わる語形変化を指し示すという一
面的なものに過ぎないことになる．この形態論的関係としては，例えば，現代英語では，
規則変化動詞における<<to chase:to be chased>>のような形態論的対立，現代日本語では，
<<追う:追われる>>のような形態論的対立，現代朝鮮語では，<<쫓다‘ccochta’(追
う):쫓기다‘ccochkita’(追われる)>>のような形態論的対立 6が例として挙げられるだろ
う．各言語における形態論的関係をもヴォイスの規定の対象に入れることになれば，一般
言語学におけるヴォイスの規定がより具体的なものになってしまう．厳密な定義の中で，
一般言語学におけるヴォイスを規定してしまえば，逆にその定義に合わないヴォイスも世
界の言語にあるかもしれない．このために，Trask(1993:299)では，形態論を度外視した統
辞論的，意味論的観点からヴォイスを定義しているのである．しかしながら，ヴォイスは，
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形態論的観点からしか規定できない，つまり文法範疇としてのヴォイスしかヴォイスとし
て見做すことができないと判断している研究者もいるのである． 
以下，一般言語学における能動態，受動態，使役態，中動態に関する先行研究を概観す
ることにする． 
 
２.１．能動態について 
Trask(1993:5)では，能動文を，他動詞を含む構文を通常指示し，その文において，動詞
の文法的主語が，動作を遂行する動作主を表現することが典型的である(が，必ずしも例外
がないとは限らない)のに対し，直接目的語が受動者を表現するとしている．その例として
は，‘Attila invaded Europe(アッティラがヨーロッパを侵略した)．’や‘I’ve washed the 
car(私はその車を洗った)．’，‘Lisa wants a BMW(リサは BMW を欲しがる)．’，‘She has 
beautiful eyes(彼女は美しい目を持っている)．’が取り上げられている． 
ところで，Trask(1993:5)で言及していることであるが，能動態 7 は受動態に対立する．
能動形は主に他動詞であり，その動詞は意味論的な役割である動作の主体と動作の客体が
割り当てられる(二項動詞)．ただし，現代日本語の例文‘太郎が母に死なれた．’のように，
自動詞においても，能動形が観察される言語もある．動作の主体と動作の客体は，それぞ
れ，文の主語と目的語になり得る．ヨーロッパ諸言語のような屈折言語では名詞の屈折に
よって，文の主語や文の目的語が標示されるのに対し，現代朝鮮語や現代日本語のような
膠着言語では名詞に助詞やそれに相当する副助詞をつけることによって，文の主語や文の
目的語が標示される．また，ヨーロッパ諸言語や現代朝鮮語，現代日本語とは異なり，い
わゆる能格＝絶対格言語において，自動詞文では動作の主体が絶対格で標示されるのに対
し，他動詞文では動作の主体が能格，動作の客体が絶対格で標示される．この他動詞文が
受動化されることを一般言語学において反受動(antipassive)と呼んでいる．更に，
Trask(1993:5)では，動作の主体の動作主性(agentivity)によって自動詞と他動詞を区分す
る活格言語(active language)も存在するとしている．これらの事実に加えて，中動態があ
る古典ギリシア語やサンスクリット語では，能動態は受動態だけでなく中動態にも対立す
る．また，使役態は非使役態と対立するが，その非使役態が自動詞や他動詞そして授受他
動詞であることを考えると，能動態と対立するものと見做すことも可能であろう． 
以上，簡単に様々な言語の能動態を考察したが，本論文では，この考察を踏まえて，形
態論的には能動態が受動態，使役態，中動態に対立し，統辞論的には一項動詞を含む自動
詞文，二項動詞を含む他動詞文，三項動詞を含む授受他動詞文を表し，かつ意味論的には
動作の主体が動作を行うこと，動作の主体が動作の客体に動作を行うこと，動作の主体が
動作の相手に動作の客体を与えること，使役者が被使役者に動作を行わせることを表すも
のとして議論を進めることにする． 
 
２.２．受動態について 
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まず，Trask(1993:201-202)における受動態の規定を概観することにする．そこでの規定
を示すと，次のようになる． 
本質的に他動詞が，その基底となる目的語がその表層の主語として現れ，またその基底となる主語が欠 
如するか(‘短い受動’)，斜格の名詞句として表現される(‘長い受動’あるいは‘動作主を伴う受動’) 
ような方法で，作り上げられる所の文であり，通常，その文は，その受動の特徴を示すために，何らか 
の方法で顕在的に標示される．典型的な英語の例としては，‘Esther has been promoted(エスターが昇 
進した)．’と‘The GPSG framework was developed by Garald Gazdar(一般化句構造文法の枠組みはガ 
ズダーによって発展した)．’である．あるいは，そのような文において使われた動詞を言う． 
 
Trask(1993:201-202)の規定を見れば，わかるように，その規定は若干，形態論的観点も
含められているが，あくまでも統辞論的観点を中心にして示されたものである．ただし，
伝統的には形態論的観点からしか受動態を規定できないと考える研究者がいることは，先
に示した通りである．一方，レニングラード学派 8の diathesis の理論は，受動を形態論的
観点だけでなく，統辞論的，意味論的観点から規定しようとするものである．更に，
Shibatani(1985)，Klaiman(1991)，Givón(1994)は，今までの観点を語用論的，認知論的観
点まで拡大し，受動を規定している． 
まず，diathesis の理論がどのような過程で提示されるに至ったかについて，簡単に概観
することにする． 
類型論的観点からヴォイスを記述しているレニングラード学派は，個々の言語を形態論
的な観点から考察するだけでは言語における普遍性を捉えることができないと考え，統辞
論的観点そして意味論的観点を含めた機能＝意味論的範疇としての diathesis を新しい理
論的枠組みとして提示している．この diathesis の理論は，まず Xolodovič (ed.)(1974)
で具体的な枠組みとして提出され，次にXrakovskij(1979)とMel’čuk(1988)により整備され，
Mel’čuk(1993)によって完成されたと言える．ここでは，diatheisis の理論を最初に紹介し
た Xrakovskij(1979)だけを概観することにする 9． 
Khrakovskij(1979:290)において，どんな文におけるどんな動詞の形式の diathesis も所
与の動詞の形式の語彙素を特徴づける役割構造の諸要素の意味論的意味の複合体と，所与
の動詞の形式の環境を構成する文構造の諸要素の統辞論的意味の複合体の相互関係として
最も正確に定義され得ると規定されている．換言すれば，diathesis とは，形態論的な観点
からだけでなく，統辞論的観点，意味論的観点からも，諸言語における各々の動詞のヴォ
イスに関わる派生関係を記述し得る理論である． 
また，Khrakovskij(1979:295，301-302)によれば，1つの動詞にはそれ自身に内在的な意
味論的役割の種類と量，そしてその動詞が取る名詞句の統辞論的機能の種類と量が決まっ
ており，それらはそれぞれの機能の強さによって階層的に示すことができるとされている
10． 
ところで，Khrakovskij(1979)における動詞の意味論的役割の強さとその動詞が取る名詞
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句の統辞論的機能の強さとは，例えば動作の主体と客体という意味論的役割を比較した場
合，一般の言語認識に基づいて動作の主体は動作の客体より機能が強いと考え，主語と目
的語という統辞論的機能を比較した場合，主語が目的語より機能が強いと考えるものであ
る．そして，その階層的に示されたものは統辞論的機能により順序づけられて，1，2，3････
のように数字によって示される 11． 
ただし，Khrakovskij(1979:297)では，意味論的役割について，役割の一般的に受け入れ
られるリストはないが，ただ意味論的相違のみに基づいた役割のどんな分類も主観的であ
るか，詳しすぎることが判明すると注意した上で，diathesis の理論にとって最も受け入れ
られ得るものは，例えば主体(subject)，反動作主(counter-agent)，客体(object)，受信
者(addressee)，手段(means)，道具(instrument)等々のような役割(合わせて 25の役割)で
あるとしている 12． 
次に，Khrakovskij(1979)でいう意味論的，統辞論的関係を現代英語の‘chase(追う)’
を例にして示すことにする． 
現代英語における動詞の分類を行っている Levin(1993:270)は，‘chase’は典型的な他動
詞で，主体としての追う人と客体としての追われる人を持つと規定しているので，
Khrakovskij(1979)の見解によってその動詞は 2 つの項(argument)13を持ち，その項にそれ
ぞれ主体，客体という意味論的役割が与えられ，それに伴う主語，目的語という統辞論的
機能が与えられるということになる． 
Levin(1993:269)における‘chase’に関する例文には次のものがある． 
 
Jackie chased the thief．‘ジャッキーはその泥棒を追った．’ 
 
この例文において，意味論的には‘Jackie’が主体，‘the thief’が客体であり，統辞
論的には‘Jackie’が主語，‘the thief’が目的語である．これに加えて Khrakovskij(1979)
で言う意味論的階層と統辞論的階層はそれぞれ１＝主体，２＝客体，１＝主語，２＝目的
語と順序づけて示されることになる． 
ところで，Khrakovskij(1979)によれば，先の事実は次のように図にして示すことができ
るとされている 14． 
 
 ‘chase’ 
意味論的役割 １＝主体 ２＝客体 
統辞論的機能 １＝主語 ２＝目的語 
図 1．動詞‘chase’の diathesis 
 
一方，図 1の基本 diathesis に対して，派生 diathesis はどうなっているだろうか． 
‘Jackie chased the thief.’の受動文は‘The thief was chased by Jackie’となり，
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その diathesis は次のように図によって示される． 
 
 ‘be 動詞＋chased’ 
意味論的役割 ２＝客体 １＝主体 
統辞論的機能 １＝主語 ３＝それ以外 
図 2．図 1の派生 diathesis 
 
最後に，今まで，文法範疇のヴォイスとして取り扱われてこなかった相互(reciprocal)
や再帰(reflexive)が diathesis の理論によってどのように考察され得るかに言及して，
Khrakovskij(1979)の概観を終わることにする． 
Khrakovskij(1979:305-307)では，一見，他動詞と思われる動詞の中に，相互動詞や再帰
動詞が含まれ得るとしている．これらの動詞は他動詞に含まれるので，先の図 1 と何ら相
違を見せない．しかしながら，Khrakovskij(1979:305)において，指示対象(referent)15 と
いうレベルを付け加えると，他動詞と異なる図を示すことになるとされている．つまり，
他動詞では，深層における主体と客体という意味論的役割が表層における 2 つの指示対象
にそれぞれ与えられる．しかしながら，相互動詞の場合，表層において，2つの指示対象を
持つのに対し，深層において，1 つの意味論的役割しか持たない．また，再帰動詞の場合，
表層において 2つの指示対象が等しいので，意味論的役割も等しくなるのである 16．これら
を図で示すと，次のようになる． 
 
意味論的役割 １＝主体 ２＝客体 
指示対象 指示対象１ 指示対象２ 
統辞論的機能 １＝主語 ―― 
図 3．Khrakovskij(1979)における相互動詞の diathesis 
意味論的役割 １＝主体 ２＝客体 
指示対象 指示対象１ 
統辞論的機能 １＝主語 
図 4．Khrakovskij(1979)における再帰動詞の diathesis 
 
このように diathesis の理論を使えば，相互動詞や再帰動詞も図によって示すことがで
き，簡単に他動詞と区別することもできるのである． 
  ところで，本論文でこれ以降，考察することになる現代朝鮮語に先の diatheis の理論を
適用すると，次のようになる． 
まず，本論文では diathesis の理論における考察レベルを次のように示すことにする 17． 
 
① 名詞の動詞に対する意味論的役割 
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② 名詞の動詞に対する統辞論的機能 
③ 名詞の動詞に対する統辞論的機能を伴う格形式 
能動文の例として，現代朝鮮語の 鯵亜 岸聖 耐澗陥.‘kayka talkul ccochnunta’(犬
が鶏を追う．)を取り上げることにする． 
この文での動詞 耐陥‘ccochta’(追う)の意味論的役割は 1=主体，2=客体であり，統辞
論的機能は 1=主語，2=目的語であり，統辞論的機能を伴う格は主格，対格である． 
一方，それに対応する受動文の例として，現代朝鮮語の 岸戚 鯵拭惟 耐延陥.‘talki 
kayeykey ccochkinta’(鶏が犬に追われる．)を取り上げることにする． 
この文での動詞 耐奄陥‘ccochkita’(追われる)の意味論的役割は 1=主体，2=客体であ
り，統辞論的機能は，統辞論的機能を伴う格は 1=主格，3=与格である． 
以上の結果を図に示すと，次のようになる． 
 
 ‘耐陥’ 
意味論的役割 １＝主体 ２＝客体 
統辞論的機能を伴う格 １＝主格 ２＝対格 
図 5．動詞‘耐陥’の diathesis 
 ‘耐奄陥’ 
意味論的役割 ２＝客体 １＝主体 
統辞論的機能を伴う格 １＝主格 ３＝与格 
図 6．図 5の派生 diathesis 
 
この図は，格形式という観点が考察に付け加えられているという点で異なるものの，
Khrakovskij(1979)で提示された diathesis の理論に一致する． 
このようにすれば，現代朝鮮語におけるヴォイスを全て記述できるように思われるが，
本論文では diathesis の理論を用いて，現代朝鮮語におけるヴォイスを考察することはし
ない．その理由として次の 2点をあげる． 
 
① 形態論的観点からだけでなく統辞論的そして意味論的観点へと幅広く拡大し，ヴォイ
スを考察するという点，そして視覚的に動詞の派生関係を確認できるという点でレニ
ングラード学派の提示する diathesis の理論は評価できるものの，予めある動詞がと
る項を設定するという点において本論文は異論がある．というのも例えばその動詞が
二項をとることができるとしても，現代朝鮮語において，実際の用例を考察した場合，
主語や目的語が明示されていない例があるため，予め動詞がとる項を設定することは，
文法を記述する上で重要な客観性を欠いているからである 18． 
② 本論文の目的は，形態論，統辞論，意味論的な観点からだけはなく，それらに加えて，
語用論，認知論的な観点からも現代朝鮮語におけるヴォイスを考察しようと考えてい
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るからである． 
 
一方，diathesis の理論と同じく，統辞論，意味論的観点から受動を考察した Perlmutter
＆Rosen(1984)では，関係文法(relational grammar)を提示している．この文法は，
Trask(1993:236)において，1)主語，直接目的語，間接目的語を原素的なもの(primitives)
と見做すという点，そして 2)馴染み深い種類の構成要素の構造に何の重要性も割り当てな
いという点で他の文法の接近法と異なり，これら 3 つの関係がそれぞれ 1，2，3 というラ
ベルによって区別されるとされている．この理論は，diathesis の理論と同じように，図に
よって示すことができる 19． 
また，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:1234-1235)にも，関係文法についての詳しい
説明がある．そこでは，他の文法理論，特に生成文法理論との比較を通じて，関係文法が
優れている点に言及している．亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:1234-1235)の議論を簡
単に要約すれば，関係文法は今までの生成文法理論では，解決できなかった現代英語以外
の諸言語の受動化等の文法記述にも目を向けており，関係網等の図示を使用して視覚的に
動詞の派生関係を確認できるが，全ての言語にこの理論がそのまま適用できるかについて
は，まだ考察の余地があるとしている． 
今までの議論は，受動を形態論，統辞論，意味論的観点から考察したものである．先行
研究の中には，それらの観点をさらに拡大した語用論的，認知論的観点からヴォイスを考
察したものもある．それは Shibatani(1985)，Klaiman(1991)，Givón(1994)である． 
Shibatani(1985)は，プロトタイプ論 20を導入しながら，受動は，再帰，相互，自発，可
能そして尊敬と相互関係し，受動文から能動文まで一連の連続体が形成されることを結論
づける過程で，様々な言語(アイヌ語，ケチャ語，ロシア語，スペイン語，ヒンディー語，
タガログ語，日本語，朝鮮語等々)の受動文を考察したものである． 
一方，受動の語用論的機能は，意味論的役割である動作主から焦点をはずし，受動者に
焦点を当てる所にあると規定している．このように，受動を語用論的観点から考察すると，
今まで形態論的に受動形式を持たないものと見做されてきた諸言語も動作主や受動者に語
用論的に焦点を当てる何らかの機構があれば，受動を表す形式を持たなくても，その言語
に受動と同じ機能が存在すると言うことができる． 
結果として，この論文では，諸言語において，受身形によって，再帰，相互，自発，可
能そして尊敬等々の意味論を表すことができ，それらはプロトタイプ論的に連続体をなす
ことを証明している． 
Perlmutter＆Rosen(1984)と Shibatani(1985)は西欧における典型的な文法理論と言える
だろう．ここで，先に概観した diathesis の理論とこれらの文法理論とを比較し，その相
違点を述べると，次のようになる． 
diathesis の理論は先で確認したように，形態論的観点だけでなく，統辞論的観点，意味
論的観点からヴォイスを考察するものである．一方，西欧文法におけるヴォイスの理論は，
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あくまでも形態論的観点を重視する傾向にある．つまり，西欧文法におけるヴォイスの理
論では，Lyons(1968)に代表されるように，ある言語における各々の動詞におけるヴォイス
に関わる派生形によってパラダイム(語形変化表)を作り，そのパラダイムを文法範疇とし
てのヴォイスと呼ぶのである． 
ただし，Perlmutter＆Rosen(1984)と Shibatani(1985)では，その考えに修正を加え，受
動を形態論的観点からだけでなく，統辞論的観点，意味論的観点，語用論的観点そして認
知論的観点からも考察し，より発展的な方法論をとっている．しかし，西欧の文法理論で
は，あまりにも理論の内容に重点が置かれ過ぎる傾向がある．つまり，ある論文で使用さ
れた理論に欠点があれば，その理論にだけ議論が集中し，言語研究において重要な位置を
占める文法記述あるいは語彙記述に，それほど注目を置かないのである． 
また，レニングラード学派と同様に，機能＝意味論的立場を取っている生成変形文法論
やそれから派生した文法理論(例えば生成意味論や語彙＝機能文法，そして関係文法等々)
は一面的な方法論でしか文法を考察しておらず，全ての文法を記述しきれていないと言え
る．更に，項構造(argument structure)やシータ役割(θ-role)を設定し，統辞論的観点か
らだけでなく，意味論的観点からもヴォイスを考察しようとしているが，それら意味論的
観点と統辞論的観点がどのように関係しているのかが見え難くいように思われる． 
これらの理論と比較して，レニングラード学派が提示する diathesis の理論は，諸言語
におけるヴォイス的な派生を記述する上で，多面的で重層的な方法であると思われる．と
いうのは，diathesis の理論はヴォイスが統辞論的，意味論的に考察されているからだけで
なく，諸言語における動詞の diathesis が図によって示され，視覚的に確認することもで
き，文法範疇としてのヴォイスの下位分類である再帰や相互等々も記述することができる
からである．更に，レニングラード学派は，理論の内容はともかく，まず言語研究におい
て重要な位置を占める文法記述や語彙記述に重点を置いている．ただし，この理論も先に
言及したように，全ての言語に適用できるかという点で未知数の部分も少なくない． 
次に，Klaiman(1991)を概観することにする．Klaiman(1991)では，意味論的にヴォイス
という文法範疇を 3 つのタイプに分けている．そのヴォイスという文法範疇における 3 つ
のタイプには，動詞の語彙的意味論(lexical semantics of verbs)によって主にヴォイス
が決定される能動(active)や中動(middle)を含む基本ヴォイスタイプ(basic voice type)，
意味論的役割と文法関係の間の再分布(remapping)によってヴォイスが指示される受動
(passive)や反受動(antipassive)を含む派生ヴォイスタイプ(derived voice type)，存在
論的卓立性(ontological salience)や情報卓立性(information salience)によってヴォイ
スが決定される語用論的ヴォイスタイプ(pragmatic voice type)があるとしている． 
  また，Klaiman(1991:171-175)では，世界の様々な言語と共に現代朝鮮語の考察も行なわ
れており，これを語用論的ヴォイスタイプのうちの逆行ヴォイス(inverse voice)に分類し
ている．ここでいう逆行ヴォイスとは文において示された動作が存在論的に低い卓立性の
ある関与者(participant)から存在論的に高い卓立性のある関与者に進む時，動詞が動詞の
 10 
語根の特別なマーキングを通して文法的に示される方法によって明示されるものとされて
いる． 
Klaiman(1991:120)は，存在論的卓立性の尺度として次のような図を示している 21． 
 
     一人称       二人称       三人称       固有       人間一       有生一       無生一 
     代名詞       代名詞       代名詞       名詞       般名詞       般名詞       般名詞 
 
図 7．存在論的卓立性の尺度 
 
つまり，上の図によれば，一人称代名詞が存在論的に高い卓立性を持ち，無生一般名詞
が存在論的に低い卓立性を持つということになる． 
  次に，Klaiman(1991)における現代朝鮮語の考察の概観に移るが，この Klaiman(1991)の
言及は Klaiman(1984)によるところが大きいと判断することができ，本論文では
Klaiman(1984)も合わせて，Klaiman(1991)を概観することにする 22． 
  まず，Klaiman(1984:332-335)における現代朝鮮語の例文を示すことにする 23(波線と下線
は本論文でつけたものである．以下，小説や新聞から引用した例文における動詞は   に
よって表示し，動作の源である主体と動作の受け手である客体は   によって表示する
ことにする)． 
  
1)ａ．害切亜 因聖 耐壱 赤嬢推. 
      ‘namcaka kongul ccochko isseyo’ 
      (男がボールを追っています．) 
ｂ．＊因戚 害切拭惟 耐奄壱 赤嬢推. 
      ‘kongi namcaeykey ccochkiko isseyo’ 
      (ボールが男に追われています．) 
2)ａ．益 澱獣亜 煽 託研 耐壱 赤嬢推. 
      ‘ku thayksika ce chalul ccochko isseyo’ 
      (そのタクシーがあの車を追っています．) 
ｂ．煽 託亜 益 澱獣拭 耐奄壱 赤嬢推. 
      ‘ce chaka ku thayksiey ccochko isseyo’ 
(あの車がそのタクシーに追われています．) 
3)ａ．＊獣娃戚 蟹研 耐壱 赤嬢推. 
‘sikani nalul ccochko isseyo’ 
      (時間が私を追っています．) 
ｂ．蟹澗 獣娃拭 耐奄壱 赤嬢推. 
      ‘nanun sikaney ccochkiko isseyo’ 
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      (私は時間に追われています．) 
 
  本論文では，1a-b)，2a-b)24，3a-b)を分析するために，Klaiman(1984:332-335)で使用さ
れた術語とは異なるが，無標(unmarked)と有標(marked)25，主体(source)と客体
(undergoer)26そして無生(inanimate)と有生(animate)27という術語を導入することにする．
これに従えば，1a)の例文では，耐陥‘ccochta’(追う)という無標形式の動詞で，主体が
害切‘namca’(男)という有情名詞，客体が因‘kong’(ボール)という無情名詞ということ
になる．一方，1b)の例文では，耐奄陥‘ccochkita’(追われる)という有標形式の動詞で，
主体が害切‘namca’(男)という有情名詞，客体が因‘kong’(ボール)という無情名詞とい
うことになり，これは文法的な文として認められない． 
1a-b)の例文の分析を踏まえて，2a-b)と 3a-b)も同じ方法によって分析し，表に示すと次
のようになる． 
 
 動詞の形式 主体 客体 文法的か非文法的か 
1a 無標 害切，有情名詞 因，無情名詞 文法的 
1b 有標 害切，有情名詞 因，無情名詞 非文法的 
2a 無標 澱獣，無情名詞 託，無情名詞 文法的 
2b 有標 澱獣，無情名詞 託，無情名詞 文法的 
3a 無標 獣娃，無情名詞 蟹，有情名詞 非文法的 
3b 有標 獣娃，無情名詞 蟹，有情名詞 文法的 
表 1．例文 1a-b)，2a-b)，3a-b)の考察 
 
つまり，Klaiman(1984)における耐陥‘ccochta’(追う)，耐奄陥‘ccochkita’(追われ
る)の考察と，能動文である‘개가 닭을 쫓는다(犬が鶏を追う)．’とそれに対応する受動
文である現代朝鮮語の‘닭이 개에게 쫓긴다(鶏が犬に追われる)．’が成り立つということ
を踏まえれば，主体と客体が共に有情名詞あるいは無情名詞であれば，能動文も受動文も
文法的だとされるものの，主体が有情名詞，客体が無情名詞の場合は，受動文は非文法的
とされ，主体が無情名詞，客体が有情名詞の場合は，能動文が非文法的であると言える．
このことから，現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生によって，たとえ形
態論的に対応する動詞があったとしても，必ずしも能動文とそれに対応する受動文あるい
は受動文とそれに対応する能動文があるとは限らないことがわかる． 
ところで，Klaiman(1984:341-343)では，現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞
の派生において，能動文とそれに対応する受動文が必ずしもあるとは限らない根拠として，
先の存在論的卓立性よる例だけでなく，動詞の内在的な性質による例と主体の定･不定によ
 12 
る例を示している． 
  まず，Klaiman(1984:341)において，動詞の内在的な性質により，能動文とそれに対応す
る受動文が存在するとされている例について述べることにする(波線と下線は本論文でつ
けたものである)． 
4)ａ．그는 그것을 잊지 못한다. 
      ‘kunun kukesul icci moshanta’ 
      (彼はそれを忘れることができない．) 
ｂ．그것은 그에게 잊히지 않는다. 
‘kukesun kueykey ichici annunta’ 
(それは彼に忘れられない．) 
 
4a)，4b)はどちらも主体が그‘ku’(彼)という有情名詞で，客体が그것‘kukes’(それ)
という無情名詞の例である． 
例文 4a-b)を見る限り，잊다‘icta’(忘れる)は能動文とそれに対応する受動文を備えて
いる．Klaiman(1984:341)は，この理由として‘忘れる’という動作は主体が意識的に行う
動作でなく，無意識的に行う動作であり，主体と客体の相対的な実際のそして潜在的な制
御(the relative actual and potential control)を決定する必要がないからだと結論づけ
ている．つまり，Klaiman(1984)は‘忘れる’という動作を予め無意志動詞と見なし，その
動詞の内在的な特性により，能動文とそれに対応する受動文があるとしている． 
しかしながら，4a-b)では，4a)の例文における잊다‘icta’(忘れる)はⅠ-지 못하다‘Ⅰ
-ci moshata’(･･･出来ない)という分析的な形を取り，あたかも意志動詞のように振る舞
っている 28．一方，その対応する受動文としてⅠ-지 않다‘Ⅰ-ci anhta’(･･･しない)とい
う分析的な形と結びついた例文を取り上げている． 
このように，その動詞がとる語形と主体と客体の関係から，その動詞が無意志動詞か意
志動詞かということが決定され得ると思われるが，Klaiman(1984:341)では，忘れるという
動作を予め無意志動詞として見なし，議論している点が本論文の異論のある所である．と
いうのも，無意志動詞と見做される動詞が，ある文脈では意志動詞のように振舞う場合も
あるからである． 
本論文では，動詞の性質によって，能動文とそれに対応する受動文が存在すことは否定
できないものの，予めその動詞が無意志動詞か意志動詞かを決定せず，ヴォイス接尾辞を
取り得る動詞を考察していくことにする． 
次に，動作の主体の定･不定の問題について述べることにする．Klaiman(1984:341-343)
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において，主体の定･不定により，能動文とそれに対応する受動文が必ずしも存在するとは
限らないとされており，主体が有情名詞で定(definite)29である場合，対応する受動文がな
いとされる．また，その例として次のものがあげられている(波線と下線は本論文でつけた
ものである)． 
 
5)ａ．전 세계의 모슬람 교인들이 아랍어로 쓴 코란을 읽는다. 
      ‘cen seykyeyuy mosullam kyointuli alapelo ssun kholanul ilknunta’ 
      (全世界の回教徒がアラブ語で書いたコーランを読む．) 
ｂ．아랍어로 쓴 코란은 전 세계의 모슬람 교인들에게 읽힌다 30. 
      ‘alapelo ssun kholanun cen seykyeyuy mosullam kyointuleykey ilkhinta’ 
(アラブ語で書いたコーランは全世界の回教徒に読まれる．) 
6)ａ．미국인들은 영어를 씁니다. 
      ‘mikwukintulun yengelul ssupnita’ 
(アメリカ人は英語を使います．) 
ｂ．영어는 미국인들에게 쓰입니다. 
      ‘yengenun mikukintuleykey ssuipnita’ 
      (英語はアメリカ人に使われます．) 
7)ａ．그는 코란을 아랍어로 읽는다. 
      ‘kunun kholanul alapelo ilknunta’ 
      (彼はコーランをアラブ語で読む．) 
ｂ．＊코란이 그에게 아랍어로 읽힌다. 
      ‘kholani kueykey alapelo ilkhinta’ 
      (コーランが彼にアラブ語で読まれる．) 
8)ａ．나의 선생님이 영어를 써요. 
      ‘nauy sensaynimi yengelul sseyo’ 
      (私の先生が英語を使います．) 
ｂ．＊영어는 나의 선생님에게 쓰여요. 
      ‘yengenun nauy sensaynimeykey ssyeyo’ 
      (英語は私の先生に使われます．) 
 
5a-b)と 6a-b)は主体が有情名詞で不定であり，客体が無情名詞の例，7a-b)と 8a-b)は主
体が有情名詞で定であり，客体が無情名詞の例である．5)，6)は能動文，受動文どちらも
文法的であるのに対し， 7)，8)の受動文は非文法的である． 
以上，Klaiman(1984)で提示された例文の考察から，現代朝鮮語において必ずしも能動文
とそれに対応する受動文を持つとは限らない根拠として主体や客体の存在論的卓立性の他
に，動詞が持つ特性や主体の定･不定が大きく関わっていることが導き出される． 
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ところで，Givón(1994)では，本論文が依存する所が大きい逆行ヴォイスを Klaiman(1991)
とは異なる角度から考察し，記述している． 
Givón(1994:8-9)では，意味論的に他動的な出来事(semantically-transitive event)に
おける動作主と受動者の相対的な主題性(relative topicality)という観点から主要なヴォ
イスが以下のように４つに規定できるとしている 31． 
 
         能動･順行ヴォイス:動作主が受動者より主題化されているが，受動者がかなりの主題性を保 
持している． 
          逆行ヴォイス:受動者は動作主より主題化されているが，動作主はかなり主題性を保持している． 
          受動ヴォイス:受動者は動作主より主題化され，動作主が極端に非主題化される． 
          反受動ヴォイス:動作主は受動者より主題化され，受動者が極端に非主題化される． 
 
以上のように Givón(1994:3-42)では，4 つの主要なヴォイスを動作主や受動者がどの程
度主題化されているかによって区別している． 
ところで主題化をどの程度行うかは話し手が主観的に判断するように思える．しかしな
がら，Givón(1994:22-24)は，先の逆行ヴォイスに議論を限定し，それら逆行の変種(inverse 
variation)における文法的側面には話し手が任意に決定する語用論的逆行(pragmatic 
inverse)と類的な主題の階層(generic topic hierarchies)という 9つのパラメータによっ
て話し手の判断が介入することができない義務的な意味論的逆行(semantic inverse)があ
ることに言及している．Givón(1994:22-24)における類的な主題の階層と語用論的逆行と意
味論的逆行の規定は，以下のように示されている． 
 
a.談話の参加者：    話し手＞聞き手＞第三者 
       b.有生性：     人間＞有生物＞無生物 
       c.動作主性：    動作主＞授与者＞受動者 
       d.性：       男性＞女性 
       e.年齢：      大人＞子供 
       f.大きさ：     大＞小 
       g.所有関係：    所有者＞被所有者 
       h.限定性：     定＞不定 
       i.照応性：     代名詞＞完全名詞句 
 
          語用論的逆行:動作主が受動者よりもより主題化される場合には，能動･順行ヴォイスが用いら 
れ，受動者がより動作主よりも主題化される場合には，逆行ヴォイスが用いられ 
る． 
          意味論的逆行:類的な主題の階層において，動作主が受動者よりも上位にランクされる場合には， 
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能動･順行ヴォイスが用いられ，受動者が動作主よりも上位にランクされる場合 
には，逆行ヴォイスが用いられる． 
 
  また，Givón(1994:15-25)では，語用論的逆行と意味論的逆行の他に，逆行の変種におけ
る文法的側面として動作主や受動者に文法的なマーキングがなされる代名詞逆行
(pronominal inverse)，統辞論的そして語用論的な観点から逆行がなされる単語順序逆行
(word-order inverse)，昇格逆行(promotional inverse)，非昇格逆行(non-promotional 
inverse)があるとしている．Givón(1994:15-25)におけるそれぞれの規定は以下のように示
されている． 
 
        代名詞逆行:意味論的他動節(semantically-transitive clause)の 2 つの 3人称の項，つまり動 
作主と受動者のうち，より主題化されるものが 3人称(proximate)として格マーキ 
ングされ，あまり主題化されないものが排他的 3人称(obviate)として格マーキン 
グされる．よって能動･順行節では，動作主が 3人称で格マーキングされ，受動者 
が排他的 3人称で格マーキングされるのに対し，逆行節では，受動者が 3人称で格 
マーキングされ，動作主が排他的 3人称で格マーキングされる． 
          単語順序逆行:文においてより主題化されるものがより前の位置に置かれ，あまり主題化されな 
いものが後の位置に置かれる．よって逆行では非主題化されるものが文において 
前の位置に置かれる． 
          昇格逆行:主題化される 3人称の受動者が主語の位置(subjecthood)に昇格する． 
          非昇格逆行:主題化されない排他的 3人称の動作主が主語の位置から降格する． 
 
以上のように Givón(1994)では，逆行ヴォイスにおける逆行構造の文法的側面の例として
動作主や受動者にどの程度，主題性を置くかという話し手の判断に関わる語用論的逆行と
義務的に決定づけられる意味論的逆行の他に，代名詞逆行，単語順序逆行，昇格逆行，そ
して非昇格逆行をあげ，言語ごとに逆行構造の現れ方が異なることを示している． 
ところで，先に概観した Klaiman(1991)の逆行ヴォイスと Givón(1994:3-42)において規
定された逆行構造の文法的側面のうちの意味論的逆行とはかなりの相違があることに注意
しなければならない．Klaiman(1991)における逆行ヴォイスは，Givón(1994:22-24)におい
て規定された逆行構造の文法的側面のうち意味論的逆行で用いられる類的な主題の階層の
１つである有生性のみを取り上げ，述べているにすぎないのである． 
今までの議論を総合すると次のようになる．受動文では，能動文と異なり，主要成分で
ある項が 1 つ少なくなる．動作の客体が主語の位置に昇格し，動作の主体が主語の位置か
ら降格し，主語や目的語以外の文の成分になる．これは言語類型論的に典型的な受動文で
あると言える．語用論的観点から，受動文では，能動文と比較した場合，動作の主体から
動作の客体へとその焦点が移行する．動作の主体や客体がより人に近いものか，あるいは
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物に近いものかという認知論的観点から能動文と受動文を比較することによって動作の主
体や動作の客体が有情物であるか，無情物であるかが受動文が成立する時に，大きく関与
している． 
本論文では，先行研究でも特に Klaiman(1991)と Givón(1994)の方法論に基づき，現代朝
鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察することにする． 
 
２.３．使役態について 
Trask(1993)における使役態の規定から概観することにする．Trask(1993:38)では，使役
文を以下のように規定する． 
 
使役文は他動詞文であり，その文が 2番目の，そしてより単純な，他動詞文あるいは自動詞文に関係す 
るが，それら他動詞文と自動詞文は使役の他動詞文とは，より単純な文において表現される動作の直接 
的な扇動者(instigator)として知覚される動作主の名詞句の存在が添加されるという点で異なる．この 
意味で使役は，英語や他の言語における様々な表層の統辞論的表現の影響を受けやすい．ここでは，最 
も頻繁なパタンを例証する英語の例を示す．その例としては，‘Tim smiles a lot(ティムは万遍の笑み 
浮かべる).’と‘Lisa makes Tim smile a lot(リサはティムに万遍の笑み浮かべさせる)．’との対立， 
‘I washed the car(私はその車を洗った).’と‘Lisa made me wash the car(リサは私にその車を洗わ 
せた)．’との対立，あるいは‘Lisa had me wash the car(リサは私にその車を洗わせた)．’あるいは‘Lisa  
got me to wash the car(リサは私にその車を洗わせた)．’がある．時々，しかしより議論の的になるラ 
ベルとしての‘使役’は次のような，それほど明らかでない場合に拡大される．その例としては，‘The  
potatoes boiled(そのじゃがいもが茹でられた).’と‘Lisa boiled the potatoes(リサはそのじゃがい 
もを茹でた).’との対立，‘He decided to go(彼は行くことに決めた).’と‘Lisa persuaded him to go(リ 
サが彼に行くように説得した).’との対立，‘The corkscrew got lost(その栓抜きがなくなった).’と 
‘Lisa lost the corkscrew(リサが栓抜きをなくした).’との対立，‘The celery fell on the floor(セ 
ロリが床に落ちた).’と‘Lisa dropped the celery on the floor(リサは床にセロリを落とした).’と 
の対立である．この拡大された意味では，その術語が純粋に意味論的な点において使われているし，多 
くの言語学者はその術語の使用を，先のグループのような生産的な例に限定することを好む．それに加 
えて，使役とは動詞の形式であり，そのタイプは，ある言語において見受けられ，顕在的にそのような 
使役文を表現するために使われる．例えば，トルコ語は，生産的使役形成を持ち，次のような例を示す． 
その例としては，‘Yumurta pişiyor(The egg is cooking(その卵が料理されている)).’と‘Ali yumurtayɨ  
pişiriyor(Ali is cooking the egg(アリがその卵を料理している)).’との対立，‘Mehmet öldü(Ali killed  
Mehmet(アリがメフメットを殺した)).’と‘Hasan Aliye Mehmedi öldürttü(Hausan made Ali kill  
Mehmet(ハウサンがアリにメフメットを殺させた)).’との対立である．そのような動詞形式は，それら 
を示す諸言語においてヴォイス体系の一部を形成する． 
 
Trask(1993:38)の使役態の規定は，先ほどの受動態の場合と同じく，形態論，統辞論，
 17 
意味論的観点からおこなわれたものである．また，使役文では，ある動作を扇動する使役
者が添加されているという点で通常の自動詞文や他動詞文とは異なるとする．それに加え
て，自動詞と他動詞が語彙的あるいは形態論的に対応する場合も使役形のうちの 1 つとし
て取り扱う場合がある．このように考えれば，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による派生，
その中でも自動詞から他動詞に派生するもの(特に，その他動詞が動作の客体の結果状態を
表す場合)を使役として取り扱わなければならないだろう．以下，先行研究の議論を概観す
ることにするが，これらの議論では，Trask(1993:38)で言及された観点だけでなく，ある
言語の使役形が生産的に派生するのか(形態論的使役)，非生産的に派生するのか(分析的使
役)，また使役の意味が使役者が被使役者に強制的に行為をおこなわすことを意味するのか
(強制使役)，それとも被使役者が納得して，その行為をおこなうことを意味するか(許容使
役)も含めて使役態を規定している． 
まず，Nedyalkov＆Silnitsky(1973)から概観することにしよう． 
Nedyalkov＆Silnitsky(1973)は Xolodovič (ed.) (1969)の冒頭部分を飾る論文である．
また，この論文は言語類型論的観点から他の諸言語の使役を記述する上で，その基礎とな
る使役の理論を提示したものでもある．この論文が収められている Xolodovič (ed.) (1969)
は先に概観したレニングラード学派が中心となり，纏め上げられた収集論文のうち最初に
出版物として発表された論文集である 32．レニングラード学派の理論と言えば，先の
diathesis の理論を思い浮かべるが，この論文では，その diathesis の理論を使役に適用し
ておらず，全く異なる角度から諸言語の使役形に接近している． 
Nedyalkov＆Silnitsky(1973:1)では，諸言語の使役形を考察するために次のような形態
論的使役を設定している． 
 
本論文で取り扱うのは，使役の対立 Vi:Vjの類型論であり，そこでは Viが定項 sj(例えば，何らかの状態) 
を示し，Vjが csj(例えば，何らかの状態であるが，それはすでに引き起こされたものである)を示す．動 
詞 Viは非使役形であり，動詞 Vjはその使役形である．Viと Vjは意味論的な派生関係によって関係づけら 
れる．つまり Vjは追加の意味 cを付け加えることによって，Viから‘形成される’． 
 
この観察は，特徴的な記号が使われているものの，使役に関する先行研究には普遍的に
見られる言及である．つまり，ある動詞の使役形では形態論的に使役を意味するものが添
加される．ただし，次のような意味論的観察は他の先行研究では，あまり言及されていな
い．先の考察によれば，非使役形である Viが sjという意味を表し，使役形である Vjが csj
という意味を表すということである．つまり，意味論的には，非使役形は何らかの状態を
意味するのに対し，使役形は何らかの状態を示し，その状態はすでに引き起こされたもの，
つまり何らかの結果が生じていることを意味する．このように考えれば，レニングラード
学派が考察するのは使役文だけでなく，現代日本語のように，対応する自動詞が存在する
他動詞文も含むことになる 33．この点は Trask(1993:38)の使役の規定に一致している． 
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次に，Nedyalkov＆Silnitsky(1973:1)では，使役の状況を次のように提示している． 
 
使役の状況(CS)の直接的な構成要素は少なくとも，因果関係(causation)の関係(c)によって互いに関係 
づけられる，2つの下位状況からなる．使役の諸関係は原因と結果の諸関係と同義であると見なされ得 
る．原因となる下位状況･因果関係を示す下位状況は前件として知られ得，引き起こされた下位状況は因 
果関係の結果として知られ得る． 
 
つまり，使役の状況は原因と結果という 2つの状況からなる．それらの状況は原因のみ，
あるいは結果のみを表す文として 1 つ 1 つ独立して，表現される得るが，使役の状況を表
わすためには，それら 2 つの状況が複合した形で文として表現されなければならないので
ある． 
更に，Nedyalkov＆Silnitsky(1973:1)では，使役の状況に必要な構成要素として以下の
ものを設定する． 
 
因果関係の関係 cは使役の状況の定項である．この定項は使役の下位状況の決定的な構成要素である， 
というのはそれがこの状況を体系づけるからである．この決定的な構成要素に付け加えて，使役の状況 
は少なくとも 4つ以上の定項を含む．それは動作主/行為者つまり使役の状況(ri)の前件の主体であり， 
因果関係を示す/原因となる状況(si)，受動者つまり使役の状況(rj)の後件の主体であり，引き起こされ 
た状態(sj)である． 
 
そして，最後に，使役の状況は，一連の記号によって示されるとして，次のような図に
よって，それを示している． 
 
       Yor action    made     him leave(あなたの行動が彼を去らせた). 
  使役の状況＝[ri   si  ]  因果関係  [rj    sj ]． 
 
この図は，先に言及したように，使役の状況が原因と結果という 2 つの状況からなるも
のであり，それぞれの状況にその状況をつくる主体がそれぞれ存在することを示している
34． 
今までの議論を要約することにする．レニングラード学派の考えによれば，1)使役の状
況は，原因と結果という 2 つの状況によって成り立つ，2)動作を行う動作主(被使役者)に
その行為をおこなうようにする扇動者(使役者)が存在するという 2 つの用件を満たすもの
が使役文ということになる．以下に概観する先行研究では，言い方は異なるものの，使役
の状況は原因と結果という2つの状況から成り立つという意味論的規定を受け入れている．
この点で，レニングラード学派が提示した理論は，他の先行研究に与えた影響が大きかっ
たと言うことができる． 
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このようにして，使役の状況を設定した後に，Nedyalkov＆Silnitsky(1973:2-4)では，
主に形態論的観点から諸言語の使役形を考察し，次のように分類する 35． 
 
1)方向づけられる(directed)諸対立つまり派生の諸対立． 
A)意味において使役である対立のメンバーが使役の形態素によって形式的に標示される．例えば，イ 
ンドネシア語 patah(‘become broken’)→me-matah-kan(‘make broken’)等々がある． 
  B)意味において非使役である対立のメンバーが反使役の形態素によって形式的に標示される．例えば， 
ロシア語の lomat’-sja(‘become broken’)←lomat’(‘make broken’)等々がある． 
2)方向づけられない諸対立． 
  A)逆の対立:対立のメンバーが同じ語幹を持つ． 
  a1)範列的諸対立:対立のメンバーはそれらの範列において異なる．例えば，古典ギリシア語καί 
ω‘I make (it) burn’⇔καί-ομαι‘I burn’，καί-εται‘(he) burns’⇔καί- 
εται‘(it) burns’がある． 
    a2)人称標示の数の変化によって，主体と主体＝客体において異なる．例えば，アブハズ語 i1-blueit2 
‘it1-burns2’⇔i1-z2-blueit3‘I2-it1-burn3’，i1-aa2-blueit3 ‘we2-it1-burn3/set fire to’が 
ある． 
a3)ある人称標示を他の人称標示に代えることによって，主体と主体＝客体の一致において異なる． 
例えば，チュコト語 jyrʔet-gʔi‘it became filled，filled up’⇔jyrʔen-nin‘he-it-filled’ 
がある． 
a4)時制の形式が構成される所の手段において異なる．例えば，バンバラ語[sebe1]jeni2-na3‘[the  
paper1] burned2,3’⇔[n’fa1]ya2 [sebe3]jeni4 ‘[my1 father1] burned2,4 [the paper3]’があ 
る． 
a5)屈折の位置の移り変わりにおいて異なる．例えば，日本語 jak-e‘burn’⇔jak-e，jak-a，jak-i， 
jak-u，jak-o‘burn，make burn’がある． 
b)統合諸対立:使役の意味と非使役の意味は動詞の環境によってのみ決定される．例えば，英語 
[water] boil-s→[my mother] boil-s [the water]がある． 
B)相関的諸対立:どちらのメンバーの語幹も相関する，つまり一致する部分に無関係で，それらはそれ 
らの区別する要素を含む． 
a)相関的語根諸対立:その対立のメンバーはそれらの語根形態素の部分的不一致によって区別され 
る．例えば，リトアニア語 lŭž-ti‘break，become broken’⇔lauž-ti‘break’がある． 
  b)相関的接辞諸対立:ここでの対立のメンバーは，異なる可変の接辞を持つ．例えば，グルジア語 
duy-s‘boils’→a-duy-eb-s‘boils，makes boil’(-a- -eb-は使役の共接辞である)がある． 
C)補充法 36的諸対立:対立のメンバーがそれらの形態素の完全な非一致によって区別される．例えば， 
ロシア語の umeret’-ubit’，英語の to die-to kill，ドイツ語の sterben-töten 等々がある． 
 
また，Nedyalkov＆Silnitsky(1973:4-5)では，これらの諸対立のタイプが組み合わさっ
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て，8つのタイプがあるとしている 37． 
更に，Nedyalkov＆Silnitsky(1973:6-32)では，様々な観点から諸言語の使役態を考察し，
それらの言語の使役形を分類している．ここでは，それらの考察を具体的に言及しないこ
とにする． というのは，その具体的な考察は，以下に概観する先行研究においても，多少，
言い方は異なるものの，言及されているからである． 
一方，Shibatani(1976)では，使役をどのように取り扱っているだろうか． 
まず，Shibatani(1976:1-2)が従う使役文の規定は， Nedyalkov＆Silnitsky(1973:1)の
規定と同じく，使役の状況は原因の状況と結果の状況が複合したもので，使役文はそれら
の状況が文に反映されたものということである．使役の意味論的規定において西洋の言語
学とレニングラード学派の間のこのような一致が見られることは興味深いことである． 
次に，Shibatani(1976:2-3)では，現代英語のような多くの言語において，2 つのタイプ
の使役形があり，１つには形態論的に規則的で，生産的な形式，もう 1 つには形態論的に
不規則で，非生産的な形式であるとする．これらの形式は，ある程度，しかし必ずしも絶
対的であるとは限らないが，言語の形態論的特徴づけに依存し，生産的な形式は現代英語
の‘cause’と‘make’のような助動使役動詞の使用あるいは日本語のように接辞の使用と
共に実現する．孤立語は助動使役動詞を使う傾向にあるのに対し，膠着語は接辞を使う傾
向にあるともしている．非生産的(語彙的な)使役と生産的な使役は現代朝鮮語や現代日本
語にも存在する．Shibatani(1976:17)では，その例として입히다‘iphita’(着せる)と입게 
하다‘ipkey hata’(着せる)そして nokos‘leave behind’と nokor-ase‘cause to stay behind’
を取り上げている(それぞれの言語の例において，前者が非生産的な使役を表し，後者が生
産的な使役を表す)． 
また，Shibatani(1976)が主に使用する方法論について言及しておかなければならないだ
ろう．Shibatani(1976)では，生成意味論の方法論 38を用いて，特に現代英語における使役
に重点を置き，考察している．Shibatani(1976)では，使役文を生成意味論的観点から取り
扱った理由として，1)その接近法が最も体系的に発展した方法であり，2)生成意味論の枠
組みにおける研究によって使役文についての今までにない興味深い事実が明確に提示され
ており，3)生成意味論の方法論をそのまま適用できる証拠，あるいはその方法論に相反す
る証拠が最も妥当な文法理論のうちの 1 つによって取り上げられる方向が正しいものか，
そうでないかを決定する時に重要な役割を果たすからであるとする． 
Shibatani(1976)では，生成意味論的観点から，現代英語，現代朝鮮語そして現代日本語
の使役を考察し，それらの言語の使役が構造的に異なることを指摘している．また，非生
産的(語彙的)使役と生産的(分析的)使役の区別が，意味論的に直接的因果関係(direct 
causation)と間接的因果関係(indirect causation)あるいは操作因果関係(manipulative 
causation)と指示因果関係(directive causation)の区別と相関することも指摘している 39．
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例えば，Shibatani(1976)では，その具体的な例が示されていないが，現代朝鮮語における
使役において非生産的(語彙的)使役と生産的(分析的)使役の間の形態論的区別によって，
意味論的に直接使役と間接使役が区別される．例としては以下のものがある．9a)は非生産
的な使役で直接使役を意味する例であり，9b)は生産的な使役で間接使役を意味する例であ
る(波線と下線は本論文でつけたものである)． 
 
9)ａ．어머니가 아이에게 옷을 입혔다‘emenika aieykey osul iphyessta’(母親が子供に服を着せた)． 
ｂ．어머니가 아이에게 옷을 입게 했다‘emenika aieykey osul ipkey hayssta’(母親が子供に服を着 
せた)． 
 
9a)と 9b)は日本語に訳すと，同じ意味を表しているように見えるが，そうではない．9a)
において母親が子供に強制的に服を着せたという強制の意味が加わり，9b)において母親が
子供に服を着るように言って，子供が納得して服を着たという許容の意味が加わる． 
このように，Shibatani(1976)では，使役において形態論的関係が意味論的関係に相関す
るという考えを示しているが，この考えは現代英語，現代朝鮮語，現代日本語という 3 つ
の言語だけを考察することによって，得られたものである．しかしながら，使役に関する
先行研究では，言語類型論的に多くの言語を考察した上で同様な考えが示されている．こ
のことを踏まえると，Shibatani(1976)も先の Nedyalkov＆Silnitsky(1973)と同様に，先行
研究に与えた影響は大きかったように思える．ただし，本論文では，変形生成文法あるい
は生成意味論を使用して，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察しないこ
とにする．その理由としては，1)ある文法現象を記述するために，実際の用例と作例によ
って，その記述に与えられる正当性がどの程度，効力があるかを判断するのは，研究者に
よって見解が異なる所であるが，本論文では，実際の用例を使い，現代朝鮮語の受動と使
役を考察するからであり，2)生成意味論のように，CAUSE や DO という限定された原素的要
素だけでは，全ての動詞の意味を記述することができないと考えるからであり，3)変形生
成文法や生成意味論のように，最初に打ち立てた理論に合わない例文が存在すれば，それ
を例外と認めず，その例外を解決するためだけの装置を考えようとする研究姿勢に賛同で
きないからである． 
ところで，Whaley(1997)では，今まで概観した先行研究では，取り扱っていない観点か
ら使役文を考察している．その観点とは写像性(iconicity)40の観点である． 
Whaley(1997)では，Haiman(1983)の言及を引用しながら，使役の写像性に言及する．
Haiman(1983)では 3 つ以上の競合する使役タイプのうちのどれが直接使役を描写するのに
使われるかについて写像的観点から予想することができるとし，もし，ある言語が 2 つ以
上の形式的な使役を持てば，そのうち，より小さい形式がより直接的な因果関係を表すた
めに使われ，より大きな形式がより間接的な因果関係を表すために使われるとしている．
Whaley(1997:195)では，この考えを語彙的使役，形態論的使役，分析的使役にそのまま受
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け入れ，語彙的使役が 2 つの形式に比べて，語彙単位そのもので使役を表わすという点で
より小さな形式なので，より直接的な因果関係を表し，反対に分析的使役が 2 つの形式に
比べて，動詞と使役を表わす助動詞が使用されるという点でより大きい形式なので，より
間接的な因果関係の意味を表すとしている．と同時に，形態論的使役は動詞に使役を表わ
す接辞が付くという点で語彙的使役と分析的使役の中間に位置し，直接的な因果関係でも
なく，間接的な因果関係でもない中間的な意味を表すとする．これは，あくまでも，写像
性によって決定されるものであるから，考察する言語によっては多少の相違が見られるか
もしれない．しかしながら，写像的観点を使役に導入し，形式の大小が使役の意味にも関
与していることを指摘した点で興味深い議論であると言える． 
最後に，今まで概観してきた先行研究とは異なる観点から使役を考察したものとして，
Shibatani(ed.)(2002)を概観することにする． 
Shibatani(ed.)(2002)における諸論文は，使役に関する論文集の中でも，最新のもので
ある．本論文では，その中でもShibatani(2002)とShibatani＆Pardeshi(2002)を概観する． 
Shibatani(2002)では，使役の先行研究において次のものが使役と関連する領域として指
摘できるとする． 
 
１) 語彙的使役と形態論的使役 
２) 直接的因果関係と間接的因果関係 
 
これらの領域は，先に概観した先行研究においても，何度も言及されてきたことである．
ただし，今まで，語彙的使役と形態論的使役は自動詞と他動詞によって，その使われ方が
異なることが指摘されたり，あるいは直接的因果関係と間接的因果関係が使役者と被使役
者の制御性(controllability)の程度によって決定されたることが指摘されたりしたが，
Shibatani(2002:5，14)では，それらの方法論の代わりに新しい方法論として不活動自動詞
(inactive intransitives)，中動･摂取動詞(middle/ingestive verbs)，活動自動詞(active 
intransitive verbs)，そして他動詞を区別すること 41，被使役者の動作主性と受動者性を
区別することによって諸言語の使役を考察しようとしている． 
Shibatani(2002:5)では，不活動自動詞と活動自動詞を比較しており，不活動自動詞が活
動自動詞よりも使役化しやすいことを指摘している．不活動自動詞が使役化を最もしやす
い理由として，その動詞において動作を主導する意味論的役割が受動者的であるからであ
るとする．一方，他動詞が使役化を最もしにくい理由として，その動詞において動作を主
導する意味論的役割が動作主的であるからであるとする．このような結果から，
Shibatani(2002:6)では，使役化が起こりやすいか，起こりにくいかに従って不活動自動詞，
中動･摂取動詞，活動自動詞，他動詞をこの順序で配置しているのである．つまり，動詞に
よって示される動作の主体や客体が何であるか，あるいはその動詞そのものの特徴によっ
て使役化が起こりやすいか，使役化が起こりにくいかが決定されるということになる． 
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また，直接的因果関係と間接的因果関係においても被使役者が動作主的であるか，受動
者的であるかが大きく関与しているとする．つまり，使役文において被使役者が受動者的
であれば，直接的因果関係を意味するのに対し，被使役者が動作主的であれば，間接的因
果関係を意味するのである． 
一方，Shibatani＆Pardeshi(2002)では，使役を形成する時，使役の形態論的側面と意味
論的側面において，それぞれの側面に属するものが一つ一つ独立しているのではなくて，
連続体をなす証拠を提示している．その証拠としては次のものがある．形態論的な考察か
ら語彙的使役が被使役者が受動者として概念化される所の状況を表現し，生産的使役が被
使役者が動作主である所の状況を表現するのに対し，意味論的な考察から直接的因果関係
が動作主的使役者と受動者的被使役者を含む状況として定義され，間接的因果関係が動作
主的使役者と動作主的被使役者を含む状況として定義される．更に，Shibatani＆
Pardeshi(2002:90)では，直接的因果関係と間接的因果関係を原因の状況と結果の状況にお
ける時間空間的側面(spatiotemporal profile)によって区別し，前者は原因の状況と結果
の状況が複合した時間空間的側面を持っているが，後者は原因の状況と結果の状況が別々
に分離した時間空間的側面を持っているとしている． 
以上で述べた Shibatani＆Pardeshi(2002:90)における直接的因果関係と間接的因果関係
の特徴を整理すると，次のような表で示すことができる． 
 
使役の意味 原因と結果における時間的空間的側面 使役者と被使役者の関係 
直接的因果関係 原因と結果における時間的空間的側面におい
て重複が見られる．これによって直接的因果関
係は単独の出来事として概念化され，語彙的使
役として現われる． 
直接的因果関係の出来事節は使
役者である動作主から被使役者
である受動者に動作をおこな
い，最終的に被使役者である受
動者が動作を行う．これらの一
連の動作は 1 つの出来事として
現われる． 
間接的因果関係 原因と結果における時間的空間的側面が別個
に現われる．これによって間接的因果関係は 2
つの出来事として概念化され，生産的使役とし
て現われる． 
動作主である使役者が動作主で
ある被使役者に動作が移動する
という 1 つの出来事が起こる．
その次に動作主である被使役者
が受動者に動作をおこなうとい
う 2つ目の出来事が起こる． 
表 2．Shibatani＆Pardeshi(2002:90)における直接的因果関係と間接的因果関係の特徴 
 
今までの概観を通じて，語彙的使役が直接的因果関係を意味する傾向があり，生産的使
役が間接的因果関係を意味する傾向があることがかわるだろう．このような対応関係は先
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に概観した先行研究で何度も言及されてきたことである．しかしながら，Shibatani＆
Pardeshi(2002)では，時間空間的観点を加えた新しい方法論で，これらの対応関係を指摘
したという点で評価できる． 
また，Shibatani＆Pardeshi(2002:96)では，直接的因果関係と間接的因果関係の中間的
な範疇として共格因果関係(sociative causation)を設定している．この論文では，この共
格因果関係を 2 つの動作主を含むという点で間接的因果関係と同じ状況を示しながら，直
接的因果関係のように使役者の行為と被使役者の行為が時間的空間的重複を示す所の状況
を示すとする．唯一，直接的因果関係と間接的因果関係と異なるのは使役者が原因の状況
において動作を行う時，被使役者と同じ動作をおこなうことを意味する点である．ここで
は，この意味として‘団結行為(joint-action)’，‘援助(assistive)’，‘監督(supervison)’
があるとしている 42． 
今までの議論を総合すると，使役文は非使役文とは異なり，被使役者に動作を行わせる
使役者の項が加わる．また，使役者が被使役者に強制的に動作を行わせるのか，被使役者
が納得して動作を行うかによって直接使役と間接使役に分けることができる．このような
使役の分類は単純に意味によってなされるのではなくて，時間空間的側面を取り入れた観
点によってもなされるのである．更に，Nedyalkov＆Silnitsky(1973)や Trask(1993)で指摘
されたように，使役文として現代日本語の有対他動詞のような一連の動詞も考察対象とす
るのであれば，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生，その中でも自動詞から他
動詞に派生するもの(特に，その他動詞が動作の客体の結果状態を表す場合)も取り扱わな
ければならない． 
 
２.４．中動態について 
中動態は古典ギリシア語，サンスクリット語のように，能動態，受動態そして中動態と
いう対立の中でしか存在することができない．つまり，厳密に言えば，現代英語や現代朝
鮮語における‘This book sells well.’と‘이 책은 잘 팔린다.’(どちらの文も‘この
本はよく売れる’を意味する)のような文は中動文ではないのである．また，中動態は亀井
孝･河野六郎･千野栄一編(1996:926)によれば，動詞の表わす行為が行為者自身に及ぶ場合
にとる形態論的特徴であり，そのような点で再帰(reflexive)と共通するので，それと混同
されて，中動態が使用されることが頻繁にあるとされている．また，相互(reciprocal)も
中動形の中で，相互の意味を持つ動詞があるために，中動形と混同されて，使用されるこ
とがあるとされる．このように中動は一般言語学において様々な意味で使用されているの
である． 
まず，Trask(1993:171)では，中動態を以下のように規定する． 
 
ある諸言語では，特に古典ギリシア語とサンスクリット語では，明確に区別できる動詞形式が能動と受 
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動と対立し，そのような動詞は主語が自分自身に動作を行う(再帰)あるいは自分自身のために動作を行 
うことを表現するために使われる．中動はそのような諸言語のヴォイス体系の一部を形成する．その術 
語は英語の‘John is shaving(ジョンは髭をそっている).’そして‘Lisa undressed(リサは衣服を脱い 
だ).’のような英語の例によって例証される文に明らかに適切であるようである．また，従って，たっ 
た1つの項名詞句だけを含む節をも中動として示す分析もある．そのようなたった1つの項の名詞句は， 
行為者(actor)である．その例としては‘John is waiting(ジョンが待っている).’と‘The sun is  
shining(太陽が輝いている.’そして‘His popularity declined(彼の人気が衰えた).’，‘Behave  
yourself(行儀よくしなさい)!’がある．あるいは他動詞を中動として示す場合があり，その動詞の主語 
は動作主(agent)でない．そのような動詞としては特に関係動詞(‘have，deserve’)，しかし時折，知 
覚，認知あるいは感情の動詞がある．また，中動受動(mediopassive)を中動と見る研究者もいる 43． 
 
先に言及し，Trask(1993:171)でも，示しているように，厳密な意味での中動態は能動態
や受動態との対立の中でしか認識されない．しかしながら，中動に関する研究が進むにつ
れて，ある動詞が再帰や相互の意味を表せば，その動詞は中動動詞であるという比較的緩
やかな規定がなされているようである．本論文では，このような緩やかな規定に従わず，
厳密な意味での中動，つまり形態論的に能動態と受動態に対立する中動態がなければ，そ
れを中動態とは認めない立場をとることにする 44．中動態をそのように規定すれば，
Trask(1993:171)で言及されている中動受動も本論文では中動形として取り扱わないこと
になる． 
以下，Klaiman(1991)と Kemmer(1994)では，中動態をどのように規定しているかを概観す
ることにする． 
先に言及したように，Klaiman(1991)では，意味論的に能動，受動だけでなく，中動も考
察の対象としており，中動を動詞の語彙的意味論によって主にヴォイスが決定される基本
ヴォイスタイプとして見做して，それを考察している．中動を基本ヴォイスタイプと見做
す理由は受動文とは異なって，中動文において対立する能動文と統辞論的に同じ現象が見
られるからである．換言すれば，中動文において，非中動文と同じように，統辞論的に主
語や目的語の位置の移動が見られないということである．ただし，中動文では，動詞の語
幹に中動を表す形態素やそれに相当するものをついているという点で非中動文とは異なる． 
Klaiman(1991:47-104)では，その中動を持つ代表的な言語として，フラ語とタミール語
そしてインド＝ヨーロッパ諸語(特にサンスクリット語)を考察している．これらの言語は，
中動の意味を表す形態を持っているという理由だけで，漠然と考察されているわけでなく
て，異態動詞性 45 を表現するという顕在的な意味論的機能と再帰を表現するという外在的
な意味論的機能によって区別されて，考察されているのである．つまり，フラ語はそれら 2
つの機能を持つかどうかが明確に示されない言語であるのに対し，サンスクリット語はそ
れら 2 つの機能を完全に持つ．また，タミール語はそれらの言語の中間的なものであり，
非出来事性(noneventuality)あるいは他の特別な時制＝法的意味論(special temporomodal 
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semantics)を表現したり，統辞論的に再帰を表現したりする一部の場合には 2 つの機能を
持つかを明確に示されないが，他の多くの場合にはインド＝ヨーロッパ諸語と同等の中動
の意味論的機能を持つ言語である． 
また，Klaiman(1991)では，各言語の中動態を形態論的，統辞論的，意味論的に考察して
いる．結果として，Klaiman(1991)では，伝統的な中動態の枠組みからはみ出すことなく，
各言語の中動態を考察しており，中動態を表す言語であっても，その意味と機能の程度に
よって典型的な中動態を表す言語と典型的な中動態を表さない言語に区別できることを示
している． 
一方，Kemmer(1994)は，中動態を形態論的，統辞論的，意味論的観点だけでなく，語用
論的，認知論的観点からも考察している．それ故，先に概観した Klaiman(1991)よりも幅広
い範囲の観点から中動を考察していると言うことができる． 
まず，Kemmer(1994:ⅸ)では，例えば，(一般的にそして言語特定的に具現化された)他動
詞文は記述された場面における 2 つの関与者が異なる実体であり得ると予想される反面，
中動文が他動詞文の意味論の一部として記述された場面における 2 つの関与者が同じ実体
である得ると予想されると，意味論的に中動文を規定する．つまり，Kemmer(1994)におけ
る中動文は最初から形態論的対立が無視され，統辞論的に中動文が他動詞文の下位分類と
して見做され，意味論的に 2 つの関与者が同じ実体であることを示す文である．それに加
えて，Kemmer(1994:ⅹ)では，中動態に関する先行研究において提供されるものとしては特
定の言語における中動態を考察して，得られた通言語的な一般化というよりは特定の中動
態体系がアスペクトのような他の文法範疇と相互に関係していることであるとしている．  
次に，Kemmer(1994:1-2)では，中動態に関する先行研究における問題点として能動形と
受身形そして中動形という形態論的な対立に重点を置きすぎる余り，意味論的な一般化を
導き出すことができないことを指摘している．また，それぞれの言語によって中動態を表
す形式が接辞であったり，代名詞接語(clitic)であったり，中動文において他の自動詞文
と区別するに適当な形態･統辞論的標示が表面上には全く現れない場合があったりするの
で，これらの現象全てに同じ中動態という用語が果たしてそのまま適用されるのかという
疑問点も提起している 46．これらの問題点と疑問点を解決するためには，Lyons(1968)で提
示された‘動作あるいは状態が動作の主体や動作の主体の利益に影響を与える’という中
動態の規定を使用するのが適当であるとする．しかしながら，その中動態の規定は，あま
りにも広範囲の意味論的領域，つまり受動や再帰を含むことにもなるので，中動態だけを
規定する定義が必要であるとする．このような先行研究の問題点と疑問点を解決するため
に，Kemmer(1994:10)では，1)本質的に意味論に基づき，2)経験的な類型論的比較に基づき，
3)本質的に通時論に基づく方法論によって各言語の中動態が記述されなければならないと
する．結果として，Kemmer(1994:16-20)では，1)と 2)を含めた方法論を使って，系統的に
も地理的にも関係がない諸言語の動詞を分類する．その動詞の例として，手入れ，体の管
理を表す動詞，姿勢の変化を表す動詞，感情的発話行為を表す動詞等々を含む 13 の動詞分
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類が提示されている 47． 
しかし，本論文では，何度も言うことであるが，中動について Kemmer(1994)のような立
場をとらないことにする．というのは，あくまでも中動態は能動態や受動態の対立の中に
しか存在しないからである．また，中動態が反映された動詞は中動形，その動詞が文に存
在すれば，その文は中動文になるのに対し，再帰と相互は中動と同次元で取り扱うことが
できず，それぞれが中動の下位分類であると思われる．それぞれの意味を表す動詞は再帰
動詞，相互動詞であり，それぞれの動詞が存在する文は再帰文，相互文である．中動文に
おいて，それが再帰や相互の意味を持つのであれば，二項動詞であると言い得る．先に概
観したことではあるが，Khrakovskij(1979:305-307)では，指示対象という概念を導入すれ
ば，再帰と相互を容易に区別することができるとしている．また，現代英語や現代朝鮮語
では，中動を意味する中動動詞はあっても，厳密な意味での中動形は存在するとは言えな
い．ヴォイス接尾辞による動詞の派生の中には意味論的に中動に該当するものもあるかも
しれないが，本論文では，そのような動詞は中動形として取り扱わないことにする． 
能動態，受動態，使役態，中動態に関する先行研究を概観してきたが，それらを整理す
ると，次のようになる． 
 
文法範疇 能動態 受動態 使役態 中動態 
意味レベル 動作の主体が動作の
客体に動作を行うこ
とを意味する．あるい
は，動作の主体が動作
を行うことを意味す
る(能動)． 
動作の客体が動
作の主体に動作
を被ることを意
味する(主体が明
示されないこと
もある)(受動)． 
使役者が被使役者
をして動作の客体
に動作を行うよう
にさせることを意
味する(使役)． 
動作が動作の主体自
身に及ぶことを意味
する．あるいは，動
作が動作の主体と動
作の客体に均等に割
り当てられることを
意味する(中動(下位
分類として，再帰，
相互等々がある)． 
能動形(自動詞，他動
詞，授受他動詞) 
受身形 使役形 中動形(下位分類と
して，再帰動詞，相
互動詞がある．) 
動詞レベル 
一項動詞，二項動詞，
三項動詞 
一項動詞あるい
は二項動詞 
二項動詞以上 二項動詞 
文レベル 能動文(＝自動詞文
[現代日本語]，他動詞
文，授受他動詞文) 
受動文 使役文 中動文(下位分類と
して，再帰文，相互
文がある．) 
対立する文 受動文(一項動詞，二
項動詞) 
能動文(一項動詞
[現代日本語]，二
非使役文(一項動
詞，二項動詞，三項
非中動文(二項動詞) 
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項動詞，三項動
詞) 
動詞) 
表 3．能動態，受動態，使役態，中動態の相違 
 
能動態，受動態，使役態，中動態という文法範疇，能動形，受身形，使役形，中動形と
いう形態論的関係，能動文，受動文，使役文，中動文という統辞論的関係は厳密に区別さ
れなければならない．態というのは，あくまでも文法範疇そのものを示す．そして，それ
は意味論的に動作の主体と動作の客体の見方の相違が文の命題に反映されるものであると
規定することができる．例えば，認知言語的観点から考えれば，能動では動作の主体から
動作の客体に向かう一連の動作が描かれ，認知言語的に動作の主体が前景化されているの
に対し，受動では，その一連の動作が動作の客体が動作の主体に動作を被るという点で反
転し，認知言語的に動作の客体が前景化されると考えられる．また，非使役や非中動でも
典型的には動作の主体から動作の客体に向かう一連の動作が描かれている．この点で能動
と同じ意味を表すのである．一方，使役では使役者(causer)が現れ，使役者が被使役者
(causee)を通じて動作を行わせるという動作を表している．同様にして中動では，動作が
動作の主体にまた立ち戻る動作が描かれたり(再帰)，動作の主体と他のものが同じ動作を
行ったり(相互)，その動作が自然に起こったり(自発)することを表す．また，使役では非
使役に比べて，認知論的に使役者が前景化されているのに対し，中動では非中動に比べて，
認知論的に動作の主体がより前景化されていると考えられる．そして，その受動態，使役
態，中動態が動詞に反映されれば，その動詞は受身形，使役形，中動形として，その受動
態が文に反映されれば，その文は受動文，使役文，中動文として認められるのである．更
に，非使役文や非中動文は，自動詞文，他動詞文であり，文として無標であるという点で，
能動文と同等であると言い得る． 
次の項では，現代朝鮮語のヴォイス，特にその中でも，ヴォイス接尾辞による動詞の派
生について先行研究では，どのようにそれらを記述してきたかを概観することにする． 
 
３．現代朝鮮語のヴォイスについて 
現代朝鮮語のヴォイス研究において，その研究が始まった歴史は古くないにしても，そ
れを研究した論著と論文の数は他の分野の研究と比較しても遜色ないほど多い．1980 年代
以降に発表された先行研究のうち，代表的なものとして，菅野裕臣(1982)，Klaiman(1984)，
菅野裕臣(1986-7)，裵禧任(1988)，安秉禧･李珖鎬(1990)，Klaiman(1991)，권재일(1992)，
서정수(1996)，고영근(1997)，김형배(1997)，우인혜(1997)，이상억(1999)，崔昌玉(2001a,b，
2002，2005a,b,c)，김성주(2003)，기타무라(2004)等々がある．それらのうち，裵禧任(1988)，
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安秉禧･李珖鎬(1990)，고영근(1997)，김형배(1997)では，中期朝鮮語の受動態や使役態を
形態論，統辞論，意味論的に取り扱っているのに対し，残りのものは現代朝鮮語の受動態
や使役態を形態論，統辞論，意味論的に取り扱っている．また，高正儀(1990)，朴良圭(1990)，
서정수(1996)，김흥수(1998)では，現代朝鮮語の受動態や使役態に関する先行研究を網羅
的に紹介している．更に，임홍빈(1997:356-366)では，北朝鮮におけるヴォイス研究を取
り扱っている．ここでは，特に現代朝鮮語のヴォイスについて考察した先行研究として菅
野裕臣(1982)と辞舛呪(1996)を概観することにする 48． 
菅野裕臣(1982:280-291)によれば，現代朝鮮語において動詞をヴォイス的に派生する方
法には以下のものがあるとされている．ここで，ヴォイス的としたのは他の言語とは異な
り，以下のように，現代朝鮮語の動詞の派生が様々な方法により成立し，これらの方法に
よる各々の派生がヴォイスと呼び得るに値する明確な証拠がないからである． 
 
  １)ヴォイス接尾辞･･･基本語幹にヴォイス接尾辞をつける方法 
２)擬似接尾辞 49･･･基本語幹に-馬陥‘-hata’，-獣徹陥‘-sikhita’，-鞠陥‘-toyta’，-閤陥‘-patta’， 
-雁馬陥‘-tanghata’をつける方法 
３)分析的な形 50･･･ⅰ)第Ⅰ語基 51＋惟 馬陥‘key hata’，ⅱ)第Ⅲ語基＋走陥‘cita’という方法 
 
これ以降，本論文で取り扱うことになる 1)のヴォイス接尾辞について，菅野裕臣
(1982:280)では，①その接尾辞を取り得る動詞が限定されており，②ヴォイス接尾辞によ
り派生した動詞は受身形や使役形だけでなく，自動詞や他動詞にもなり得るという 2 つの
特徴を指摘している 52． 
  これらの形態論的な指摘だけでなく，菅野裕臣(1982:285-289)では，現代朝鮮語の受動
態を統辞論的にも考察し，それらの例文として次のものをあげている．菅野裕臣
(1982:285-287)によれば，10a)は主語＋直接補語＋述語(基本態他動詞)，11a)は主語＋間
接補語＋直接補語＋述語，12a)は主語＋Aの＋Bを＋述語(Bは Aの一部であり，通常 Aは生
物)の文の例で，それぞれの bの例文は受動文であるとしている 53(波線と下線は本論文でつ
けたものである)． 
 
10)ａ．匂呪亜 骨聖 説紹陥. 
       ‘phoswuka pemul capassta’ 
       (猟師が虎をつかまえた．) 
ｂ．骨戚 匂呪拭惟 説縛陥/説粕然陥/説焼然陥. 
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       ‘pemi phoswueykey caphyessta/caphyecyessta/capacyessta’ 
(虎が猟師につかまえられた．) 
11)ａ．蟹澗 益拭惟 瑛厩聖 誤敬馬心陥. 
       ‘nanun kueykey kwikwukul myenglyenghayessta’ 
       (私は彼に帰国を命令した．) 
ｂ．益澗 蟹拭惟辞 瑛厩誤敬聖 閤紹陥. 
       ‘kunun naeykeyse kwikwukmyenglyengul patassta’ 
       (彼は私から帰国を命令された．) 
12)ａ．蟹澗 益税 謝聖 説紹陥. 
       ‘nanun kuy sonul capassta’ 
       (私は彼の手をつかんだ．) 
ｂ．益澗 蟹拭惟 謝聖 説縛陥. 
       ‘kunun naeykey sonul caphyessta’ 
       (彼は私に手をつかまれた．) 
 
一方，菅野裕臣(1982:283-285)では現代朝鮮語の使役態も統辞論的に考察している．菅
野裕臣(1982:284)では 13a)が主語＋述語(基本態自動詞)，14a)が主語＋直接補語＋述語(基
本態他動詞)の文の例で，13b)，13c)，14a)，14b)，14c)，14d)，14e)は，従来，先行研究
において，それぞれの使役文と見做されているものであるとする(波線と下線は本論文でつ
けたものである)． 
 
13)ａ．아이가 웃는다. 
    ‘aika wusnunta’ 
    (子供が笑う．) 
ｂ．내가 아이를 웃긴다. 
       ‘nayka ailul wuskinta’ 
    (私が子供を笑わせる．) 
   ｃ．내가 아이를 웃게 한다. 
    ‘nayka ailul wuskey hanta’ 
    (私が子供を笑うようにする．) 
14)ａ．아이가 옷을 입는다. 
‘aika osul ipnunta’ 
    (子供が服を着る．) 
ｂ．내가 아이에게 옷을 입힌다. 
       ‘nayka aieykey osul iphinta’ 
    (私が子供に服を着せる．) 
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ｃ．내가 아이에게 옷을 입게 한다. 
‘nayka aieykey osul ipkey hanta’ 
    (私が子供に服を着るようにする．) 
ｄ．내가 아이를 옷을 입게 한다. 
‘nayka ailul osul ipkey hanta’ 
    (私が子供を服を着るようにする．) 
ｅ．내가 아이가 옷을 입게 한다. 
‘nayka aika osul ipkey hanta’ 
(私が子供が服を着るようにする．) 
 
ただし，菅野裕臣(1982:284)では，14d，e)に関して，それらの例文を朝鮮半島で活動し
ている言語学者が自然であると判断しているのに対し，多くの現代朝鮮語母語話者がそれ
らの文を不自然であると判断していることや，14b，c)の与格-에게‘-eykey’が口語体で
は-한테‘-hanthey’に変えられることを指摘している．更に，菅野裕臣(1982:284-285)で
は使役文に関して，1)主体が無生物である場合，-에‘-ey’を多く用い，2)主体が論説体
の文では，-로 하여금‘-lo hayekum’で表すことがあり，3)現代日本語と同じく，現代朝
鮮語の使役も主体に対する直接的な働きかけと主体の動作に対する放任の意味があり得，
先に提示した 13b)，14b)が前者の意味を，14e)が後者の意味を，13c)，14c)が両者の意味
を表す場合が多く，4)言換えの難しい使役文もあるという指摘をし，次のような例文を示
している．これらの 4つの指摘を説明する例文は，以下の 15)，16)，17)，18)である． 
 
15) 국가에/에게/한테 배상하게 한다. 
    ‘kwukkaey/eykey/hanthey paysanghakey hanta’ 
  (国家に賠償させる．) 
16) 국가로 하여금 배상하게 한다/배상시킨다. 
    ‘kwukkalo hayekum paysanghakey hanta/paysangsikhinta’ 
  (国家をして賠償せしめる．) 
17) 아이를 죽인다. 
‘ailul cwukinta’ 
  (子供を殺す．1)直接手をかけて子供を殺す場という意味，2)子供が死ぬままにするという意味がある) 
18) 공업을 발전시킨다. →*공업을 발전을 시킨다. 
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    ‘kongepul palcensikhinta.→*kongepul palcenul sikhinta.’ 
  (工業を発展させる．→*工業を発展をさせる．) 
 
  ところで，서정수(1996)は，菅野裕臣(1982)と同じく，現代朝鮮語におけるヴォイスを
形態論的考察に止まらず，統辞論的にも考察している．서정수(1996:1060-1062，1097-1100)
では，ヴォイス接尾辞を形態論的に考察した結果，ヴォイス接尾辞を取り得る動詞が限定
されており，そのヴォイス接尾辞によって派生した動詞が一定の意味を示さないという菅
野裕臣(1982)と同様な見解を指摘している．本論文では，서정수(1996)の言及の中でも特
にヴォイス接尾辞により動詞が他動詞から受身形，あるいは自動詞や他動詞から使役形 54
に派生するものを中心に見ていくことにする． 
  서정수(1996:1057-1059)によれば，①形態論的には，ヴォイス接尾辞によって動詞が他
動詞から受身形に派生し，②能動文とそれに対応する受動文を備え 55，③能動文とそれに対
応する受動文の意味が同じ 57という３つの要件を満たすものが 真被動文(진피동문)として
見なされるとし，以下の例文が示されている(波線と下線は本論文でつけたものである)． 
 
19)ａ．개가 닭을 쫓는다.〔能動文〕 
       ‘kayka talkul ccochnunta’ 
       (犬が鶏を追う．) 
ｂ．닭이 개에게 쫓긴다.〔受動文〕 
       ‘talki kayeykey ccochkinta’ 
       (鶏が犬に追われる．) 
 
  しかしながら，現代朝鮮語において，たとえヴォイス接尾辞を持つことができる動詞で
あったとしても，動詞によっては能動文だけが存在したり，あるいは受動文だけが存在し
たりする場合も多々あるため，서정수(1996:1061-1062)において言及された真被動文の数
はあまり多くないと言うことができる．先の 2.2 で示したように，Klaiman(1982，1991)に
おいても，同様な指摘がなされている． 
  また，서정수(1996:1063-1070)では，この真被動文(진피동문)の他に，真被動文の要件
を全て満たすことができない不具被動文(불구피동문)，対応する能動文の目的格がそのま
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ま残っている目的格被動文(목적격피동문)，そして表面には一部の被動文形式を見せるが，
実際には被動の動作を表さず，ただ結果状態を表す仮被動文(가피동문)があるとし，以下
の例文を示している．20a-b)が不具被動文，21a-b)が目的格被動文，22a-b)が仮被動文の
例である(波線と下線は本論文でつけたものである)． 
 
20)ａ．나는 요즈음 밥이 잘 안 먹힌다. 
       ‘nanun yocuum papi cal an mekhinta’ 
       (私は最近御飯があまり食べられない．) 
ｂ．?내가 요즈음 밥을 잘 안 먹는다. 
       ‘nayka yocuum papul cal an meknunta’ 
       (私が最近御飯をあまり食べない．) 
21)ａ．순이가 찬우를 옆구리를 찔렀다. 
       ‘swunika chanwulul yephkwulilul ccillessta’ 
       (スニがチャンウを脇腹をつついた．) 
ｂ．찬우가 순이에게 옆구리를 찔렸다. 
        ‘chanwuka swunieykey yephkwulilul ccillyessta’ 
        (チャンウがスニに脇腹をつつかれた．) 
22)ａ．내가 말이 잘 안 먹힌다. 
       ‘nay mali cal an mekhinta’ 
       (私の言葉があまり飲みこまれない．) 
ｂ．＊(사람들이) 내 말을 잘 안 먹는다. 
       ‘(salamtuli) nay malul cal an meknunta’ 
       ((人々が)私の言葉をあまり飲みこまない．) 
 
更に，서정수(1996:1075-1091)では，ヴォイス接尾辞による動詞の派生以外は全て受動
表現として取り扱い，分析的な形Ⅲ-지다‘-cita’による派生は起動相 57を，擬似接尾辞-되다
‘-tota’，-게 되다‘-key tota’，-받다‘-patta’，-당하다‘-tanghata’による派生は
漢字語を含む一部の動詞について，受動の意味を表すとしている．もちろん，菅野裕臣
(1982:283)でも，分析的な形や擬似接尾辞による派生も考察し，서정수(1996)と同じよう
な見解を示している． 
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一方，서정수(1996)では現代朝鮮語の使役文をどのように考察しているだろうか． 
まず，서정수(1996:1095)では一般言語学の使役の規定に基づき，現代朝鮮語の使役を定
義する．つまり，現代朝鮮語の使役とは，形態論的に動詞に使役を表わす接尾辞あるいは
分析的な形が添加し，意味論的に使役者が動作を行う被使役者をして受動者に動作を遂行
させることを示す．その例文として，以下のものを提示している(波線と下線は本論文でつ
けたものである)． 
 
23) 어머니가 아이에게 젖을 먹인다. 
    ‘emenika aieykey cecul mekinta’ 
    (母親が子供に乳を飲ませる．) 
 
また，서정수(1996:1095)では，現代朝鮮語の使役の特徴として，1)自動詞，他動詞だけ
でなく形容詞からも使役形に派生し，2)接尾辞による接尾辞使役(短い使役)と分析的な方
法による補助使役(長い使役)に分類することができるとしている．ただし，本論文では，
形容詞にヴォイス接尾辞が添加して，他動詞に派生するものを使役として見做すことに異
論がある．というのは，動詞につくヴォイス接尾辞と形容詞につくヴォイス接尾辞の間に
は機能的にも意味論的にも相違があると思うからである．それ故，本論文では，形容詞に
ヴォイス接尾辞がつく場合は取り扱わないことにする(ただし，資料として，形容詞にヴォ
イス接尾辞がつく場合も論文の末尾に提示することにする)．また，서정수(1996:1095)が
言う短い使役と長い使役とは一般言語学の使役における形態論的使役と分析的な使役のこ
とである．更に，서정수(1996:1096)では，ヴォイス接尾辞と分析的な形による派生は文法
的な派生であるのに対し，擬似接尾辞-시키다‘-sikhita’による派生は文法的な使役と認
めず，使役表現として処理している．菅野裕臣(1982:285)でも，この擬似接尾辞-시키다
‘-sikhita’による派生を考察しているが，それを使役表現としては認めていない． 
ところで，先に考察した受動文のように서정수(1996:1097-1101)では統辞論的相違や意
味論的相違によって使役文を分類していない．ただし，ヴォイス接尾辞による使役の派生
と分析的な形による使役の派生において，その相違が顕著に現れることに言及し，前者が
強制使役や直接使役を表すのに対し，後者が許容使役や間接使役を表すとしている．菅野
 35 
裕臣(1982)でも，このような見解を示したことは，先に言及した通りである．しかしなが
ら，菅野裕臣(1982)や서정수(1996)では，使役者や被使役者が有情物であるか，どうかに
よって使役文の意味が異なることに言及している所があるものの，その結論が全ての動詞
に適用できるかについては言及していない．この観点が使役文を意味論的に直接使役文と
間接使役文を区別するのに重要な役割を果たすことは Shibatani＆Pardeshi(2002)におい
て言及されていることである． 
ところで，菅野裕臣(1982)と서정수(1996)では，現代朝鮮語において中動を表す形式に
ついては言及していない．先に言及したように，現代朝鮮語には厳密な意味での中動態が
ない．しかしながら，現代朝鮮語のヴォイスに関する一部の先行研究では，再帰的な意味
を表す‘내가 머리를 감는다(私は(自分の)髪を洗う)．’という例文や，自発を表す‘이 책은 
잘 팔린다(この本はよく売れる).’という例文に現れる一部の動詞を中動動詞と見做し，
現代朝鮮語に中動態があるかのように言及しているものもある．しかしながら，これらの
動詞は先に述べたように中動動詞であって中動形ではないのである．このように考えると，
本論文で考察対象になるのは現代朝鮮語の受動文や使役文とそれに対応する能動文と非使
役文さらには自動詞文や他動詞文ということになる． 
先の菅野裕臣(1982)と서정수(1996)の考察結果から現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞
の特徴はそれを取り得る動詞が制限され，その接尾辞がついて，派生する動詞の意味が一
定ではないという形態論的特徴の他に，ヴォイス接尾辞を伴い他動詞が受身形になる場合，
能動文における直接補語が受動文における主語になったり，動詞によって能動文しか存在
しない場合がある等の統辞論的特徴が導き出される．一方，ヴォイス接尾辞を伴い自動詞
や他動詞が使役形になる場合，非使役文に存在しない使役者という意味論的役割が，使役
文では新しく付加されるという意味論的特徴が導き出される．更に，使役文で，新しく付
加される意味論的役割は主語の位置を占めるという統辞論的特徴も導き出される．また，
現代朝鮮語では，主語や目的語という文法関係が格助詞や副助詞によって示されるが，能
動文や受動文あるいは非使役文や使役文では，それらの助詞がどのように現れるかについ
ても菅野裕臣(1982)と서정수(1996)において言及されている．しかし，それぞれの動詞に
よって，どのような類似点や相違点を示すかについては詳細に記述されていないという点
でヴォイス接尾辞による動詞の派生について，まだ考察の余地があると言い得る． 
今までの先行研究から現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生は一般言語学にお
ける受動や使役の規定とは類似点もありながら相違点があることがわかる．その類似点と
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相違点を示すと，次の通りである． 
 
① 現代英語や現代日本語では動詞を受身形や使役形に派生する方法は，一定しているの
に対し，現代朝鮮語では動詞を受身形や使役形に派生する方法には3つの方法があり，
多様である．つまり，現代英語や現代日本語では受身形や使役形を一定の方法で，生
産的に作り出すことができ，現代朝鮮語では受身形や使役形を一定の方法で，生産的
に作り出すことができないということである．  
② 現代英語では一部の動詞を除いて，対応する能動文や非使役文がほとんど存在する傾
向にあるのに対し，現代日本語や現代朝鮮語の受動文や使役文では対応する能動文や
非使役文がそれほど多く存在しない傾向にある．この理由は英語の受動文において動
作の主体や動作の客体の有生性にそれほど気を使うことなく，それらが主語の位置に
置かれ得るのに対し，現代日本語や現代朝鮮語の受動文において動作の主体や動作の
客体の有生性にかなり気を使って，それらが主語に置かれるからである． 
③ 現代朝鮮語でも現代英語や現代日本語と同じく意味論的に受動や使役を表わす．ただ
し，現代朝鮮語において現代日本語のような被害受身(間接受身)を表すものが意味論
的には存在したとしても，それを表す形態論，統辞論的手段は存在しない． 
 
４．ヴォイスと関連する他の領域 
この項では，ヴォイスと他の領域との関係を概観することにする．ここで取り扱う領域
としては，動作の主体や動作の客体に割り当てられる意味論的役割，動作の制御性そして
アスペクトである．一般言語学において，これらの領域はヴォイスと密接に関係すると言
われてきた．もちろん，ヴォイスと関連する他の領域には，動作の制御性そしてアスペク
ト以外にも数多く存在すると思われるが，本論文では，その中でも特にヴォイスと意味論
的役割，動作の制御性そしてアスペクトとの関係を中心に概観することにする．というの
も，本論文では，これらの領域と現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生が
密接な関係を持つ領域だと考えるからである． 
 
４.１．意味論的役割について 
ここでは，様々な先行研究において 1)意味論的役割がどのように取り扱われ，2)意味論
的役割がどれくらい設定され，3)それら意味論的役割がどのような意味で使用されている
かを概観することにする．また，それらの意味論的役割を整理した上で，本論文で従う所
の方法論を提示することにする．最後に，その方法論に従い，本論文で明らかにするとこ
ろを提示する． 
 
４.１.１．一般言語学における意味論的役割の規定 
Trask(1993:249)では，意味論的役割を次のように規定している． 
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名詞句がその節において提示する意味論的諸関係のうちのどれかであり，それらの関係は名詞句の文法 
形式に独立して，節によって表現される状況において名詞句によって示される実体の関わり合いの観点 
から分類される．最も幅広く認識される意味論的役割には動作主(agent)，受動者(patient)，経験者 
(experiencer)，受取人(recipient)，主題(theme)，利益者(beneficiary)，道具(instrument)，到着点 
(goal)，源泉(source)，場所(place)，時間(time)そして経路(path)がある．これらの意味論的役割の 
うちの最初の幾つかは，ある状況におけるより明らかな関与者を示し，関与者役割(participant role) 
と時折呼ばれる．意味論的役割は格文法(case grammar)において必須のものであり，そこでは意味論的 
役割が深層格(deep cases)と呼ばれる．意味論的役割は統率束縛理論(GB)においても(そこではシータ役 
割と呼ばれるが)，多くの機能文法においても重要である． 
 
Trask(1993:249)によれば，あくまでも意味論的役割とは動作の主体と動作の客体のラベ
ル付け(名称)に過ぎないことになる．しかし，意味論的役割は動作の主体や客体の意味だ
けによって一方的に決定されるものではなく，それらの意味と動作の意味によって相関的
に決定されるものであると思われる．例えば，現代日本語の“太郎が花子を殺す”と“先
生が本を読む”という文を例として考えてみることにしよう．前者の文と後者の文どちら
も動作の源(source)は殺すという動作の主体である‘太郎’，読むという動作の主体である
‘先生’であり，動作の受け手(undergoer)は殺すという動作の客体である‘花子’，読む
という動作の客体である‘本’である．ただし，動作の主体が動作の客体にどのくらいの
影響を及ぼしているか，あるいは動作の主体が動作の客体にどの程度の制御性をもってそ
の動作を遂行しているかという観点で前者の文と後者の文は異なるだろう．前者の文では
太郎の動作が花子を殺すという結果が引き起こされている，つまり花子には太郎の何らか
の力が加わっている(殺す主体が殺される客体に対してかなりの影響力を持っている，ある
いはかなりの制御性をもって動作を遂行している)のに対し，後者の文では先生が本を読ん
でいても，本には先生の何の力も加わってない(読む主体が読まれる客体に対して影響力を
それほど持っていない，あるいはそれほどの制御性をもって動作を遂行していない)．これ
らの観点だけでなく動作の主体や動作の客体にどの程度の意志をもってその動作を遂行す
るかという観点からも前者の文や後者の文を考察することができる．前者の文でも，後者
の文でも，動作の源が動作の受け手に対してある程度の意志性をもってその動作を遂行し
ていることがわかる．つまり，前者の文と後者の文は動作の源と動作の受け手との間の影
響性と制御性という観点では，かなりの相違が現れるが，動作の源と動作の受け手の間の
意志性という観点では，それほど相違が現れないということになる．ただし，‘コケが石を
覆う’のような場合はこれらの例文とは異なる解釈が必要である．つまり，動作の源であ
るコケには石を覆うという意志がないにも関わらず，動作の受け手である石に動作が移行
していると解釈することができるのである．これはコケが自然に生えて，動かないものを
覆うことができるという潜在性にも関わるように思える．このように考えると，動作‘殺
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す’や‘読む’そして‘覆う’における動作の源と動作の受け手は単純に動作主や受動者
という基本的な意味論的役割を割り当てられるのではなく，制御性や非影響性あるいは意
志性そして潜在性を含めた詳細な意味論的役割が必要になることになる． 
意味論的役割に関する先行研究を概観すれば，誰もがテンスやムードといった命題の外
側にある領域では意味論的役割がそれほど議論の対象とはされず，むしろ格やヴォイスと
いった命題の内側の領域で，それが議論の対象とされてきたことに気づくであろう．先で
見たように，ヴォイスとは動作の主体と動作の客体における観点の相違が動詞の形態論や
統辞論に反映されるものである(2を参照せよ)．それ故，動作の主体と動作の客体そして動
作という相関関係によって決定される意味論的役割がヴォイスにおいても重要な位置を占
めることは明らかなことである．ただし，多くの先行研究において動作の主体や動作の客
体という 2 つの意味論的役割だけでは様々な文法現象を考察するには十分な意味論的役割
だとは言い難いことも言及されてきた．しかしながら，意味論的役割の規定は研究者がい
るほどに，その数と名称が異なり，その数が多ければ多いほど，客観性を欠くという欠点
がある．それ故，意味論的役割を最初から規定することなく，各言語のヴォイスを記述し
ようとする研究者もいるのである(例えば，Mel’čuk(1993)を参照せよ)． 
意味論的役割の数が研究者ごとに異なり，意味論的役割を規定する客観的基準を簡単に
は設定できないという事実は国立国語研究所(1997:8-59)において確認することができる． 
国立国語研究所(1997)では現代日本語においてどのくらいの深層格 58 が必要かを議論し
ている．また，そこでは先行研究において意味論的役割がどのくらい設定されているかも
概観している．それを示すと，次のようになる(本論文では，国立国語研究所(1997:8-59)
に基づき，この表を作成している)． 
 
先行研究 意味論的役割の設定方法と意味論的役割の種類 
Fillmore(1971) 動作主格，経験者格，道具格，対象格，源泉格，目標格，場所格，時
間格，経路格という 9種の意味論的役割を設定する． 
井上和子(1976) 動作主格，対象格，起点格，経験者格，目標格，助格，原因格，位置
格，対称格，(使役文では)使役動作主格，許容動作主格，受益格とい
う 12 種の意味論的役割を設定する． 
柴谷方良(1978) 動作主，対象，起点，経験者，目標，道具，由来，場所，共役者，基
準，受益者という 11 種の意味論的役割を設定する． 
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寺村秀夫(1982) (述語に必須的に伴うもの)仕手，感情主，主体，出来事，存在するも
の，判断の主辞，受け手，目当て，作品，内容，対象，通り路，所有･
所属する人，相手，片方，誘因，基準，存在の場所，変化の結果の状
態，出どころ，到達点，(述語を特定することなく，ほとんど任意の
述語に特定の表層格で伴うもの)動的事象を包む場所，出どころ，到
達点，連れ，時，期限，判断の及ぶ範囲，比較の基準，道具･手段，
原因，基準，動作主，性状主体の一部ないし一面特定という 32 種の
意味論的役割を設定する． 
仁田義雄(1986) 主，対象，相方，片割れ，めあて，領域，基因，手段，同定項，経過
域，ゆく先，出どころ，ありか，経由域という 14 種の意味論的役割
を設定する． 
村木新次郎(1991) (場所に関連して)空間的位置，非空間的位置，空間的起点，空間的着
点，方向，空間，時間，範囲，(抽象関係に関連して)対称，関連，比
較，資格，内容，相手，数量，(原因･目的に関連して)起因，動機，
逆動機，(変化･作用に関連して)非空間的起点，非空間的着点，対象(出
現)，対象(消滅)，対象(変化)，対象(受影)，動作主，態度，(その他)
対象，手段，(全体･部分の関係に関連して)部分，(主人･側面の関係
に関連して)焦点という 30 種の意味論的役割を設定する． 
日本語科学技術情報センター･電
子技術総合研究所･京都大学
(1982-1986) 
(日本語の格レベルの種類)主体，対象，受け手，与え手，相手 1，相
手 2，時，時･始点，時･終点，時間，場所，場所･始点，場所･終点，
場所･経過，始状態，終状態，属性，原因･理由，手段･道具，材料，
構成要素，方式，条件，目的，役割，内容規定，範囲規定，提題，観
点，比較，随伴，度合，陳述という 33 種の意味論的役割を設定する．
(英語の格レベルの種類)動作主，無意志主体，経験者，対象，受け手，
与え手，始状態，終状態，内容，相手 1，相手 2，受益者，随伴者，
役割，度合，様態，範囲，比較，手段･道具･方法，目的，場所･始点，
場所，場所･終点，場所･経過点，時･始点，時点･時刻，時･終点，時
間，原因･理由，条件，結果，譲歩という 32 種の意味論的役割を設定
する 
Apresjan(1974) (基本的なものとして)主体，相手，対象，内容，場所，時間，量，(派
生的なものとして)頭，受け手，経由者，聞き手，始点，終点，径路，
源泉，原因，条件，動機，結果，目的，期間，局面観点，道具，材料，
様態方法という 25 種の意味論的役割を設定する． 
表 4．意味論的役割における先行研究とその種類 
 
以上の先行研究を整理した後で，国立国語研究所(1997:64-65)では，現代日本語を考察
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する上で，35 種の意味論的役割が必要であると結論づけ，実際の用例を通じて，それらの
意味論的役割を提示している 59．また，現代日本語や現代朝鮮語では，動作の主体や動作の
客体が統辞論的に明示される場合，それらが表される名詞には統辞論的機能を示す格助詞
が標示されるために，意味論的役割は格助詞とも何らかの相関関係があると言い得る．そ
れ故，現代日本語や現代朝鮮語の格やヴォイスを取り扱った先行研究では，格助詞と共に
意味論的役割が論じられる場合が多い．菅野裕臣他編(19912:1019-1020)では，現代朝鮮語
において語幹格，主格，対格，属格，向格，与格，処格，奪格，具格，共格，起点格，到
達格，呼格，様態格，比較格の 15 種類を認め 60，それぞれの格助詞の機能と意味を詳細に
記述している．しかしながら，菅野裕臣他編(19912)における格助詞の記述を見てみると，1
つの格助詞に１つの意味が一対一に対応しているわけでなく，たとえある名詞が主格とい
う統辞論的機能を伴ったとしても，その意味論的役割までは決定することができないこと
がわかる 61．このように，現代朝鮮語においても，意味論的役割はかなり敏感な部分である
にも関わらず，受動や使役を取り扱う一連の研究においては，一般言語学における意味論
的役割をそのまま受け入れて，その意味論的役割をそのまま現代朝鮮語の受動や使役に適
用しているものがほとんどである(裵禧任(1988)，기타무라 다다시(1997)，김형배(1997)，
우인혜(1997)，김성주(2003)等々を参照されたい)． 
次に，各々の先行研究で意味論的役割がどのような意味で取り扱われているかを概観す
ることにする．ここでは，Klaiman(1991:40)において提示されている意味論的役割を考察
することにする．Klaiman(1994)では，今までの先行研究で言及された意味論的役割の数と
その意味を総合的に整理し，自らのヴォイス研究にそれらの意味論的役割を活用しようと
している． 
Klaiman(1991:40)では，今までの意味論的役割を次のように整理している． 
 
動作主:動詞の意味がひょっとすると故意的に(換言すれば，動作主がしてほしいので，そういうことが 
できるが)あることをしたり，起こしたりするものとして明示される関与者(Andrews(1985:68))． 
動作主という名詞句は，その名詞句の意志や意志作用を，文において表現される動作による意味 
論的解釈によって確定される(Jackendoff(1972:32))． 
故意的に何かを引き起こす，活動的で，有生である役割(Marants(1984:32))． 
 
 受動者:動詞が何かをして関与者に起こさせたり，関与者に起こすことによって影響づけられたりする特 
徴を持つ関与者(Andrews(1985:68))． 
動詞によって表現される動作の主力を生み出す対象物の役割(Marants(1984:32))． 
 
 主題:状態あるいは位置にあったり，その状態あるいは位置を変えたりする特徴を持つ関与者 
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(Andrews(1985:70)) 
移動の動詞と共に，主題は移動を経験するものとして理解される名詞句として定義される． 
位置の動詞と共に，主題は，位置が断言されている名詞句として定義される(Jackendoff 
(1972:29-30))． 
動詞が変化した状態あるいは変化した位置を経由することを規定したり，動詞が位置を示した 
りする対象物の役割(Marantz(1984:32))． 
 
経験者:何かに気づくものとして特徴づけられる関与者(Andrews(1985:70))． 
 
位置:関与者の位置．．．何かが行われる所の場所(Andrews(1985:70))． 
     位置の動詞を持つ文において，位置を表現する名詞句と関連する主題的な関係(Jackendoff 
(1972:31))． 
 
道具:動作主が受動者に作用するために使う関与者(Andrews(1985:69))． 
 
受取人:何かが行われる所の人(Andrews(1985:69))． 
 
今までの研究の概観を通じて，次のことを確認することができる． 
 
① 意味論的役割は主観的なものであり，意味論的役割の規定は，研究者の数が多けれ
ば多いほど，その数と意味は異なり，文法を記述する上で重要な客観性が欠如して
いる． 
② 意味論的役割は動作の主体や動作の客体を表す名詞の意味によって決定されるもの
でなく，動作を表す動詞の意味によっても決定されるものである．しかしながら，
先行研究では意味論的役割を動作の主体や動作の客体を表す名詞の意味によっての
み決定している場合が多い． 
 
先で見たように，ヴォイスに関する先行研究では，ヴォイスを形態論，統辞論，意味論
的に考察している(2．を参照せよ)．意味論的役割は，その観点のうち主に意味論的観点で
言及されるものである．意味論を中心に文法を記述しようとすれば，客観性を欠く主観的
な文法記述しかできなくなるのは当然である． 
 
４.１.２．現代朝鮮語における意味論的役割の規定 
現代朝鮮語の名詞分類，動詞分類あるいはヴォイスを取り扱った様々な研究においても，
意味論的役割の問題が取り扱われてきた．これらの領域で意味論的役割が述べられる理由
は，動作が反映されるのは動詞であり，その動作の主体や客体が反映されるのが名詞であ
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るからである．つまり，ある言語の名詞や動詞を分類する過程において，動作の主体や動
作の客体の意味論的役割には言及せざるを得ないのである．しかしながら，それらの研究
の中には，一般言語学で使用されている意味論的役割をそのまま現代朝鮮語に適用してい
る短絡的な研究もあれば，まずは客観的指標が提示できる形態論的観点から考察して，次
に意味論的規定を試みる段階的な研究もある．例えば，名詞を分類する上で，形式的な側
面をあまりに重要視すると，客観的記述にこだわるあまり，意味の記述がおざなりになっ
てしまう傾向にあるのに対し，意味的な側面が重要視されると，ある名詞がある名詞分類
に属しているにも関わらず，他の名詞分類にも属するという重複的な分類になってしまう．
前者の研究としては，生成文法の方法論を取り入れた研究をあげることができ，後者の研
究としては，菅野裕臣(1995)等々をあげることができる．先に見たように，ヴォイスとは，
動作の主体や動作の客体の見方の違いが動詞の形態論や文の統辞論に反映されるものであ
る．それ故，意味論的役割の議論をなくしては，現代朝鮮語のヴォイスも規定することが
できない．ここでは，現代朝鮮語の名詞を分類した先行研究として，정희정(2000)と
연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998)を中心に概観することにする．これらの先行研
究を概観する理由としては，1)小説等の実際の用例から例文を引用するという客観的な記
述を行っていることと 2)ヴォイス接尾辞を取り得る動詞の記述において他の辞書と比較し
ても，興味深い点が多いことがあげられる． 
まず，정희정(2000)の議論から概観することにする． 
정희정(2000:40)では，名詞の意味と名詞の意味による統辞論的特性の関係を次のような
表によって提示している． 
意味的特性 名詞の意味によ
る統辞論的特性 
機能 例 
指示対象 1(実
体) 
指示対象 2(行為
や状態) 
連体性 1 連体機能 1．학교‘学校’,아내‘妻’,여성‘女性’,가축
‘家畜’,회사‘会社’,영어‘英語’,고향‘故
郷’,미국‘アメリカ’,･･･ 
2．결정‘決定’,처리‘処理,진출‘進出’,제작
‘製作’,부족‘不足’,참석‘出席’,･･･ 
指示対象 2 叙述性 叙述機能 결정‘決定’,처리‘処理’,진출‘進出’,제작
‘製作’,부족‘不足’,만연‘漫然’,참석 
‘出席’,공부‘勉強’,입사‘入社’,진격‘進
撃’,작정‘つもり’,명중‘命中’,･･･ 
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指示対象 1 の属
性 
連体性 2 連体機能 거짓‘うそ’,진짜‘本当’,보통‘普通’,예 
사‘日常茶飯事’,기본‘基本’,근본‘根本’,
원시‘原始’,절대‘絶対’,여류‘女流’,기 
초‘基礎’,다음‘次’,제도적‘制度的’,･･･ 
指示対象 2 の属
性 
副詞性 副詞的機能 1．진짜‘本当’,절대‘絶対’,거짓‘うそ’, 
최대한‘最大限’,조금‘少し’,다소‘多少’ 
,잠시‘しばらく’,약간‘若干’,진정‘本当 
’,가로‘横’,사실‘事実’,정말‘本当’,실상
‘実状’,･･･ 
2．결정‘決定’,처리‘処理’,진출‘進出’,제
작‘製作’,부족‘不足’,참석‘出席’,공 
부‘勉強’･･･ 
3．때‘時’,듯‘よう’,이상‘以上’,결과‘ 
結果’,채‘まま’,다음‘次’,양‘量’,대로 
‘通り’,나머지‘残り’･･･ 
文連結機能 때‘時’,듯‘よう’,이상‘以上’,결과‘結 
果’,관계‘関係’,마당‘場所’,참‘つも 
り’,통‘はずみ’,김‘ついで’,차‘折’,덕분 
‘おかげ’,가운데‘中’,･･･ 
様態機能 모양‘形’,듯‘よう’,법‘法’,셈‘計算’, 
마련‘心づもり’,･･･ 
指示意味の弱化 文法素性 
時象機能 중‘中’,길‘道’,참‘つもり’,차‘折’･･･ 
表 5．정희정(2000:40)における表<1> 
 
정희정(2000:39)では，名詞が指示する対象がある場合，その名詞が連体性 1を帯びると
し，この連体性 1は先行名詞と後行名詞との意味関係によって，先行名詞が統辞論的に表す
特性であるとする．その例として，정희정(2000:39-40)では，학교 운동장‘学校の運動場’
のように，학교‘学校’と운동장‘運動場’の意味関係がどうかによって，학교は連体性
を統辞論的に表し，助詞なくして，修飾機能を果たすこともでき，連体性を統辞論的に表
すことなく，-의‘の’と共に後行名詞を修飾することもできるとする．一方，連体性 2 は
指示対象 1(実体)の属性を意味する名詞に内在されたものとして，連体性 2が内在された名
詞は修飾語の位置ではいつも連体性を統辞論的に表さなければならないとする．また，連
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体性 2の例としては，거짓 증언‘嘘の証言’，진짜 두부찌개‘本当の豆腐チゲ’の거짓，
진짜のような名詞の特性を提示する．更に，文法素性名詞は依存性があり，文法素と同じ
機能を果たすので，他の成分と必ず一緒に使わなければならない制約があるとする． 
ただし，上の表を見ても明らかなように，統辞論的観点から厳密に名詞を分類しても，
ある名詞が 2 つ以上の分類に属してしまう(例えば，表の中の결정‘決定’は連体性 1の統
辞論的特性を持ちながらも，叙述性を持っている)．名詞を分類する折に，念頭に置かなけ
ればならないことは，名詞の中には，統辞論的に動詞的に作用するものもあれば，動詞の
中にも，統辞論的に名詞的に作用するものもあるということである．この問題は，現代朝
鮮語だけでなく，他の言語においても，品詞を決定する上で，重要な議論であると言い得
る．意味論だけでなく統辞論まで拡大して，名詞を分類すると，一見，厳密な規定に見え
るものも実はより詳しすぎて曖昧になってしまうという欠点が出てくることになる．以上
のことを踏まえると，정희정(2000)の議論を次のように整理することができる．
정희정(2000)の議論によれば，既存の意味論的役割を使うという意味論一辺倒の方法論を
取らず，統辞論的観点を含めた名詞の分類を行っているという点で今まで解決できなかっ
た問題を解決できることがわかるが，統辞論的観点そして意味論的観点から厳密に名詞を
分類すればするほど，ある名詞が 2 つ以上の分類に属する重複的な分類になってしまうと
いう問題点も生じることになってしまう． 
次に，연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998)を取り上げることにする．本論文では，
現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞の記述については，菅野裕臣他編
(19912)に概ね従ったが，연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998)では，菅野裕臣他編
(19912)とは異なる観点から，ヴォイス接尾辞を取り得る動詞を記述している． 
연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998)は，各々の動詞ごとに，その動詞が取り得る
統辞論的枠組み 62を示している． 
それに加え，연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998:9-13)では，それぞれの動詞にお
ける統辞論的枠組みに入り得る名詞を次のように規定している． 
 
具体名詞 ･･･‘人，リンゴ，本’等のように，触れたり，見ることができる具体的な対象物を表す名詞． 
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団体名詞 ･･･ ‘学校，会社，国家’のように，団体を表す名詞． 
無情名詞 ･･･‘木，乳酸菌，岩’等のように，植物や微生物，または無生物を表す名詞．無情名詞は有 
情名詞と異なり，助詞 에게‘eykey’(に)の代わりに 에‘ey’(に)が付く． 
人名詞 ･･･‘学生，先生，人名’等のような，人を表す名詞．これと共に，人名詞と人の集団で成され 
た団体名詞を格の枠組みの参考情報に同時に表示しなければならない場合は，人名詞とし 
て統一し，表示した． 
有情名詞 ･･･‘学生，牛’等のように，人や動物を表す名詞．有情名詞は無情名詞と異なり，助詞 에 
‘ey’(に)が付かず， 에게‘eykey’(に)が付く． 
場所名詞 ･･･‘ソウル，学校，部屋’のような，場所を表す名詞．主に助詞에‘ey’(に)，에서‘eyse’ 
(で)と結合し得る名詞を言う． 
抽象名詞 ･･･‘愛，国家，考え’のように，具体的な物理的対象物がない抽象的な概念を表す名詞． 
 
しかしながら，無情名詞，有情名詞，そして場所名詞は他の名詞と異なる形態論的な指
標がある規定であるのに対し，具体名詞，団体名詞，人名詞，そして抽象名詞は形態論的
な指標がない単なる意味論的規定である．つまり，연세대학교 언어정보개발연구원 
편(1998:9-13)における名詞の規定は，形態と意味が混在する極めて曖昧な規定と言える．
その中でも有情名詞と無情名詞の規定は形態論的観点から提示されているという点で極め
て客観的であると言える． 
今までの議論からも分かるように，現代朝鮮語の名詞分類における規定を使用しても，
現代朝鮮語のヴォイスをうまく説明することができないように思われる．そこで，本論文
では，意味論的役割の代案(本論文が従う所の方法論)を提示することにする． 
 
４.１.３．意味論的役割の代案(本論文が従う所の方法論)そして動作の制御性 
まず，先で概観した Klaiman(1984)の議論を再確認することにしよう． 
Klaiman(1984:332-335)では，耐陥‘ccochta’(追う)，耐奄陥‘ccochkita’(追われる)
の考察によって現代朝鮮語におけるヴォイスが存在論的卓立性により決定され得るのでは
ないかという問題提起を行っていた． 
ここで，先に提示した Klaiman(1984:332-335)における 1)-3)の例文と辞舛呪
(1996:1057-1059)における 19)の例文を提示しながら，耐陥‘ccochta’(追う)，耐奄陥
‘ccochkita’(追われる)の特徴を再確認することにする． 
 
1)ａ．害切亜 因聖 耐壱 赤嬢推. 
      ‘namcaka kongul ccochko isseyo’ 
      (男がボールを追っています．) 
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ｂ．＊因戚 害切拭惟 耐奄壱 赤嬢推. 
       ‘kongi namcaeykey ccochkiko isseyo’ 
      (ボールが男に追われています．) 
2)ａ．益 澱獣亜 煽 託研 耐壱 赤嬢推. 
      ‘ku thayksika ce chalul ccochko isseyo’ 
      (そのタクシーがあの車を追っています．) 
ｂ．煽 託亜 益 澱獣拭 耐奄壱 赤嬢推. 
      ‘ce chaka ku thayksiey ccochko isseyo’ 
      (あの車がそのタクシーに追われています．) 
3)ａ．＊獣娃戚 蟹研 耐壱 赤嬢推. 
      ‘sikani nalul ccochko isseyo’ 
      (時間が私を追っています．) 
ｂ．蟹澗 獣娃拭 耐奄壱 赤嬢推. 
      ‘nanun sikaney ccochkiko isseyo’ 
      (私は時間に追われています．) 
19)ａ．개가 닭을 쫓는다.〔能動文〕 
       ‘kayka talkul ccochnunta’ 
       (犬が鶏を追う．) 
ｂ．닭이 개에게 쫓긴다.〔受動文〕 
       ‘talki kayeykey ccochkinta’ 
       (鶏が犬に追われる．) 
 
現代朝鮮語では，쫓다‘ccochta’(追う)という動作の主体と客体が有情名詞同士，ある
いは無情名詞同士であれば，能動文と受動文のどちらも文法的であるのに対し，쫓다
‘ccochta’(追う)という動作の主体が有情名詞で客体が無情名詞，あるいは主体が無情名
詞で客体が有情名詞であれば，能動文か受動文のどちらかが非文法的となる． 
無情名詞や有情名詞を決定している有情や無情というのは，あくまでも有生性という概
念であり，言語外事実によって決定されるものである．付け加えて言えば，有生性とは，
存在論的特性であり，その言語文化に属する人間の認知によって決定されるものである．
それ故，その現れ方は言語ごとに異なるものである．例えば，存在論的特性は図 7 のよう
にその卓立性の程度によって一般的に示されるが，その一般的な存在論的卓立性の程度に
合わない言語も存在するわけである 63．ここで，存在論的特性と共感(empathy)を区別しな
ければならないことに言及しよう．神尾昭雄(19963:196-200)によれば，共感の理論は
Kuno(1987)で整理された理論であり，話し手が文に現れた 2 つ以上の指示対象のうち，ど
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ちらに共感度の強さを持つかによって決定されるとする．このように考えると，共感とい
う概念はある文あるいはある文脈における話し手の共感の程度に左右されるものであり，
人間の認知に関わるものではなくて，語用論に関わるものであることがわかる．つまり，
人間の認知に関わる存在論とある文脈における話し手の共感は異なるレベルの概念という
ことになる．本論文では，この共感の概念と存在論的特性による有生性の概念を異なるも
のと見做し，議論を進めることにする． 
先に Klaiman(1984)を概観する折に本論文で有情名詞と無情名詞としたものは，この有生
性の概念が名詞に反映されたものである．ある動作によって，動作の主体や動作の客体が
現れ，統辞論的にそれらが主語や目的語として表される時，それら主語や目的語は名詞と
して文に出現する．例えば，先に概観した정희정(2000:39)では，そこでとる方法論が意味
論によるものでないことを証明するために，次のような名詞分類を批判する．既存の研究
では，名詞の単純な意味論的性質としての有情性，無情性，抽象性，具体性等によって，
それらの性質は動詞が選択される制約と関係するとする．つまり，有情名詞，無情名詞，
抽象名詞，具体名詞は，動詞と関連づけられて，意味論的にのみ規定される分類方法であ
る．一方，菅野裕臣(1995:242)，연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998:9-13)では，有
情名詞は-에게/-한테‘-eykey /-hanthey’，-에게서/-한테서‘-eykeyse /-hantheyse’を取
りうるもの，無情名詞は-에‘-ey’，-에서‘-eyse’を取りうるものとし，現代朝鮮語では，
形態論的に有情名詞と無情名詞ができるとしている．名詞への接近方法は異なるものの，
これらの研究を通じて，有情名詞や無情名詞は，名詞を分類する上での 1 つの分類手段に
過ぎないことがわかる．ただし，先に言及したが，現代朝鮮語では，有情名詞と無情名詞
は形態論的指標によって決定されるものである． 
有生性というのは人間の認知によって決定されるものであることは，先に述べた通りで
ある．また，現代朝鮮語においては，有情名詞や無情名詞はその有生性が名詞に反映され，
かつ格標示によって，形態論的にその現れ方が異なる．更に，意味論的に名詞を分類する
と，人名詞，団体名詞，人の所属物を表す名詞，具体名詞，抽象名詞が有情名詞や無情名
詞の下位概念として存在する．つまり，現代朝鮮語では，形態論的観点から意味論的観点
に続く一連の名詞分類が可能なのである．それらの関係を図示すると，以下のようになる． 
 
人間の認知のレベル―――有生性(生き物，非生き物) 
形態論的レベル―――有情名詞，無情名詞 
意味論的レベル―――人名詞(人称名詞)，団体名詞，人の所属物を含む名詞，具体名詞， 
抽象名詞 
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一般言語学のヴォイスの規定にしろ，個別言語のヴォイスの規定にしろ，意味論的役割
を除外した所での議論は成り立たないこと，そして意味論的役割も名詞分類も，動作の主
体や動作の客体の特性だけでなく，動作自身の特性によっても決定されることは今まで見
てきた通りである．しかし，本論文では，意味論的役割によって，ヴォイス接尾辞を取り
得る動詞を考察せずに，名詞分類によって，それらを考察することにする．というのは，
現代朝鮮語において，意味論的役割よりも名詞分類が形態論的に根拠づけられる時，より
適当であると考えるからである． 
一方，制御性(controlabilty)と意志性(volitionality)は動詞の意味論に関わるもので
あり，ヴォイスとも密接に関係するものである．制御性は動作の主体が動作の客体にその
動作を責任を持って，遂行する程度である．制御性は動作の主体は動作に影響を及ぼす程
度を含むだけでなく，動作の客体に影響を及ぼす程度も含む．また，制御性は被影響性
(affectedness)と相反する関係にある．つまり，制御性が強ければ，被影響性が弱いのに
対し，制御性が弱ければ，被影響性が強い．意志性は動作の主体が意志を持って，その動
作を遂行するかどうかに関わるものである．意志性は現代朝鮮語では，終止形語尾に現れ
る．菅野裕臣(1995:240)では，勧誘形や命令形を表す終止形語尾をその動詞が取り得るか
どうかによって，現代朝鮮語の動詞を意志動詞や無意志動詞に分類している 64．本論文で
は，Klaiman(1988)における他動詞文の考察に基づき，自動詞文，受動文，使役文それぞれ
における制御性と被影響性の関係をも踏まえて，概観することにする． 
まず，Klaiman(1988:27)によれば，他動詞文における動作の主体(source)や動作の客体
(undergoer)という意味論的役割の他に，概念上の地位である制御者(controller)と影響を
受けた実体(affected entity)も取り入れれば，これらの概念がヴォイスの類型論に多大な
貢献をしてくれるものであると指摘している．ここで，能動文である自動詞文や他動詞文
そして受動文や使役文にこの概念を適用してみることにする．2.4.において，自動詞文，
他動詞文，受動文，使役文がどのような状況を意味するかを示したが，それをここで再度，
提示することにする． 
 
自動詞文･･･動作の主体が動作を行うことを意味する． 
他動詞文･･･動作の主体が動作の客体に動作を行うことを意味する． 
受動文･･･動作の客体が動作の主体に動作を被ることを意味する(動作の主体が非明示の 
場合もある)． 
使役文･･･使役主が被使役主をして動作の客体に動作を行うようにさせることを意味す 
る． 
 
この自動詞文，他動詞文，受動文，使役文の意味に Klaiman(1988:27)で提示された，動
作の主体がその動作を制御しているかどうか，それによって動作の客体に影響が与えられ
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ているかどうかという観点を適用すると，それぞれの文を次のように論理的に分類するこ
とができる． 
 
自動詞文には，次の 2つの場合がある． 
1)動作の主体に制御性がある． 
  2)動作の主体に制御性がない． 
他動詞文には，次の 4つの場合がある． 
1)動作の主体に制御性があり，動作の客体が影響を受ける． 
2)動作の主体に制御性があり，動作の客体が影響を受けない． 
  3)動作の主体に制御性がなく，動作の客体が影響を受ける． 
  4)動作の主体に制御性がなく，動作の客体が影響を受けない． 
受動文には次の 4つの場合がある． 
1)動作の主体に制御性があり，動作の客体が影響を受ける． 
  2)動作の主体に制御性があり，動作の客体が影響を受けない． 
  3)動作の主体に制御性がなく，動作の客体が影響を受ける． 
  4)動作の主体に制御性がなく，動作の客体が影響を受けない． 
使役文には次の 8つの場合がある． 
1)使役者に制御性があり，動作の主体である被使役者が影響を受け，動作の客体が影 
響を受ける． 
2)使役者に制御性があり，動作の主体である被使役者が影響を受け，動作の客体が影 
響を受けない． 
3)使役者に制御性があり，動作の主体である被使役者が影響を受け，動作の客体が影 
響を受ける． 
4)使役者に制御性があり，動作の主体である被使役者が影響を受け，動作の客体が影 
響を受けない． 
5)使役者に制御性がなく，動作の主体である被使役者が影響を受け，動作の客体が影 
 響を受ける． 
6)使役者に制御性がなく，動作の主体である被使役者が影響を受け，動作の客体が影 
 響を受けない． 
7)使役者に制御性がなく，動作の主体である被使役者が影響を受けず，動作の客体が 
 影響を受ける． 
8)使役者に制御性がなく，動作の主体である被使役者が影響を受けず，動作の客体が 
 影響を受けない． 
 
これらの分類はあくまでも論理的なものであって，現代朝鮮語のヴォイスにおいてこれ
らの分類がそのまま現れることを意味するものではない 65．また，主体は動作の源泉，客
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体は動作の受け手と考えれば，受動文における主語となる名詞は意味論的に源泉でなく，
動作の受け手ということになる．更に，使役文において，使役主に制御性があり，動作の
主体である被使役主に被影響性があるのならば，直接使役になり，動作の使役主に制御性
がなく，動作の主体である被使役主に被影響性がないのならば，間接使役になることは先
に見てきた通りである(2.3.を参照せよ)． 
もちろん，制御性や意志性も文として成立して初めて，言及されるものであり，名詞単
独の意味あるいは動詞単独の意味では，決定されるものではない． 
本論文では，これらの論理的分類を使用しながら，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による
動詞の派生においてどのように現れるかを考察し，各々の動詞を記述することにする． 
 
４.２．アスペクトについて 
ここでは，アスペクトを次のような観点から概観することにする．その観点とは，1)一
般言語学においてアスペクトがどのように取り扱われており，2)現代朝鮮語においてアス
ペクトがどのように現れ，どのように研究されてきたかを概観することである．最後に，
本論文で取り扱う所の現代朝鮮語のヴォイスとアスペクトとの関連性を例文を提示しなが
ら，概観することにする． 
 
４.２.１．一般言語学におけるアスペクトについて 
まず，Trask(1993)におけるアスペクトの規定から概観することにする． 
Trask(1993:21)ではアスペクトを次のように規定している． 
 
ある状況の内的時間構造に関係する文法範疇．アスペクトは動詞の形式に最も一般に反映され，多くの 
言語ではアスペクトの表現がテンスの表現と密接に関係するが，テンスはアスペクトと区別されなけれ 
ばならない．例えば，英語において‘I did it(私はそれをした)．’I was doing it(私はそれをしてい 
た．’そして‘I used to do it(私はかつてそれをした)．’という形式は全て過去時制であるが，それら 
は異なるアスペクトを表現している．諸語においてよく表現されるアスペクト的な範疇の中には，完了 
体(perfective)，不完了体(imperfective)，完了(perfect)，進行(progressive)，習慣(habitual)，継 
続(durative)，点相(punctual)そして反復相(iterative)がある． 
 
アスペクトは動詞に現れる形式であり，諸語におけるアスペクト形式が異なるのは当然
であろう．ただし，アスペクト形式が動詞において一単語の中で屈折的に表現されるか，
二単語以上で分析的に表現されるかという観点から諸語を分類することができる．ところ
で，レニングラード学派(その中でもマスロフの著作)はヴォイスという文法範疇の接近法
と同様に，形態論的な接近法では，各言語におけるアスペクトを記述できないと考え，ア
スペクトを機能＝意味論的に考察した．その結果，文法範疇としてのアスペクト，語彙＝
文法範疇としてのアクツィオーンスアールト(aktionsart)そして機能＝意味論的範疇とし
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てのアスペクチュアリティー(aspectuality)を区別しなければいけないことを提唱してい
る．つまり，各言語においてアスペクトを表現する形式はそれぞれ異なるものの，機能＝
意味論的範疇としてのアスペクチュアリティーを認めれば，ある言語が文法形式でアスペ
クトを表現しようが，語彙でアスペクトを表現しようが，副詞のような他の形式でアスペ
クトを表現しようが，それらは全てアスペクチュアリティーということになる．このよう
な状況を踏まえて，浜之上幸(1991:9)では，アスペクト，アスペクト形式，アスペクト的
意味を次のように規定する． 
 
 アスペクト―アスペクチュアリティーが動詞の文法範疇に反映されたもの．動詞の形態論的範疇． 
 アスペクト形式―パラダイムに置かれる動詞の各々の形態． 
 アスペクト的意味―動詞によって表された動作を，話し手が時間におけるその動作の経過と配分の観点 
          から(ただし発話の瞬間とは関係なしに)行うあれこれの評価，特徴づけ． 
 
４.２.２．現代朝鮮語におけるアスペクトについて 
次に，現代朝鮮語においてアスペクトがどのような形式で表現され，その形式がどのよ
うに研究されてきたかを浜之上幸(1991)の議論に基づき概観することにする． 
現代朝鮮語のアスペクトを研究した浜之上幸(1991)では，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･
している)，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)というアスペクト形式と局面(phase)とい
う概念に基づき，現代朝鮮語の動詞をアスペクト的観点から分類している 66． 
  また，浜之上幸(1991:7-8)では，言語外的な事象が時間の流れの中で生起して終了して
行くありさまを次のように示し，言語外的な事象が生起して終了していく一連の段階にお
ける位置づけを局面と呼びながら，その局面とは A～Eで示される境界と区間であるとして
いる． 
 
      生起前  →  生起    →         終了      →     別の事象の生起 
 
 
 
             Ａ       Ｂ       Ｃ         Ｄ        Ｅ 
 
浜之上幸(1991:32)において，自動詞はⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)，Ⅲ 赤
陥‘Ⅲ issta’(･･･している)どちらの形式も持ち得(一部には，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’
(･･･している)しか持たない自動詞，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)しか持たない自動
詞もあるが)，その自動詞がⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)を伴う時は Cの継続
の局面を，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)を伴う時は E の結果の局面を表すとされて
いる．一方，他動詞についてはⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)しか持ち得ず，
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その形式を伴って，Cの継続の局面を表すか，Eの結果の局面を表すかは動詞によって異な
ることが指摘されている． 
よって，浜之上幸(1991:25)では，自動詞の場合，主体が変化するかどうかはⅢ 赤陥‘Ⅲ 
issta’(･･･している)の有無によって確認されるとし，亜陥‘kata’(行く)という自動詞
を例にしながら，次のような図によってそれを説明している． 
 
 
 
 
 
                                                  가 있다 
                                  状態Ｂ                  
 
                                     가고 있다 
 
                     状態Ａ 
 
状態 A とは，主体が行く前の状態であり，状態 B とは，主体が行った後の状態である．
そして，このような方法論に基づき，浜之上幸(1991)では，アスペクト的観点から現代朝
鮮語の動詞を分類している． 
最後に，現代朝鮮語におけるヴォイスとアスペクトとの関連性について概観することに
する． 
2.4.において言及したことであるが，本論文では，能動には，自動と他動の意味を含め
ており，能動，受動，使役，中動を次のように規定している． 
 
能動･･･動作の主体が動作を行うことを意味する(自動)．動作の主体が動作の客体に動作 
を行うことを意味する(他動)． 
受動･･･動作の客体が動作の主体に動作を被ることを意味する(動作の主体が非明示の場 
合もある)． 
使役･･･使役主が被使役主をして動作の客体に動作を行うようにさせることを意味する． 
 
まず，自動，他動とアスペクトとの関連から言及することにする． 
先行研究では，自動，他動とアスペクトとの関係を様々な観点から接近しているが，本
論文では，その先行研究の中でも，現代日本語の有対他動詞を考察した早津恵美子(1995)
を概観することにする 67． 
早津恵美子(1995:179-197)では，現代日本語における自動詞とそれに対応する他動詞を
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持つという関係を主にアスペクト的観点から考察している． 
早津恵美子(1995:179-181)は，現代日本語の他動詞に対応する自動詞があるかないかに
よって，それぞれを有対他動詞と無対他動詞と名づけ，それぞれの動詞の特徴を列挙して
いる 68．本論文では，上から有対他動詞，無対他動詞の定義，その意味という順序で次の表
を作成することにする． 
 
有対他動詞 無対他動詞 
‘倒す’と‘倒れる’，‘曲がる’と‘曲げる’など
のように対応する自動詞を持つ． 
‘たたく’‘打つ’などのように対応する自動
詞を持たない． 
働きかけの結果の状態に注目する動詞が多い(対象
の形状･大きさ･長さ･品質･数量･強度･存在場所な
どの変化，あるいは事態･状況などの変化を含意す
るものが多い)． 
働きかけの過程の様態に注目する動詞が多い
(物の状態や関係を表わす動詞，妨害･遮断･逃
避などを表わす動詞，思考･判断･探求･知覚な
どを表わす動詞，他者に対する態度や待遇など
を表わす動詞，発話･伝達･要求などを表わす動
詞，感情･評価的な態度を表わす動詞など 69)． 
表 6．早津恵美子(1995)における有対他動詞と無対他動詞の対応関係 
 
また，早津恵美子(1995:182)では有対他動詞を説明する例文として次のものをあげてい
る． 
 
‘コップを割った．’は，コップの形状が変化したことを含意 
‘牛乳を温めた．’は，牛乳の温度が変化したことを含意 
‘机を窓際に移した．’は，机の存在場所が変化したことを含意 
‘議長を決めた’や‘演奏を始めた’は，事態や状況の変化を含意 
 
それぞれの例文に対応する自動詞構文は‘コップが割れた．’，‘牛乳が温まった．’，‘机
が窓際に移った．’‘議長が決まった．’である．これら自動詞構文における主語は意味論的
に意志を持って動作をおこなってはいないことがわかる．また，これらの自動詞構文にお
ける主語は‘割れつつある，温まりつつある，移りつつある，決めつつある，始めつつあ
る’という変化の継続を示しているのではなく，‘割れてしまった，温まってしまった，移
ってしまった，決まってしまった，始めてしまった’という変化した結果を示しているの
である．つまり，早津恵美子(1995)で言う有対他動詞は自動詞構文においてその構文の主
語が意志を持たず，その構文の動詞に過去を示す形態素‘-ta’を付けて‘～しつつある’
という意味よりは‘～してしまった’という意味を示すものである．ここで重要なことは，
現代日本語において自動詞と他動詞が対をなす動詞群において，その他動詞が結果の状態
を意味するものが多いということである． 
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早津恵美子(1995:192-193)では，動作の対象の変化が含意されているかという観点から
だけでなく，1)あるひとつの対象の同じ状態に対して単純に同じ動作が反復できるかどう
か，2)共起しうる副詞的な補語の性質が何であるか，3)複合動詞において前の要素と後の
要素に有対他動詞と無対他動詞が占める割合はどの程度であるか，4)辞書における有対他
動詞と無対他動詞が占める割合はどの程度であるかという観点からも現代日本語の有対他
動詞と無対他動詞を考察している．早津恵美子(1995:194)において，それらを整理した次
のような表が提示されている． 
 
 
 
 有対他動詞 無対他動詞 
対象の変化の含意 
反復可能性 
副詞的な補語の種類 
 結果の状態を表す補語 
 過程の状態を表す補語 
複合動詞の構成要素 
 前項要素 
 後項要素 
動作主名詞の派生 
総動詞数に占める自他対応の数 
含意するものが多い 
ないものが多い 
 
とれるものが多い 
とれるものが多い 
 
少ない 
多い 
少ない 
総動詞数が少ないほど割合が高
い 
含意しないものが多い 
あるものが多い 
 
とれないものが多い 
とれるものが多い 
 
多い 
少ない 
多い 
総動詞数が多いほど割合が高い 
表 7．早津恵美子(1995:194)における表 
 
ところで，現代日本語の有対他動詞の考えを現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の
派生，特に自動詞から他動詞に派生するものに適用してみると，どのような結果が現れる
だろうか． 
現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生の中に，녹다‘nokta’(溶く)/녹이다
‘nokita’(溶ける)，식다‘sikta’(冷める)/식히다‘sikhita’(冷ます)がある．これら
の動詞を含む例文を提示すると，次のようになる 70(24)と 25)はいずれも作例である)． 
 
24)ａ．얼음이 녹는다‘elumi noknunta’(氷が溶ける)． 
   ｂ．얼음이 녹고 있다‘elumi nokko issta’(氷が溶けつつある)． 
   ｃ．얼음이 녹아 있다‘elumi noka issta’(氷が溶けてある)． 
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  ｄ．저 사람이 얼음을 녹인다‘ce salami elumul nokinta’(あの人が氷を溶かす)． 
  ｅ．저 사람이 얼음을 녹이고 있다‘ce salami elumul nokiko issta’(あの人が氷を溶かしている)． 
25)ａ．국물이 식는다‘kwukmwuli sikessta’(スープが冷める)． 
  ｂ．국물이 식고 있다‘kwukmwuli sikko issessta’(スープが冷めつつある)． 
  ｃ．국물이 식어 있다‘kwukmwuli sike issessta’(スープが冷めてある)． 
  ｄ．저 사람이 국물을 식힌다‘ce salami kwukmwulul sikhyessta’(あの人がスープを冷ます)． 
  ｅ．저 사람이 국물을 식히고 있다‘ce salami kwukmwulul sikhiko issessta’(あの人がスープを冷 
ましている)． 
 
このように考えると，24a-c)や 25a-c)の動作の主体は，どれも変化している．浜之上幸
(1991:24-25)では，このような自動詞を主体変化動詞 71としている．また，24b)や 25b)は，
溶けるあるいは冷める過程を表し，24c)や 25c)は，溶けたあるいは冷めた状態を表すこと
になる．一方，24d-e)や 25d-e)の他動詞では，主体は変化していないが，客体は変化して
いる．浜之上幸(1991:41-43)では，このような他動詞を主体と客体が保持の関係を結ばな
い場合の主体非変化動詞としている．この結果を見れば，一見，早津恵美子(1995)が提示
する有対他動詞の概念に現代朝鮮語のヴォイス接尾辞により自動詞から他動詞に派生する
動詞は意味論的に一致するように見えるかもしれない．しかしながら，次のようにこの有
対他動詞の概念に意味論的に一致しない例もあるのである(26)は作例である)． 
 
26)ａ．연이 난다‘yeni nalassta’(たこが飛ぶ)． 
  ｂ．연이 날고 있다‘yeni nalko issta’(たこが飛んでいる)． 
  ｃ．*연이 날아 있다‘yeni nala issta’(たこが飛んでいる)． 
  ｄ．저 사람이 연을 날린다‘ce salami yenul nallyessta’(あの人がたこを飛ばす)． 
  ｅ．저 사람이 연을 날리고 있다‘ce salami yenul nalliko issta’(あの人がたこを飛ばしている)． 
 
날다‘nalta’(飛ぶ)は先の自動詞と異なり，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)
という形式しか持たない．また，26a-c)の動作の主体は，どれも変化していない．浜之上
幸(1991:24-25)では，このような自動詞を主体非変化動詞としている．一方，26d-e)の他
動詞では，主体も客体も変化していない．この結果から現代朝鮮語のヴォイス接尾辞によ
って自動詞から他動詞に派生するものの中には早津恵美子(1995)が提示する有対他動詞の
概念に意味論的に一致しないものも含まれることがわかる． 
以上の結果から本論文では早津恵美子(1995)が提示する有対他動詞の考え方を現代朝鮮
語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生にそのまま適用でないと見做すことにする．
しかしながら，現代朝鮮語においてその考え方を適用することができる動詞もないわけで
ない．それ故，今後の研究のためにも，どの動詞には有対他動詞の概念を適用することが
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できるかを指摘する必要があるかと思われる．本論文では，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞
による動詞の派生，特に自動詞から他動詞に派生する動詞群と他動詞から自動詞に派生す
る動詞群を主体や客体が変化している過程を述べているのか，それらが変化した結果状態
を述べているのかというアスペクト的観点から考察することにする． 
次に，受動とアスペクトの関連について言及することにする． 
言語類型論的に受動態とアスペクトが何らかの相関関係を持つことは様々な論文で言及
されてきている．特に，Comrie(1976b:84-86)では，多くの言語において，パーフェクトの
意味のはっきりした表現は受動態においてのみ可能であるが，能動態においてはそうはな
らないことを指摘しながら，それらが相互に関係することを説明している 72．また，
Nedjalkov＆Jaxontov(1988:45)では，結果相と他動詞の受動に関しては，それらは頻繁に
結合し，受動形式は結果相の意味を表現するために使われることも指摘しており，受動形
式と結果相の形式がよく結びついて，現れることを指摘している．ここでは，崔昌玉(2001a)
で記述されたことに基づき，現代朝鮮語における受動態とアスペクトとの相関関係につい
て言及することにする． 
先に示したように，現代朝鮮語のアスペクト形式には，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･
している)，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)があり，自動詞はどちらの形式も持ち得(先
に言及したように，一部，そうでない自動詞もある)，それがⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’
(･･･している)を伴う時は継続の局面を，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)を伴う時は結
果の局面を表すのに対し，他動詞はⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)しか持ち得
ず，その形式を伴って継続の局面を表すか結果の局面を表すかは動詞によって異なる．そ
れ故，自動詞の場合，主体が変化するかどうかは，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)の
有無によって確認できる． 
ところで，浜之上幸(1991:60)では，ヴォイス接尾辞を伴い，派生した動詞をアスペクト
的観点から考察し，それらの動詞が自動詞の主体変化動詞と同じく，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko 
issta’(･･･している)，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)どちらの形式も持ち，前者が
動作の生起～終了の局面を，後者が動作の終了後の局面を表すと考えられるので，主体変
化動詞であるとの予測ができるとしながらも 73，実際の用例において，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko 
issta’(･･･している)を伴う例は少なく，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)を伴う例が
多いことから，次の 2点を指摘している． 
 
① ヴォイス接尾を伴い，派生した動詞は，もともと変化の過程自体が具体的な状況
として想像し難いのではないだろうか． 
② 特に，主体の変化の過程が具体的な状況として考え難いような，事物の属性や地
形的な状態を表すような表現ではⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)が使
われることがないと考えられる． 
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更に，浜之上幸(1992:49)では，1)先行動作(パーフェクト 74が，先行する動作)が動作的
というよりも状態的である，2)先行動作自体が考えにくい，このような場合を，Nedjalkov
＆Jaxontov(1988:5-6)において，単純な非派生的な動詞，いくつかの形容詞，述語副詞，
他の語句によっても表すことができ，状態を表すための文法的な動詞の形式と派生動詞の
形式でも表すことができるとし，それ故，前者を語彙的状態相(lexical stative)，後者を
派生した状態相(derived stative)と名づけている．また，浜之上幸(1992:49)では，後者
の場合にのみ議論を限定し，それを状態相(stative)75と呼んでいる． 
この指摘から，ヴォイス接尾辞を伴い，派生した動詞にⅢ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･してい
る)というアスペクト形式しか伴わない場合には，本論文で言う所の動作の客体が変化の過
程を示さず，状態のみを表す例があり得ることになる．特に，浜之上幸(1992:59)では，主
体が非変化で客体が変化であるか，あるいは主体が変化で客体が変化である他動詞が，自
動詞あるいは受身形にヴォイス転換する時，このような状態相が現れるとしている． 
このような考えに従って，崔昌玉(2001a)では，次のように，主体が明示されず，客体の
状態を表し，Ⅲ 赤陥‘Ⅲ issta’(･･･している)というアスペクト形式をとる場合を状態
相を表すものだと見做している． 
 
27)우리는 지난 30 여년간의 골목할 만한 경제성장과 사회발전의 밑바탕에 이들의 기여가 적지 않게 
깔려 있음을 인정하는데(以下省略)(我々は，先の 30 年間余りの注目するに値する経済成長と社会発展の
下に，彼らの寄与が少なからずあることを認めるが)조 93/03/1, 3 面 
28)이런 분위기는 예상보다 짙게 깔려 있다.(このような雰囲気は予想より濃い.)조 93/02/21, 2 面 
 
また，崔昌玉(2001a)では，連体形の場合も，客体が抽象的な名詞の場合，主体が特定で
きず，ただ単に客体の状態を表す例だけであるとする． 
 
29)(･･･省略)그 이면에 깔린 ｢모성｣의 본능을 강조(以下省略)(その裏側にある「母性」の本能を
強調)조 93/01/4, 11 面 
30)범죄자의 심리와 그 이면에 깔린 사연들을(以下省略)(犯罪者 の 心理 と そ の 裏側 に あ る 事情
を)조 93/02/4, 19 面 
 
崔昌玉(2001a)では，깔리다‘kkallita’(敷かれる)の他に，뚫리다‘ttwulhlita’(開
けられる)，덮이다‘tephita’(覆われる)という他の動詞にも，このような状態相を表す
文があるとし，次の用例を提示している． 
 
31)(･･･省略)길이 뚫려 있어 (以下省略) (道が通じており)조 93/04/6, 9 面 
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32)(以下省略)지금은 인천에서 남포로 가는 직항노선이 뚫려 있고(今は，インチョンからナンポに行く
直航路線が通っており)한，p.241 
33)수만년전 중국의 북쪽은 영하라는 빙하로 덮여 있었는데 (以下省略) (数千年前，中国の北側
はヨンハという氷河に覆われていたが) 조 93/05/13, 5 面 
34)(･･･省略)수면이 전부 폐유로 덮일 때(以下省略)(水面が全部，廃油で覆われる時) 조 93/04/6, 5 面 
 
このように考えると，現代朝鮮語のヴォイスとアスペクトが何らかの関係を持っている
ように思える． 
最後に，使役とアスペクトとの関連について言及することにする． 
使役態も受動態と同じく，アスペクトと何らかの相関関係があると考えることができな
いだろうか．意味論的に考えれば，使役文は，自動詞文や他動詞文と言語外的に同じ意味
を表すと言うことができる．というのは，使役文が，それらの文と異なるのは，動作を行
わせる使役者が添加されているという点だけにあるからである．つまり使役文の構造は自
動詞文の構造や他動詞文の構造の外側に使役者がある以外は，自動詞文や他動詞文の構造
と何も変わらないのである．本論文では，この事実を確認するために，現代朝鮮語におけ
るヴォイス接尾辞による動詞の派生，その中でも自動詞と他動詞が使役形に派生する例を
提示することにする(35)と 36)はいずれも作例である)． 
 
35)ａ．학생이 앉는다‘haksayngi ancnunta’(学生が座る)． 
  ｂ．?학생이 앉고 있다‘haksayngi ancko issta’(学生が座りつつある)． 
  ｃ．학생이 앉아 있다‘haksayngi anca issta’(学生が座っている)． 
  ｄ．선생님이 학생을 앉힌다‘sensayngnimi haksayngul anchinta’(先生が学生を座らせる)． 
  ｅ．선생님이 학생을 앉히고 있다‘sensayngnimi haksayngul anchiko issta’(先生が学生を座らせ 
ている)． 
36)ａ．아이가 옷을 입는다‘aika osul ipnunta’(子供が服を着る)． 
  ｂ．아이가 옷을 입고 있다‘aika osul ipko issta’(子供が服を着ている)． 
  ｃ．어머니가 아이에게 옷을 입힌다‘emenika aieykey osul iphinta’(母親が子供に服を着せる)． 
  ｄ．어머니가 아이에게 옷을 입히고 있다‘emenika aieykey osul iphiko issta’(母親が子供に服を 
着せている)． 
 
浜之上幸(1991:32)では，앉다‘ancta’(座る)，입다‘ipta’(着る)という動詞をそれ
ぞれ終了変化動詞，主体が客体を保持する場合の主体変化動詞としている．前者の場合，
主体は変化しておらず，35b)でわかるように，Ⅰ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･している)
という形式がない．ただし，앉다‘ancta’(座る)がⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’(･･･して
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いる)という形式を持つ場合もある．この場合，主体が複数であり，例えば，複数の学生が
だんだんと席に座っているという限定された状況において，앉壱 赤陥‘ancko issta’(座
っている)というⅠ-壱 赤陥‘Ⅰ-ko issta’を伴う形式が現れる．35c)は，座るという動
作の結果状態を表している．一方，後者の場合，主体も客体も変化しておらず，36b)は，
着るという動作の過程を表わしたり，着るという動作の結果状態を表したりしている．35d)，
36d)は，座るの使役形，着るの使役形を含む使役文であり，35e)，36d)は，アスペクト形
式がついた使役形を含む使役文である．これらの動詞はヴォイス接尾辞を伴わない無標の
形式と同じアスペクト的特徴を持っている．つまり，앉히다‘ancta’(座る)は，終了変化
動詞であり，입히다‘ipta’(着る)は，主体が客体を保持する場合の主体変化動詞である．
というのは，使役文において使役者の선생님‘sensayngnim’(先生)や어머니‘emeni’(母
親)があるものの，座るという動作や服を着るという動作は被使役者である학생‘haksayng’
(学生)や아이‘ai’(子供)が行うからである．つまり，先に示したように，使役文の構造
は，自動詞文の構造と他動詞文の構造と同じなのである．それ故，35e)は動作の結果状態
を意味し，36d)は動作の過程あるいは動作の結果状態どちらかを表すことになる． 
以上の議論から本論文では，使役態もアスペクトと何らかの相関関係を持っているもの
と見做すことにする． 
ここで，再度，言及しなければならないことは，現代朝鮮語において，語彙的に中動の
意味を表す動詞があるが，中動そのものを表す形式がないということである．もちろん，
世界の諸語の中には，中動を表す形式を持ち，それらの形式とアスペクトが何らかの関係
を持っているものもあるが，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を伴う動詞の派生を考察する本
論文では，中動とアスペクトとの関連については言及しないことにする． 
現代朝鮮語において，能動，受動，使役とアスペクトの間に何らかの相関関係があるの
ではないかということがわかった．本論文では，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞
の派生とアスペクトとの間の関連性についても言及することになるだろう． 
 
５．本論文の目的と用例について 
本論文の目的は，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を，動作の主体や客体
がどのような性質を持つか，動作の主体が動作の客体をどの程度制御するか，動作の主体
が動詞の客体にどの程度影響を及ぼすかという観点から考察するところにある．これらの
観点が現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を取り得る動詞にどのような影響を及ぼしているかを
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考察することによって，それぞれの派生関係もより精緻化することができると考えている．
しかしながら，名詞の有生性はあくまでも名詞の意味論に関わる問題であり，動作の制御
性や動作の被影響性は動詞の意味論に関わる問題であり，どちらの問題をも含めた議論は
困難なように思える．ただし，何度も言及したことであるが，命題の内側にある文法範疇，
特にヴォイスにおいては名詞の意味論と動詞の意味論が相互に関係しているので，本論文
では，必要に応じて名詞の意味論と動詞の意味論どちらにも言及することになる．特に現
代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生は動作の主体が動作の客体よりも有生
性が高いものがくる傾向にあり，その接尾辞を取り得る動詞が限定されているという 2 つ
の特徴から考えても，名詞の意味論と動詞の意味論が大きく関与している．ただし，本論
文では，その動作の主体が動作の客体に意志を持って，その動作を遂行するという意志性
に関してそれほど詳しく論じることはしない．というのは，意志性は有生性や制御性そし
て被影響性と異なり，それが動詞自体に頻繁に現れると考えられるからである 76．これらの
観点に加えて，動詞のアスペクト的特徴についても言及することにする． 
以上のことを整理すれば，本論文において，ヴォイス接尾辞による動詞の派生を以下の
ような観点から考察することになる． 
 
①動作の主体や動作の客体がどのような性質を持つか． 
②動作の主体が動作の客体に制御性を持って，その動作を行っているか． 
③動作を行う過程で，動作の主体が動作の客体に影響を及ぼしているか． 
④動詞のアスペクトはどのような性質を持つか． 
 
本論文の構成は以下のようになる．まず，ヴォイス接尾辞がそれを取り得る動詞に相補
分布をなしてつくのかを音韻論的観点から考察する．そして，ヴォイス接尾辞がどのよう
な動詞につくのかという形態論的観点からの考察，無標の動詞と有標の動詞を含む文がど
のように成立するかという統辞論的観点からの考察，動作の源や動作の受け手がどのよう
な性質を持つかや動作の制御性や動作の影響性はどのように現れるか，そしてその動詞が
どのようなアスペクト的特徴を持つかという意味論的観点からの考察という段階的な接近
方法によって現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を考察することにする．ただし，これらの考察
は別個に独立して存在しているのではなくて，各々が相互に関係して存在しているのであ
る． 
次に，本論文で取り扱う用例について言及することにする．本論文で取り扱う用例は，
1970 年代以降韓国で出版された小説と新聞の記事である(作品名，作者名そして出版年につ
いては本論文末尾にあげておく)．さらに，本論文では，1)非連体形であり，2)終止形語尾
のうち，Ⅰ-는다，Ⅱ-ㄴ다という終止形直説法非過去叙述形下称を表す終止形語尾あるい
はⅠ-고 있다，Ⅲ 있다というアスペクト形式を伴っている無標形あるいは有標形を含む例
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文を収集し，考察することにする．現代朝鮮語の終止形語尾には，話し手と聞き手の間の
社会的地位や年齢差などを表す待遇表現の役割を果たすものもある．実際の用例を考察す
る時，あるテキストにおける文は様々な終止形語尾を必ず伴って現れる．この終止形語尾
のうち，Ⅰ-는다，Ⅱ-ㄴ다という終止形語尾を伴っている例文を収集するのは命題の外側
を変え得る状況を排除することによって無標形や有標形の真の意味に接近することができ
ると考えるからである．ただし，その例文において無標形や有標形がⅠ-는다，Ⅱ-ㄴ다と
いう終止形語尾を伴っていない場合は，その例文をそのまま使用せず，終止形語尾をⅠ
-는다，Ⅱ-ㄴ다という終止形語尾に修正し，考察することにする(本文において，このよう
な例文を使用する時は，予め修正したことに言及することにする)．また，テキストに無標
形や有標形がどのくらい出現し，それぞれがどのような語形で出現したか等も考察対象か
ら除外することにする．これは 1)中期朝鮮語のようにテキストが限定されている状況で，
どういう語形がどのくらい出現するかという考察は必要であろうが，現代朝鮮語において
はその状況を考察するのはそれほど重要でないし，2)現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による
動詞の派生を考察する折，実際の用例だけでなく，作例も考察してはじめて，ヴォイス接
尾辞の意味と機能をとらえることができると考えるからである．それ故，本論文の考察だ
けでは，テキストの性質や意志性についてはそれほど詳しい言及もできないということに
なる． 
 
６．実際の考察 
６.１．音韻論的考察 77 
 
ここでは，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞‘-이-， -히-， -리-， -기-’を次のような観点
から考察することである(以下，この項では，「現代朝鮮語のヴォイス接尾辞」を「ヴォイ
ス接尾辞」と略称して，議論を進めることにする)． 
① ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，-리-，-기-’は相補分布を成しているのか． 
② ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，-리-，-기-’を異形態として見做し得るのか． 
 
この項での内容は次の通りである．最初に，一般言語学において相補分布と異形態がど
のように取り扱われてきたかを概観する．次に，先行研究の記述を参考にしながら，ヴォ
イス接尾辞とは，どのような形態を指し示し，どのような特色を持っているかを提示する．
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最後に，菅野裕臣他編(19912)に記載されている動詞を中心にして，ヴォイス接尾辞がどの
ような分布を形成しており，それら各々の形態を異形態として見做し得るかを共時論的観
点と通時論的観点を踏まえて，考察することにする． 
 
６.１.１．相補分布と異形態について 
ここでは，相補分布(complementary distribution)と異形態(allomorph)が一般言語学に
おいて，どのように取り扱われてきたかを概観する．また，6.1.3 では，一般言語学の規定
によって，どのような特徴を持てば，相補分布や異形態として見做され得るのかも，現代
朝鮮語の例を用いながら，確認することにする． 
 
６.１.２．一般言語学における相補分布と異形態の取り扱い 
ここでは，辞典における相補分布と異形態についての説明を概観することにする．概観
する辞典は，Trask(1993)，Asher(1994)，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996)である． 
まず，Trask(1993)と Asher(1994)では，相補分布の説明はなく，異形態の説明のみ記載
している． 
Trask(1993:13)では，異形態を様々な環境において単独の形態素によって想定される，3
つ以上の表層形式のうちの 1 つとし，例えば，英語の否定接頭辞‘in-’が，‘indecent，
impossible，irrational，ignoble’のような語において，幾つかの異形態を示していると
する． 
一方，Asher(1994:2546)では，まず形態素を説明しており，同一の内容を持つ，一連の
最小対立の記号がより抽象的な形態論的単位を構成し，この抽象的な形態論的単位が形態
素であるとし，異形態とは，その集合の各々の要素であるとする．また，そこでは，形態
素と異形態という名称の歴史的変遷も紹介している．形態素という術語は，ポーランドの
言語学者 Jan Baudouin de Courtenay が 1880 年に考案したが，彼は形態素と異形態どちら
にも形態素という術語を用いようとした(Mugdan(1986:30))．しかし，それらの曖昧さは誰
もが知るところとなり，形態素は‘最小の意味のある単位’として定義されるが，その術
語は一連の異形態には適用されないものとなった．Harris(1942:170)が‘形態素単位
(morpheme unit)’と‘形態素代替物(morpheme alternant)’を区別するために，異形態の
存在を明らかにしようとし，後に Nida(1948:420)がその‘形態素代替物’を‘異形態’と
いう術語に置き換えたとしている 78． 
次に，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996)における相補分布と異形態の説明を概観する． 
亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:858)によれば，相補分布とはアメリカの構造言語学，
特にその音素論における基本的概念で，自由変異(free variation)と共に，非対立的分布
(non-oppositional [non-contrastive] distribution)として，対立的分布(oppositional 
[contrastive] distribution)に対するとし，概略的に言えば，2 つ以上の音が同じ音声的
環境(phonetic environment)に決して現れない場合，これらの音は相補分布(あるいは相補
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的分布)を示すというとする．また，相補分布は 2つ以上の音が 1つの音素としてまとめら
れる条件のうちの 1つであるとする 79． 
一方，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:858)では，この相補分布の概念は，音素論だ
けでなく，形態論や統語論 80 などにも適用されているとし，英語の過去形を例として示し
ながら，英語の過去を示す形態(morph)には，/-d/(loved)，/-id/(hated)，/-t/(looked)
の 3 種の交替形がみられるが，そのうち，どの形をとって現れるかは，その形態と結びつ
いている形態素(morpheme)の最終音の性質によって決められていて，それぞれ同じ環境に
現れることがないとする．このように考えれば，それらの交替形は相補分布をなしている
と認められ，/-d/ /-id/ /-t/は形態素｛ed｝の異形態として結論づけることができるとす
る． 
亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:858)の記述を整理すると，相補分布とは音韻論から
始まり，形態論，統辞論まで拡大され，解釈されるものであるのに対し，異形態は，あく
までも形態論の範囲で解釈されるものである．異形態は音韻論の範疇に入るものでもない
し，統辞論の範疇に入るものでもない．相補分布は音韻論的側面で，ある音素とそれと全
く違う環境に現れる異音との分布，形態論的側面で，基本形とそれと全く違う環境に現れ
る異形態との分布，統辞論的側面で，ある文とそれと全く異なる環境に現れる文との分布
として現れると言うことができる． 
本論文では，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:858)に倣い，相補分布を音韻論的範囲
だけでなく，形態論的範囲まで拡大し，英語の過去形の例のように 2 つ以上の形態が現れ
るのは，それらの形態と結びついている形態素の最終音の性質によって決められて，それ
ぞれの形態が同一の環境には現れないと規定し，異形態を基本形と対立するもの，つまり
相補分布に従い，基本形と異なる環境に現れる 2 つ以上の形態と規定することにする．換
言すれば，相補分布と異形態は，必要十分条件を満たしているのである．相補分布が成り
立つのであれば，ある形態素の異形態が存在するし，異形態が存在すれば，それらの形態
素の相補分布が成り立つのである． 
 
６.１.３．現代朝鮮語における相補分布と異形態の例 
ここでは，現代朝鮮語における相補分布と異形態の例を確認することにする．現代朝鮮
語における相補分布と異形態の例は이익섭(2002:107，109-110)で簡潔に紹介されている．
이익섭(2002:109-110)では，2つ(あるいはそれ以上の)形態が，それらが置かれる環境が互
いに排他的で，重複することがない場合，その分布を相補分布と呼ぶとし，例として格助
詞‘-을’と‘-를’を示している．そこでは，次のような例文も提示している(原文には例
文番号がない)． 
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37) a. *책를 읽었다. 
b. *밥를 먹어라. 
c. *잡지을 읽었다. 
d. *국수을 먹어라. 
 
これらの文が成立しない理由は，前に来る単語の最終音によって，‘-을’と‘-를’の分
布が決められているからである．‘-을’は前にくる語の最終音が子音の場合，文の中で格
助詞として使われ得，‘-를’は前にくる語の最終音が母音の場合，文の中で格助詞として
使われ得る．この場合，‘-을’と‘-를’が相補分布を成していると言い得，‘-을’が‘-를’
の異形態あるいは‘-를’が‘-을’の異形態である 81． 
 
６.１.４．ヴォイス接尾辞に関する先行研究 
ヴォイス接尾辞に関する先行研究は 3．で言及した通りである．ここでは，ヴォイス接尾
辞‘-이-，-히-，-리-，-기-’が相補分布をなすかどうかについて言及した先行研究を中心に
概観することにする． 
ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，-리-，-기-’が相補分布をなし，ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，
-리-，-기-’のうち，基本形がどれで，どれが異形態を持つかという議論は，先行研究にお
いて，ほとんどなされていないと言える．ただし，菅野裕臣(1986-7:61-64)では現代朝鮮
語の受身形と使役形を，安秉禧･李珖鎬(1990:129-136)では中期朝鮮語の受身形と使役形を，
裵禧任(1988:21-22)では中期朝鮮語の受身形を，김형배(1997:84，108，131，152，169，
193)では中期朝鮮語の使役形を考察しており，ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，-리-，-기-’の
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うち，どれがそれを取り得る動詞につくかは，それがつく動詞の語末音によって，ある程
度，決定されるという傾向を提示している．また，裵禧任(1988:21-22)では受身形や自動
詞に派生させる‘-이-，-히-，-리-，-기-’が通時論的にどのように変遷してきたかを，
김형배(1997:212)では使役形や他動詞に派生させる‘-이-，-히-，-리-，-기-’が通時論的に
どのように変遷してきたかを概観することができる． 
また，裵禧任(1988:21-22)，菅野裕臣(1986-7:61-64)そして김형배(1997:193)の考察を
総合すると，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞として，‘-이-，-히-，-리-，-기-’だけでなく，
‘-추-，-구-，-우-，-ㅣ우-，-애-，-으키-，-이키-’も認めることができる． 
これらの論文と論著に加えて，金星奎(1987:46-49)では，音韻論的側面で受身形と使役
形が共時論的な派生であり得ないと見ており，宋喆儀(1992:180-185)でも，その意見に同
意している．その理由として，2つのものを取り上げているが，その中でも特に大きな理由
となっているのが，ヴォイス接尾辞の異形態である‘-이-，-히-，-리-，-기-’等は音韻論的
に条件づけられるものであると見なければならないが，これらが現れる音韻論的環境を正
確に明示することができないからというものである．本論文の立場は，これらの先行研究
に同意するものである．つまり，ヴォイス接尾辞が相補分布をなし，それぞれを異形態と
呼び得るかについては，共時論的な要因だけでなく，通時論的な要因も複雑にからんでい
る問題なのである． 
これらの先行研究は，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞が，それがつく動詞の語末音によっ
て決定されるということに言及した点で特筆すべき考察をしたと言い得る．しかしながら，
これらの論文はヴォイス接尾辞を取り得る動詞全てを取り扱ってないという点でヴォイス
接尾辞‘-이-， -히-， -리-， -기-’とそれらがつく動詞の語末音の関係について，まだ再
検証する余地があることがわかる． 
 
６.１.５．ヴォイス接尾辞は異形態を持つか 
ヴォイス接尾辞は異形態を持つかを論ずる前に，ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，-리-， -기-’
が相補分布をなすかを考察しなければならない．というのは，ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，
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-리-，-기-’が相補分布をなしていることが証明されれば，それらの接尾辞が異形態を持つ
ということも証明されるからである． 
本論文では，菅野裕臣他編(19912)に収録されている語彙を中心にヴォイス接尾辞を取り
得る動詞を調査し，それらの接尾辞が相補分布をなしているかを検証することにする．ヴ
ォイス接尾辞を共時論的な観点だけでなく，通時論的観点も含めて考察する必要があるよ
うに思われる．というのは，通時論的な変遷，例えば表記法上の変化や形態の変化，そし
て正書法の改定等を通じて，それらの接尾辞が付き得る条件や環境もまた変わった可能性
があるからである． 
 
６.１.６．菅野裕臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞 
ここでは，菅野裕臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞を，1)その数は
どれくらいで，ヴォイス接尾辞のうち，どの接尾辞が頻繁に使われているか，2)それらの
ヴォイス接尾辞が現れるのは，どういう環境か，3)ヴォイス接尾辞が相補分布をなしてい
るかという観点から考察することにする． 
 
６.１.６.１．菅野裕臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞の数 
菅野裕臣他編(19912)においてヴォイス接尾辞を取り得る動詞の数は 196 個である．それ
らの動詞のうち，‘끊다’(絶つ)-‘끊기다’(絶たれる)，‘끊다’(切る)-‘끊이다’(切れ
る)のように，1 つの動詞が 2 つ以上のヴォイス接尾辞を取り，それぞれが意味論的に異な
る場合が 9例であるので，ヴォイス接尾辞を取り得る動詞の数は，187 個ということになる
82．また，ヴォイス接尾辞を取り得る動詞のうち，ヴォイス接尾辞‘-리-’を取る動詞が 61
個で，一番，多く，次に‘-이-’の 53 個，‘-히-’の 37 個，‘-기-’の 20 個，‘-우-’の 10
個，‘-ㅣ우-’の 10 個，その他の 3個 83，‘-추-’と‘-구-’の 1個の順である． 
一方，ヴォイス接尾辞を取り得る形容詞と存在詞の数は 14個である．それらの形容詞の
うち，1つの形容詞が 2つ以上のヴォイス接尾辞を取り得る場合はない．また，ヴォイス接
尾辞を取り得る形容詞と存在詞のうち，ヴォイス接尾辞‘-히-’を取る形容詞が 9個で，一
番，多く，次に‘-추-’の 2個，‘-이-’の 2個，‘-애-’の 1個の順である． 
これらの結果を整理すれば，次のようになる． 
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 ヴォイス接尾辞 その数 備考 
-이- 53 ‘까다, 끊다，끼다，먹다，벌다，쓰다’を含む． 
-히- 37 ‘먹다，맞다’等の動詞を含む． 
-리- 61 ‘돌다, 벌다’を含む． 
-기- 20 ‘끊다’を含む． 
-우- 10 ‘끼다，돋다’動詞を含む． 
-ㅣ우- 10 ‘까다, 쓰다’を含む． 
その他 3 ‘일다-일으키다，돌다-돌이키다，비추다-비치다’ 
-추- 1 ‘맞다’ 
 
 
 
動詞 
 
 
 
-구- 1 ‘돋다’ 
計 ―――― 196 ―――― 
-이- 2 ―――― 
-히- 9 ―――― 
-추- 2 ―――― 
 
形容詞 
存在詞 
 -애- 1 存在詞‘없다’につく． 
計 ―――― 14 ―――― 
表 8．菅野裕臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞，形容詞の数 
 
６.１.７．動詞においてヴォイス接尾辞が現れる環境 
ここでは，動詞において，ヴォイス接尾辞が現れる環境，すなわち，それがつく動詞の
語末音はどうなっているかを詳しく考察することにする． 
 
６.１.７.１．動詞にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合，その接尾辞がつく動詞の語末音は，母音が最
も多く，28 個であり，次に‘ㄲ’が 7個，‘ㄱ’が 5個，‘ㄹ’が 5個，‘ㅎ’と‘ㄹㅌ’が
2 個，‘ㅌ’,‘ㅍ’,‘ㄴㅎ’そして‘ㄹㅎ’が 1個の順である．これらの結果を整理する
と，次のようになる． 
 
ヴォイス接尾辞‘-이-’がつく動詞の語末音 その数 例 
母音 28 ‘감싸다，놀라다，둘러싸다’等々 
ㄲ 7 ‘깎다，낚다，닦다，묶다’等々 
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ㄱ 5 ‘녹다，먹다，속다，숙다’等々 
ㄹ 5 ‘기울다，들다，벌다，줄다’等々 
ㅎ 2 ‘놓다，쌓다’ 
ㄹㅌ 2 ‘핥다，훑다’ 
ㅌ 1 ‘붙다’ 
ㅍ 1 ‘덮다’ 
ㄴㅎ 1 ‘끊다’ 
ㄹㅎ 1 ‘끓다’ 
合計 53 ―――― 
表 9．ヴォイス接尾辞‘-이-’がつく動詞の語末音 
 
ところで，母音語幹の動詞にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合，‘감싸다(くるむ)’<<
他動詞>>-‘감싸이다(くるまれる)’<<受身形>>のように前の母音とヴォイス接尾辞‘-이-’
が別々に現れたり，‘까다(かえす)’<<他動詞>>-‘깨다(かえる)’<<自動詞>>のように，
前の母音がヴォイス接尾辞‘-이-’を包含して，現れたりする 84．一方，‘잠그다/잠구다(漬
ける)’<<他動詞>>-‘잠기다(漬かる)’<<自動詞>>のように他の動詞とは異なる派生を見
せるものもある．これは‘잠ㄱ-’までを 1つの語幹と見做し，それにヴォイス接尾辞‘-이-’
がつき，‘잠기다’に派生したものであると解釈することができる 85． 
また，本論文では，劉昌惇(199410)に掲載されている中期朝鮮語の語彙のうち，ヴォイス
接尾辞‘-이-’が動詞についた形として，次のものを調査した． 
 
노기다，머기다，소기다，수기다，기우리다，드리다，버리다，노히다，사히다，브티 
다，더피다，글히다 86 
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現代朝鮮語では，これらの動詞は，次のように表記される． 
 
녹이다，먹이다，속이다，숙이다，기울이다，들이다，벌이다，놓이다，쌓이다，붙이 
다，덮이다，끓이다 86 
 
このような表記上の相違は，‘ハングル綴字法統一案’(1933)や‘ハングル綴字法’(1988)
が導入されることによって，現れたのである 87． 
 
６.１.７.２．動詞にヴォイス接尾辞‘-히-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-히-’がつく場合，その接尾辞がつく，動詞の語末音は，‘ㅂ’
が最も多く，10個であり，次に‘ㄱ’が 8個，‘ㅈ’が 6個，‘ㄴㅈ’と‘ㄷ’が 4個，‘ㄹㄱ’
が 3個，‘ㄹㅂ’と母音が 1個の順である．これらの結果を整理すると，次のようになる． 
 
ヴォイス接尾辞‘-히-’がつく動詞の語末音 その数 例 
ㅂ 10 ‘꼽다，눕다，뽑다，사로잡다’等々 
ㄱ 8 ‘막다，먹다，박다，식다’等々 
ㅈ 6 ‘꽂다，맞다，맺다，부딪다’等々 
ㄴㅈ 4 ‘가라앉다，걸터앉다，앉다’等々 
ㄷ 4 ‘닫다，묻다，파묻다’ 
ㄹㄱ 3 ‘긁다，얽다，읽다’ 
ㄹㅂ 1 ‘밟다’ 
母音 1 ‘가두다’ 
合計 37 ―――― 
表 10．ヴォイス接尾辞‘-히-’がつく動詞の語末音 
 
ところで，母音語幹‘가두다(閉じ込める)’<<他動詞>>にヴォイス接尾辞‘-히-’がつく
場合，‘갇히다(閉じ込められる)’<<自動詞>>という動詞が派生する．‘갇히다’は
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‘잠그다/잠구다’-‘잠기다’のように，‘가ㄷ-’を 1 つの語幹と見做し，それにヴォイ
ス接尾辞‘-히-’がつき，‘갇히다’に派生したものであると共時論的に解釈することがで
きるかもしれない．しかしながら，そのような共時論的解釈には無理がありそうである．
というのは，動詞‘가두다’は‘잠그다/잠구다’や‘크다’のように으語幹でないからで
ある．裵禧任(1988:25)では‘갇히다’を通時論的に解釈している．それによれば，中期朝
鮮語の動詞‘갇다’に使動化が起こり，‘가도다’に派生するのに対し，その動詞‘갇다’
にも被動化が起こり，‘가티다’に派生したとされる．その上，使動化した動詞‘가도다’
において被動化が起こり，動詞‘가티다’に派生したとされる．更にその過程を経るにつ
れて，‘가도이다’は‘가티다’より頻度が低いこともあって，現代朝鮮語において‘가티다
→갇히다’のように統合されるとしている． 
また，本論文では，劉昌惇(199410)に掲載されている中期朝鮮語の語彙のうち，ヴォイス
接尾辞‘-히-’が動詞についた形として次のものを調査した． 
 
자피다，마키다，머키다，바키다，고치다，마치다，무티다，안치다，글키다，얼키다 
 
現代朝鮮語では，これらの動詞は，次のように表記される． 
 
잡히다，막히다，먹히다，박히다，꽃히다，맞히다，묻히다，앉히다，긁히다，얽히다 
このような表記上の相違は，5.1.7.1 で言及した場合と同じく，‘ハングル綴字法統一案’
(1933)や‘ハングル綴字法’(1988)が導入されることによって現れたのである 87． 
 
６.１.７.３．動詞にヴォイス接尾辞‘-리-’がつく場合 
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動詞にヴォイス接尾辞‘-리-’がつく場合，その接尾辞がつく動詞の語末音は，‘ㄹ’が
最も多く，39 個であり，次にㄹ変格が 16 個，ㄷ変格が 4個，‘ㄹㅎ’が 2個の順である 88．
これらの結果を整理すると，次のようになる． 
 
ヴォイス接尾辞‘-리-’がつく動詞の語末音 その数 例 
ㄹ 39 ‘갈다，날다，달다，말다’等々 
르変格 16 ‘가르다，두루다，마르다’等々 
ㄷ変格 4 ‘걷다，듣다，붇다，싣다’ 
ㄹㅎ 2 ‘꿇다，뚫다’ 
合計 61 ―――― 
表 11．ヴォイス接尾辞‘-리-’がつく動詞の語末音 
 
ところで，共時論的に解釈をすれば，動詞の語末音がㄹの場合，その動詞はヴォイス接
尾辞‘-리-’を取るとしなければならないであろう．また，‘가르다，두루다，마르다’や
‘걷다，듣다，붇다，싣다’の르変格用言とㄷ変格用言であるならば，ヴォイス接尾辞‘-리-’
がつくのではなく，ヴォイス接尾辞‘-이-’がつくとしなければならないだろう．つまり，
‘갈ㄹ-’や‘걸ㄹ-’に‘-리-’がつき，‘갈ㄹ리다’や‘걸ㄹ리다’という動詞が派生さ
れるのではなく，ヴォイス接尾辞‘-이-’がつき，‘갈리다’や‘걸리다’という動詞が派
生されるのである 89． 
一方，通時論的な解釈をすれば，次のようになる．裵禧任(1988:24)では，例えば‘들이다
→들리다’,‘열이다→열리다’のような不規則用言の例をあげている．それによれば，中
期朝鮮語で‘-이-’で現れていた多くの例が後に‘-리-’に対置したとされる．このような
例は，結局，その時期に中期朝鮮語を話していた人々の発音が変わったのではなく，表記
法上の違いに過ぎないとしている 90． 
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６.１.７.４．動詞にヴォイス接尾辞‘-기-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-기-’がつく場合，その接尾辞がつく動詞の語末音は，‘ㅁ’が
最も多く，8個であり，次に‘ㅅ’が 4個，‘ㄹㅁ’と‘ㄴ’が 2個，‘ㄷ’，‘ㅊ’，‘ㅌ’そ
して‘ㄴㅎ’が 1個の順である．これらの結果を整理すると，次のようになる． 
 
ヴォイス接尾辞‘-기-’がつく動詞の語末音 その数 例 
ㅁ 8 ‘감다，남다，담다，숨다’等々 
ㅅ 4 ‘벗다，빼앗다，씻다，웃다’ 
ㄹㅁ 2 ‘삶다，옮다’ 
ㄴ 2 ‘안다，신다’ 
ㄷ 1 ‘뜯다’ 
ㅊ 1 ‘쫓다’ 
ㅌ 1 ‘맡다’ 
ㄴㅎ 1 ‘끊다’ 
合計 20 ―――― 
表 12．ヴォイス接尾辞‘-기-’がつく動詞の語末音 
 
ところで，安秉禧･李珖鎬(1990:130-1，136)では，現代朝鮮語‘벗-，숨-，씻-，옮-，담-’
の古形である‘밧-(脫)，숨-(隱)，싯-(洗)，옮-(移)，담-(貯)’等々のように，語幹末音に
‘ㅁ，ㅅ’がくる時，それらの動詞がヴォイス接尾辞‘-기-’を取ることを示している．つ
まり，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞の特徴と中期朝鮮語のヴォイス接尾辞の特徴が，あま
りにも似通っているのである．このように通時論的変遷が，共時論的問題にどのように関
与するかは，まだ，未解決な部分が多いが，ヴォイス接尾辞に関しては，通時論的変遷が
共時論的問題にも大きく関与していると言うことができる．裵禧任(1988:24-25)では,ヴォ
イス接尾辞を通時論的に考察すると，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を理解する上で，役立
つ幾つかの事項を見つけることができるとして，次のようにヴォイス接尾辞を音韻論的な
面で考察している． 
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１．ヴォイス接尾辞は‘-이-’を基本音とし，音韻論的条件による異形態となっていることは前でも 
述べた．すなわち‘-히-’や‘-기-’は，本来，‘-이-’に基づいたが，先語幹末音とのつながりか 
ら，より明確な発音のために自然に変異した形態なのである．したがって，中期朝鮮語では，‘-이-’ 
という形態が‘-히-’や‘-기-’を数の面でもかなり上回り，基本形態素としての面貌を見せるが， 
現代朝鮮語に至り，少しずつ，{히，리，기}に対置する．この理由として表記法上の変化と形態 
の変化があるとする． 
２．中期朝鮮語で‘-이-’の使用についての制約が現代朝鮮語より減ったという事実を他の角度から 
見ることができる．現代朝鮮語では先行語幹末音が〔이〕となっている，2 音節以上の動詞には， 
ヴォイス接尾辞がほとんど統合されないのに対して，中期朝鮮語では，このような制約がかなり少 
ない．その例としては次のものがある． 
브리다→브리이다(使)<월석 18:43>，그리다→그리이다(畵)<두초 23:10> 
 
また，1について，裵禧任(1988:23-24)では，前者の例として先の 6.1.7.3 で取り上げた
不規則用言の‘-이-’>‘-리-’という変化を，後者の例として先の 6.1.7.2 で取り上げた
動詞‘갇다’の‘-이-’>‘-히-’あるいは‘-기-’という変化をあげている． 
６.１.７.５．動詞にヴォイス接尾辞‘-우-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-우-’がつく場合，その接尾辞がつく動詞の語末音は，母音が 9
個であり，次に‘ㄷ’が 1個の順である．これらの結果を整理すると，次のようになる． 
 
ヴォイス接尾辞‘-우-’がつく動詞の語末音 その数 例 
母音 9 ‘깨다，비다，새다，지다’等々 
ㄷ 1 ‘돋다’ 
合計 10 ―――― 
表 13．ヴォイス接尾辞‘-우-’がつく動詞の語末音 
 
このうち，動詞の語末音が母音の場合，その母音が‘ㅐ’か‘ㅣ’に限定される．これ
は動詞の語末母音にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合と大きな違いである．後者は動詞の
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語末母音が‘ㅏ，ㅗ，ㅡ’の時にだけ，つくからである 91．また，‘돋다(出る)’<<自動詞
>>-‘돋우다(あげる)’<<他動詞>>については，中期朝鮮語のヴォイス接尾辞がそのまま残
り，現在まで伝わっていると考えられる．その理由として，安秉禧･李珖鎬(1990:132)にお
いて，ヴォイス接尾辞‘-오/우-’がつく動詞の中に‘돋-(昇)’があり，それは‘도도-’の
ように派生するという事実が示されているからである．この動詞は，母音が‘ㅗ’から‘ㅜ’
に変わり，‘돋우다’という現在の形になったと考えられる． 
 
６.１.７.６．動詞にヴォイス接尾辞‘-ㅣ우-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-ㅣ우-’がつく場合，その接尾辞がつく動詞の語末音は全て母音
であり，その数は10個である．ヴォイス接尾辞がついた形は‘깨우다’，‘띄우다’，‘세우다’，
‘씌우다’，‘재우다’，‘채우다’，‘키우다’，‘태우다’のように，全て動詞の語幹にヴォ
イス接尾辞‘-ㅣ우-’が抱合されている．また，‘키우다’は‘크다’から派生したもので
あるが，これも先に言及した‘잠그다/잠구다’と同じく，‘ㅋ’までを 1つの語幹として見
做し，それにヴォイス接尾辞‘-ㅣ우-’がついて，派生したものと解釈することができる． 
一方，中期朝鮮語では，これらの動詞はどのように派生したのであろうか．安秉禧･李珖
鎬(1990:132)では，‘셔-(立)，자-(眠)’は，‘셰-，재-’に派生するとして，ヴォイス接尾
辞‘-이-’による派生としている．これらの動詞には，通時論的な説明がうまく適用できな
いようである． 
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６.１.７.７．動詞にその他のヴォイス接尾辞がつく場合 
この場合に属する動詞としては‘일다(起こる)’<<自動詞>>-‘일으키다(起こす)’<<他
動詞>>，‘돌다(回る)’<<自動詞，他動詞>>-‘돌이키다(振り返る)’<<他動詞>>)そして
‘비추다(照らす)’<<他動詞>>-‘비치다(照る)’<<自動詞>>がある．ところで，これらの
接尾辞‘-으키-，-이키-，-치-→-추-’をヴォイス接尾辞として認めることができるのであろ
うか．共時論的に観点から言えば，これらの接尾辞は動詞について，自動詞から他動詞に
派生させたり，他動詞から自動詞に派生させたりしているので，ヴォイス接尾辞として見
做さざるを得ない．一方，安秉禧･李珖鎬(1990:129-136)では，中期朝鮮語におけるこれら
の古形に関して何ら言及がない．これらの事実を踏まえると，これらの接尾辞は比較的新
しくできた接尾辞として考えることができないだろうか 92．また，‘비추다’-‘비치다’
について，安秉禧･李珖鎬(1990:133)では，‘비취-(照)’-‘비취우-’という派生を認め，
この動詞はヴォイス接尾辞‘-우-’によって派生するとしている．これらの動詞がどのよう
な変遷を経て，‘비추다’-‘비치다’になったかは，明らかではないが，中期朝鮮語の‘비취-’
-‘비취우-’という派生が現在の語形‘비추다’-‘비치다’に影響を及ぼしたということ
は間違いない． 
 
６.１.７.８．動詞にヴォイス接尾辞‘-추-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-추-’がつく場合は‘맞다’だけである．ところで，安秉禧･李
珖鎬(1990:133)によれば，中期朝鮮語の動詞‘맞-(適)’につくヴォイス接尾辞として
‘-호/후-’が取り上げ，‘맞-’に‘-호/후-’がついて，‘맞초-’という動詞に派生するとし
ている．次に，‘ㅗ’から‘ㅜ’への変化が生じ，‘맞추다’という動詞が生じたと通時論
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的に予測することができる．つまり，ヴォイス接尾辞‘-추-’は，通時論的に変遷を経て，
そのままの形を保ちながら，音変化によって多少，形を変えつつ，現在にいたったとする
のが妥当であるように思える．一方，安秉禧･李珖鎬(1990:130)によれば，動詞‘맞-(中)’
にヴォイス接尾辞‘-히-’がついた‘마치-’という派生形も中期朝鮮語の文献に存在した
ことが立証されている．この事実によって，この動詞が中期朝鮮語の時から‘먹다’-
‘머기다’，‘먹다’-‘머키다’のように意味の相違によって 2つのヴォイス接尾辞を異な
って，取ることができたことがわかる． 
 
６.１.７.９．動詞にヴォイス接尾辞‘-구-’がつく場合 
動詞にヴォイス接尾辞‘-구-’がつく場合は，‘돋다’だけである．ところで‘돋구다’
は方言であるという見解もある．これについては実際の用例や母語話者を通じて確認しな
ければいけない作業である．これについては今後の課題であると言える． 
 
６.１.８．形容詞においてヴォイス接尾辞が現れる環境 
ここでは，形容詞において，ヴォイス接尾辞が現れる環境，すなわち，それがつく形容
詞の語末音はどうなっているかを詳しく考察することにする． 
 
６.１.８.１．形容詞にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合 
形容詞にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合，‘깊다’と‘높다’だけである．ところで，
動詞にヴォイス接尾辞‘-이-’がつく場合，‘덮다’という動詞があった．これらの例から
考えると，共時論的にヴォイス接尾辞‘-이-’は動詞や形容詞の語末音が‘ㅍ’の時にも，
それらの動詞や形容詞につくことができると言い得る． 
 
６.１.８.２．形容詞にヴォイス接尾辞‘-히-’がつく場合 
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形容詞にヴォイス接尾辞‘-히-’がつく場合，その接尾辞がつく動詞の語末音は，‘ㅂ’
が 7 個であり，次に‘ㄹㄱ’が 2 個の順である．これらの結果を整理すると，次のように
なる． 
 
ヴォイス接尾辞‘-히-’がつく形容詞の語末音 その数 例 
ㅂ 7 ‘간지럽다，넓다，더렵다’等々 
ㄹㄱ 2 ‘밝다，붉다’ 
合計 9 ―――― 
表 14．ヴォイス接尾辞‘-히-’がつく形容詞の語末音 
 
これらの結果から，形容詞の語末音‘ㅂ，ㄹㄱ’の場合，動詞の場合と同じく，それら
の動詞の語幹にヴォイス接尾辞‘-히-’がつくと言うことができる． 
 
６.１.８.３．形容詞にヴォイス接尾辞‘-추-’がつく場合 
形容詞にヴォイス接尾辞‘-추-’がつく場合は，‘낮다’と‘늦다’の 2 つしかない．安
秉禧･李珖鎬(1990:133)では，動詞‘맞-(適)’については言及があるものの，形容詞‘낮다’
と‘늦다’については言及がない．詳しい説明はできないものの，これらの形容詞も動詞
‘맞-(適)’と同じく，ヴォイス接尾辞‘-호/후-’がつき，‘낮초-，늦추-’という動詞に派
生するとすることができないだろうか．そして，‘낮초-’に関して，‘ㅗ’から‘ㅜ’への
変化が生じ，‘낮추다，늦추다’という動詞が生じたとすれば，先の‘맞-(適)’と同様な
予測が可能になる． 
 
６.１.８.４．形容詞にヴォイス接尾辞‘-애-’がつく場合 
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形容詞にヴォイス接尾辞‘-애-’がつく場合は，存在詞の‘없다’しかない．安秉禧･李
珖鎬(1990:133)では，ヴォイス接尾辞‘-이(ㅣ)-’と‘-오/우-’が 2重につく例もあるとし
て，‘업시우-(없-，無)’等の例をあげている．2重についたヴォイス接尾辞‘-이우-’がど
のような過程を経て，‘-애-’という形態に変わったのか，あるいは‘-이우-’というヴォ
イス接尾辞の代わりに接尾辞‘-애-’が新しく導入されたのかは明らかではない．また，
‘없다’が存在詞であるという点でも，ヴォイス接尾辞‘-애-’は動詞や形容詞につくヴォ
イス接尾辞とは特徴が異なると言い得る． 
 
６.１.９．ヴォイス接尾辞が相補分布をなしているか 
6.1.2 において，相補分布を音韻論的範囲だけでなく，形態論的範囲まで拡大し，2つ以
上の形態が現れるのは，それらの形態と結びついている形態素の最終音の性質によって決
められて，それぞれの形態が同一の環境には現れないと規定した．果たしてヴォイス接尾
辞‘-이-，-히-，-리-，-기-，-추-，-구-，-우-，-ㅣ우-，-애-，-으키-，-이키-’は相補分布を
なしているのだろうか．先の調査によれば，これらのヴォイス接尾辞がつく動詞の語末音
のうち異なるヴォイス接尾辞が同じ語末音において現れる場合があることがわかる．それ
を整理すると，次のようになる． 
 
重なり合う語末音 ヴォイス接尾辞 重なり合う語末音 ヴォイス接尾辞 
母音 -이-,-히-,-우-，-ㅣ우- ㅈ -히-,-추- 
ㄱ -이-,-히- ㄴㅎ -이-,-기- 
ㄷ -히-,-기- ㄹㅎ -이-,-리- 
ㄹ -이-,-리-,-으키-,-이키- ――― ――― 
表 15．異なるヴォイス接尾辞が同じ語末音で重なり合うことを示す表 
 
先の図からもわかるように，異なるヴォイス接尾辞が同じ語末音において重なり合うの
であれば，到底，ヴォイス接尾辞が相補分布をなすとは言うことができない．ところで，
これらのヴォイス接尾辞が，なぜ，このように重なり合って現れるかは共時論的に説明す
るよりも通時論的には説明することがより妥当であるように思える．例えば，動詞の語末
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音が‘ㄱ，ㄷ,ㄹ,ㅈ,ㄴㅎ，ㄹㅎ’の場合，ヴォイス接尾辞が 2つ以上，重なっている．先
に示したように，これらの現象は，通時論的変遷，つまり連綴表記が分綴表記に変わるこ
とによって生じたものである．先にも示したが，これらの例として劉昌惇(199410)に掲載さ
れている中期朝鮮語の語彙を示すことにする． 
 
머기다，머키다，무치다，기우리다，말이다，마치다，마초다，글히다 
 
現代朝鮮語では，これらの動詞は，次のように表記される． 
 
먹이다，먹히다，묻히다，기울이다，말리다，맞히다，맞추다，끓이다 
 
ところで，中期朝鮮語では，ヴォイス接尾辞‘-호/후-’があり，その例として‘맞-(適)’
が‘맞초-’に派生するものがあり，それが現代朝鮮語にも伝わり，‘맞추다，낮추다，늦추다’
のように表記されたと解釈され得る．一方，‘맞-(中)’はヴォイス接尾辞‘-히-’をとり，
‘마치-’のように派生し，現代朝鮮語でも，その形が維持されている． 
また，母音にヴォイス接尾辞がつく場合，‘ㅏ，ㅐ，ㅓ，ㅡ，ㅣ’のうち，どれが語末音
にくるかによってヴォイス接尾辞‘-이-，-우-，-ㅣ우-’のうちどれをとるかが決まってい
る．一方，‘갇히다’の場合は中期朝鮮語‘가티다’に基づき，‘가두다’という動詞がヴ
ォイス接尾辞‘-히-’をとるものとされる． 
更に，語末音‘ㄴㅎ’の場合，ヴォイス接尾辞‘-이-’と‘-기-’を取ることができるの
は動詞‘끊다’しかない．この動詞は 2 つのヴォイス接尾辞を取り替えることによって受
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身形と自動詞の区別をしている． 
ヴォイス接尾辞‘-으키-，-이키-’は，中期朝鮮語には存在しないヴォイス接尾辞であり，
これらの接尾辞がどのようにして動詞‘일다，돌다’につくようになり，歴史的にどのよ
うに変遷してきたかは中期朝鮮語の事実だけでは概観することができないと言える． 
このように考えれば，中期朝鮮語において動詞の語幹末音によって動詞がヴォイス接尾
辞を取っていたにしろ，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞は中期朝鮮語の綴りをそのまま維持
しており，それが正書法改定等の歴史的な変遷を伴いながら，現在の形に至ったと言うこ
とができ，それらの接尾辞が共時論的な観点から相補分布をなしているとは言えないと結
論づけることができる．それ故，それぞれのヴォイス接尾辞は異形態でないということに
なる．では，ヴォイス接尾辞‘-이-，-히-，-리-，-기-，-추-，-구-，-우-，-ㅣ우-，-애-，-으키-，
-이키-’には，各々の異なる機能が備わっていて，例えば，ヴォイス接尾辞‘-이-’には受
動化を誘引する機能しか持たないのではないかと考える人がいるかもしれない．しかし，
そのようには言うことができないのである．というのも，中期朝鮮語では，安秉禧･李珖鎬
(1990:129-136)が示しているように，受動化や使役化を誘引する接尾辞として‘-이-，-히-，
-리-，-기-’だけでなく‘-오/우-，-호/후-，-고-’も記述しているが，受動化を誘引する接
尾辞と使役化を誘引する接尾辞には重なり合うものが多く，例えば，動詞がヴォイス接尾
辞‘-이-’を取るからといって，それが項を 1つ減らしたり，項を 1つ増やしたりするとい
う機能を予め持っているのではないからである．つまり，動詞によって，どのヴォイス接
尾辞をとり，その意味が何であるかまでも決定されているのである．これは現代朝鮮語の
ヴォイス接尾辞にも通じるところがある．これらの議論を総合すると，ヴォイス接尾辞は
受動化や使役化を誘引する接尾辞であるが，その意味は動詞によって決まるものであり，
各々のヴォイス接尾辞の機能はアプリオリに決定されるものではないということができる． 
 
６.２．形態論的考察 
ここでは，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を形態論的に考察することが
主たる目的になる．しかしながら，本論文では，それを詳細におこなうことはしない．と
いうのは，ここでの主張は先行研究である菅野裕臣(1982)と菅野裕臣他編(19912)の規定を
超えることはないからである．つまり，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞の形態論に関する本
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論文の立場は菅野裕臣(1982)と菅野裕臣他編(19912)の立場と同じということになる． 
先に現代朝鮮語のヴォイス接尾辞に関する先行研究として菅野裕臣(1982)と菅野裕臣他
編(19912)を詳細に概観したが(3．を参照せよ)，ここでは，再度，現代朝鮮語のヴォイス
に関わる形態論，意味論的特徴を提示することにする．これらの特徴を列挙すれば，次の
ようになる． 
 
① 現代朝鮮語のヴォイスは，その派生方法が多様であり，1)ヴォイス接尾辞，2)擬似
接尾辞，3)分析的な形がある． 
② そのうちヴォイス接尾辞を取り得る動詞は限定されている． 
③ ヴォイス接尾辞により派生した動詞は受身形や使役形だけでなく，自動詞や他動詞
にもなり得る． 
 
現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生は英語等のヨーロッパ諸語におけるヴォイ
スの派生方法と異なり，生産的に作り出すことができず，その派生方法も一定でないという
点で特異である． 
それでは，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生がどれだけ複雑であるかを菅野
裕臣他編(19912)の記述を基に提示することにしよう． 
菅野裕臣他編(19912)においてヴォイス接尾辞を取り得る動詞は 171 個しかない(動詞の
リストは本論文末尾にあげる 82)．ヴォイス接尾辞がつき，その動詞が派性する方向によっ
て，これらの動詞を分類すると次のようになる．ただし，次の表における全体の数に対し
て，その類が占める割合は小数点以下二桁目から四捨五入することにする． 
 
 ヴォイス接尾辞のつ
いていない形の意味 
ヴォイス接尾辞のついて
いる形の意味 
実際 
の数 
全体の数に対してそ
の類が占める割合 
①類 自動詞 自動詞 1 0.6％ 
②類 自動詞 他動詞 44 25.7％ 
③類 自動詞 受身形 1 0.6％ 
④類 自動詞 使役形 9 5.3％ 
⑤類 自動詞 自動詞，他動詞 1 0.6％ 
⑥類 自動詞 他動詞，使役形 1 0.6％ 
自動詞から派生する動詞の合計と割合 57 33.4％ 
⑦類 他動詞 自動詞 24 14.0％ 
⑧類 他動詞 他動詞 4 2.3％ 
⑨類 他動詞 受身形 48 28.0％ 
⑩類 他動詞 使役形 9 5.3％ 
⑪類 他動詞 自動詞，使役形 1 0.6％ 
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⑫類 他動詞 受身形，使役形 20 11.7％ 
⑬類 他動詞 自動詞，受身形 7 4.1％ 
⑭類 他動詞 他動詞，受身形，使役形 1 0.6％ 
他動詞から派生する動詞の合計と割合 114 66.6％ 
総計   171 100％ 
表 16．菅野裕臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞の分類 
 
次に自動詞，他動詞別にヴォイス接尾辞がついた動詞が自動詞，他動詞，受身形，使役
形のうち，どれに派生するかを図で示すと，次のようになる． 
 
<自動詞>             ⑥類 0.6％ 
                    
                 ⑤類 0.6％ 
 
使役形 自動詞 他動詞 受身形 
④類           ①類        ②類         ③類 
5.3％            0.6％       25.7％       0.6％ 
＜他動詞＞                               ⑫類  11.7％ 
⑬類 4.1％ 
 
使役形 自動詞 他動詞 受身形 
 
⑩類         ⑦類           ⑧類         ⑨類 
 5.3％      14.0％         2.4％       28.0％ 
         ⑪類  0.6％ 
⑭類  0.6％ 
図 8-9．ヴォイス接尾辞を取り得る動詞の派生の方向 
 
先の表と図から自動詞がヴォイス接尾辞を伴って派生する場合には他動詞が多く，他動
詞がヴォイス接尾辞を伴って派生する場合には自動詞と受身形が多いことがわかる．また
以上の表と図から現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生は現代日本語や現
代英語とはその接尾辞がつく動詞が制限され(非生産的)，派生の方向が一定でないという
点で異なっていることがわかる． 
ところで，先行研究では，ヴォイスを形態論，統辞論，意味論的観点から考察するものが
多く，それぞれの観点が 1 つずつ，切り離された形で考察するという方法論に従うものはほ
とんどないと言ってよい．2．で言及したように，この理由はヴォイスが形態論，統辞論，意
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味論的な観点が総合的に組み合わされた形で考察されてはじめて，規定されるからである． 
以下では現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による派生を統辞論，意味論的観点から考察する． 
 
６.３．統辞論的考察，意味論的考察 
ここでの目的は，統辞論，意味論的観点からヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察する
ことである．先に言及したように，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を記述す
る上で，統辞論，意味論的観点は重要な位置を占める． 
本論文では，自動詞，他動詞，受身形，使役形の統辞論的規定については，先に言及した
菅野裕臣他編(19912:1032-1033)に全面的に従うことにする．それらの規定を再提示すると，
次のようになる． 
 
自動詞････ 動詞のうち対象を表す格語尾-聖/-研‘-ul /-lul’を取り得ないもの 
  他動詞････ 動詞のうち対象を表す格語尾-聖/-研‘-ul /-lul’を取り得るもの 
受身形････ 自動詞のうち動作の主体が-拭惟‘-eykey’，-拭惟辞‘-eykeyse’，-稽採斗/-生稽採斗 
‘-lopwuthe /-ulopwuthe’，-拭 税馬食‘-ey uyhaye’等で表し得るもの，可能の意味を表 
し得るもの 
使役形････ 他動詞のうち動作の主体が-拭‘-ey’，-拭惟‘-eykey’，-稽/-生稽 馬食榎‘-lo/-ulo hayekum’ 
等で表し得るもの 
 
また，本論文では，自動詞文，他動詞文，受動文，使役文の意味論的規定については前述
したものに従うことにする．それらの規定を再提示すると，次のようになる． 
 
自動詞文･･･動作の主体が動作を行うことを意味する． 
他動詞文･･･動作の主体が動作の客体に動作を行うことを意味する． 
受動文･･･動作の客体が動作の主体に動作を被ることを意味する(動作の主体が非明示の場合もある)． 
使役文･･･使役主が被使役主をして動作の客体に動作を行うようにさせることを意味する． 
 
以上の規定に従い，ヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察するのである．つまり，先に
提示した動詞の分類ごとにそれぞれの動詞群の特徴を整理し，記述するのがここでの目的と
なる(6.2 を参照せよ)．先に言及したことであるが，場合によっては，動作の主体がその動
作を行う時，どのくらいの制御性を持って，その動作を行うという観点も加えながら，意味
論的にヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察することにもする． 
更に，本論文では，これらの観点に加えて，認知論的観点からもヴォイス接尾辞による動
詞の派生を考察する．認知論的観点からの考察とは動作の主体や動作の客体として生き物，
非生き物のうち，どれが現れているかを考察し，さらにそれぞれに対応する名詞は何かを考
察することである．つまり，本論文では次のような方法で動作の状況を考えようとする．ま
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ず動作の主体と動作の客体として生き物か非生き物のうちどちらが割り当てられるかを判別
する．次に，それらに対応する名詞は何かを指摘すれば，一連の動作の状況をとらえること
ができると考えるのである．あえて名詞に有生性を反映した有情名詞と無情名詞という用語
を使わないのは名詞のクラスで重なり合う場合があれば，分かり難くなることを考慮しての
ことである． 
ただし，語用論的観点からヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察することはしない．語
用論的考察とは，あくまでも動作の主体にどれくらい焦点が置かれているかという観点や前
後の文脈において様々なヴォイスを使うことにより，その文が機能的にどのような役割を果
たしているかという観点あるいはテキストの種類によってヴォイスの取り扱いがどのように
変わるかという観点からのものである．本論文では，そのような観点からヴォイス接尾辞に
よる動詞の派生を考察することはしないということである． 
では，先に提示したヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する動詞群から考察
していくことにする．以下，考察する順序は，自動詞から派生する①類から⑥類のうち，最
も多い②類から行い，次に他動詞から派生する⑦類から⑭類のうち，最も多い⑨類へと交互
に行うことにする．つまり，本論文のそれぞれの動詞のペアの考察は自動詞から派生する動
詞のペアから他動詞から派生する動詞のペアへと交互に行い，その順序は一連の動詞ペアに
属する数の多さによって決定している． 
 
６.３.１．ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する動詞群(②類)について 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する動詞群を考察することに
する．その考察に入る前に，本論文において主要な考察対象となる現代朝鮮語の名詞クラス
について言及することにする． 
一般言語学における意味論的役割は研究者ごとにその規定と数が異なるので，文法を記述
する上で重要な客観性が欠如していることは 4.1.1 で示したことである．生き物か非生き物
かという観点は認知論的なものであって，この観点は動作の主体や動作の客体に反映される．
そしてそれぞれの主体や客体に対応する名詞として本論文で言う人名詞，団体名詞，具体名
詞そして抽象名詞がある．ただし，現代朝鮮語では，生き物や非生き物という概念が名詞を
分類する上で重要な役割を果たし，形態論的にもそれらが取り得る格助詞によって，有情名
詞と無情名詞が区別されることは 4.1.2 で述べたことである．ここでは，人名詞，団体名詞，
具体名詞，抽象名詞の規定を Quirk(eds)(1985)の言及に基づき整理し，以下の本論文の考察
に役立てることにする． 
Quirk(eds)(1985)は，現代英語の文法を様々な観点から考察し，その結果を記述した文法
書である．Quirk(eds)(1985:245-247)では，現代英語の名詞クラスに言及しているところも
あり，現代英語の名詞クラスを次のように区別している(以下の表は本論文が
Quirk(eds)(1985:247)を参考にして，作成したものである)． 
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具体名詞 bun, pig, toy, …… 可算名詞 
抽象名詞 difficulty, remark, …… 
具体名詞 butter, gold, …… 
 
 
一般名詞 
 
不可算名詞 
抽象名詞 music, homework, …… 
 
 
名詞 
 
 固有名詞 ――――― ――――― John，Paris, …… 
表 17．Quirk(eds)(1985:247)の図を表にして示したもの 
 
Quirk(eds)(1985:245-247)における固有名詞，一般名詞，可算名詞，不可算名詞，具体名
詞，抽象名詞の説明は次のようになる． 
最初に現代英語の名詞は一般名詞と固有名詞に分けることができる．一般名詞と固有名詞
は定冠詞や不定冠詞が付くかどうかという形態論的特徴，あるいは文中でも大文字で示すこ
とができるかどうかという特徴等によって決定される．つまり，定冠詞や不定冠詞がつくこ
とができたり，文中で大文字によって示すことができなければ，一般名詞であり，定冠詞や
不定冠詞がつくことができなかったり，文中で大文字によって示すことができれば，固有名
詞である．次に一般名詞は可算名詞と不可算名詞に分けることができる．可算名詞と不可算
名詞は複数形を持つことができるかどうかという形態論的特徴によって決定される．つまり，
複数形を持つことができれば，可算名詞であり，複数形を持つことができなれば，不可算名
詞である．最後に，可算名詞と不可算名詞はそれぞれ具体名詞と抽象名詞に分けることがで
きる．具体名詞と抽象名詞は触ることができるかどうか，見ることができるかどうか，測る
ことができるかどうかという意味論的特徴によって決定される．つまり，触ることができた
り，見ることができたり，測ることができるものは具体名詞であり，そうできないものが抽
象名詞である． 
ところで，現代朝鮮語には，現代英語の定冠詞や不定冠詞にあたる文法形態素もないし，
複数形にあたる文法形態素もあるとは言い難い 93．つまり，現代朝鮮語の名詞クラスは形態
論的特徴を伴わない単純に意味論的特徴によることになる．ただし，4.1.2 において提示し
たように，現代朝鮮語は生き物か非生き物かという有生性の観点が名詞に反映され，それが
格助詞によって明示される． 
以上のことを踏まえて，本論文では現代朝鮮語の名詞クラスを次のように規定することに
する． 
 
人名詞 사람(人)，그(彼)，대통령(大統領)等々 
団体名詞 국회(国会)，회사(会社)，관객(観客)等々 
 
生き物(有情名詞) 
 動物，植物 개(犬)，모기(蚊)，꽃(花)等々 
人の所属物 얼굴(顔)，손(手)，발(足)等々 
具体名詞 기계(機械)，도구(道具)，물(水)等々 
 
 
 
名詞 
 
 
 
非生き物(無情名詞) 
 抽象名詞 법안(法案)，가치(価値)，상(賞)等々 
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表 18．Quirk(eds)(1985)の言及を参考にして作成した現代朝鮮語の名詞クラス 
最初に生き物か非生き物かという有生性の観点から現代朝鮮語の名詞を有情名詞と無情名
詞に分ける．この有情名詞と無情名詞は菅野裕臣(1995:7)と연세대학교 언어정보개발연구원 
편(1998:9-13)の規定に従い，前者を-에게/-한테‘-eykey /-hanthey’，-에게서/-한테서
‘-eykeyse /-hantheyse’を取りうるもの，無情名詞を-에‘-ey’，-에서‘-eyse’を取りう
るものとする．また，本論文では，有情名詞と無情名詞のうち，人を表す名詞を人名詞，人
が複数集まり，その人たちによって構成されるものを表す名詞を団体名詞そして動物や植物
を表す名詞を合わせて，有情名詞と見做すことにし，目に見ることができたり，測定できた
り，触ることができるものを表す具体名詞そして目に見えなかったり，測定できなかったり，
触ることができないものを表す抽象名詞を合わせて無情名詞と見做すことにする．以下の本
論文の考察では，これらの名詞クラスを使用して，現代朝鮮語におけるヴォイス接尾辞によ
る動詞の派生のうち，ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する動詞群から考察
していくことにする．この動詞群はヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から派生する動詞群のう
ち，最も数が多い．また先に言及したように有情名詞，無情名詞という用語は他の名詞クラ
スと重なり分かり難いので，その用語は使わず，単に生き物，非生き物という用語を使うこ
とにする． 
以下の表はヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する 44個の動詞のペアを，無
標形の場合，その動作の主体が生き物か非生き物か，有標形の場合，その動作の主体が生き
物か非生き物か，その動作の客体が生き物か非生き物かという観点から整理したものである． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
非生き物 客体 生き物，非生き物 
죽다, 깨다, 나다, 붙다, 살다,  
서다, 속다(7 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
非生き物 客体 非生き物 
나타나다, 날다, 남다, 드러나다,  
뜨다, 부풀다, 비치다, 오르다,  
줄다, 차다(10 個) 
主体 生き物 主体 
 
生き物 
非生き物 客体 生き物，非生き物 
자다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
非生き物 客体 生き物 
눕다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
非生き物 客体 非生き物 
가라앉다, 구르다, 기울다, 끓다,  
마르다, 붇다, 숨다, 썩다(8 個) 
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主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 
무르다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 
 
非生き物 
客体 非生き物 
옮다, 지다, 타다(燃)(3 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 
녹다, 식다, 숙다, 일다(4 個) 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 
늘다, 달다, 묻다(付), 비다, 새 
다, 아물다, 피다, 흐르다(8 個) 
主体 生き物，非生き物 主体  
客体 生き物，非生き物 
젖다(1 個) 
計  44 個 
表 19．②類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
まず，無標形である죽다‘cwukta’(死ぬ)と有標形である죽이다‘cwukita’(殺す)から考
察することにする． 
無標形である죽다‘cwukta’(死ぬ)の場合，以下に示すように，主語の位置に様々な名詞
がくることができる． 
 
38)재미 핵 물리학자 이휘소박사를 모델로 했다는 소설 속의 이용후박사는 박대통령의 간청을 받고 
핵개발을 위해 귀국하였으나 교통사고로 죽는다.(在米核物理学者イフィソ博士をモデルにしたという小説
の 中 の イ ヨ ン フ 博士 は 朴大統領 の 懇請 を 受 け ，核開発 の た め に 帰国 し た が ，交通事故 で 死
ぬ．)조 94/10/28，4 面 
39)이에 실패하면 자본가는 남은 돈보따리를 싸들고 외국으로 날아가지만 노동자는 죽는다.(これに失敗
すれば，資本家は残ったお金の包みをととのえ，外国に高飛びするが，労働者は死ぬ．)조 94/01/14, 5 面 
40)해마다 영양실조와 병으로 1 천 3 백만명의 어린이들이 다섯살을 넘기지 못하고 죽는다.(毎年，栄養失 
調と病で千三百万名の子供達が 5歳にも満たず死ぬ．)조 94/05/05, 1 面 
41)난이도에 따라 단계별로 진행되는데 처음 1 단계의 검술 대결에서는 싱거울 정도로 적이 쉽게 
죽는다.(難易度によって，段階別に進められるが，最初の一段階の剣術対決ではつまらないくらいに敵が
容易く死ぬ．)조 93/09/02, 18 面 
42)해마다 미국에서도 1 만명 이상이 독감으로 죽는다.(毎年，アメリカでは 1 万人以上がインフルエンザ
で死ぬ．)조 93/02/26，20 面 
43)닭은 하루에 약 3 만마리가 죽는다.(鶏は一日に約 3万匹死ぬ．)조 93/02/26, p.20 
44)이때 화학적인 발열반응으로 분 속에 있는 벌레 및 병균이 죽는다.(この時，化学発熱反応で盆の中に
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いる虫および病菌が死ぬ．)조 94/08/18, 28 面 
45)예컨대 큰 소라도 나쁜 균에 오염되면 곧 죽는다.(例えば，大きなサザエも悪い菌に汚染されれば，す
ぐに死ぬ．)조 93/02/26, 20 面 
46)그러나 며칠 동안만 먹이를 안 주고 물갈이를 게을리하면 붕어는 틀림없이 죽는다.(しかし，何日か
の間でさえもえさをあげず，水かえを怠れば，フナは間違いなく死ぬ．)조 94/12/27, 5 面 
47)이에 비해 서양이나 중동의 땅이 죽는다 95.(これに比べて，西洋や中東の土地が枯れる．)조 93/09/18, 
5 面 
48)만약 사라예보가 죽는다면 마스트리히트 조약에서 구현된 유럽의 이상도 죽는다.(万一，サラエボがな
くなるとすれば，マストリヒト条約で具現されたヨーロッパの理想もなくなる．)조 93/03/22, 4 面 
 
38)-41)の主体は生き物で，それに対応する名詞として人名詞が現れる．42)の主体は生き
物で，それに対応する名詞としては団体名詞が現れ，43)-46)の主体は生き物で，それぞれに
対応する名詞としては動物や病菌等が現れる．一方，47)の主体は非生き物で，それに対応す
る名詞として具体名詞が現れ，48)の主体は非生き物で，それに対応する名詞として理想とい
う抽象名詞が現れている．以上のことから，죽다‘cwukta’(死ぬ)がその主体として生き物
から非生き物までを取り得ることがわかる． 
一方，この動詞の有標形である죽이다‘cwukita’(殺す)はどうであろうか．以下にその例
を示すことにする． 
 
49)이런 신념으로 그는 자신보다 능력이 떨어지고 마약에 빠졌으며, 여자관계가 복잡한 동료의사에게 
사형을 선고하고 그를 죽인다.(このような信念で彼は自分より能力が落ち，麻薬におぼれ，女性関係が
複雑な同僚医師に死刑を宣告し，彼を殺す．)조 93/04/17, 13 面 
50)노예였던 어머니가 자신이 겪은 참혹한 삶을 되풀이하지 않도록 자식을 죽인다.(奴隷だった母が自分
が経験した残酷な人生を繰り返さないように，息子を殺す．)조 93/10/16, 13 面 
51)비리사건이 터질 때마다 정치권 인사들은 숨을 죽인다.(汚職事件が起こる時はいつも，政治家は息を
殺す．)조 94/03/08, 2 面 
52)BT(미생물의 유전자)는 사람에게는 전혀 해를 주지 않으면서도 나비목 곤충만 선택적으로 
죽인다.(BT(微生物の遺伝子)は人には全く害を与えないのに，蝶目の昆虫だけ選んで殺す．)조 93/03/23, 
23 面 
53)(사람이) 벨소리를 죽인다 95.(人がベルの音を消す．)조 93/12/07, 19 面 
54)생활하수가 하천을 죽인다 95.(生活下水が河川を殺す．)조 94/08/26, 27 面 
55)신문이 베레고부아를 죽인다 95.(新聞がベルコブア(人)を殺す．)조 93/10/16, 5 面 
 
49)-50)の主体や客体に対応する名詞はそれぞれ人名詞と人名詞が現れ，51)の主体や客体
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に対応する名詞はそれぞれ人名詞とその所属物が現れている．52)の主体と客体は生き物で，
対応する名詞はそれぞれ遺伝子と虫である．53)の主体と客体に対応する名詞とはそれぞれ人
名詞と音という抽象名詞である．54)の主体と客体に対応する名詞はそれぞれ生活下水という
具体名詞と河川という具体名詞である．55)の主体と客体に対応する名詞はそれぞれ新聞とい
う具体名詞と人名詞であるが，新聞は新聞を書く書き手や新聞社が裏に潜んでおり，単純に
動作の主体が非生き物であるとは言い切れない．このように，죽이다‘cwukita’(殺す)は，
その動作の主体として生き物，動けるものから非生き物までを取り得，その動作の客体とし
て生き物，動けるものから非生き物までを取り得る． 
以上の考察から，죽다‘cwukta’(死ぬ)と죽이다‘cwukita’(殺す)の特徴を整理すると，
次のようになる． 
 
特徴 動詞 
その動詞の主体と客体 それぞれに対応する名詞 
生き物 人名詞，団体名詞，動物･植物 主体 
非生き物 具体名詞，抽象名詞 
죽다 
客体 なし なし 
主体 生き物 人名詞，動物･植物，具体名詞 죽이다 
客体 非生き物 人名詞，人の所属物，抽象名詞 
表 20．죽다‘cwukta’(死ぬ)と죽이다‘cwukita’(殺す)の特徴 
 
ただし，죽이다‘cwukita’(殺す)の例文には動作の客体として動作の主体よりも有生性の
高いものがきている例文は一つもなかった． 
また，죽다‘cwukta’(死ぬ)と죽이다‘cwukita’(殺す)のアスペクト的特徴はどうであろ
うか．以下にその例を示すことにする． 
 
56)당시 꽃의 도시 피렌체, 물의 도시 베네치아에서는 두 사람에 한 사람꼴로 죽었으며 유럽 전체로는 
6 천만명으로 전인구의 4 분의 1 이 죽고 있다.(当時，花の都フィレンツェ，水の都ベネチアでは 2 人のう
ち 1人が死んでいたし，ヨーロッパ全体では 6千万名，全人口の 4分の 1が死んでいる．)조 94/09/27, 5面 
57)(中略)변징이라는 권법승 혼자서 이곳까지 침입한 왜구 70 명을 죽이고 있다.((中略)ピョンジンとい
う拳法僧独りでここまで侵入した日本軍 70 名を殺している．)조 94/08/10, 5 面 
58)이에 따라 중진들은 지금 숨을 죽이고 있다.(これによって重鎮達は息を殺している．)조 93/03/04, 
4 面 
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浜之上幸(1991:32)では，죽다‘cwukta’(死ぬ)を動作の終了の局面にいたって初めて主体
の変化が実現するという意味で終了変化動詞と呼んでいる．本論文でも，浜之上幸(1991:32)
と同様な見解と先の例 56)から判断して，죽다‘cwukta’(死ぬ)を動作の主体が何であれ，
終了変化動詞と見做すことにする．一方，죽이다‘cwukita’(殺す)の場合はどうであろうか．
この動詞については，浜之上幸(1991)で言及する所の主体が客体を保持しない場合の主体非
変化動詞でかつ客体変化動詞であると思われる．というのも，例 57)におけるように，主体
が客体を殺せば，必ずその客体は死ぬという定式化が成り立つからである．しかしながら，
例 58)における‘息を殺す’のような場合は，ある一定の期間内で息を殺すために，客体変
化動詞であるとは言えない．一部の動作の主体と動作の客体の相違を踏まえてみても，早津
恵美子(1995)で言う有対他動詞の観念には，これらの動詞があわないということになる． 
先の議論で動作の主体や動作の客体によってその動作そのもののアスペクト的特徴が変わ
り得ることに言及したが，ここでは，浜之上幸(1991:27-29)の言及に従ってそれらについて
の詳しい説明を行うことにする． 
浜之上幸(1991:27)では，動詞のアスペクト的意味における多義性に言及するために，짓다
‘cista’(作る)という動詞を取り上げている．そこでは，この動詞は前にくる客体が何かに
よってアスペクト的意味が異なるとし，仮に아파트‘aphathu’(アパート)が客体としてくれ
ば，その動詞のアスペクト的意味が具体的な動作の生起～終了の局面を表すのに対し，표정
‘phyocyeng’(表情)が客体としてくれば，その動詞のアスペクト的意味が具体的動作である
ものの，終了してもその状態が維持されている局面を表すとしている．このように考えれば，
同じ짓다‘cista’(作る)という動詞でも，前にくる客体が何かによってアスペクト的意味が
異なるという点から別の動詞として分類しなければなくなる．また，浜之上幸(1991:28)では，
これらの不便さを解決するために，その例文における動作の主体と動作の客体を必ず提示し，
その動詞のアスペクト的意味を記述することを提案している． 
浜之上幸(1991)の言及によれば，同じ動詞であっても，動作の主体や動作の客体が変わっ
てしまえば，その動詞のアスペクト的特徴も変わるとされる．ということは，本論文のよう
に，実際の用例において，その動作の主体と客体として全ての可能性を記述することはすな
わち 1 つの動詞に様々なアスペクト的特徴が現れてしまい，単純に 1 つのアスペクト的特徴
を取り出すことができなくなる．それ故，本論文では，それぞれの動詞のアスペクト的特徴
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については言及しないことにする． 
ところで，死ぬという動作をその主体が意志的に行うことができないが，その主体は死ぬ
という動作の影響性を多分に受ける点，殺すという動作をその主体が意志的に行うことがで
きるかはその主体が生き物の中でも，人により近いものである点，その客体は殺すという動
作の影響性を多分に受ける点等を考慮すると，죽다‘cwukta’(死ぬ)，죽이다‘cwukita’(殺
す)をまた次のように整理することができる． 
 
죽다‘cwukta’(死ぬ)――― その動作の主体は意志的に死ぬ動作を行うことができない． 
              その動作の主体は多分に影響を受ける． 
죽이다‘cwukita’(殺す)―― その動作の主体は意志的に殺す動作を行うことができる． 
               その動作の客体は多分に影響を受ける． 
 
しかしながら，死ぬや殺すという動作の主体や動作の客体が意志的にその動作を行ってい
るか，あるいは動作の主体や動作の客体に動作の影響性が多分にあるかという問題も動詞の
アスペクト的特徴と同様に，動作の主体や動作の客体によって変わるものである．つまり，
本論文のように，実際の用例において，その動詞における動作の主体や客体を全て記述する
方法をとる場合には，動作の主体の意志性や動作の客体の影響性もあらゆる状況を考えて，
記述しなければならないのである．それ故，本論文では，先の動詞のアスペクト的特徴と同
様に，動作の主体の意志性と動作の客体の影響性についても言及しないことにする． 
ところで，以下の動詞の無標形と有標形も죽다‘cwukta’(死ぬ)と죽이다‘cwukita’(殺
す)と同じような状況が見て取れる．つまり，죽다‘cwukta’(死ぬ)と죽이다‘cwukita’(殺
す)よりは，動作の主体と客体に対応する名詞の種類は多くないが，無標形の場合，動作の主
体として生き物や非生き物が現れるのに対し，有標形の場合，動作の主体として生き物や非
生き物が現れ，動作の客体として生き物や非生き物が現れる．以下はその動作の主体や客体
として何が現れ，文の主語や目的語として何が現れたかを示すものである 96．更にそれぞれ
の動詞が Klaiman(1991)で提示された方法論にあうか，あわないかについても言及すること
にする． 
 
(깨다‘kkayta’(覚める)-깨우다‘kkaywuta’(覚ます)) 
無標形:主体[그(彼，人名詞，生き物)조94/11/25, 21面，잠(眠り，抽象名詞，非生き物)조93/02/05, 5面] 
有標形:主体･客体[한국사람(韓国人，人名詞，生き物)･상대방(相手，人名詞，生き物)조 94/07/31, 6 面， 
강진(強い地震，抽象名詞，非生き物)･LA 시(LA市，団体名詞，生き物)조 94/01/18，31面，이원론 
(二元論，抽象名詞，非生き物)･열정(情熱，抽象名詞，非生き物)사 pp.190-191，자명종의 벨소리 
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(目覚まし時計のベル，抽象名詞，非生き物)･잠(眠り，抽象名詞，非生き物)조 93/12/07，19 面] 
(나다‘nata’(出る)-내다‘nayta’(出す))97 
無標形:主体[효자(孝子，人名詞，生き物)조 93/05/24, 1 面，콧물(鼻水，具体名詞，非生き物)조 93/05/23 
, 17 面，분위기(雰囲気，抽象名詞，非生き物)조 93/07/30, 17 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･사표(辞表，具体名詞，非生き物)조 93/03/31, 1 面， 
편집자(編集者，人名詞，生き物)･OK 사인(OK サイン，抽象名詞，非生き物)조 93/03/05, 38 面， 
상임 이사국(常任理事国，団体名詞，生き物)･예산(予算，抽象名詞，非生き物)조93/08/31, 6面， 
잉크젯(インクジェット，具体名詞，非生き物)･색깔(色，具体名詞，非生き物)조 93/04/30, 23 面， 
뉴스(ニュース，抽象名詞，非生き物)･자막(字幕，具体名詞，非生き物)조 93/10/24, 10 面] 
(붙다‘pwuthta’(付く)-붙이다‘pwuthita’(付ける)) 
無標形:主体[이들(彼ら，人名詞，生き物)조 94/12/02，7 面，경호차량(警護車両，具体名詞，非生き物)조 
93/02/28，23 面，부가가치(付加価値，抽象名詞，非生き物)조 93/01/09，5 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･안내문(案内文，具体名詞，非生き物)조 93/ 
02/01，23 面，사람들(人々，人名詞，生き物)･한마디(一言，抽象名詞，非生き物)조 93/04/04，5 
面，농가(農家，団体名詞，生き物)･가격표(価格表，具体名詞，非生き物)조 94/04/28，19 面，북 
한(北朝鮮，団体名詞，生き物)･조건(条件，抽象名詞，非生き物)조 94/03/04，3 面，북한측(北朝 
鮮側，団体名詞，生き物)･안내원(案内員，人名詞，生き物)조 94/07/05，4 面，열기(熱気，抽象名 
詞，非生き物)･불(火，具体名詞，非生き物)조 94/04/15，33 面] 
(살다‘salta’(生きる)-살리다‘sallita’(生かす)) 
無標形:主体[일본인(日本人，人名詞，生き物)한 p.330，중소기업(中小企業，団体名詞，生き物) 한 p.276 
，경제(経済，抽象名詞，非生き物)조 93/05/25，3 面] 
有標形:主体･客体[아버지와 삼촌(父とおじ，人名詞，生き物)･우리 할머니(私のおばあさん，人名詞，生 
き物)조 94/08/03，5 面，그(彼，人名詞，生き物)･유태인의 목숨(ユダヤ人の命，人の所属物，非 
生き物)조 94/11/01，5 面，졸업생(卒業生，人名詞，生き物)･분위기(雰囲気，抽象名詞，非生き 
物)조 93/02/15，13 面，문장(文章，具体名詞，非生き物)･옛맛(昔の趣，抽象名詞，非生き物)조 
93/05/04，15 面，눈사람(雪だるま，具体名詞，非生き物)･분위기(雰囲気，抽象名詞，非生き物) 
조 93/05/25，3 面，세계 여론의 압력(世界の世論の圧力，抽象名詞，非生き物)･나(私，人名詞， 
生き物)조 93/05/17，3 面，작가의 문체(作家の文体，抽象名詞，非生き物)･효과(効果，抽象名詞 
，非生き物)조 94/04/07，15 面] 
(서다‘seta’(立つ)-세우다‘seywuta’(立てる)) 
無標形:主体[피고(被告，人名詞，生き物)조 93/02/04，16 面，미국(アメリカ，団体名詞，生き物)조 93/ 
04/13，14 面，나무(木，植物，生き物)조 93/09/22，9 面，머리(頭，人の所属物，非生き物)조 93/ 
03/04，2 面，철봉(鉄の棒，具体名詞，非生き物)조 93/05/25，23 面，전망(展望，抽象名詞，非生 
き物)조 94/01/07，2 面] 
有標形:主体･客体[홍검사(ホン検事，人名詞，生き物)･32 명(32名，人名詞，生き物)조 93/05/07，30面， 
시민(市民，人名詞，生き物)･위령비(慰霊碑，具体名詞，非生き物)조 93/09/04，5 面，김씨(キム 
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氏，人名詞，生き物)･손끝(指先，人の所属物，非生き物)조 93/08/31，3 面，이들(彼ら，人名詞 
，生き物)･야학(夜学，団体名詞，生き物)조 94/11/05，14 面，2 명(2 名，人名詞，生き物)･차(車 
，具体名詞，非生き物)조 93/03/15，6 面，主体の明示なし(団体名詞，生き物)･현지지사(現地支 
社，団体名詞，生き物)조 93/06/15，6 面，대책위(対策委，団体名詞，生き物)･방침(方針，抽象 
名詞，非生き物)조 93/01/11，11 面，칼럼(コラム，具体名詞，非生き物)･대기록(大記録，抽象名 
詞，非生き物)조 93/02/23，1 面] 
(속다‘sokta’(だまされる)-속이다‘sokita’(だます))98 
無標形:主体･客体[민중(民衆，人名詞，生き物)･그런 자(そのような者，人名詞，生き物)사 p.120，히틀러(ヒ 
ットラー，人名詞，生き物)･소･유럽(ソ連･ヨーロッパ，団体名詞，生き物)･조 94/03/15，6 面，서류(書 
類，具体名詞，非生き物)･군(軍，団体名詞，生き物)조 93/12/17，31 面，회유(懐柔，抽象名詞， 
非生き物)･主体明示なし(人名詞，生き物)조 93/12/17，30 面] 
有標形:主体･客体[김대표(キム代表，人名詞，生き物)･나(私，人名詞，生き物)조 94/08/31，4 面，금융기 
관(金融機関，団体名詞，生き物)･고객(顧客，人名詞，生き物)조 94/03/14，15 面，북한측 (北朝 
鮮側，団体名詞，生 き 物)･UN 측(国連側，団体名詞，生 き
物)조 94/10/27，3 面，북한(北朝鮮，団体 
名詞，生き物)･계획(計画，抽象名詞，非生き物)조 94/10/27，3 面，피(血，具体名詞，非生き物)･ 
客体の明示なし(人名詞，生き物)사랑 2pp.170-171] 
 
以上の考察結果から無標形の主体として生き物，非生き物が現れ，有標形の主体として生
き物，非生き物，有標形の客体として生き物，非生き物が現れるといっても，有標形の場合，
有生性の原理に従って，有生性の高い動作の主体から有生性の低い動作の客体に移行してい
くことがわかる．ただし，新聞やコラム等の出版物が人を殺すという例文の場合，実際は新
聞等が人を殺すのではなくて，その主張や言論そしてそれらの背後に潜む人によって殺され
ると解釈することができ，そのような文が成り立つと考えることができる．また，主体に対
応する名詞として抽象名詞が現れ，客体に対応する名詞として人名詞が現れる場合，抽象的
なことを表すものは生きているものには想像できない力を備える，つまりその動作を遂行で
きる潜在性があり，この点を踏まえれば，有生性の原理に背くことになっても致し方ないと
いう結論になる． 
次に先の動詞とは異なり，無標形の場合，主体として生き物，非生き物が現れ，有標形の
場合，主体として生き物，非生き物，客体として非生き物が現れる一連の動詞を見ることに
しよう．나타나다‘nathanata’(現れる)-나타내다‘nathanayta’(現す)はこの一連の動詞
に属する． 
 
59)5 분뒤, 정대표가 출국장에 나타난다.95(5 分後，チョン代表が出国場に現れる．)조 93/01/14, 31 面 
60)(････省略)길고 창백한 얼굴이 나타난다.95(長くて蒼白な顔が現れる．)사, p.13 
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61)자동화분야에서는 인간 혈관 속에 들어가 암세포를 파괴하고 수술을 하는 극초 미세 기게, 
마이크로머신이 나타난다.(自動化分野では人間の血管の中に入り,癌細胞を破壊し手術する極超微細機械，
マイクロマシンが現れる．)조 93/03/11, 9 面 
62)특히 입안이 헐고 열이 나며 심하면 탈수현상이 나타난다.(特に口の中がただれ，熱が出て，ひどけれ
ば，脱水症状が現れる)조 93/01/01, 19 面 
63)(･･･省略)여러 전직의원들과 사회저명인사들도 모습을 나타낸다.95(様々 な 前任 の 委員達 と
社会的著名人達も姿を表す．)조 93/01/21, 2 面 
64)홍콩에서 태어난 장국영은 처음엔 가수생활을 하다가 80 년대 중반 영화배우로 두각을 
나타낸다.(香港で生まれたチャングギョンは最初，歌手生活を送っている途中で，80年代中盤，映画俳優と
して頭角を現す．)조 94/01/05，16 面 
65)구본승의 출연에 대해 기성세대는 물론 젊은층 일부에서도 거부반응을 나타낸다.(クボンスンの出演
について既成の世代はもちろん若い層の一部でも拒否反応を表す．)조 94/8/20, 18 面 
66)화폐는 그 나라의 문화를 나타낸다.(貨幣はその国の文化を表す．)조 93/01/21, 2 面 
 
59)～62)は全て無標形を含む例であり，主体とそれに対応する名詞はそれぞれ生き物，人
名詞(例文 59))，非生き物，人の所属物(例文 60))，非生き物，具体名詞(例文 61))，非生き
物，抽象名詞(例文 62))である．一方，63)～66)は全て有標形を含む例である．63)では，主
体とそれに対応する名詞が生き物，人名詞であり，客体とそれに対応する名詞が非生き物，
人の所属物である．64)では，主体とそれに対応する名詞が生き物，人名詞であり，客体とそ
れに対応する名詞が非生き物，抽象名詞である．65)では，主体とそれに対応する名詞が生き
物，団体名詞であり，客体とそれに対応する名詞が非生き物，抽象名詞である．66)では，主
体とそれに対応する名詞が非生き物，抽象名詞であり，客体とそれに対応する名詞が非生き
物，抽象名詞である． 
このような動詞のペアとしては，以下のものがある． 
 
(날다‘nalta’(飛ぶ)-날리다‘nallita’(飛ばせる))99 
無標形:主体[새(鳥，動物，生き物)무 p.308，상업 항공기(商業航空機，具体名詞，非生き物)조 94/12/02,  
6 面，포탄(砲弾，具体名詞，非生き物)조 94/04/19, 7 面] 
有標形:主体･客体[사용자(使用者，人名詞，生き物)･자료(資料，具体名詞，非生き物)조 94/10/25, 35 面 
，그(彼，人名詞，生き物)･이름(名前，具体名詞，非生き物)조 93/07/15, 30 面，아시아나항공(ア 
シアナ航空，団体名詞，生き物)･24 억원(24 億ウォン，抽象名詞，非生き物)조 93/11/09, 31 面，
책(本， 
具体名詞，非生き物)･후속타(後続打，抽象名詞，非生き物)조 94/03/01, 31 面] 
(남다‘namta’(残る)-남기다‘namkita’(残す)) 
無標形:主体[22 명(22 名，人名詞，生き物)조 93/02/16, 3 面，동독과 동유럽(東ドイツと東欧，団体名詞 
，生き物)조 93/10/31, 4 面，자국(痕，具体名詞，非生き物)조 93/11/23, 19 面，휴유증(後遺症， 
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抽象名詞，非生き物)조 93/01/14, 3 面] 
有標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･시조(定型詩，具体名詞，非生き物)조93/04/04, 13面，대통령 
(大統領，人名詞，生き物)･장기집권의 그림자(長期政権の影，抽象名詞，非生き物)조 93/04/02,  
6 面，병원(病院，団体名詞，生き物)･이익(利益，抽象名詞，非生き物)조 93/11/18, 1 面，여행(旅 
行，抽象名詞，非生き物)･추억(思い出，抽象名詞，非生き物)조 94/05/27, 5 面] 
(드러나다‘tulenata’(現れる)-드러내다‘tulenayta’(現す)) 
無標形:主体[아이들(子供たち，人名詞，生き物)그 p.327，세계(世界，団体名詞，生き物)조 93/02/04,  
19 面，대기업들의 긴장하는 모습(大企業の緊張する姿，具体名詞，非生き物)조 93/04/28, 5 面 
，정책구상(政策構想，抽象名詞，非生き物)조 93/01/05, 4 面] 
有標形:主体･客体[인간(人間，人名詞，生き物)･얼굴(顔，人の所属物，非生き物)조 93/11/23, 15 面，작 
가(作家，人名詞，生き物)･죄의식(罪意識，抽象名詞，非生き物)조 93/12/23, 15 面，청와대(青瓦 
台，団体名詞，生き物)･희망(希望，抽象名詞，非生き物)조93/03/26, 2面，겨울의 모기(冬の蚊， 
虫，生き物)･모습(姿，所属物，非生き物)조 93/11/23, 19 面，책(本，具体名詞，非生き物)･문 
제의식(問題意識，抽象名詞，非生き物)조 93/12/25, 14 面，측면(側面，抽象名詞，非生き物)･분 
석(分析，抽象名詞，非生き物)조 93/03/06, 13 面] 
(뜨다‘ttuta’(浮かぶ)-띄우다‘ttuywuta’(浮かべる)) 
無標形:主体[신임의장(新任議長，人名詞，生き物)조 93/02/22, 12 面，민주당(民主党，団体名詞，生き 
物)조 93/03/12, 4 面，비행기(飛行機，具体名詞，非生き物)조 93/09/10, 4 面，요구(要求，抽象 
名詞，非生き物)조 94/02/14, 3 面] 
有標形:主体･客体[중국인(中国人，人名詞，生き物)･모터보트(モーターボート，具体名詞，非生き物)조 
93/08/07, 1 面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･편지(手紙，具体名詞，非生き物)조 93/04/27,  
25 面，영국(イギリス，団体名詞，生き物)･인공위성(人工衛星，具体名詞，非生き物)조 93/01/29,  
28 面，인공위성(人工衛星，具体名詞，非生き物)･영상정보(映像情報，具体名詞，非生き物)조 94/ 
04/19, 11 面] 
(부풀다‘pwuphwulta’(ふくらむ)-부풀리다‘pwupwullita’(ふくらます)) 
無標形:主体[정씨(チョン氏，人名詞，生き物)조 93/10/11, 9 面，부산(釜山，団体名詞，生き物)조 93/02/ 
20, 9面，가슴(胸，人の所属物，非生き物)조 93/09/19, 13面，풍선(風船，具体名詞，非生き物)조 
93/11/06, 14 面，희망(希望，抽象名詞，非生き物)조 93/02/18, 5 面] 
有標形:主体･客体[주택회사(住宅会社，団体名詞，生き物)･의혹(疑惑，抽象名詞，非生き物)조 94/07/16,  
9 面，의약품(医薬品，具体名詞，非生き物)･순이익(純利益，抽象名詞，非生き物)조 93/01/15,  
10 面，개혁물량(改革物量，抽象名詞，非生き物)･한국인의 양식(韓国人の良識，抽象名詞，非生 
き物)조 94/01/01, 37 面] 
(비치다‘pichita’(照る)-비추다‘pichwuta’(照らす))100 
無標形:主体[이들 부부(彼ら夫婦，人名詞，生き物)조 93/02/14, 3 面，자국(痕，具体名詞，非生き物)우 
p.48，혼선과 갈등(混線と葛藤，抽象名詞，非生き物)조 94/08/18, 3 面] 
有標形:主体･客体[김 최고위원(キム最高委員，人名詞，生き物)･가능성(可能性，抽象名詞，非生き物)조 
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93/01/07, 1 面，재무부 측(財務部側，団体名詞，生き物)･내심(内心，抽象名詞，非生き物)조 93 
/06/01, 11 面，빛(光，具体名詞，非生き物)･지역(地域，団体名詞，人名詞)조 93/02/06, 1 面] 
(오르다‘oluta’(上がる)-올리다‘ollita’(上げる)) 
無標形:主体[건설부장관(建設庁長官，人名詞，生き物)조93/01/07, 7面，연방정부(連邦政府，団体名詞， 
生き物)조 93/03/01, 12 面，가슴(胸，人の所属物，非生き物)조 93/08/23, 14 面，막(幕，具体 
名詞，非生き物)조 93/08/12, 8 面，인건비(人件費，抽象名詞，非生き物)한 p.278] 
有標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･스위치(スイッチ，具体名詞，抽象名詞)무 p.14，사람 
(人，人名詞，生き物)･능률(能率，抽象名詞，非生き物)조 93/01/28, 28 面，연극(演劇，団体名 
詞，生き物)･막(幕，具体名詞，非生き物)조 94/07/30, 1 面，미국(アメリカ，団体名詞，生き物)･ 
무역실적(貿易実績，抽象名詞，非生き物)조 93/01/22, 3 面，소금(塩，具体名詞，非生き物)･혈압 
(血圧，抽象名詞，非生き物)조 93/04/11, 17 面] 
(줄다‘cwulta’(減る)-줄이다‘cwulita’(減らす)) 
無標形:主体[6 천여명(6 千名余り，人名詞，生き物)조 93/01/10, 19 面，관람객(観覧客，団体名詞，生き 
物)조 93/08/31, 30 面，개(犬，動物，生き物)조 94/01/04, 11 面，쓰레기(ゴミ，具体名詞，非生き 
物)조 93/01/05, 28 面，긴장(緊張，抽象名詞，非生き物)조 93/01/16, 4 面] 
有標形:主体･客体[개인(個人，人名詞，生き物)･5 단계(5 段階，抽象名詞，非生き物)조 94/08/19, 4 面， 
공사장(工事現場，団体名詞，生き物)･먼지(ほこり，具体名詞，非生き物)조 93/02/13, 2 面，신일 
본제철(新日本製鉄，団体名詞，生き物)･관리부문(管理部門，団体名詞，生き物)조93/10/20, 10面 
，활엽수(針葉樹，植物，生き物)･배기가스(排気ガス，具体名詞，非生き物)조 93/01/14, 2 面， 
PC( コ ン ピ ュ ー タ ー ，具体名詞，非生 き 物)･전자파와 전력낭비(電磁波 と
電力浪費，抽象名詞，非生 
き物)조 93/05/19, 27 面，마모(磨耗，抽象名詞，非生き物)･차의 수명(車の寿命，抽象名詞，非生 
き物)조 93/10/26, 19 面] 
(차다‘chata’(満ちる)-채우다‘chaywuta’(満たす)) 
無標形:主体[기자(記者，人名詞，生き物)조 94/03/25, 2 面，주차장(駐車場，具体名詞，非生き物)조 93/ 
03/06, 17 面] 
有標形:主体･客体[여자(女性たち，人名詞，生き物)･쇼룸(ショールーム，具体名詞，非生き物)조 93/08/ 
09, 19 面，학교(学校，団体名詞，生き物)･정원(定員，具体名詞，非生き物)조 93/12/31, 9 面， 
해골(骸骨，具体名詞，非生き物)･위령탑(慰霊塔，具体名詞，非生き物)조 93/05/23, 4 面] 
 
以上の結果から見てもわかるように，やはりそれぞれの動詞の有標形では，動作の客体よ
りも動作の主体に有生性が高いものがくる傾向にあり，たとえ動作の客体より有生性が低い
ものが動作の主体にきたとしても，その動作の主体はその動作の客体よりも潜在的にその動
作を遂行する能力があるから，そのような文が成立すると思われる． 
次に先の動詞とは異なり，無標形の場合，主体として生き物，非生き物が現れ，有標形の
場合，主体として生き物，客体として生き物，非生き物が現れる動詞のペアを見ることにす
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る．このような動詞のペアには，자다‘cata’(寝る)-재우다‘caywuta’(寝かせる)しかな
い．それを示すと以下のようになる． 
 
(자다‘cata’(寝る)-재우다‘caywuta’(寝かせる)) 
無標形:主体[시민들(市民たち，人名詞，生き物)조 94/07/24, 25 面，법안(法案，抽象名詞，非生き物) 
조 93/12/08, 2 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･아이(子供，人名詞，生き物)조 94/03/09, 19 面，主体 
の明示なし(人名詞，生き物)･고기(肉，具体名詞，非生き物)조 94/08/29, 2 面] 
 
今度は，無標形の場合，主体として生き物，非生き物が現れ，有標形の場合，主体として
生き物，客体として生き物が現れる動詞を見ることにする．その動詞としては，눕다‘nwupta’
(横たわる)-눕히다‘nwuphita’(横たえる)のペアしかない． 
 
67)그 때문에 그는 신경쓰는 일이 생길 때면 앓아 눕는다.(それ故，彼は気をつかうことが生じると，す
ぐに患い，臥す．)조 93/05/20, 3 面 
68)(･･･省略)『자유의 투사』청동조형물이 양쪽에 길게 눕는다.95(『自由の闘志』青銅造形物が両側に長
く横たわる．)조 94/04/19, 29 面 
69)어머니는 더 말하지 않았고 혜완은 얇은 이불을 꺼내 어머니를 눕힌다.95(母はそれ以上言わなかった
し，へアンは薄い掛け布団を引っ張り出し，母を寝かせる．)무, p.251 
 
有標形の場合，動作の主体と動作の客体が生き物同士ということで何の問題もない． 
以下に示す動詞のペアは，無標形の場合，主体として生き物，非生き物が現れ，有標形の
場合，主体として生き物，客体として非生き物が現れる動詞である．その動詞としては，
가라앉다‘kalaancta’(沈む)-가라앉히다‘kalaanchita’(沈める)という一連の動詞のペア
がある． 
 
70)최선생은 나이도 많고 수영을 하지 못해 점점 물속으로 가라앉는다.95(チェ先生は年もとってお
り，水泳もできず，段々と水の中に沈む．)조 94/10/22, 30 面 
71)우리나라는 지금 해마다 한치 이상씩 가라앉는다.95(わが国は今，毎年少しずつ沈む．)조 94/10/25, 
7 面 
72)사고 여객선은 (･･･省略･･･) 물밑에 가라앉는다.95(事故旅客船は水の下に沈む．)조 93/10/12, 30 面 
73)『물』소동이 대층 가라앉는다.95(『水』騒動が大体静まる．)조 94/01/20, 3 面 
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74)이럴 땐 우선 운동을 멈추고 환부에 얼음찜질을 해서 모세혈관의 출혈을 막고 부기를 
가라앉힌다.(このような時は，まず運動をやめ，患部に氷湿布をし，毛細血管の出血をふせぎ，腫れを鎮め
る．)조 94/02/09, 25 面 
75)한국은행은 (･･･省略･･･) 콜금리상승을 가라앉힌다.95(韓国銀行 は コ ー ル 金利上昇 を し ず め
る．)조 93/06/01, 11 面 
 
70)～73)は無標形を含む例文であり，74)～75)は有標形を含む例文である．70)～71)の主
体はいずれも生き物であり，それに対応する名詞として人名詞と団体名詞がそれぞれ現れて
いる．72)～73)の主体はいずれも非生き物であり，それに対応する名詞として具体名詞と抽
象名詞がそれぞれ現れている．74)の主体は明示されていないが，生き物であり，客体は腫れ
である．それぞれに対応する名詞は人名詞，具体名詞である．75)の主体は生き物であり，客
体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は団体名詞，抽象名詞である．ここでもやは
り有標形の場合，動作の客体が動作の主体よりも有生性が低いという結果になる． 
このような動詞のペアとしては，以下のものがある． 
 
(구르다‘kwuluta’(転ぶ)-굴리다‘kwullita’(転ばす)) 
無標形:主体[여인(女人，人名詞，生き物)조 93/06/20, 5 面，비행기(飛行機，具体名詞，非生き物)조 93/ 
07/27, 31 面，사건(事件，抽象名詞，非生き物)조 94/01/30, 4 面] 
有標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･눈망울(目玉，人の所属物，非生き物)조 94/07/09, 17 面，장 
씨(チャン氏，人名詞，生き物)･자금(資金，抽象名詞，非生き物)조 94/01/22, 11 面，주민들(住民 
たち，人名詞，生き物)･자가용(自家用車，具体名詞，非生き物)조 93/08/30, 2 面] 
(기울다‘kiwulta’(傾く)-기울이다‘kiwulita’(傾ける)) 
無標形:主体[투자자(投資者，人名詞，生き物)조 93/10/09, 8 面，민주당(民主党，団体名詞，生き物)조 
94/11/25, 4 面，땅(土地，具体名詞，非生き物)조 93/12/09, 5 面，주가(株価，抽象名詞，非生き 
物)조 94/01/24, 15 面] 
有標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･가방(カバン，具体名詞，非生き物)무 p.66，과학자(科 
学者，人名詞，生き物)･온힘(全力，抽象名詞，非生き物)조 93/06/30, 9 面，북한(北朝鮮，団体名 
詞，生き物)･심혈(心血，抽象名詞，非生き物)조 93/05/26, 23 面] 
(끓다‘kkulhta’(沸く)-끓이다‘kklhita’(沸かす)) 
無標形:主体[일본(日本，団体名詞，生き物)조 94/04/18, 7 面，속(心中，人の所属物，非生き物)조 94/10/ 
26, 2 面，물(水，具体名詞，非生き物)사랑 1p.340，정국(政局，抽象名詞，非生き物) 조 94/12/02 
, 7 面] 
有標形:主体[主体の明示なし(団体名詞，生き物)･속(心中，人の所属物，非生き物)조 94/12/21, 4 面，主体 
の明示なし(人名詞，生き物)･라면(ラーメン，具体名詞，非生き物)당 p.121] 
(마르다‘maluta’(乾く)-말리다‘mallita’(乾かす))101 
無標形:主体[사람(人，人名詞，生き物)무 p.138，타월(タオル，具体名詞，非生き物)조 93/05/13, 18 面， 
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인심(人心，抽象名詞，非生き物)조 93/10/05, 19 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･客体[구두(靴，具体名詞，非生き物)조 93/06/20, 13 
面] 
(붇다‘pwutta’(ふくれる)-불리다‘pwullita’(増やす)) 
無標形:主体[오페라관객(オペラ観客，人名詞，生き物)조 94/01/01, 45 面，재산(財産，抽象名詞，非生き 
物)조 94/02/28, 1 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･몸집(体格，人の所属物，非生き物)조 94/09/12, 11 
面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･콩(大豆，具体名詞，非生き物)조 93/02/02, 17 面，主体の明 
示なし(団体名詞，生き物)･재산(財産，抽象名詞，非生き物)조 94/09/16, 26 面] 
(숨다‘swumta’(隠れる)-숨기다‘swumkita’(隠す)) 
無標形:主体[민간인(民間人，人名詞，生き物)조 93/03/08, 5 面，경찰(警察，団体名詞，生き物)조 93/04 
/20, 30 面，강아지 한 마리(子犬一匹，動物，生き物) 조 93/05/02, 5 面，바이러스(ウィルス， 
具体名詞，非生き物) 조 93/03/09, 19 面，요소(要素，抽象名詞，非生き物) 조 93/04/21, 10 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)조 94/12/08, 30 面， 
부하(部下，人名詞，生き物)･담배(たばこ，具体名詞，非生き物)조 93/01/26, 31 面，主体の明示な 
し(人名詞，生き物)･의중(意中，抽象名詞，非生き物)조93/02/18, 2面，이라크(イラク，団体名詞 
，生き物)･세균무기(細菌武器，具体名詞，非生き物)조 93/04/09, 6 面] 
(썩다‘ssekta’(腐る)-썩히다‘ssekhita’(腐らせる)) 
無標形:主体[공무원(公務員，人名詞，生き物)조 93/04/04, 6 面，우유팩(牛乳パック，具体名詞，非生き
物)조 93/05/10, 19 面，경제(経済，抽象名詞，非生き物)조 94/01/01, 34 面] 
有標形:主体･客体[농민(農民，人名詞，生き物)･客体の明示なし(具体名詞，非生き物)조 94/05/04，30 面 
，풋나기 학생(新入生，人名詞，生き物)･어른들의 속(大人たちの心，人の所属物，非生き物)조 
94/07/13, 2 面，우리나라(わが国，団体名詞，生き物)･김치(キムチ，具体名詞，非生き物)조 94/04/16 
, 15 面] 
 
更に以下に示す動詞のペアは，無標形の場合，動作の主体が生き物として現れ，有標形の
場合，動作の主体が生き物，動作の客体が非生き物として現れるものである．これも有標形
において動作の主体が動作の客体よりも有生性が高いので，問題はないと思われる．その動
詞のペアは以下のものである． 
 
(무르다‘mwuluta’(退く)-물리다‘mwullita’(譲る))102 
無標形:主体[主体の明示なし(人名詞，生き物)연 p.724] 
有標形:主体･客体･それ以外[태종(太宗，人名詞，生き物)･왕위(王位，抽象名詞，非生き物)･세종(世宗， 
人名詞，生き物)조 94/09/04, 7 面] 
 
次に無標形において主体として非生き物が現れ，有標形において主体として生き物と非生
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き物が現れ，客体として生き物と非生き物が現れる一連の動詞のペアである．その動詞のペ
アには옮다‘olmta’(移る)-옮기다‘olmkita’(移す)が含まれる．以下がその例である． 
 
76)질병은 어머니에게서 옮는다.95(疾病は母から移る．)조 93/07/13, 19 面 
77)그럴 때면 그녀는 몹시 오한이 나는 듯 멈춰 서서 오들오들 떨다가 다시 걸음을 옮긴다.(そんな
時，彼女はひどく悪寒がするように立ち止まり，ぶるぶると震えて，歩く．)배 p.178 
78)(･･･省略)내용을 거의 그대로 옮긴다.95(内容をほとんどそのまま写す．)조 94/03/23, 5 面 
79)그는 이를 그대로 행동에 옮긴다.95(彼はこれをそのまま行動にうつす．)조 94/06/26, 4 面 
80)이스라엘경찰은 새로 창설되는 팔레스타인경찰에 넘겨줄 예정인 경찰관서에서 공공기물을 
수송차량에 옮긴다.95(イスラエル警察は新しく創設されるパレスタイン警察に譲り渡すつもりの警察官署か
ら公共器物を輸送車両に移す．)조 94/04/04, 5 面 
81)시민단체가 계획을 실천에 옮긴다.95(市民団体が計画を実践にうつす．)조 94/09/14, 5 面 
82)이 병에 걸린 소나 돼지는 물론 그 고기도 공기 전염에 의해 이 병을 옮긴다.(この病気にかかった牛
や豚はもちろんその肉も空気伝染によってその病気をうつす．)조 93/01/30, 1 面 
83)헬기는 쓰레기를 옮긴다.95(ヘリコプターはごみをうつす．)조 94/02/28, 25 面 
 
76)は無標形を含む文であり，その主体は非生き物，それに対応する名詞として具体名詞が
現れる．77)～83)は有標形を含む文である．77)～81)の主体は生き物で客体は非生き物であ
り，それぞれに対応する名詞は人名詞と人の所属物，人名詞と具体名詞，人名詞と具体名詞，
団体名詞と具体名詞，団体名詞と抽象名詞である．82)の主体は生き物で客体は非生き物であ
り，対応する名詞はそれぞれ動物，具体名詞である．83)の主体は非生き物で客体は非生き物
であり，対応する名詞はそれぞれ具体名詞，具体名詞である．これらの例のうち，動作の客
体が動作の主体より有生性が高いものがない．その他の動詞のペアには次のものがある． 
 
(지다‘cita’(消える)-지우다‘ciwuta’(消す)) 
無標形:主体[별(星，具体名詞，非生き物)조 94/02/28, 25 面] 
有標形:主体･客体[국민학생(小学生，人名詞，生き物)･오자(誤字，具体名詞，非生き物)조93/04/27, 14面 
，작가(作家，団体名詞，生き物)･존재와 의식(存在と意識，抽象名詞，非生き物)조 93/09/07,  
19 面，굉음(轟音，抽象名詞，非生き物)･한 나라, 한 제국, 한 시대(一つの国，一つの帝国，一 
つの時代，団体名詞，生き物)조 94/12/24, 13 面] 
(타다‘thata’(燃える)-태우다‘thaywuta’(燃やす))103 
無標形:主体[얼굴(顔，人の所属物，非生き物)조 94/10/03, 12 面，절(寺，具体名詞，非生き物)조 94/10/ 
30, 13 面，마음(心，抽象名詞，非生き物)조 94/09/27, 19 面] 
有標形:主体･客体[이들(彼ら，人名詞，生き物)･화약고(火薬庫，具体名詞，非生き物)조93/03/09, 14面， 
사무총장(事務総長，人名詞，生き物)･의지(意志，抽象名詞，非生き物)조93/03/08, 3面，불(火， 
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具体名詞，非生き物)･조립주택(組立式住宅，具体名詞，火生き物)조 93/10/07, 31 面] 
 
次に無標形において主体として非生き物が現れ，有標形において主体として生き物と非生
き物が現れ，客体として非生き物が現れる一連の動詞のペアである．その動詞のペアには녹다
‘nokta’(とける)-녹이다‘nokita’(とかす)が含まれる．以下がその例である． 
 
84)속이 녹는다.95(しょげる．)사랑 2，p.349 
85)언 땅이 녹는다.95(凍った地が解ける．)조 93/04/26, 1 面 
86)그 갈등이 녹는다.95(その葛藤がとける．)조 93/03/13, 14 面 
87)(사람)이 버터를 녹인다.95(人がバーターをとかす．)조 94/10/21, 35 面 
88)그는 마산과 제주에서 노한 김영삼대표의 마음을 녹인다.95(彼はマサンとチェジュで立腹したキムヨン
サムの心をやわらげる．)조 93/04/07, 2 面 
89)어머니가 시뻘겋게 얼고 붙어터진 손을 녹인다.95(母が真っ赤に凍え裂けた手を温める．)겨 p.15 
90)중국은 변방문화를 녹인다.95(中国は辺境文化を融解する．)조 93/03/07, 7 面 
91)이 산이 지속적으로 치아를 녹인다.95(この酸が持続して歯をとかす．)조 94/07/03, 17 面 
92)지구온난화가 빙하를 녹인다.95(地球温暖化が氷河をとかす．)조 93/03/13, 14 面 
 
84)～86)は無標形の例であり，それぞれ主体として生き物，非生き物がきており，それに
対応する名詞として人の所属物，具体名詞，抽象名詞があらわれている．87)～92)は有標形
の例である．87)は主体が生き物で客体が非生き物であり，主体に対応する名詞として人名詞，
客体に対応する名詞として具体名詞が現れている．88)と 89)は，主体が生き物，客体が非生
き物であり，主体に対応する名詞として人名詞，客体に対応する名詞として人の所属物が現
れている．前者と後者の客体に対応する名詞は人の所属物という点で同じであるが，前者は
他人の所属物，後者は自分の所属物という点で異なる．90)は主体が生き物，客体が非生き物
であり，主体に対応する名詞として団体名詞，客体に対応する名詞として抽象名詞が現れて
いる．91)と 92)は主体が非生き物で客体が非生き物であり，それぞれに対応する名詞は具体
名詞，具体名詞と抽象名詞，具体名詞である．有標形の場合，動作の主体が動作の客体より
も有生性の高いものがきている場合が多いが，92)では同じ非生き物同士であっても，主体に
対応する名詞して抽象名詞，客体に対応する名詞として具体名詞が現れている．このような
文が成り立つのは，とかすという動作において，地球温暖化が氷河よりもとかすという動作
を遂行する潜在性がより強いからであると思われる．その他の動詞のペアとしては以下のも
のがある． 
(식다‘sikta’(冷める)-식히다‘sikhita’(冷ます)) 
無標形:主体[물(水，具体名詞，非生き物)조 94/06/09, 19 面，열기(熱気，抽象名詞，非生き物)조 93/06/ 
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18, 5 面，성격(性格，抽象名詞，非生き物)조 93/10/14, 1 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･국물(スープ，具体名詞，非生き物)조 93/08/1, 13 面， 
시민(市民，人名詞，生き物)･더위(暑さ，抽象名詞，非生き物)조 94/07/14, 31 面，主体の明示なし 
(人名詞，生き物)･머리(頭，人の所属物，非生き物)조 94/01/29, 11 面，중국정부(中国政府，団体 
名詞，生き物)･경기(景気，抽象名詞，非生き物)조93/07/07, 10面，기계(機械，具体名詞，非生き 
物)･더위(暑さ，抽象名詞，非生き物)조 93/10/28, 19 面，대책(対策，抽象名詞，非生き物)･열기 
(熱気，抽象名詞，非生き物)조 94/01/17, 3 面] 
(숙다‘swukta’(傾く)-숙이다‘swukita’(下げる)) 
無標形:主体[고개(首，人の所属物，非生き物)소 p.1119] 
有標形:主体･客体[보호자(保護者，人名詞，生き物)･고개(首，人の所属物，非生き物)조94/08/17, 19面， 
유가(原油価格，抽象名詞，非生き物)･고개(首，人の所属物，非生き物)조 94/01/10, 14 面] 
(일다‘ilta’(起こる)-일으키다‘ilukhita’(起こす)) 
無標形:主体[파도(波，具体名詞，非生き物)조 93/08/10, 31 面，여운(余韻，抽象名詞，非生き物)조 93/06 
/13, 5 面] 
有標形:主体･客体[유효순씨(ユヒョスン氏，人名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)조 93/06/28,  
29 面，공사장(工事現場，団体名詞，生き物)･먼지공해(ほこり公害，抽象名詞，非生き物)조 93/02 
/13, 2 面，피로물질(疲労物質，具体名詞，非生き物)･근육통(筋肉痛，抽象名詞，非生き物)조 93/ 
07/09, 19面，환경변화(環境変化，抽象名詞，非生き物)･질환(疾患，抽象名詞，非生き物)조93/01 
/01, 19 面] 
 
次に無標形の場合，動作の主体として非生き物が現れ，有標形の場合，動作の主体として
生き物，動作の客体として非生き物が現れる一連の動詞のペアを見ることにする．その動詞
のペアとしては，늘다‘nulta’(増える)-늘리다‘nullita’(増やす)がある．以下にその例
を示すことにする． 
 
93)85 년 1 백 11 만 3 천대에 불과하던 자동차는 지난해말 4 백 72 만 2 천대로 4 배이상 
는다.95(85年111万3千台に過ぎなかった自動車は昨年末472万2千台に4倍以上増える．)조 93/01/05, 1面 
94)나라가 어지러울 때 범죄가 는다.(国が慌しい時，犯罪が増える．)조 94/04/22, 1 面 
95)(･･･省略)카스트로는 대도시의 절전시간을 하루 4 시간에서 8 시간으로 늘린다.95((･･･省略)カストロ
は大都市の節電時間を一日 4時間から 8時間に増やす．)조 93/01/11, 6 面 
96)아시아나 항공은 오는 7 월 1 일부터 서울～뉴욕 노선을 주 2 회에서 5 회로 늘린다.(アシアナ航空は
来る 7月 1日からソウル～ニューヨーク路線を週 2回から 5回に増やす．)조 93/01/05, 1 面 
 
93)の主体は非生き物でそれに対応する名詞として具体名詞が現れ，94)の主体も非生き物
でそれに対応する名詞として抽象名詞が現れている．一方，95)の主体は生き物，客体は非生
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き物で，主体に対応する名詞として人名詞，客体に対応する名詞として具体名詞が現れ，96)
の主体は生き物，客体は非生き物で，主体に対応する名詞として団体名詞，客体に対応する
名詞として具体名詞が現れている．有標形の場合，有生性の高い動作の主体が有生性の低い
動作の客体に動作が移行している．その他の動詞のペアとしては以下のものがある． 
 
(달다‘talta’(火照る)-달이다‘talita’(煮詰める)) 
無標形:主体[얼굴(顔，人の所属物，非生き物)소 p.456，쇠(鉄，具体名詞，非生き物)소 p.456] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･한약(漢方薬，具体名詞，非生き物)겨 p.58] 
(묻다‘mwutta’(つく)-묻히다‘mwuthita’(つける)) 
無標形:主体[잉크(インク，具体名詞，非生き物)배 p.174] 
有標形:主体･客体[당신(あなた，人名詞，生き物)･피(血，具体名詞，非生き物)조 93/09/14, 7 面] 
(비다‘pita’(空く)-비우다‘piwuta’(空ける)) 
無標形:主体[테이블(テーブル，具体名詞，非生き物)무 p.146] 
有標形:主体･客体[대통령(大統領，人名詞，生き物)･청와대(青瓦台，具体名詞，非生き物)조 94/05/31, 3 
面，그들(彼ら，人名詞，生き物)･소주(焼酎，具体名詞，非生き物)그 p.331] 
(새다‘sayta’(明ける)-새우다‘saywuta’(明かす))104 
無標形:主体[밤(夜，抽象名詞，非生き物)코 p.472] 
有標形:主体･客体[대학생(大学生，人名詞，生き物)･밤(夜，具体名詞，非生き物)조 94/11/13, 27 面] 
(아물다‘amwulta’(癒える)-아물리다‘amwullita’(癒す))105 
無標形:主体[상처(傷跡，具体名詞，非生き物)조 93/12/29, 30 面] 
有標形:主体･客体[사람(人，人名詞，生き物)･상처(傷，具体名詞，非生き物)【作例】，정부(政府，人名 
詞，生き物)･상처(傷，具体名詞，非生き物)【作例】] 
(피다‘phita’(おこす)-피우다‘phiwuta’(おこる))106 
無標形:主体[불(火，具体名詞，非生き物)코 p.889] 
有標形:主体･客体[나(私，人名詞，生き物)･담배(たばこ，具体名詞，非生き物)조 94/09/06, 2 面，主体の 
明示なし(人名詞，生き物)･냄새(匂い，抽象名詞，非生き物)조 94/08/07, 5 面] 
(흐르다‘huluta’(流れる)-흘리다‘hullita’(流す)) 
無標形:主体[강물(川の水，具体名詞，非生き物)조 93/01/01, 1 面，분위기(雰囲気，抽象名詞，非生き物) 
조 93/01/30, 3 面] 
有標形:主体･客体[나(私，人名詞，生き物)･땀(汗，具体名詞，非生き物)조 93/09/13, 21 面，검찰(検察， 
人名詞，生き物)･내부방침(内部方針，抽象名詞，非生き物)조93/05/22, 27面，나무(木，植物，生 
き物)･피(血，具体名詞，非生き物)조 93/05/20, 5 面] 
 
最後に，젖다‘cecta’(反る)-젖히다‘cechita’(反らす)について言及することにする．
젖다‘cecta’(反る)について，小学館･金星出版社共同編集(1993:1552)では，形容詞との
 104 
言及があり，연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998)にはその記述すらなかった．それ
故，ここでは，有標形である젖히다‘cechita’(反らす)についてのみ言及することにする． 
젖히다‘cechita’(反らす)は以下に示すように，動作の主体として生き物，非生き物が現
れ，動作の客体として生き物，非生き物が現れる．それぞれに対応する名詞は，人名詞と人
の所属物(例文 97))，人名詞と具体名詞(例文 98))，団体名詞と団体名詞(例文 99))，人名詞
と団体名詞(例文 100))，具体名詞が具体名詞(例文 101))である． 
 
97)혜완은 얼굴을 뒤로 젖힌다.95(ヘワンは顔を後に反らす．)무 p.73 
98)시이트 젖힌다.95(シートをめくる．)사랑 1，p.141 
99)99 년 시베리아 개발권이 일본을 젖히고 한국에 돌아온다.(99 年，シベリア開発権が日本を押し開け
て，韓国にかえる．)조 93/08/21, 13 面 
100)일부 인사들은 당을 젖힌다.95(一部の人士達は党を押し開ける．)조 94/02/28, 25 面 
101)K-200 장갑차는 끝까지 경합을 벌인 터키제품을 결국 젖히고 최후의 승자가 됐다고 
한다.(K-200 装甲車は最後まで競合を繰り広げたトルコ製品を結局押し開けて，最後の勝者になったと言
う．)조 93/12/11, 31 面 
 
以上がヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する動詞群の考察である．②類の
動詞のペアを考察した結果を表に示すと，次のようになる．今まで見てきたように，無標形
の動詞を含む文では，動作の主体として生き物から非生き物まで様々なものがくることがで
きる．たとえ，動作の主体に生き物であろうが，非生き物であろうが，その動作を遂行する
ことができる潜在性をもち，その動作はその主体の中で完結している．一方，有標形の動詞
を含む文では，動作の主体が動作の客体よりも有生性が高いものがくる傾向にある．これは
以下に示す表からもわかることである．ただし，これは Klaiman(1991)で規定された逆行受
動の概念に相反するものである．その概念とは，動作の客体が動作の主体よりも有生性が低
いにも関わらず，文の主語の位置にくれば，動詞の語幹に何らかのマークがくるというもの
であった．しかしながら，ここで取り扱ったのは自動詞から他動詞に派生する動詞群である
ので，Klaiman(1991)の議論と一致するとは限らないのである． 
 
②類 数  
主体  
人名詞，生き物 28 
団体名詞，生き物 13 
 
 
 動物･植物，生き物 9 
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人の所属物，非生き物 9 
具体名詞，非生き物 35 
抽象名詞，非生き物 31 
主体 客体  
人名詞，生き物 人名詞，生き物 1 
団体名詞，生き物 人名詞，生き物 1 
具体名詞，非生き物 団体名詞，生き物 1 
 
無 
標 
形 
 
 
 
 抽象名詞，非生き物 人名詞，生き物 1 
合計   129 
主体 客体  
人名詞，生き物 8 
団体名詞，生き物 3 
所属物，非生き物 16 
具体名詞，非生き物 35 
 
 
人名詞，生き物 
 
 抽象名詞，非生き物 17 
人名詞，生き物 2 
団体名詞，生き物 4 
所属物，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 8 
 
 
団体名詞，生き物 
 
 抽象名詞，非生き物 19 
動物･植物，生き物 1 動物･植物，生き物 
 具体名詞，非生き物 4 
人名詞，生き物 2 
団体名詞，生き物 1 
具体名詞，非生き物 8 
 
 
具体名詞，非生き物 
 抽象名詞，非生き物 10 
人名詞，生き物 1 
団体名詞，生き物 2 
所属物，非生き物 1 
 
 
抽象名詞，非生き物 
 具体名詞，非生き物 3 
抽象名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 10 
主体 その他 客体  
 
 
 
 
 
 
 
有 
標 
形 
人名詞，生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
合計   157 
表 21．②類動詞のペアを考察した結果 
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次に他動詞から派生する動詞群のうち，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形に派生
する動詞群を考察することにする．この動詞群はヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から派生す
る動詞群のうち最も数が多い． 
 
６.３.２．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形に派生する動詞群(⑨類)について 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形に派生する動詞群(⑨類)を考察する
ことにする．まず，この動詞群に属する 48 個の動詞のペアを動作の主体と動作の客体が生き
物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
사로잡다, 끌다, 둘러싸다, 억누 
르다(4 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
꼽다, 부르다, 뽑다(3 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物 
이끌다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
꼬집다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
몰다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物 
휩쓸다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
감싸다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 客体 生き物，非生き物 
긁다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
담다, 박다, 쌓다, 쓸다, 틀다,  
훑다(6 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
덮다, 두르다(2 個) 
 
主体 生き物，非生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 生き物，非生き物 
싸다(1 個) 
 
主体 生き物，非生き物  빼앗다/뺏다(1 個) 
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客体 非生き物 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
잡다, 짜다, 쫓다(3 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
쏘다, 잊다, 자르다(3 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
쓰다(使)(1 個) 
主体 生き物 主体  
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
묶다, 비꼬다(2 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 客体 生き物，非生き物 
깔다, 놓다, 묻다(埋)(3 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 生き物 
갈다, 낚다(2 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
꽂다, 담그다, 말다(巻), 매다,  
볶다, 비틀다, 쓰다(書), 얹다,  
적다, 조르다(10 個) 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
떨다(1 個) 
計  48 個 
表 22．⑨類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
まず，無標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物，動作の客体が生き物，非
生き物，有標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物，動作の客体が生き物，非
生き物が現れる動詞のペアから見ることにする．その動詞のペアには，사로잡다‘salocapta’
(生け捕る)-사로잡히다‘salocaphita’(生け捕られる)がある．以下がその例である． 
 
102)친구들이 (･･･省略･･･)관객들을 사로잡는다.95(友達が観客をひきつける．)조 93/08/15，19 面 
103)(･･･省略)고구려의 왕들은 (･･･省略･･･)진기한 동물들을 사로잡는다.95(高句麗の王達は珍しい動物を
生け捕る．)조 93/10/05, 9 面 
104)(･･･省略)이 합창단은 음악팬을 사로잡는다.95( こ の 合唱団 は 音楽 フ ァ ン を ひ き つ け
る．)조 93/12/15，15 面 
105)(･･･省略)남편은 윤영의 마음을 사로잡는다.95(夫はウニョンの心をひきつける．)당，p.76 
106)(･･･省略)희망이 그녀를 사로잡는다.95(希望が彼女をとらえる．)조 93/3/13，14 面 
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107)(･･･省略)그의 연기는 단연 관객의 시선을 사로잡는다.(彼の演技は，断然，観客の視線をひきつけ
る．)조 93/06/11，15 面 
108)명재가 민수에게 사로잡힌다.95(ミョンジェがミンスにひかれる．)그，p.332 
109)NATO 는 고정관념에 사로잡힌다.95(NATO は固定観点にとらわれる．)조 93/11/03，7 面 
110)우리는 지나친 자기 중심적 사고에 사로잡힌다.95(我々は度を越えた利己的な考えにとらわれ
る．)조 93/11/25，1 面 
111)자신의 육체가 슬픔에 사로잡힌다.95(自分の肉体が悲しみにとらわれる．)배，p.174 
 
102)～107)はいずれも無標形を含む文である．102)～104)の動作の主体は生き物，客体も
生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞と人名詞，人名詞と動物，団体名詞と人名
詞である．105)の動作の主体は生き物，客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は
人名詞と人の所属物である．106)の動作の主体が非生き物，動作の客体が生き物であり，対
応する名詞はそれぞれ抽象名詞と人名詞である．これは一見，Klaiman(1991)の見解に一致し
ないように見えるが，希望という非生き物がひきつけるという動作を人に遂行する潜在性を
持つので，この文が成り立つものと思われる．107)の動作の主体は非生き物，動作の客体は
非生き物であり，それぞれに対応する名詞は抽象名詞と人の所属物である．非生き物の中で
も人の所属物よりも抽象的なものが，有生性が低いと見做されがちであるが，やはり演技が
ひきつけるという動作を人の視線に遂行する潜在性を持つので，この文が成立するのである．
一方，108)～111)は有標形を含む文である．それぞれ動作の主体と客体，それに対応する名
詞は生き物と生き物，人名詞と人名詞(108)の例文)，非生き物と生き物，抽象名詞と団体名
詞(109)と 110)の例文)，非生き物と非生き物，抽象名詞と人の所属物である(111)の例文)．
その動詞の語幹にそれを表す標示が出るという点で Klaiman(1991)の見解に一致する． 
その他の動詞のペアとしては以下のものがある． 
 
(끌다‘kkulta’(引く)-끌리다‘kkullita’(引かれる)) 
無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･발(足，人の所属物，非生き物)무 p.138，박형사(パク刑 
事，人名詞，生き物)･소매(そで，具体名詞，非生き物)사 p．180，인도네시아와 싱가포르(インド 
ネシアとシンガポール，団体名詞，生き物)･3 년(3 年，抽象名詞，非生き物)조 93/01/28，6 面，방(部 
屋，具体名詞，非生き物)･호기심(好奇心，抽象名詞，非生き物)조 93/10/22，31 面，빛(光，抽象 
名詞，非生き物)･나(私，人名詞，生き物)우 p.16] 
有標形:主体･客体[김씨(キム氏，人名詞，生き物)･장씨(チャン氏，人名詞，生き物)조 93/10/04，31 面，그(彼， 
人名詞，生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)조 93/12/08，18 面，主体の明示なし(人名詞，生 
き物)･마음(心，抽象名詞，非生き物)조 94/11/28，10 面] 
(둘러싸다‘twullessata’(取り囲む)-둘러싸이다‘twullessaita’(取り囲まれる)) 
無標形:主体･客体[30 여명(30 名余り，人名詞，生き物)･피고인(被告人，人名詞，生き物)조 94/10/19，31 
面，무장군인(武装軍人，人名詞，生き物)･집 외곽(家の外郭，具体名詞，非生き物)조 93/07/04， 
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2 面，알루미늄(アルミニウム，具体名詞，非生き物)･물체(物体，具体名詞，非生き物)조 93/06/12， 
22 面] 
有標形:主体･客体[유권자(有権者，人名詞，生き物)･후보자(候補者，人名詞，生き物)조 94/03/09，5 面， 
초강대국(超大国，団体名詞，生き物)･한국(韓国，団体名詞，生き物)조 94/01/01，4 面，꽃(花， 
具体名詞，非生き物)･건물(建物，具体名詞，非生き物)조 94/04/29，5 面，환경(環境，抽象名詞， 
非生き物)･한국(韓国，団体名詞，生き物)조 94/11/28，10 面] 
(억누르다‘eknwuluta’(抑える)-억눌리다‘eknwullita’(抑えられる)) 
無標形:主体[나(私，人名詞，生き物)･감정(感情，抽象名詞，非生き物)조 94/10/29，13 面，정부(政府， 
団体名詞，生き物)･진실(真実，抽象名詞，非生き物)조 94/01/12，16 面，북한(北朝鮮，団体名詞 
，生き物)･인간(人間，人名詞，生き物)조 94/04/06，3 面，빛(光，抽象名詞，非生き物)･감정(感 
情，抽象名詞，非生き物)사 p.88，각종규제와 제한(各種規制と制限，抽象名詞，非生き物)･은행 
(銀行，団体名詞，生き物)조 93/02/26，3 面] 
有標形:主体･客体[사람(人，人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)조 93/07/23，3 面，위-아래(上下 
，団体名詞，生き物)･40 대(40代，団体名詞，生き物)조 93/03/31，19面，사람(人，人名詞，生き 
物)･욕구(欲求，抽象名詞，非生き物)조 93/02/13，18 面，기세(気勢，抽象名詞，非生き物)･약자 
(弱者，人名詞，生き物)조 93/08/13，5 面，강권정치(強権政治，抽象名詞，非生き物)･시민사회의  
기운(市民社会の機運，抽象名詞，非生き物)조 93/02/24，3 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物，動作の客体が生き物，非生
き物，有標形を含む文において動作の主体が生き物，動作の客体が生き物，非生き物が現れ
る動詞のペアはどうなっているだろうか．その動詞のペアとしては，꼽다‘kkopta’(指折り
数える)-꼽히다‘kkophita’(指折り数えられる)がある．以下がその例である． 
 
112)민주당 위원들은 최다 재산 위원으로 대부분 김진욱의원을 꼽는다.95(民主党委員達は最も多くの
財産所有委員としてキムジンヌク委員を見做す．)조 93/04/01，3 面 
113)클린턴은 그 돌파구로 새로운 과학 기술 정책을 첫째로 꼽는다.95(クリントンはその突破口として新
しい科学技術政策を第一に見做す．)조 93/02/08，2 面 
114)선천이가 손을 꼽는다.95(ソンチョンが指折り数える．)연，p.299 
115)미 월스트리트 저널지는 아시아 10 개국을 대상으로 한 투자 우선수위 조사에서 한국을 싱가포르, 
일본, 홍콩, 말레이시아, 대만등에 이어 6 위로 꼽는다.95(アメリカのウォルストリートジャーナル誌はアジ
ア 10 カ国を対象にした投資優先順位調査で韓国をシンガポール，日本，香港，マレーシア，台湾等につぐ
6位と見做す．)조 93/01/04，6 面 
116)미국의 미래학자 다니엘 벨은 (많은 사람들에게) 우리 시대에서 밝은 눈을 가진 학자 중 한 
사람으로 꼽힌다.(アメリカの未来学者ダニエル･ベルは(多くの人たちに)今の時代で先見の明をもった学者
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の中の一人として見做される．)조 93/01/26，14 面 
117)최근 한 여론조사결과 검찰은 (많은 사람들에게) 가장 변하지 않는 집단 중 하나로 꼽힌다.95(最近，
ある世論調査の結果，検察は(多くの人たちに)最も変わらない中断のうちの 1 つとして見做され
る．)조 93/09/19，2 面 
118)(･･･省略･･･)자동차는 (많은 사람들에게) 대표적인 예로 꼽힌다.95(自動車は(多くの人たちに)代表的
な例として見做される．)조 93/01/16，4 面 
119)(･･･省略･･･)구 자민당계 각료들의 대폭 증가가 (많은 사람들에게) 결정적인 원인으로 
꼽힌다.95(旧自民党系 の 閣僚 の 大幅増加 が (多 く の 人 た ち に )決定的 な 原因 と し て 見做 さ れ
る．)조 94/06/01，7 面 
 
112)～115)は無標形を含む文であり，116)～119)は有標形を含む文である．112)～115)の
動作の主体は生き物と非生き物であり，それに対応する名詞は人名詞，人名詞，人名詞，具
体名詞であるのに対し，動作の客体は生き物，非生き物，非生き物，生き物であり，それに
対応する名詞は人名詞，抽象名詞，人の所属物，団体名詞である．115)では，非生き物であ
る雑誌が生き物である韓国に動作を遂行しているが，実際に雑誌がその動作を遂行するので
はなくて，その裏に潜む書き手あるいは雑誌社がその動作を遂行しているので，この文が成
立するものと思われる．116)～119)の動作の主体はいずれも生き物で，実際にはその主体が
明示されていないが，全て複数の人たちであり，それに対応する名詞は人名詞である．それ
ぞれの動作の客体は生き物と非生き物であり，それに対応する名詞は人名詞，団体名詞，具
体名詞，抽象名詞である．ところで，この動詞のペアは有生性の低いものから有生性の高い
ものに動作が移行する時，その動詞の語幹にそれを表す標示が出るという点でKlaiman(1991)
の見解に一致する．その他の例には以下のものがある．以下の動詞の有標形においても，主
体は明示されず，それが複数の人を表す点で，先に考察した꼽히다‘kkophita’(指折り数え
られる)と一致することが興味深い． 
 
(부르다‘pwuluta’(呼ぶ)-불리다‘pwullita’(呼ばれる)) 
無標形:主体･客体[위원비서(委員秘書，人名詞，生き物)･자신들(自分たち，人名詞，生き物)조 93/01/07 
，16 面，미국(アメリカ，団体名詞，生き物)･자동차(自動車，具体名詞，非生き物)조 93/01/29 
，1 面，국립합창단(国立合唱団，団体名詞，生き物)･노래(歌，具体名詞，非生き物)조 93/08/10， 
30面，집(店，団体名詞，生き物)･손님(客，人名詞，生き物)조 93/07/07，19面，일광화상(日光の 
やけど，抽象名詞，非生き物)･부종(はれ，具体名詞，非生き物)조 93/07/12，23 面] 
有標形:主体･客体[주변사람들(周辺の人たち，人名詞，生き物)･그(彼，人名詞，生き物)조 93/09/06，30 
面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･환경성(環境省，団体名詞，生き物)조 94/01/18，3 面，主体 
の明示なし(人名詞，生き物)･소설(小説，具体名詞，非生き物)조 93/10/08，15 面] 
(뽑다‘ppopta’(ひく)-뽑히다‘ppophita’(ひかれる)) 
 111 
無標形:主体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･연구소 소장(研究所所長，人名詞，生き物)조 93/01/28 
，1 面，장회장(チャン会長，人名詞，生き物)･잡초(雑草，植物，生き物)조 93/09/17，11 面， 
민주당(民主党，団体名詞，生き物)･원내총무(院内総務，人名詞，生き物)조 94/05/23，3 面，신문 
(新聞，具体名詞，非生き物)･제목(題目，抽象名詞，非生き物)조 93/06/29，6 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)조 94/09/09，2 面，主体の 
明示なし(人名詞，生き物)･인민복(人民服，具体名詞，非生き物)조 93/02/26，7 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き
物，非生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として
生き物が現れる動詞のペアがある．その動詞のペアには，이끌다‘illulta’(導く)-이끌리다
‘ikkullita’(導かれる)しかない．その動詞のペアの考察結果を示すと以下のようになる． 
 
(이끌다‘ikkulta’(導く)-이끌리다‘ikkullita’(導かれる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･디자이너(デザイナー，人名詞，生き物)조 93/03/01， 
16 面，장씨(チャン氏，人名詞，生き物)･창작모임(創作集会，団体名詞，生き物)조 94/06/22， 
15 面，김회장(キム会長，人名詞，生き物)･분위기(雰囲気，抽象名詞，非生き物)한 p.292，키로프 
발레단(キロフバレエ団，団体名詞，生き物)･관객(観客，団体名詞，生き物)조 93/11/24，31 面， 
한국(韓国，団体名詞，生き物)･개혁(改革，抽象名詞，非生き物)조 93/06/03，6 面，기자직(記者 
職，抽象名詞，非生き物)･그(彼，人名詞，生き物)조 94/01/01，35 面，신영상주의(新映像主義， 
抽象名詞，非生き物)･흐름(流れ，抽象名詞，非生き物)조 94/01/16，13 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)조 94/06/17，21 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き
物，非生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として
非生き物が現れる動詞のペアがある．その動詞のペアには，꼬집다‘kkocipta’(つね
る)-꼬집히다‘kkocihita’(つねられる)しかない．その動詞のペアの考察結果を示すと以下
のようになる． 
 
(꼬집다‘kkocipta’(つねる)-꼬집히다‘kkociphita’(つねられる))107 
無標形:主体･客体[전박사(チョン博士，人名詞，生き物)･우리나라 사람들(韓国の人々，人名詞，生き物) 
조 94/07/20，28 面，그(彼，人名詞，生き物)･협상결과(協商結果，抽象名詞，非生き物)조 93/06 
/18，6 面，사람(人，人名詞，生き物)･종아리(ふくらはぎ，人の所属物，非生き物)무 p.233，그(彼， 
人名詞，生き物)･주간지(週刊誌，具体名詞，非生き物)조 93/04/02，6 面，잡지(雑誌，具体名詞 
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，非生き物)･대전엑스포(大田エキスポ，具体名詞，非生き物)조 93/08/19，7 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･볼(ほほ，人の所属物，非生き物)연 p.297，主体の明 
示なし(人名詞，生き物)･약점(弱点，抽象名詞，非生き物)연 p.297] 
 
次に몰다‘molta’(追う)-몰리다‘mollita’(追われる)は無標形を含む文において動作の
主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き物，非生き物が現れ，有標形を含む文
において動作の主体として非生き物，動作の客体として生き物，非生き物が現れる動詞のペ
アであるが，有標形において受動の意味のほかに自動の意味があるという点で先の動詞のペ
アとは異なる．自動の意味の場合は主体として生き物，非生き物が現れる．この動詞のペア
の考察結果を示すと以下のようになる． 
 
(몰다‘molta’(追う)-몰리다‘mollita’(追われる)) 
無標形:主体･客体[최씨(チェ氏，人名詞，生き物)･고기(魚，魚，生き物)조 93/02/22，7 面，人の明示なし 
(人名詞，生き物)･차(車，具体名詞，非生き物)조 93/02/05，23 面，일본(日本，団体名詞，生き 
物)･북한(北朝鮮，団体名詞，生き物)조 93/03/14，6 面，다이아몬드(ダイヤモンド，具体名詞， 
非生き物)･업자(業者，団体名詞，生き物)조 93/01/17，14 面，영화(映画，具体名詞，非生き物)･ 
화제(話題，抽象名詞，非生き物)조 94/05/20，39 面] 
有標形(受身形):主体･客体[궁지(窮地，抽象名詞，非生き物)･대통령(大統領，人名詞，生き物)조 93/03/ 
16，3 面，초읽기(秒読み，抽象名詞，非生き物)･여야(与野党，団体名詞，生き物)조 93/ 
11/28，4 面，위기(危機，抽象名詞，非生き物)･폭락기록(暴落記録，具体名詞，非生き 
物)조 93/02/10，6 面，초읽기(秒読み，抽象名詞，非生き物)･결정(決定，抽象名詞，非生 
き物)조 94/03/09，30 面] 
有標形(自動詞):主体[주부(主婦，人名詞，生き物)조 93/03/20，17 面，인파(人波，団体名詞，生き物)조 
93/07/11，1 面，항공기(航空機，具体名詞，非生き物)조 94/02/12，22 面，관심(関心， 
抽象名詞，非生き物)조 94/06/25，3 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き
物，非生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体とし
て生き物が現れる動詞のペアがある．その動詞のペアには，휩쓸다‘hwipssulta’(吹き払
う)-휩쓸리다‘hwipssullita’(襲われる)しかない．その動詞のペアの考察結果を示すと以
下のようになる． 
 
(휩쓸다‘hwipssulta’(吹き払う)-휩쓸리다‘hwipssullita’(襲われる)) 
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無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･농구계(バスケット界，団体名詞，生き物)조 
94/02/15，16 面，스필버그(スピルバーグ，人名詞，生き物)･아카데미상(アカデミー賞，具体名詞， 
非生き物)조 94/03/23，17 面，비주류측(非主流側，団体名詞，生き物)･강원，충남･부(江原， 
忠南･北，団体名詞，生き物)조 93/03/02，3 面，불(火，具体名詞，非生き物)･여러 군(様々な 
郡，団体名詞，生き物)조 94/03/20，5 面，영화(映画，具体名詞，非生き物)･상의 부문(賞の部門 
，具体名詞，非生き物)조 94/02/22，5 面，혁명(革命，抽象名詞，非生き物)･세계(世界，団体名詞 
，生き物)조 93/08/21，11 面] 
有標形:主体[바람(風，具体名詞，非生き物)･우리(我々，人名詞，生き物)조 93/05/22，5 面，와중(渦中， 
抽象名詞，非生き物)･공기업(公企業，団体名詞，生き物)조 93/09/09，1 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き
物，非生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体とし
て非生き物が現れる動詞のペアがある．その動詞のペアには，감싸다‘kamssata’(くる
む)-감싸이다‘kamssaita’(くるまれる)しかない．その動詞のペアの考察結果を示すと以下
のようになる． 
 
(감싸다‘kamssata’(くるむ)-감싸이다‘kamssaita’(くるまれる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)조 93/04/18，5 面， 
주민(住民，人名詞，生き物)･얼굴(顔，人の所属物，非生き物)조 93/05/19，31 面，부회장(副会長 
，人名詞，生き物)･중국(中国，団体名詞，生き物)조 93/05/17，12 面，主体の明示なし(人名詞， 
生き物)･꽃다발(花束，具体名詞，非生き物)조 93/06/12，9 面，파벌(派閥，団体名詞，生き物)･ 
가네마루(金丸，人名詞，生き物)조 93/03/08，5 面，연구팀(研究チーム，団体名詞，生き物)･약품 
(薬品，具体名詞，非生き物)조 93/11/17，25 面，근육(筋肉，具体名詞，非生き物)･허리(腰，人の 
所属物，非生き物)조 93/05/16，17 面，빛(光，抽象名詞，非生き物)･너(おまえ，人名詞，生き物) 
사 p.192] 
有標形:主体･客体[눈(雪，具体名詞，非生き物)･눈(雪，具体名詞，非生き物)조 94/01/27，23 面，베일(ベ 
ール，具体名詞，非生き物)･개인사(個人史，抽象名詞，非生き物)조 93/01/28，18 面] 
 
今までの動詞のペアを考察してみると，やはり無標形を含む文では，動作の客体が動作の
主体よりも有生性が高いことはなく，たとえそういう状況があったとしても，動作の主体に
対応する名詞は抽象名詞であり，動作の主体は動作を遂行することができる潜在性を持って
いるものである．また，動作の主体と客体が同じ生き物同士あるいは非生き物同士の場合，
有生性の高いものが客体よりも主体として現れる傾向にある．一方，有標形の文では，動作
の主体と動作の客体が逆転する時に動詞の語幹にそれを表す何らかの標示をつけるという
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Klaiman(1991)の見解に一致する． 
次に無標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物であり，動作の客体が非生き
物であるのに対し，有標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物，動作の客体が
生き物，非生き物である動詞のペアであるが，これは긁다‘kulkta’(掻く)-긁히다‘kulkhita’
(掻かれる)しかない．その考察結果は以下のようになる． 
 
(긁다‘kulkta’(掻く)-긁히다‘kulkhita’(掻かれる))108 
無標形:主体･客体[어린이(子供，人名詞，生き物)･벌레물린곳(虫にかまれた所，人の所属物，非生き物)조 
93/01/01，19 面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･밥값(食費，抽象名詞，非生き物)조 93/08/28， 
6 面，사실(事実，抽象名詞，非生き物)･국민감정(国民感情，抽象名詞，非生き物)조 94/09/15， 
4 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･등(背中，人の所属物，非生き物)조 94/09/09，16 面， 
主体の明示なし(人名詞，生き物)･무릎과 어깨(膝と肩，人の所属物，非生き物)조 93/06/14，1 面， 
主体の明示なし(人名詞，生き物)･장치(装置，具体名詞，非生き物)조 94/02/21，23 面，主体の明示 
なし(具体名詞，非生き物)･客体の明示なし(具体名詞，非生き物)조 94/08/09，5 面] 
 
以下の動詞のペアは，無標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物であり，動
作の客体が非生き物であるのに対し，有標形を含む文において動作の主体が生き物，動作の
客体が非生き物である．その動詞のペアの例として，담다‘tamta’(もる)-담기다‘tamkita’
(もられる)を見ることにする． 
 
120)(･･･省略･･･)그는 지난 61 년 국무부 관리로 행정부에 몸을 담는다.95(彼は 61 年国務省管理として
行政部に赴任する．)조 93/01/21，6 面 
121)(사람이) 메밀국수 3백g을 삶아내 비벼씻은 후 1인분씩 사리를 만들어 대접에 담는다.((人が)そば
300g をゆであげ，もみ洗った後，1人前ずつの玉をつくり食器に盛る．)조 94/07/22，21 面 
122)60 대의 한 여성회원은(･･･省略･･･)연안도시들을 카메라에 담는다.95(60 代 の あ る 女性会員 は
(･･･省略･･･)沿岸都市をカメラにおさめる．)조 93/02/11，18 面 
123)민주당대표가(･･･省略･･･)시각과 대안을 담는다.(民主党代表が (･･･省略･･･)視覚と代案を盛り込
む．)조 94/01/11，4 面 
124)김영삼정부가(･･･省略･･･)구체적 내용을 담는다.95(キムヨンサム政府が(･･･省略･･･)具体的な内容を
盛り込む．)조 93/08/05，6 面 
125)이 영화는(･･･省略･･･)남북한 남자의 충돌, 사랑을 담는다.95(この映画は(･･･省略･･･)南北の男の
衝突，愛を表す．)조 94/12/30，21 面 
126)이 두 권의 책에는 1839^1939 년간 특정 순간들의 사진이 담긴다.95( こ の 2 巻 の 本 に は
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1829 年～1939 年の間の特定の瞬間の写真がおさめられる．)조 93/10/30，14 面 
127)이 영화에는 중년남자가 자기 아들의 연인과 육체관계에 빠지는 내용이 담긴다.95(この映画には中年
の男が自分の息子の恋人と肉体関係に陥る内容がおさめられる．)조 93/8/25，16 面 
128)(･･･省略･･･)노인의 초상화가 담겨 있다.(老人の肖像画がおさめられている．)조 93/03/18，1 面 
129)(･･･省略･･･)핵심적 의미가 그대로 담겨 있다.(核心的な意味がそのままおさめられている．) 
조 93/03/04，4 面 
 
120)～125)は無標形を含む文であり，126)～129)は有標形を含む文である．120)～124)の
動作の主体はいずれも生き物であり，動作の客体は非生き物である．125)の動作の主体は非
生き物であり，動作の客体も非生き物である．それぞれに対応する名詞は，人名詞と人の所
属物(例文 120))，人名詞と具体名詞(例文 121))，人名詞と具体名詞(例文 122))，人名詞と
抽象名詞(例文 123))，団体名詞と抽象名詞(例文 124))，具体名詞と抽象名詞(例文 125))で
ある．125)では，動作の主体に非生き物である映画がきているが，それ自体にはおさめる潜
在性はなく，映画を作る人あるいは映画会社が男の衝突や愛を映画におさめているのである．
126)と 127)はいずれも動作の主体は生き物であり，客体は非生き物，それぞれに対応する名
詞は人名詞と具体名詞，人名詞と抽象名詞である．ところで 128)や 129)のように，有標形に
Ⅲ 있다(･･･している)というアスペクト形式がともなうと，128)では主体が明示されていな
い状態を表すのに対し，129)では主体を特定することができない状態相を表すのである． 
담다‘tamta’(もる)-담기다‘tamkita’(もられる)と同じく，無標形を含む文において動
作の主体が生き物，非生き物であり，動作の客体が非生き物であるのに対し，有標形を含む
文において動作の主体が生き物，動作の客体が非生き物である動詞のペアとしては以下のも
のがある． 
 
(박다‘pakta’(はめる)-박히다‘pakhita’(はめ込む)) 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･그녀의 머리(彼女の頭，人の所属物，非生き物)무 p.19，이씨 
(イ氏，人名詞，生き物)･굽(靴のかかと，具体名詞，非生き物)조 94/05/08，26 面，토대(土台，具 
体名詞，非生き物)･뿌리(根，具体名詞，非生き物)조 93/07/10，11 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･3 발(3 発，具体名詞，非生き物)조 93/08/07，4 面] 
(쌓다‘ssahta’(積む)-쌓이다‘ssahita’(積まれる))109 
無標形:主体･客体[관료 엘리트(官僚エリート，人名詞，生き物)･공적(功績，抽象名詞，非生き物)조 94/ 
10/23，3 面，군대(軍隊，団体名詞，生き物)･방파제(防波堤，具体名詞，非生き物)조 94/02/28， 
25 面，일본(日本，団体名詞，生き物)･신뢰(信頼，抽象名詞，非生き物)조 93/02/17，10 面，상황 
(状況，抽象名詞，非生き物)･저항의 담벽(抵抗の壁の面，抽象名詞，非生き物)조 93/01/15，5 面] 
有標形:主体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･우편물(郵便物，具体名詞，非生き物)조 93/02/27，5 面] 
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(쓸다‘ssulta’(はく)-쓸리다‘ssullita’(はかれる))110 
無標形:主体･客体[윤영(ユニョン，人名詞，生き物)･등짝(背中，人の所属物，非生き物)당 p.124，혜완(ヘ 
ワン，人名詞，生き物)･집안(家の中，具体名詞，非生き物)무 p.130，서북풍(西北風，具体名詞， 
非生き物)･바닥(平地，具体名詞，非生き物)연 pp.1197-1198] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･부엌 바닥(台所の床，具体名詞，非生き物)연 pp.1198] 
(틀다‘thulta’(ねじる)-틀리다‘thullita’(ねじられる)) 
無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･라디오(ラジオ，具体名詞，非生き物)무 p.78，主体の明 
示なし(人名詞，生き物)･방향(方向，抽象名詞，非生き物)조 93/08/19，23 面，미국(アメリカ，団 
体名詞，生き物)･방향(方向，抽象名詞，非生き物)조 94/04/10，13 面，방침(方針，抽象名詞，非 
生き物)･방향(方向，抽象名詞，非生き物)조 93/11/19，4 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･수도 꼭지(蛇口，具体名詞，非生き物)연 p.1926] 
(훑다‘hwulthta’(しごく)-훑이다‘hwulthita’(しごかれる))111 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･보고서(報告書，具体名詞，非生き物)조 94/10/15，4 面， 
정찰기(偵察機，具体名詞，非生き物)･지역(地域，具体名詞，非生き物)조 94/07/11，30 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･벼(稲，具体名詞，非生き物)코 p.940] 
 
以上の結果を見てもわかるように，無標形を含む文や有標形を含む文において
Klaiman(1991)の見解に一致しないものはない． 
更に以下の動詞のペアは，無標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物，動作
の客体が非生き物であるのに対し，有標形を含む文において動作の主体が非生き物，動作の
客体が非生き物である． 
 
130)남경사가 그 원고를 덮는다 95.(ナム警査がその原稿をとじる．)사，pp.46-47 
131)수사기관은 내막을 덮는다 95.(捜査機関は内幕をふせる．)조 93/01/29, 3 面 
132)수염은 얼굴을 덮는다 95.(髭が顔をおおう．)조 93/06/20, 18 面 
133)부정사건은 신문의 면면을 덮는다 95.(不正事件は新聞の面々をおおう．)조 93/02/07, 3 面 
134)수면이 폐유로 덮인다 95.(水面が廃油で覆われる．)조 93/04/06, 5 面 
135)옛 기억은 새 모습에 덮인다 95.(昔の記憶は新しい姿におおわれる．)조 93/04/07, 2 面 
136)중국의 북쪽은 영하라는 빙하로 덮여 있다 95.(中国の北側はヨンハという氷河で覆われてい
る．)조 93/05/13, 5 面 
 
130)～133)は無標形を含む文であり，134)～136)は有標形を含む文である．130)と 131)の
動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物そしてそれぞれに対応する名詞は人名詞
と具体名詞である．132)と 133)の動作の主体が非生き物であり，動作の客体も非生き物であ
り，それぞれに対応する名詞は具体名詞と人の所属物，抽象名詞と具体名詞である．これら
の例はおおうという動作を遂行する潜在性を動作の主体が動作の客体よりも多く持つから成
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り立つのである．134)と 135)の動作の主体と動作の客体はどちらも非生き物であり，それぞ
れに対応する名詞は具体名詞と具体名詞，具体名詞と抽象名詞である．136)は自然現象を表
す文であり，客体の状態，すなわち事物の属性や地形を示す例である．それ故，덮이다
‘tephita’(おおわれる)に受動の意味だけではなく自動の意味も認めるのが適当であろう．
その他の動詞のペアには以下のものがある． 
 
(두르다‘twuluta’(めぐる)-둘리다‘twullita’(めぐらされる)) 
無標形:主体･客体[대표(代表，人名詞，生き物)･띠(はちまき，具体名詞，非生き物)조 93/06/23, 5 面，혜완(ヘ 
ワン，人名詞，生き物)･팔(腕，人の所属物，非生き物)무 p.169，산(山，具体名詞，非生き物)･마을(村， 
団体名詞，生き物)조 93/12/31, 9 面] 
有標形:主体･客体[철망(鉄網，具体名詞，非生き物)･놀이터의 주위(遊び場の周囲，具体名詞，非生き物)  
연 p.553] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非生
き物が現れ，有標形文を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体として生き
物，非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアには，싸다‘ssata’(つ
つむ)-싸이다‘ssaita’(包まれる)しかない．以下がその例である． 
 
137)정 사장은(･･･省略･･･)이사짐을 싼다 95.(チョン社長は引越荷物を包む．)조 93/02/04，2 面 
138)(･･･省略･･･)로봇이 초밥을 싼다 95.(ロボットがすしを包装する．)조 93/12/20, 13 面 
139)(･･･省略･･･)담장과 5 만개의 지뢰가 주위를 싼다 95.(垣根 と 約 5 万個 の 地雷 が 周囲 を 囲
む．)조 93/06/20, 18 面 
140)이 인물은(･･･省略･･･)베일에 싸인다 95.(この人物はベイルにつつまれる．)조 94/07/12, 5 面 
141)경찰청은(･･･省略･･･)극도의 절제 분위기에 싸인다 95.(警察庁 は 極度 の 節制雰囲気 に つ つ ま れ
る．)조 93/05/12, 30 面 
142)(･･･省略･･･)천연우라늄 금속이 알루미늄관에 싸인다 95.(天然ウラニウム金属がアルミニウム管につ
つまれる．)조 94/05/15, 3 面 
143)그러나 아직 이 고검장과 조씨의 관계는 베일에 싸인다 95.(しかしまだこの高検長とチョ氏の関係は
ベイルにつつまれる．)조 93/05/26, 30 面 
 
137)～139)は無標形を含む文であり，140)～143)は有標形を含む文である．137)は動作の
主体が生き物，動作の客体が非生き物で，それぞれに対応する名詞は人名詞，具体名詞であ
る．138)と 139)は動作の主体が非生き物，動作の客体が非生き物で，それぞれに対応する名
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詞は具体名詞，具体名詞である．一方，140)～141)は動作の主体が非生き物，動作の客体が
生き物であり，それぞれに対応する名詞は具体名詞，人名詞と抽象名詞，団体名詞である．
142)～143)は動作の主体が非生き物，動作の客体が非生き物であり，それぞれに対応する名
詞は具体名詞，具体名詞と具体名詞，抽象名詞である．この動詞のペアも Klaiman(1991)の
見解に一致するものである． 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客
体として非生き物が現れるのに対し，有標形の文が 3 項動詞として成立するものである．こ
のような動詞のペアとしては，빼앗다/뺏다‘ppayasta/ppaysta’(奪う)-빼앗기다/뺏기다
‘ppayaskita/ppayskita’(奪われる)しかない．その動詞の考察結果を示すと以下のように
なる． 
 
(빼앗다/뺏다‘ppayasta/ppaysta’(奪う)-빼앗기다/뺏기다‘ppayaskita/ppayskita’(奪われる)) 
無標形:主体･客体[경혜(キョンヘ，人名詞，生き物)･잔(杯，具体名詞，非生き物)무 p.176，권씨(クォン 
氏，人名詞，生き物)･돈(金，抽象名詞，非生き物)조 93/03/05, 31 面，미국(アメリカ，団体名詞 
，生き物)･지역(地域，具体名詞，非生き物)조 93/11/19, 6 面，선풍기 바람(扇風機の風，具体名 
詞，非生き物)･수분(水分，具体名詞，非生き物)조93/07/30, 19面，상황(状況，抽象名詞，非生き 
物)･여유(余裕，抽象名詞，非生き物)조 94/11/04, 3 面] 
有標形:主体･その他･客体[실웅(シルン，人名詞，生き物)･허웅(ホウン，人名詞，生き物)･방(部屋，具体 
名詞，非生き物)조93/10/28, 5面，교수(教授，人名詞，生き物)･수명의 강도(数名の強盗，人名詞 
，生き物)･돈(お金，抽象名詞，非生き物)조 93/01/07, 31 面，중국(中国，団体名詞，生き物)･ 
경쟁상대국(競争相手国，団体名詞，生き物)･시장(市場，抽象名詞，非生き物)조 94/05/14, 7 面， 
세계(世界，団体名詞，生き物)･북한의 핵문제(北朝鮮の核問題，抽象名詞，非生き物)･마음(心， 
抽象名詞，非生き物)조 94/04/28, 5 面，신문(新聞，具体名詞，非生き物)･TV(テレビ，具体名詞， 
非生き物)･자리(地位，具体名詞，非生き物)조 93/04/07, 15 面] 
 
以上の考察結果から빼앗기다/뺏기다‘ppayaskita/ppayskita’(奪われる)の場合，動作の
主体とその他の関係が有生性の観点から同等であるか，あるいはその他が動作の主体より有
生性が高いことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生き
物が現れ，有標形文を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体とし
て生き物，非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアには，잡다‘capta’
(つかむ)-잡히다‘caphita’(つかまれる)がある．以下がその例である． 
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144)20 대 중반쯤 되어 보이는 젊은 경찰관이 나를 잡는다 95.(20 代ぐらいに見える若い警察官が私をつか
まえる．)한，p.138 
145)이 프로그램에 속한 병사들은 1~2 개월의 기본교육이 끝나면 총 대신 연장을 잡는다.(このプログラ
ムに属する兵士達は 1～2ヶ月の基本教育が終われば，銃の代わりに道具をにぎる．)조 94/05/13, 35 面 
146)혜완은(･･･省略･･･)택시를 잡는다 95.(ヘワンは(･･･省略･･･)タクシーをつかまえる．)무，p.61 
147)(･･･省略･･･)그는 마침내 출세(?)의 계기를 잡는다.(彼 は つ い に 出世(?) の 契機 を つ か
む．)조 94/04/03, 27 面 
148)누워 있는 아기의 아래쪽에 앉아 아기의 손을 잡는다.(横たわっている赤ん坊の左側に座り，赤ん坊
の手をにぎる)조 93/10/24, 13 面 
149)(･･･省略･･･)코리아랜드는 운영전략을 잡는다 95.(コリアランドは運営戦略をつかむ．)조 93/07/12, 
10 面 
150)그는 (경찰관에게) 잡힌다 95.(彼は警察官につかまえられる．)조 94/09/27, 5 面 
151)시위를 하던 한 지방대 교양학부 학생이 TV 카메라에 잡힌다.(デモをしていたある地方大教養学部
の学生が TV カメラにとらえられる．)조 93/12/27, 1 面 
152)(･･･省略･･･)모습이 카메라에 잡힌다.(姿がカメラにとらえられる．)조 93/05/26, 30 面 
153)국지성 집중호우는(･･･省略･･･)레이다와 위성사진에만 잡힌다.(局地性集中豪雨は(･･･省略･･･)レー
ダーと衛星写真にだけとらえられる．)조 94/07/06, 31 面 
154)클린턴대통령이 이번 한국, 일본 순방기간중에 행할 각종 연설 및 정책 관련 발언의 골격이 
자리에서 잡힌다 95.(クリントン大統領が今度の韓国，日本の巡歴期間に行う予定の各種演説および
政策関連発言の骨格がとらえられる．)조 93/07/07, 7 面 
155)그는 국회본회의장에서 입이 틀어막히고 머리를 잡힌다 95.(彼は国会本会議場で口がふさがれ，頭を
つかまれる．)조 94/12/04, 3 面 
 
144)～149)は無標形を含む文であり,150)～155)は有標形を含む文である．144)～159)の動
作の主体は生き物であり，動作の客体は生き物，非生き物である．それぞれに対応する名詞
を示すと，人名詞と人名詞(例 144))，人名詞と具体名詞(例 145))，人名詞と具体名詞(例 146))，
人名詞と抽象名詞(例 147))，人名詞と人の所属物(例 148))，団体名詞と抽象名詞(例 149))
である．150)～154)の動作の主体は生き物，非生き物であり，動作の客体は生き物，非生き
物である．それぞれに対応する名詞を示すと，人名詞と人名詞(例 150))，具体名詞と人名詞
(例 151))，具体名詞と具体名詞(例 152)と例 153))，抽象名詞と人名詞(例 154))である．最
後に 155)は動作の客体である生き物の所属物である頭が分化して現れている例である．この
結果も Klaiman(1991)の見解に一致するものである．その他の動詞のペアとしては以下のも
のがある． 
 
(짜다‘ccata’(組む)-짜이다‘ccaita’(組まれる)) 
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無標形:主体･客体[관계자(関係者，人名詞，生き物)･사업팀(事業チーム，団体名詞，生き物)조 94/03/26,  
10 面，회장(会長，人名詞，生き物)･일정(日程，抽象名詞，非生き物)조 93/09/20, 9 面，학생(学 
生，人名詞，生き物)･스크럼(スクラム，具体名詞，非生き物) 무 p.192，외환은행(外換銀行， 
団体名詞，生き物)･프로그램(プログラム，具体名詞，非生き物)조 93/07/13, 11 面] 
有標形:主体･客体[21명(21 名，人名詞，生き物)･교수진(教授陣，人名詞，生き物)조 93/09/10, 31 面， 
일과(日課，抽象名詞，非生き物)･수석(首席，人名詞，生き物)조93/04/04, 2面，상품(商品，具体 
名詞，非生き物)･내용(内容，抽象名詞，非生き物)조93/01/15, 23面，프로그램(プログラム，具体 
名詞，非生き物)･박물관교실(博物館教室，具体名詞，非生き物)조 93/07/29, 23 面，일정(日程， 
抽象名詞，非生き物)･행사(行事，具体名詞，非生き物)조 94/11/01, 3 面] 
(쫓다‘ccochta’(追う)-쫓기다‘ccochkita’(追われる)) 
無標形:主体･客体[농민(農民，人名詞，生き物)･보부상군(行商人，団体名詞，生き物)조 93/03/16, 14 面 
，소녀(少女，人名詞，生き物)･파리(ハエ，虫，生き物)조 94/12/01, 5 面，영국 사람들(英国の 
人々，人名詞，生き物)･공(ボール，具体名詞，非生き物)조 94/07/05, 5 面，채씨(チェ氏，人名詞 
，生き物)･대기의 흐름(大気の流れ，抽象名詞，非生き物)조 93/07/14, 31 面，경찰(警察，団体名 
詞，生き物)･범인(犯人，人名詞，生き物)조94/02/02, 31面，경찰(警察，団体名詞，生き物)･자금 
흐름(資金の流れ，抽象名詞，非生き物)조 94/05/14, 1 面] 
有標形:主体･客体[청소년(青少年，人名詞，生き物)･김씨(キム氏，人名詞，生き物)조 93/02/02, 30 面， 
경찰(警察，団体名詞，生き物)･학생(学生，人名詞，生き物)조 93/06/13, 19 面，중국(中国，団体 
名詞，生き物)･한국(韓国，団体名詞，生き物)조 93/06/13, 13 面，시간(時間，抽象名詞，非生き 
物)･사람(人，人名詞，生き物)조 93/03/12, 15 面，강박(強迫，抽象名詞，非生き物)･정부(政府， 
団体名詞，生き物)조 94/07/23, 3 面] 
 
쫓다‘ccochta’(追う)-쫓기다‘ccochkita’(追われる)の場合，Klaiman(1991)が指摘し
たように，非生き物が生き物を追うという無標形を含む文は成立しないものの，生き物が非
生き物に追われるという有標形を含む文は成立する．これは現代朝鮮語の受動文において行
為を受けようが，行為を被ろうが，有生性の高いものが主語の位置にくることを示唆してい
る．しかしながら，動詞によっては有標形を含む文で非生き物が生き物によって動作を被る
という文が成立することがある．これは Klaiman(1991)の쫓다‘ccochta’(追う)-쫓기다
‘ccochkita’(追われる)とは異なる結果である．例えば，쌓다‘ssahta’(積む)-쌓이다
‘ssahita’(積まれる)がそのような動詞に該当するが，本論文では，この相違は動作の違い
によって引き起こされるものだと見做すことにする． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生き
物が現れ，有標形文を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，
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非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアには，쏘다‘capta’(さ
す)-쏘이다‘caphita’(さされる)がある．以下がその例である． 
 
156)(사람이) 한 마리 철새오리를 쏜다 95.(人が 1匹の渡鳥のカモを射る．)조 93/02/11, 5 面 
157)이 때 부스라는 젊은 배우가 대통령 일행이 앉아 있는 죄석 뒤에 와서 링컨의 머리 뒤를 
쏜다 95.(この時，ブースという若い俳優が大統領一行が座っている座席の後ろに来て，リンカーンの頭の後
を撃つ．)조 93/10/26, 15 面 
158)임은 폭음을 듣고 나오던 가정부 김성규씨(40)의 무릎에 총을 쏜다 95.(イムは爆音を聞いて出てきた
家政婦のキムソンギュ氏(40)のひざに銃を撃つ．)조 94/04/20, 31 面 
159)해종은 입술을 별에 쏘인다 95.(ヘジョンは唇を蜂に刺される．)연，p.1194 
160)아내는 물쐐기에 쏘인다 95.(妻はイラ虫に刺される．)연，p.1194 
 
156)～158)は無標形を含む文であり，159)～160)は有標形を含む文である．156)～158)の
動作の主体はいずれも生き物であり，動作の客体は生き物と非生き物である．それぞれに対
応する名詞は，人名詞と動物(156)の例文)，人名詞と人の所属物(157)の例文)，人名詞と具
体名詞である(158)の例文)．一方，159)～160)の動作の主体は生き物であり，動作の客体は
生き物と非生き物である．それぞれに対応する名詞は虫，人の所属物と虫，人名詞である．
興味深いのは，160)の例文では，動作の客体が生き物であり，159)の例文では，動作の客体
は生き物とその生き物の体の一部が分化して現れている点である．他の動詞のペアとしては，
以下のものがある． 
 
(잊다‘icta’(忘れる)-잊히다‘ichita’(忘れられる))112 
無標形:主体･客体[부여(プヨ，人名詞，生き物)･그(彼，人名詞，生き物)조93/06/27, 3面，그(彼，人名詞 
，生き物)･말(言葉，抽象名詞，非生き物)조94/12/08, 16面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･정 
취(情趣，抽象名詞，非生き物)조 94/08/09, 15 面，일본(日本，団体名詞，生き物)･반성(反省，抽 
象名詞，非生き物)조 93/07/15, 5 面] 
有標形:主体･客体[한국의 독자(韓国の読者，人名詞，生き物)･이 사람들(この人達，人名詞，生き物)조 
93/11/13, 15 面，이군(イ君，人名詞，生き物)･모습(姿，具体名詞，非生き物)조 93/02/14, 3 面， 
主体の明示なし(人名詞，生き物)･번거로움(煩わしさ，抽象名詞，非生き物)조 94/01/07, 23 面， 
한국(韓国，団体名詞，生き物)･올림픽(オリンピック，具体名詞，非生き物)조 93/09/18, 6 面] 
(자르다‘caluta’(切る)-잘리다‘callita’(切られる))113 
無標形:主体･客体[김군(キム君，人名詞，生き物)･혀(舌，人の所属物，非生き物)조 93/02/11, 31 面，主体 
の明示なし(人名詞，生き物)･케이크(ケーキ，具体名詞，非生き物)조 93/12/29, 6 面，혜완(ヘワン， 
人名詞，生き物)･말(言葉，抽象名詞，非生き物)무 p.80，철강회사(鉄鋼会社，団体名詞，生き 
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物)･100 명(100 名，人名詞，生き物)조 94/05/19, 11 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･종이(紙，具体名詞，非生き物)조 93/03/12, 27 面， 
영화회사(映画会社，団体名詞，生き物)･장면(場面，抽象名詞，非生き物)연 p.1544] 
 
次の쓰다‘ssuta’(使う)-쓰이다‘ssuita’(使われる)の場合，無標形を含む文では，そ
の動作の主体が生き物，動作の客体が生き物，非生き物であり，有標形を含む文では，その
動作の主体が生き物，客体が非生き物である．有標形を含む文では，主体が明示されず，不
定の人を表す場合しかなかった．これは Klaiman(1991)の見解に一致する．その考察結果は
以下のようになる． 
 
(쓰다‘ssuta’(使う)-쓰이다‘ssuita’(使われる)) 
無標形:主体･客体[경제각료(経済閣僚，人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)조 93/03/06, 5 面， 
이들(彼ら，人名詞，生き物)･생활용품(生活用品，具体名詞，非生き物)조 93/07/19, 31 面，미국 
(アメリカ，団体名詞，生き物)･정책(政策，抽象名詞，非生き物)조 93/03/15, 1 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･건강 소스(健康ソース，具体名詞，非生き物)조 93 
/02/28, 9 面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･개념(概念，抽象名詞，非生き物)조 93/07/27, 5 
面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，客体として生き物，非生き物が現
れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体は明示されず，動作の客体として非生き
物が現れる動詞のペアを考察することにする．その動詞としては，묶다‘mwukkta’(縛
る)-묶이다‘mwukkita’(縛られる)がある．以下はその例である． 
 
161)그리고 얼마후 세 모녀는 힘을 합쳐 춘회를 쓰러뜨리고 묶는다.(そしてしばらく後，3 人の母と娘が
力を合わせてチュニを倒して縛る．)조 94/09/28, 17 面 
162)그녀는(･･･省略･･･)흩어진 머리를 하나로 묶는다 95.(彼女は乱れた髪を 1つに結わえる．)무，p.12 
163)(･･･省略)저자가(･･･省略･･･)기행의 느낌을 묶는다 95.((･･･省略)著者が(･･･省略･･･)紀行の感想をま
とめる．)조 93/07/10, 15 面 
164)수술팀은(･･･省略･･･)탯줄을 묶는다 95.(手術チームはへその緒を縛る．)조 94/02/18, 7 面 
165)노선에 따라 3 대중 1 대 꼴로 운행되는 경우를 제외하곤 시민들의 발은 완전히 묶인다 95.(路線によ
って 3台のうち 1台ずつ運行する場合を除いては，市民の足は完全に縛られる．)조 93/10/13, 6 面 
166)(･･･省略)우리의 눈길은 북쪽으로만 묶인다 95.((･･･省略)私達 の 目線 は 北側 に ば か り 縛 ら れ
る．)조 94/08/03, 1 面 
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161)～164)は無標形を含む文であり，165)～166)は有標形を含む文である．161)～164)の
動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名
詞と人名詞(例文 161))，人名詞と人の所属物(例文 162))，人名詞と抽象名詞(例文 163))，
団体名詞と具体名詞(例文 164))である．165)と 166)の動作の主体は明示されておらず，あえ
て見つけるのであれば，それはある状況ということになるだろうし，それを表す名詞は抽象
名詞になるだろう．一方，客体は非生き物であり，それに対応する名詞は人の所属物である．
無標形を含む文に関しては，動作の主体が動作の客体よりも有生性が高いという点で，
Klaiman(1991)の見解に一致している．その他の動詞のペアは以下に示す通りである． 
 
(비꼬다‘pikkota’(皮肉る)-비꼬이다‘pikkoita’(皮肉られる)) 
無標形:主体･客体[청소년(青少年，人名詞，生き物)･비흡연자(非喫煙者，人名詞，生き物)조 93/10/03,  
13 面，직원(職員，人名詞，生き物)･목표(目標，抽象名詞，非生き物)조 93/01/07, 15 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)연 p.932，主体の特 
定できず･마음(心，抽象名詞，非生き物)연 p.932] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，客体として非生き物，
有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，客体として生き物，非生き物
が現れるものである．その動詞のペアとしては，깔다‘kkalta’(敷く)-깔리다‘kkallita’
(敷かれる)がある．その例文は以下の通りである． 
 
167)(･･･省略･･･)유덕종씨(36)는 능숙한 손놀림으로 매트리스와 담요를 깐다 95.((･･･省略･･･)ユドクチョ
ン氏(36)は，巧みな手つきでマットと毛布を敷く．)조 93/03/22，22 面 
168)그러면서도 이들은 질의 바탕에 군대에 대한 애정을 깐다 95.(そう言いながらも，彼らは質疑の根本
に軍に対する愛情を広げる．)조 93/05/14，5 面 
169)한국통신은(･･･省略)광케이블을 깐다 95.(韓国通信は(･･･省略)光ケーブルをしく．)조 93/05/25，23面 
170)북한측은(･･･省略)복선을 깐다 95.(北朝鮮側は(･･･省略)伏線をしく．)조 93/06/01，3 面 
171)*배이지색 카페트가 (호텔 사람들에게) 깔린다 95.(ベージュ色のカーペットが(ホテルの人達に)敷かれ
る．)조 93/04/02，31 面 
172)최소한 수십명이 건물잔해에 깔린다 95.( ご く わ ず か な 数十名 が 建物 の 残骸 に 敷 か れ て い
る．)조 93/03/18，7 面 
173)수퍼하이웨이의 지선이 (회사에 의하여) 깔린다 95.(スパーハイウェーの支線が(会社によって)ひかれ
る．)조 94/01/01，33 面 
174)(･･･省略)정치적 포석이 깔려 있다 95.((･･･省略)政治的布石がしかれている．)조 93/3/12，6 面 
175)이런 분위기가 예상보다 짙게 깔려 있다.( こ の よ う な 雰囲気 が 予想 よ り 濃 く 広 が っ て い
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る．)조 93/02/21，2 面 
176)(･･･省略･･･)짙은 안개가 깔려 있다 95.((･･･省略･･･)濃い霧が広がっている．)조 94/01/01，33 面 
 
167)～170)は無標形を含む文であり，171)～176)は有標形を含む文である．167)～170)の
動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は，人
名詞と具体名詞(例文167))，人名詞と抽象名詞(例文168))，団体名詞と具体名詞(例文169))，
団体名詞と抽象名詞(例文170))である．171)～173)の動作の主体は生き物と非生き物であり，
動作の客体は生き物と非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名詞と具体名詞(例文
171))，具体名詞と人名詞(例文 172)))，団体名詞と具体名詞(例文 173))である．ただし，171)
の例文は高民定先生から文法的であるとは認めがたいという指摘をいただいた．ところで
174)～176)の文は動作の主体が特定できず，動作の客体の属性や地形的な状態を表すもので
ある．また，172)のように非生き物から生き物が動作を被る時，有生性の高い生き物が主語
の位置を占めるのは，Klaiman(1991)の見解に一致するところである．これは 171)の例が文
法的とは認められないことからも確認することができる．他の動詞のペアとしては以下のも
のがある． 
 
(놓다‘nohta’(置く)-놓이다‘nohita’(置かれる)) 
無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･수화기(受話器，具体名詞，非生き物)무 p.284] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･맥주 한 병(ビール一本，具体名詞，非生き物)조 94 
/05/09，10 面，형편(状況，抽象名詞，非生き物)･주민(住民，人名詞，生き物)조 94/11/15，30 
面，위기(危機，抽象名詞，非生き物)･영화사(映画会社，団体名詞，生き物)조 93/08/22，12 面 
，상황(状況，抽象名詞，非生き物)･대외경제정책(対外経済政策，抽象名詞，非生き物)조 94/07 
/11，4 面] 
(묻다‘mwutta’(埋める)-묻히다‘mwuthita’(埋められる)) 
無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･얼굴(顔，人の所属物，非生き物)무 p.171，主体の明示 
なし(人名詞，生き物)･음식(食べ物，具体名詞，非生き物)조 93/04/02，31 面，회사(会社，団体名 
詞，生き物)･타임캡슐(タイムカプセル，具体名詞，非生き物)조 94/01/13，9 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･유해(遺骸，具体名詞，非生き物)조 93/08/11，1 面， 
그늘(陰，具体名詞，非生き物)･정치인(政治家，人名詞，生き物)조 93/02/21，5 面，뒤안길(裏 
道，具体名詞，非生き物)･냉전체제(冷戦体制，抽象名詞，非生き物)조 94/04/13，5 面，황호소리 
(歓声，抽象名詞，非生き物)･전국(全国，具体名詞，非生き物)조 94/06/19，27 面] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非
生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体と
して生き物が現れるものである．その動詞のペアとしては，갈다‘kalta’(かえる)-갈리다
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‘kallita’(かえられる)がある．以下がその例である． 
177)(사람이) 연탄을 간다 95.((人が)練炭を取り替える．)연，p.34 
178)(･･･省略･･･)대사가 (사람에게) 갈린다 95.(大使が(人に)かえられる．)연，p.35 
 
177)は無標形を含む文であり，178)は有標形を含む文である．ところで，177)の動作の主
体は生き物，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名詞，具体名詞で
ある．178)の動作の主体は生き物，動作の客体は生き物である．それぞれに対応する名詞は
人名詞，人名詞である．練炭が人によって取り替えられるのような文は存在しないようであ
る．その他の動詞のペアとしては以下のものがある． 
 
(낚다‘nohta’(釣る)-낚이다‘nohita’(釣られる)) 
無標形:主体･客体[사람(人，人名詞，生き物)･고기(魚，魚，生き物)조 94/01/29，27 面，황씨(ファン 
氏，人名詞，生き物)･최고상(最高賞，抽象名詞，非生き物)조 93/03/23，9 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･고기(魚，魚，生き物)소 p.348，그(彼，人名詞，生き 
物)･그 사람(その人，人名詞，生き物)소 p.348] 
 
次の動詞のペアは無標形の文においてその動作の主体として生き物，動作の客体として非
生き物が現れるのに対し，有標形の文においてその動作の主体として生き物，動作の客体と
して非生き物が現れるものである．この動詞のペアは現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動
詞の派生が，Klaiman(1991)の見解に一致することを示す最も適当なものと言うことができる
だろう．というのは，無標形を含む文において，有生性の高い生き物から有生性の低い非生
き物へと動作が移行しているが，有標形を含む文において，その動作の移行が逆転し，その
状況を意味する標示が動詞の語幹につくからである．この動詞のペアには，꽂다‘kkocta’(さ
す)-꽂히다‘kkochita’(さされる)がある．以下はその例文である． 
 
179)햬완은 소파를 좀 앞으로 당겨서 코드를 꽂는다 95.(ヘワンはソファーを少し前に引っ張って，コード
をさす．)무，p.305 
180)민자당은 깃발을 꽂는다 95.(民自党は旗をさす．)조 93/07/23，3 面 
181)다른 벌들은 같은 장소에 침을 꽂는다 95.(他の蜂たちは同じ場所に針をさす．)조 94/05/25，6 面 
182)한 달 평균 5 백여권의 새 책이 서가에 꽂힌다.(一ヶ月平均 500 冊余りの新刊が書架に挿され
る)조 94/04/14，9 面 
 
179)～181)は無標形を含む文であり，182)は有標形を含む文である．179)～181)の動作の
主体は生き物であり，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞と具
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体名詞(例文 179))，団体名詞と具体名詞(例文 180))，虫と具体名詞(例文 181))である．一
方，182)の動作の主体は明示されていないが，生き物であり，動作の客体は非生き物である．
それぞれに対応する名詞は人名詞，具体名詞である．その他の例としては以下のものがある． 
(담그다‘tamkuta’(漬く)-담기다‘tamkita’(漬けられる))114 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･김치(キムチ，具体名詞，非生き物)조 94/11/18，35
面，그녀(彼女，人名詞，生き物)･온몸(体全体，人の所属物，非生き物)배 pp.155-156] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･김치(キムチ，具体名詞，非生き物)【作例】] 
(말다‘malta’(巻く)-말리다‘mallita’(巻かれる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･재료(材料，具体名詞，非生き物)조 93/06/09，19 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･종이 테이프(紙テープ，具体名詞，非生き物)연 p.663] 
(매다‘mayta’(結ぶ)-매이다‘mayita’(結ばれる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･넥타이(ネクタイ，具体名詞，非生き物)조 94/06/21， 
1 面] 
有標形:主体･客体[회사(会社，団体名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)코 p.332，主体の明示な 
し(会社，団体名詞，生き物)･배(船，具体名詞，非生き物)조 94/11/03，30 面] 
(볶다‘pokkta’(炒める)-볶이다‘pokkita’(炒められる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･채소(野菜，具体名詞，非生き物)조 93/10/13，19 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･깨(ごま，具体名詞，非生き物)연 p.878] 
(비틀다‘pithulta’(ねじる)-비틀리다‘pithullita’(ねじられる))115 
無標形:主体･客体[명훈(ミョンフン，人名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)연 p.944] 
有標形:主体･客体[이영근(イヨングン，人名詞，生き物)･팔(腕，人の所属物，非生き物)연 p.944] 
(쓰다‘ssuta’(書く)-쓰이다‘ssuita’(書かれる)) 
無標形:主体･客体[정치가(政治家，人名詞，生き物)･글(字，具体名詞，非生き物)조 93/12/08，5 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･제목(題目，具体名詞，非生き物)조 93/07/25，1 面] 
(얹다‘encta’(載せる)-얹히다‘enchita’(載せられる))116 
無標形:主体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･손(手，人の所属物，非生き物)무 p.158，혜완(ヘワン，人名 
詞，生き物)･커피 포트(コーヒーポット，具体名詞，非生き物)무 p.203，북측(北朝鮮側，団体名詞， 
生き物)･조건(条件，抽象名詞，非生き物)조 94/03/10，3 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･무지와 무관심(無知と無関心，抽象名詞，非生き物) 
조 93/08/31，5 面] 
(적다‘cekta’(書き込む)-적히다‘cekhita’(書かれる)) 
無標形:主体･客体[남경사(ナム警査，人名詞，生き物)･제목(題目，具体名詞，非生き物)사 p.100，主体の
明示なし(人名詞，生き物)･효과(効果，抽象名詞，非生き物)조 93/02/21，9 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･이름(名前，具体名詞，非生き物)연 p.1583] 
(조르다‘coluta’(締める)-졸리다‘collita’(締められる))117 
無標形:主体･客体[김씨(キム氏，人名詞，生き物)･박경장의 목(パクキョンジャンの首，人の所属物，非生 
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き物)조 94/06/28，31 面] 
有標形:主体･客体[범인(犯人，人名詞，生き物)･목(首，人の所属物，非生き物)연 p.1663] 
 
最後に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現
れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体として非生
き物が現れる動詞のペアを見ることにする．このような動詞のペアは떨다‘ttelta’(振り落
とす)-떨리다‘ttellita’(振り落とされる)しかない．その考察結果は以下のようになる． 
 
(떨다‘ttelta’(振り落とす)-떨리다‘ttellita’(振り落とされる)) 
無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･담배(タバコ，具体名詞，非生き物)무 p.269] 
有標形:主体･客体[바람(風，具体名詞，非生き物)･나뭇잎(木の葉，具体名詞，非生き物)연 p.592] 
 
以上，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形に派生する動詞のペアを考察した．⑨類
の動詞のペアを考察した結果を表に示すと，次のようになる．これらの動詞のペアを考察し
た結果，Klaiman(1991)の見解と一致することがわかった．無標形を含む文では，動作の主体
が生き物であれ，非生き物であれ，あるいは動作の客体が生き物であれ，非生き物であれ，
動作の主体から動作の客体に動作が移行している．逆に有標形を含む文は動作の主体と動作
の客体が生き物同士あるいは非生き物同士の場合に成立し，動作の主体である非生き物から
動作の客体である生き物に動作が移行する時は，動作の客体が主語の位置に現れる有標形を
含む文が選択される場合が多い．ただし，そのような状況であっても，有標文が成立する一
連の動詞のペアがある．このような振る舞いをなぜ示すのかは今後の課題である． 
 
⑨類 数  
主体 客体  
人名詞，生き物 14 
団体名詞，生き物 5 
動物･植物，生き物 5 
所属物，非生き物 19 
具体名詞，非生き物 38 
 
 
 
人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 20 
人名詞，生き物 7 
団体名詞，生き物 3 
具体名詞，非生き物 9 
 
 
 
 
 
 
無 
標 
形 
 
 
 
団体名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 12 
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動物･植物，生き物 具体名詞，非生き物 1 
団体名詞，生き物 4 
所属物，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 10 
 
 
具体名詞，非生き物 
 具体名詞，非生き物 4 
人名詞，生き物 4 
団体名詞，生き物 2 
所属物，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 2 
 
 
抽象名詞，非生き物 
 
抽象名詞，非生き物 6 
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主体 客体  
人名詞，生き物 17 
団体名詞，生き物 2 
動物･植物，生き物 1 
所属物，非生き物 5 
具体名詞，非生き物 18 
 
 
 
人名詞，生き物 
 
 抽象名詞，非生き物 10 
人名詞，生き物 1 
団体名詞，生き物 3 
所属物，非生き物 1 
 
 
団体名詞，生き物 
 具体名詞，非生き物 3 
 抽象名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 1 動物･植物，生き物 
 所属物，非生き物 1 
人名詞，生き物 6 
団体名詞，生き物 1 
具体名詞，非生き物 10 
 
 
具体名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 5 
人名詞，生き物 6 
団体名詞，生き物 7 
所属物，非生き物 3 
具体名詞，非生き物 3 
 
 
 
 
 
 
 
有 
標 
形 
 
 
抽象名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 3 
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主体 その他 客体  
具体名詞，非生き物 1 人名詞，生き物 人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 団体名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
主体  
人名詞，生き物 1 
団体名詞，生き物 1 
具体名詞，非生き物 1 
抽象名詞，非生き物 1 
合計   117 
表 23．⑨類動詞のペアを考察した結果 
 
次にヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞に派生する動詞のペアを考察することにす
る．この動詞群はヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から派生する動詞群の中で 2 番目に数が多
い． 
 
６.３.３．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞に派生する動詞群(⑦類)について 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞に派生する動詞群(⑦類)を考察する
ことにする．ヴォイス接尾辞を 1 項減らすという点で先に考察した⑨類に似ているが，主体
が明示されないという点で異なる．この動詞群に属する 24 個の動詞のペアを動作の主体と動
作の客体が生き物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 
主体 生き物，非生き物 가르다, 모으다, 바꾸다, 찌르 
다, 흔들다(5 個) 
主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 
主体 非生き物 막다, 풀다(2 個) 
主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 
主体 生き物，非生き物 걸다, 맺다, 아우르다(3 個) 
主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 
主体 非生き物 거스르다, 달다, 싣다, 트다(4 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 가두다, 팔다(2 個) 
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客体 生き物，非生き物 
主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 
主体 非生き物 꺾다(1 個) 
主体 生き物 
客体 非生き物 
主体 生き物，非生き物 매달다, 섞다, 아우르다, 잠그다 
(4 個) 
主体 生き物 
客体 非生き物 
主体 非生き物 닫다, 듣다, 뜨다(開)(3 個) 
計  24 個 
表 24．⑦類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
まず，無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生
き物，非生き物，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物が現れる一連
の動詞のペアから見ることにする．この動詞のペアには，가르다‘kaluta’(分ける)-갈리다
‘kallita’(分かれる)がある．以下はその動詞の例文である． 
 
183)(어떤 사람이) 다른 사람들을 보수와 진보로 가른다 95.((ある人が)他の人たちを保守と革新に分け
る．)조 94/07/16，3 面 
184)지폐가 충분히 물을 먹으면 칼로 네 귀퉁이를 양쪽으로 가른다.(紙幣が十分に水を含めば，刀で四つ
の隅を両側に断つ．)조 94/05/15，26 面 
185)(･･･省略･･･)두 강자가 코리아네트에서 승부를 가른다.(2 人の強者がコリアネットで勝負を分け
る．)조 94/06/28，35 面 
186)2t 을 싣고도 최고속도는 70 노트(시속 약 1 백 30km)로 바다를 가른다.(2tを載せてもなお最高速度は
70 ノット(時速約 130 キロ)で海をかきわける．)조 93/01/07，14 面 
187)변수가 승패를 가른다 95.(変数が勝敗を分ける．)조 94/11/12，7 面 
188)주범과 종범이 갈린다.(主犯と従犯が分かれる．)조 94/02/03，2 面 
189)이들을 보는 당내 민주계의 시각도 갈린다.(彼 ら を 見 る 党内民主系 の 視覚 も 分 か れ
る．)조 94/11/14，4 面 
 
183)～187)は無標形を含む文であり，188)～189)は有標形を含む文である．183)～185)は
主体が生き物であり，客体が生き物と非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名詞と
人名詞(例文183))，人名詞と人の所属物(例文184))，人名詞と抽象名詞(例文185))である(例
文 184)では，動作の主体を特定することができ，その主体を生き物と見做して考察した)．
また，186)～187)の動作の主体は非生き物，動作の客体も非生き物である．それぞれに対応
する名詞は抽象名詞と具体名詞(例文 186))，抽象名詞と抽象名詞(例文 187))である．例文
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186)のように有生性が低い非生き物から有生性が高い非生き物へ動作が移行しているのは，
有生性の高さと低さを問わず，速度が海に分ける動作を遂行する時，その潜在性を発揮でき
るからであると思われる．一方，有標形を含む文である 188)と 189)における動作の主体は生
き物，非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞，抽象名詞である．その他の動詞
のペアは以下に提示することにする． 
 
(모으다‘mouta’(集まる)-모이다‘moita’(集める)) 
無標形:主体･客体[직원(職員，人名詞，生き物)･용기(容器，具体名詞，非生き物)조 93/08/23，27 面， 
主体の明示なし(人名詞，生き物)･관심(関心，抽象名詞，非生き物)조 93/01/10，2 面，민주당 
(民主党，団体名詞，生き物)･힘(力，抽象名詞，非生き物)조 93/04/18，3 面，연극(演劇，具体 
名詞，非生き物)･관객(観客，人名詞，生き物)조 93/07/23，15 面，합의(合意，抽象名詞，非生き 
物)･관심(関心，抽象名詞，非生き物)조 93/01/09，12 面] 
有標形:主体[가족(家族，団体名詞，生き物)조 93/02/11，16 面，노인용 상품(老人用商品，具体名詞，非 
生き物)조 93/07/09，19 面，관심(関心，抽象名詞，非生き物)조 94/04/04，23 面] 
(바꾸다‘pakkwuta’(かえる)-바뀌다‘pakkwita’(かわる)) 
無標形:主体･客体[김 대통령(キム大統領，人名詞，生き物)･안기부장(公安部長，人名詞，生き物)조 94/ 
12/10，2 面，젊은이(若者，人名詞，生き物)･헤어스타일(ヘアースタイル，具体名詞，非生き物) 
조 94/10/21，5 面，클린턴(クリントン，人名詞，生き物)･계획(計画，抽象名詞，非生き物)조 93 
/02/19，5 面，그룹(グループ，団体名詞，生き物)･이름(名前，具体名詞，非生き物)조 93/01/05， 
10 面，북한(北朝鮮，団体名詞，生き物)･태도(態度，抽象名詞，非生き物)조 94/03/27，5 面， 
세균(細菌，細菌，生き物)･모습(姿，具体名詞，非生き物)조 94/10/02，17 面，쓰레기줄이기(ゴミ 
減らし，具体名詞，非生き物)･생활습관(生活習慣，抽象名詞，非生き物)조 93/03/29，19 面， 
일련의 과정(一連の過程，抽象名詞，非生き物)･의식(意識，抽象名詞，非生き物)조 93/08/25， 
4 面] 
有標形:主体[사람(人，人名詞，生き物)조 93/02/13，3 面，신문사(新聞社，団体名詞，生き物)조 93/05 
/22，5 面，모자(帽子，具体名詞，非生き物)조 93/07/28，6 面，역사(歴史，抽象名詞，非生き 
物)조 94/02/26，3 面] 
(찌르다‘cciluta’(刺す)-찔리다‘ccillita’(刺さる))118 
無標形:主体･客体[강씨(カン氏，人名詞，生き物)･얼굴(顔，人の所属物，非生き物)조 94/02/06，19 面， 
김일성(金日成，人名詞，生き物)･의표(意表，抽象名詞，非生き物)조 94/04/21，5 面，벌(蜂， 
虫，生き物)･온몸(体全体，人の所属物，非生き物)조 94/12/27，5 面，총구(銃口，具体名詞，非生 
き物)･왼쪽눈(左目，人の所属物，非生き物)조 94/11/18，19 面，말(言葉，抽象名詞，非生き 
物)･하늘(空，具体名詞，非生き物)조 93/04/24，5 面，냄새(におい，抽象名詞，非生き物)･코 
(鼻，人の所属物，非生き物)조 93/02/04，28 面，개혁안(改革案，抽象名詞，非生き物)･허(虚， 
抽象名詞，非生き物)조 94/03/17，5 面] 
有標形:主体[객실승무원(客室乗務員，人名詞，生き物)조 93/04/22，6 面，눈(目，人の所属物，非生き 
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物)조 94/11/18，19 面] 
(흔들다‘huntulta’(揺らす)-흔들리다‘huntullita’(揺れる)) 
無標形:主体･客体[의원(議員，人名詞，生き物)･총리(総理，人名詞，生き物)조 93/12/19，4 面，관광객 
(観光客，人名詞，生き物)･손(手，人の所属物，非生き物)조 93/05/31，2 面，主体の明示なし(人 
名詞，生き物)･나뭇가지(木の枝，具体名詞，非生き物)조 93/07/28，31 面，민주당(民主党，団体 
名詞，生き物)･민자당 내부(民自党内部，団体名詞，生き物)조 93/10/26，5 面，비행기(飛行機 
，具体名詞，非生き物)･날개(翼，具体名詞，非生き物)조 93/11/03，31 面，정치 포기선언(政治放 
棄宣言，抽象名詞，非生き物)･마음(心，抽象名詞，非生き物)조 93/02/11，3 面] 
有標形:主体[사람(人，人名詞，生き物)조 93/10/28，6 面，섬유산업(繊維産業，団体名詞，生き物)조 94 
/06/22，15 面，몸(体，人の所属物，非生き物)조 94/11/18，19 面，새마을호(セマウル号，具体 
名詞，非生き物)조 93/04/01，1 面，경쟁력(競争力，抽象名詞，非生き物)조 93/10/14，1 面] 
 
以上の結果を見ても，無標形を含む文では，動作の主体である生き物から動作の客体であ
る非生き物に動作が移行することが多く，動作の主体である非生き物から動作の客体である
生き物に動作が移行することがほとんどない．また，演劇や映画等が動作の主体である時は，
実際にその動作を行っているのは，演劇や映画ではなくて，その後に隠れている複数の人た
ちであるので，それに対応する名詞は具体名詞と見做すのではなく，人名詞や団体名詞とす
るのが適当である． 
次の動詞のペアは，無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の
客体として生き物，非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として
非生き物が現れるものである．その動詞のペアとしては，막다‘makta’(ふさぐ)-막히다
‘makhita’(ふさがる)がある．以下はその動詞のペアの例文である． 
 
190)혜완은 토할 것만 같아 급히 한 손으로 입을 막는다 95.(ヘワンは吐きそうで，急に片手で口をふさ
ぐ．)무，p.144 
191)(사람이) 결손부위를 막는다 95.((人が)欠損部位をふさぐ．)조 94/02/07，23 面 
192)(사람이) 오염을 막는다 95.((人が)汚染をふせぐ．)조 94/02/28，29 面 
193)병원에서는 환부의 균을 채취, 균배양검사를 하기 때문에 이런 오진을 막는다.(病院では患部の菌を
採取，菌培養検査をするので，このような誤診をふせぐ．)조 93/09/13，23 面 
194)25 층짜리 고층 아파트가 그대로 주저앉았고 부근은 새끼줄을 쳐서 주민들의 출입을 
막는다 95.((25 階建の高層アパートがそのまま崩れ，付近は縄ひもをはり，住民たちの出入りをふさ
ぐ．)조 93/10/20，6 面 
195)로션 그림이 살비듬이나 가려움증을 막는다 95.(ローションクリームが皮膚のあれやかゆみをふせ
ぐ．)조 93/11/01，23 面 
196)그러나 이 즈음에는 데모가 없는데도 하루종일 아무데서나 길이 막힌다.(しかし，この頃はデモがな
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いにも関わらず，一日中どこでも道が混む．)조 94/01/18，1 面 
197)경치가 앞 사람에게 막힌다 95.((光景が)前の人に遮られる)소，p.648 
 
190)～195)は無標形を含む文であり，196)～197)は有標形を含む文である．190)～193)は
動作の主体が生き物であり，動作の客体が非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名
詞と人の所属物(例文 190))，人名詞と具体名詞(例文 191))，人名詞と抽象名詞(例文 192))，
団体名詞と抽象名詞(例文 193))である．194)～195)は動作の主体が非生き物であり，動作の
客体も非生き物である．それぞれに対応する名詞は具体名詞と具体名詞(例文 194))，具体名
詞と抽象名詞(例文 195))である．一方，196)の動作の主体は非生き物であり，それに対応す
る名詞は具体名詞である．また，197)のように막히다‘makhita’(ふさがる)は動作の主体と
動作の客体が現れて，受動を意味する場合もある．この点を踏まえると，막히다‘makhita’
には自動の意味だけでなく，受動の意味も認めるのが適当であるだろう．以上の結果から，
無標形を含む文において，動作の客体が動作の主体よりも有生性が高いものがこないという
Klaiman(1991)の見解に一致することがわかる．その他の動詞のペアとしては以下のものがあ
る． 
 
(풀다‘phwulta’(解く)-풀리다‘phwullita’(解ける)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)사 p.257，전원(全員，人 
名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)조 93/03/08，9 面，主体の明示なし(人名詞，生き 
物)･여장(旅装，具体名詞，非生き物)조 94/09/25，9 面，김원장(キム院長，人名詞，生き物)･제한 
(制限，抽象名詞，非生き物)조 93/04/06，21 面，각국(各国，団体名詞，生き物)･경제제재(経済制 
裁，抽象名詞，非生き物)조 94/01/31，4 面，결과(結果，抽象名詞，非生き物)･의혹(疑惑，抽象名 
詞，非生き物)조 93/07/10，3 面] 
有標形:主体[얼굴(顔，人の所属物，非生き物)사 p.86，자물쇠(錠，具体名詞，非生き物)조 93/03/09，19 
面，의문(疑問，抽象名詞，非生き物)조 93/07/09，5 面] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客
体として非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非
生き物が現れるものである．その動詞のペアとしては，걸다‘kelta’(かける)-걸리다
‘kellita’(かかる)がある．以下はその動詞のペアの例文である． 
 
198)사람들이 지나다니는 길쪽 유리창을 골라 큼직한 리스나 크리스마스 트리에 다는 각종 장식품을 
건다.(人々が往来する道側の窓ガラスを選び，大振のリースやクリスマスツリーにかける各種装飾品をかけ
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る．)조 94/12/04，35 面 
199)그가 승부를 건다 95.(彼が勝負をかける．)조 93/08/06，21 面 
200)여기에 한국은행이 시행날짜를 다음날인 27 일로 해야 한다고 제동을 건다 95.(ここに韓国銀行が
施行日時を次の日である 27 日にしなければならないとブレーキをかける．)조 93/01/26，2 面 
201)컴퓨터가 생활혁명의 시동을 건다.(コンピューターが生活革命のエンジンをかける．)조 94/09/27，33
面 
202)그는 신경쓰는 일이 있을 때면 곧잘 감기에 걸린다 95.(彼は気をつかうことがある時かならず風邪を
ひく．)조 93/03/31，2 面 
203)야당은 바로 이 덫에 걸린다 95.(野党はまさにこのわなにかかる．)조 93/08/06，21 面 
204)깃발이 걸린다.(旗がかかる．)조 93/02/14，11 面 
205)한참 시간이 걸린다.(たいそう時間がかかる．)조 93/01/07，6 面 
206)초상화가 그 사람에게 걸린다 95.(肖像画がその人にかけられる．)소，p.92 
 
198)～201)は無標形を含む文であり，202)～206)は有標形を含む文である．198)～200)の
動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は，人
名詞と具体名詞(例文 198))，人名詞と抽象名詞(例文 199))，団体名詞と具体名詞(例文 200))
である．201)の動作の主体は非生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対
応する名詞は具体名詞と具体名詞である．202)～203)の動作の主体は生き物であり，それに
対応する名詞は人名詞，団体名詞であり，204)～205)の動作の主体は非生き物であり，それ
に対応する名詞は具体名詞，抽象名詞である．ただし，206)のように動作の主体が特定でき，
かつそれが生き物(それに対応する名詞は人名詞)であり，動作の客体が非生き物(それに対応
する名詞は具体名詞)である時，걸리다‘kellita’(かかる)は受動の意味になる．この点を
踏まえると，걸리다‘kellita’には自動の意味だけでなく受動の意味も認めるのが適当であ
るだろう．その他の動詞のペアとしては以下のものがある． 
 
(맺다‘maycta’(結ぶ)-맺히다‘maychita’(結ばれる)) 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･결실(結実，具体名詞，非生き物)조 93/06/25，17 面，그(彼 
，人名詞，生き物)･인연(因縁，抽象名詞，非生き物)조 93/02/23，2 面，업체(企業体，団体名詞 
，生き物)･묵계(黙契，抽象名詞，非生き物)조 93/01/13，1 面，미국자리공(アメリカヤマゴボ 
ウ，植物，生き物)･자색열매(赤土色の実，具体名詞，非生き物)조 93/10/06，25 面，작품(作品， 
具体名詞，非生き物)･끝(終わり，抽象名詞，非生き物)조 94/03/11，19 面] 
有標形:主体[한송이(花一房，植物，生き物)조 94/01/04，9面，땀(汗，具体名詞，非生き物)조 93/03/28， 
19 面，말(言葉，抽象名詞，非生き物)조 93/12/20，17 面] 
(아우르다‘awuluta’(合わせる)-아울리다‘awullita’(合う)) 
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無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･주장(主張，抽象名詞，非生き物)연 p.1213，책(本，具体名詞 
，非生き物)･현장과 문헌(現場と文献，具体名詞，非生き物)조 94/06/04，15 面] 
有標形:主体[사람(人，人名詞，生き物)소 p.1201，모자(帽子，具体名詞，非生き物)소 p.1201] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客
体として非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として非生き物が
現れるものである．その動詞のペアとしては，거스르다‘kesuluta’(さからう)-거슬리다
‘kesullita’(ひっかかる)がある．以下がその例文である． 
 
207)이사윤감사원장은(･･･省略･･･)법리를 거스른다 95.(イサユン監視院長は(･･･省略･･･)法理にさから
う．)조 93/01/07，6 面 
208)행정규제가 추세를 거스른다 95.(行政規制が勢いにさからう．)조 94/12/15，2 面 
209)잔혹한 장면들이 우리 정서에 거슬린다 95.(残酷 な シ ー ン が 我々 の 情緒 に ひ っ か か
る)조 93/09/02，18 面 
 
207)～208)は無標形を含む文であり，209)は有標形を含む文である．207)～208)の動作の
主体は生き物，非生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は
人名詞と抽象名詞(例文 207))，抽象名詞と抽象名詞(例文 208))である．209)の動作の主体は
非生き物で，それに対応する名詞は抽象名詞である．他の動詞のペアとしては以下のものが
ある． 
 
(달다‘talta’(かける)-달리다‘tallita’(かかる)) 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･금배지(金バッジ，具体名詞，非生き物)조 93/01/19，2 面， 
외교관(外交官，人名詞，生き物)･주석(注釈，抽象名詞，非生き物)조 93/12/09，5 面，정부(政府 
，団体名詞，生き物)･부제(サブタイトル，具体名詞，非生き物)조 93/03/16，10 面，지하철(地下 
鉄，具体名詞，非生き物)･차바퀴(車輪，具体名詞，非生き物)조 94/02/25，1 面，정책(政策，抽象 
名詞，非生き物)･날개(翼，具体名詞，非生き物)조 94/01/01，34 面] 
有標形:主体[제목(タイトル，具体名詞，非生き物)조 93/06/14，12 面，조건(条件，抽象名詞，非生き 
物)조 93/04/05，2 面] 
(싣다‘sitta’(載せる)-실리다‘sillita’(載る))119 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)조 93/02/17，17 面，부장 
(部長，人名詞，生き物)･기사(記事，具体名詞，非生き物)조 93/12/01，23 面，의원(議員，人名詞 
，生き物)･무게(重さ，抽象名詞，非生き物)조 93/07/30，4 面，조선일보(朝鮮日報，団体名詞，生 
き物)･글(文，具体名詞，非生き物)조 94/03/05，38 面，구조대(救助隊，団体名詞，生き物)･시신 
(死体，具体名詞，非生き物)조 94/10/22，2 面，시집(詩集，具体名詞，非生き物)･사진(写真，具 
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体名詞，非生き物)조 93/10/19，15 面，전망(展望，抽象名詞，非生き物)･무게(重さ，抽象名詞， 
非生き物)조 94/01/19，4 面] 
有標形:主体[슈퍼컴퓨터(スーパーコンピューター，具体名詞，非生き物)조 94/04/18，9 面，화제(話題，抽 
象名詞，非生き物)조 94/01/01，41 面] 
(트다‘thuta’(通す)-트이다‘thuita’(通る)) 
無標形:主体･客体[대리(代理，人名詞，生き物)･거래(取引，抽象名詞，非生き物)조 93/10/04，9 面，회사 
(会社，団体名詞，生き物)･길(道，具体名詞，非生き物)조 93/02/20，12 面] 
有標形:主体[가슴(胸，人の所属物，非生き物)조 93/01/08，15 面，길(道，具体名詞，非生き物)조 93/07/ 
21，3 面，거래(取引，抽象名詞，非生き物)한 p.324] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生
き物，非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生
き物が現れるものである．その動詞のペアとしては，가두다‘katwuta’(閉じ込める)-갇히다
‘kathita’(閉じ込められる)がある．以下はその例文である． 
210)김씨등은 L 모씨를 가둔다 95.(キム氏等は L某氏を閉じ込める．)조 94/07/30，29 面 
211)김일성 추종세력이 김정일을 가둔다 95.(金日成の追従勢力が金正日を閉じ込める．)조 94/08/06，6 面 
212)북한이 물을 가둔다 95.(北朝鮮が水をためる．)조 93/06/17，5 面 
213)선생님은 철창에 갇힌다 95.(先生は刑務所に閉じ込められる．)조 93/07/02，17 面 
214)차량 수십대가 눈 속에 갇힌다 95.(車両数十台が雪の中に閉じ込められる．)조 93/03/25，7 面 
215)우리의 8 월 광복은 아직도 기념식장에 갇힌다 95.(我々の 8 月光復はまだ記念式場に閉じ込められ
る．)조 94/08/26，2 面 
 
210)～212)は無標形を含む文であり，213)～215)は有標形を含む文である．210)～212)の
動作の主体はいずれも生き物であり，動作の客体は生き物と非生き物である．それぞれに対
応する名詞は人名詞と人名詞(例文 210))，団体名詞と人名詞(例文 211))，団体名詞と具体名
詞(例文 212))である．一方，213)～215)の動作の主体は生き物と非生き物であり，それぞれ
に対応する名詞は，人名詞(例文 213))，具体名詞(例文 214))，抽象名詞(例文 215))である．
その他の動詞のペアとしては以下のものがある． 
 
(팔다‘phalta’(売る)-팔리다‘pallita’(売れる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･백성(民，人名詞，生き物)조 93/05/17，4 面，매춘 
부(売春婦，人名詞，生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)조 94/09/06，6 面，그의 아내(彼の 
妻，人名詞，生き物)･집(家，具体名詞，非生き物)조 93/03/24，5 面，동독(東ドイツ，団体名詞， 
生き物)･무기(武器，具体名詞，非生き物)조 93/06/15，6 面] 
有標形:主体[남자, 여자(男，女，人名詞，生き物)조 93/08/29，1面，물건(物，具体名詞，非生き物)조 94 
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/05/05，2 面] 
 
次に，無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生
き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として非生き物が現れる動詞の
ペアを見ることにする．この動詞のペアは꺾다‘kkekkta’(折る)-꺾이다‘kkekkita’(折れ
る)しかない．その考察結果を示すと以下のようになる． 
 
(꺾다‘kkekkta’(折る)-꺾이다‘kkekkita’(折れる)) 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･자민당후보(自民党候補，人名詞，生き物)조 94/04/27，2 面 
，권씨(クォン氏，人名詞，生き物)･뜻(意志，抽象名詞，非生き物)조 93/05/13，31 面，한국(韓国 
，団体名詞，生き物)･일본(日本，団体名詞，生き物)조 94/01/17，30 面，미국(アメリカ，団体名詞 
，生き物)･회담전략(会談戦略，抽象名詞，非生き物)조 93/06/19，4 面，할미꽃(オキナグサ，植物 
，生き物)･고집(固執，抽象名詞，非生き物)조 93/06/13，5 面] 
有標形:主体[그의 투지(彼の闘志，抽象名詞，非生き物)조 93/07/16，4 面] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非
生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体が生き物，非生き物が現れる
ものである．その動詞のペアとしては，매달다‘maytalta’(ぶらさげる)-매달리다
‘maytallita’(ぶらさがる)がある．その動詞のペアの例は以下に示す通りである． 
 
216)사장은 가슴에 리본을 매단다 95.(社長は胸にリボンをぶらさげる．)조 93/04/23，11 面 
217)혜완은 다시 한 번 그에게 매달린다 95.(ヘワンはもう一度彼にすがる．)무，p.129 
218)그후 수사팀은 한달 가까이 고된 수표추적 사업에 매달린다 95.(その後，捜査チームは1ヶ月近くつら
い小切手追跡作業にかかりにきりになる．)조 93/05/20，5 面 
219)사진이 매달린다 95.(写真がぶらさがる．)조 94/03/17，2 面 
220)변혁이 거기 매달린다 95.(変革がそこにぶらさがる．)우，p.67 
 
216)は無標形を含む文であり，217)～220)は有標形を含む文である．216)の動作の主体は
生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞，具体名詞である．
217)～220)の動作の主体は生き物，非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞(例文
217))，団体名詞(例文 218))，具体名詞(例文 219))，抽象名詞(例文 220))である．その他の
動詞のペアには以下のものがある． 
 
(섞다‘sekkta’(混ぜる)-섞이다‘sekkita’(混ざる)) 
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無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･마요네즈(マヨネーズ，具体名詞，非生き物)조 94/07/27， 
18 面，主体の明示なし(人名詞，生き物)･밝은 전망(明るい展望，抽象名詞，非生き物)조 94/01/19， 
4 面] 
有標形:主体[오총장(オ総長，人名詞，生き物)조 93/02/27，23 面，연기(煙，具体名詞，非生き物)조 93/ 
05/12，19 面，기대(期待，抽象名詞，非生き物)조 93/02/06，11 面] 
(아우르다‘awuluta’(合わせる)-아울리다‘awullita’(合う)) 
無標形:主体･客体[동창(同窓，人名詞，生き物)･술자리(酒席，具体名詞，非生き物)연 p.1268，그들(彼 
ら，人名詞，生き物)･힘(力，抽象名詞，非生き物)연 p.1268] 
有標形:主体[그(彼，人名詞，生き物)조93/07/19，2面，부츠(ブーツ，具体名詞，非生き物)조94/11/25，35面] 
(잠그다‘camkuta’(つける)-잠기다‘camkita’(浸す)) 
無標形:主体[소녀(少女，人名詞，生き物)･손(手，人の所属物，非生き物)소 p.1491，主体の明示なし(人名 
詞，生き物)･빈 병(空き瓶，具体名詞，非生き物)연 p.1546] 
有標形:主体[그(彼，人名詞，生き物)조 94/10/23，6 面，서울(ソウル，団体名詞，生き物)조 93/09/01，4 
面，차량 11 대(車両 11 台，具体名詞，非生き物)조 94/05/11，30 面] 
 
最後に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現
れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として非生き物が現れる一連の動詞のペ
アを考察する．その動詞のペアには，닫다‘tatta’(閉める)-닫히다‘tathita’(閉まる)
がある．以下はその動詞のペアの例である． 
 
221)정씨는 입을 닫는다.(チョン氏は口を閉じる．)조 93/01/22，18 面 
222)정씨는 문을 닫는다 95.(チョン氏はドアを閉める．)조 93/09/25，31 面 
223)낮 12 시면 가게는 문을 닫는다.(昼 12 時になれば，店は閉店する．)조 93/05/31，14 面 
224)독일의 일반 상점은 오후 6 시면 모두 문이 닫힌다.(ドイツの一般商店は午後 6時になれば，全てドア
が閉まる．)조 93/10/30，1 面 
225)문이 바람에 닫힌다 95.(ドアが風で閉まる．)소，p.455 
 
221)～223)は無標形を含む文であり，224)～225)は有標形を含む文である．221)～223)の
動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名
詞と人の所属物(例文 221))，人名詞と具体名詞(例文 222))，団体名詞と具体名詞(例文 223))
である．224)の動作の主体は非生き物で，それに対応する名詞は具体名詞である．また，225)
のように動作の主体が風のような自然現象であれば，動作の客体が閉められるという意味を
表す受動文としても成立する．この点を踏まえれば，닫히다‘tathita’には自動の意味だけ
でなく，受動の意味も認めるのが適当かと思われる．その他の動詞のペアは以下のようにな
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る． 
 
(듣다‘tutta’(聞く)-들리다‘tullita’(聞こえる)) 
無標形:主体[사람(人，人名詞，生き物)･말(言葉，抽象名詞，非生き物)조 93/01/20，5 面，국회(国会， 
団体名詞，生き物)･국정연설(国政演説，抽象名詞，非生き物)조 93/09/21，2 面，개(犬，動物，生 
き物)･소리(音，抽象名詞，非生き物)조 94/01/01，13 面] 
有標形:主体[의견(意見，抽象名詞，非生き物)조 93/03/17，11 面] 
(뜨다‘ttuta’(開ける)-뜨이다‘ttuita’(開く)) 
無標形:主体[그(彼，人名詞，生き物)･눈(目，人の所属物，非生き物)조 93/05/31，13 面，유럽(ヨーロッパ， 
団体名詞，生き物)･눈(目，人の所属物，非生き物)조 94/06/27，7 面，뻐꾸기새끼(カッコウの子供， 
動物，生き物)･눈(目，人の所属物，非生き物)조 93/05/28，5 面] 
有標形:主体[눈(目，人の所属物，非生き物)소 p.606] 
 
以上の結果から，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞に派生する動詞のペアのうち，
他動詞から自動詞，受身形に派生する動詞のペア，つまり本論文で設定した⑬類の動詞群に
属する動詞のペアもあった．⑦類の動詞のペアを考察した結果を表に示すと，次のようにな
る．また，無標形を含む文では，その動作の主体が動作の客体に動作を遂行する時，
Klaiman(1991)の見解に従い，有生性の高い生き物から有生性の低い生き物への動作の移行が
見て取れた．逆に，有標形を含む文では，その動作が主体の領域内にとどまり，他のものへ
の動作の移行が見て取ることができなかった．これは以下の表からもわかることである． 
 
⑦類 数  
主体 客体  
人名詞，生き物 7 
所属物，非生き物 10 
具体名詞，非生き物 15 
 
 
人名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 17 
人名詞，生き物 1 
団体名詞，生き物 2 
所属物，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 9 
 
 
団体名詞，生き物 
 
 抽象名詞，非生き物 7 
所属物，非生き物 2 
具体名詞，非生き物 2 
 
 
 
 
 
 
無 
標 
形 
 
 
 
 
動物･植物，生き物 
 抽象名詞，非生き物 2 
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人名詞，生き物 1 
所属物，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 6 
 
 
具体名詞，非生き物 
 抽象名詞，非生き物 3 
所属物，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 3 
 
 
 
 
抽象名詞，非生き物 
 抽象名詞，非生き物 8 
合計   98 
主体  
人名詞，生き物 11 
団体名詞，生き物 8 
動物･植物，生き物 1 
所属物，非生き物 5 
具体名詞，非生き物 17 
抽象名詞，非生き物 15 
主体 客体  
人名詞，生き物 具体名詞，非生き物 2 
人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
 
 
 
 
 
 
 
有 
標 
形 
抽象名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
合計  61 
表 25．⑦類の動詞のペアを考察した結果 
 
次にヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から派生する動詞群の中で 3 番目に数が多い⑫類につ
いて考察することにする． 
 
６.３.４．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形，使役形に派生する動詞群(⑫類)につ
いて 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形，使役形に派生する動詞群(⑫類)を
考察することにする．まず，この動詞群に属する 20 個の動詞のペアを動作の主体と動作の客
体が生き物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる．以下の表は，有
標形の意味が受動を表す場合と有標形の意味が使役を表す場合どちらも考慮して作成したも
のである(ただし，有標形の意味が使役を表す場合は，動作そのものを行う被使役者を考慮に
入れず，動作を扇動する使役者とその動作の対象を動作の主体と動作の客体という名称に置
き換え，それぞれが生き物か非生き物かという観点から以下の表を作成している)． 
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無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
안다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物 
심다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
뜯다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
업다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
찍다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 生き物 
밟다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
읽다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
뚫다, 핥다(2 個) 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 生き物，非生き物 
감다(巻)(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
닦다, 물다(2 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
갈다(耕), 갈다(磨), 깎다, 바르 
다, 씹다, 접다, 파다(7 個) 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
들다(持)(1 個) 
計  20 個 
表 26．⑫類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
まず，無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として
生き物，非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，
非生き物，動作の客体として非生き物が現れる動詞のペアから見ることにする．この動詞
のペアとしては，안다‘anta’(抱く)-안기다‘ankita’(抱かれる，抱かせる)しかない．
以下はその動詞のペアの例文である． 
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226)대발 – (지은을 콱 안는다)(テバル-(チウンをがっと抱く))사랑 2，p.141 
227)오스트랄로피테쿠스(최초의 인류)는 직립보행을 하면서 아기를 왼손으로 안는다 95.(アウストラロ
ピテクス(最初の人類)は直立歩行をしながら，子供を左手に抱く．)조 94/11/26，14 面 
228)(사람이) 사진을 가슴에 안는다 95.((人が)写真を胸にかかえる．)조 93/05/19，23 面 
229)권씨는 대회상품으로 미국 그랜드케니언 MTB 코스 답사의 영광을 동시에 안는다 95.(クォン氏は
大会商品としてアメリカグランドキャニオン MTB コース実地調査の栄光を同時に抱く)조 93/04/19，23面 
230)한국과 미국 두나라는 투자개선이라는 중차대한 과제를 안는다 95.(韓国とアメリカ両国は投資改善
という非常に重要な課題をかかえる．)조 93/01/22，3 面 
231)삼성의 신규진입이 과잉투자를 초래한다는 논리는 두가지 오류를 안는다 95.(サムソンの新規進入
が過剰投資を招来するという論理は 2つの誤りをかかえる．)조 93/11/26，11 面 
232)한국에서 막 도착한 두 아기가 두 노르웨이인 부부의 품에 안긴다 95.(韓国に到着したばかりの2人
の赤ん坊が 2人のノルウェー人夫婦の胸に抱かれる．)조 94/05/31，31 面 
233)박전의장은 민자당에 패배를 안긴다 95.( パ ク チ ョ ン 議長 は 民自党 に 敗北 を 負 わ せ
る．)조 93/12/31，4 面 
234)다른 점포들이 손님에게 일회용 선물까지 안긴다 95.(他の店舗がお客に使い捨て用品のプレゼント
までだかせる．)조 94/01/24，13 面 
235)이번 사건은 소액투자자들에게 엄청난 피해를 안긴다 95.(今回の事件は小額投資者に莫大な被害を
負わせる．)조 94/08/06，7 面 
226)～231)は無標形を含む文であり，232)～235)は有標形を含む文である．226)～230)
の動作の主体は生き物であり，動作の客体は生き物，非生き物である．それぞれに対応す
る名詞は人名詞と人名詞(例文 226)と例文 227))，人名詞と具体名詞(例文 228))，人名詞と
抽象名詞(例文 229))，団体名詞と抽象名詞である(例文 230))．231)の動作の主体は非生き
物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は抽象名詞と抽象名詞
である．232)は受動を意味する文であり，動作の主体は生き物，動作の客体は生き物であ
り，それぞれに対応する名詞は人名詞と人名詞である．233)～235)は使役を意味する文で
あり，項が 3 つ現れている．それぞれの例文において使役者と被使役者そして動作の客体
として生き物，非生き物が現れており，それぞれに対応する名詞としては，人名詞と団体
名詞と抽象名詞(例文 233))，団体名詞と人名詞と具体名詞(例文 234))，抽象名詞と人名詞
と抽象名詞(例文 235))である．被使役者としては必ず生き物が現れているのが特徴的であ
る． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生
き物，非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動
作の客体として非生き物が現れる動詞のペアを考察することにする．この動詞のペアには，
심다‘simta’(植える)-심기다‘simkita’(植えられる，植えさせる)しかない．この考察
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結果は以下のようになる． 
 
(심다‘simta’(植える)-심기다‘simkita’(植えられる，植えさせる))120 
無標形:主体･客体[김대통령(キム大統領，人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)조 93/03/16，4 面 
，아이(子供，人名詞，生き物)･나무(木，植物，生き物)조 93/02/11，19 面，그(彼，人名詞，生き 
物)･인상(印象，抽象名詞，非生き物)조 93/09/27，9 面，골프장(ゴルフ場，団体名詞，生き物)･ 
서양잔디(西洋芝，植物，生き物)조 94/11/16，5 面，일본(日本，団体名詞，生き物)･이미지(イメ 
ージ，抽象名詞，非生き物)조 94/01/01，45 面，제품(製品，具体名詞，非生き物)･경향(傾向，抽 
象名詞，非生き物)조 93/01/18，11 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･난(ラン，花，生き物)연 p.1182] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･학생(学生，人名詞，生き物)･나무(木， 
植物，生き物)【作例】] 
 
以上の結果から有標形が受動の意味を表す時は，動作の主体が必ず生き物であり，動作
の客体はその生き物よりも有生性が低い生き物であり，有標形が使役の意味を表す時は，
被使役者が必ず動作を遂行できる潜在性を持つ生き物でなければならないことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生
き物が現れるのに対し，動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生き物が
現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞のペアとしては，뜯다‘ttutta’(むし
る)-뜯기다‘ttutkita’(むしられる，むしらさせる)しかない．この考察結果は以下のよ
うになる． 
 
(뜯다‘ttutta’(むしる)-뜯기다‘ttutkita’(むしられる，むしらせる)) 
無標形:主体･客体[대표(代表，人名詞，生き物)･서로(お互い，人名詞，生き物)조 94/06/15，5 面，아이 
(子供，人名詞，生き物)･쑥(ヨモギ，植物，生き物)조 93/11/23，15 面，나(私，人名詞，生き物)･ 
봉투(封筒，具体名詞，非生き物)연 p.603] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･편지(手紙，具体名詞，非生き物)연 pp.602-603， 
모기(蚊，虫，生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)연 pp.602-603] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･소(牛，動物，生き物)･풀(草，植物， 
非生き物)【作例】] 
 
以上の結果から有標形が受動の意味を表す時は，動作の主体が必ず生き物であり，動作
の客体はその生き物よりも有生性が低い生き物であるか，動作の主体が動作の客体に何ら
かの被害を与えるものであり，有標形が使役の意味を表す時は，被使役者が必ず動作を遂
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行できる潜在性を持つ生き物でなければならないことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生
き物が現れるのに対し，動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き物，
非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞のペアには，업다‘epta’(背負
う)-업히다‘ephita’(背負われる，背負わせる)しかない．この考察結果は以下のように
なる． 
 
(업다‘epta’(背負う)-업히다‘ephita’(背負われる，背負わせる)) 
無標形:主体･客体[여자(女，人名詞，生き物)･아기(赤ん坊，人名詞，生き物)연 p.1280，그들(彼ら，人名 
詞，生き物)･애국심(愛国心，抽象名詞，非生き物)조 93/12/22，5 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･나(私，人名詞，生き物)연 p.1281，시공(時 
空，抽象名詞，非生き物)･그(彼，人名詞，生き物)연 p.1281] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[그녀(彼女，人名詞，生き物)･딸애(娘，人名詞，生き物)･젖먹이(赤 
ん坊，人名詞，生き物)연 p.1281] 
 
以上の結果から有標形が受動の意味を表す時は，動作の主体が生き物か非生き物であり，
動作の客体はその生き物と同じ程度の有生性を持つか，動作の客体が動作の主体よりも有
生性が高いために，受動文でしか言い表すことができないものであり，有標形が使役の意
味を表す時は，被使役者が必ず動作を遂行できる潜在性を持つ生き物でなければならない
ことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生
き物が現れるのに対し，動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非生き物
が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞には，찍다‘ccikta’(押す)-찍히다
‘ccikhita’(押される，押させる)しかない．この考察結果は以下のようになる． 
 
(찍다‘ccikta’(押す)-찍히다‘ccikhita’(押される，押させる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･옆구리(脇，人の所属物，非生き物)조 94/10/03，21 面， 
근로자의 20%(勤労者 の 20％，人名詞，生 き 物)･부시( ブ ッ シ ュ ，人名詞，生 き
物)조 93/02/15，5 面 
，김일성(金日成，人名詞，生き物)･사진(写真，具体名詞，非生き物)조 94/06/30，3 面，主体の 
明示なし(人名詞，生き物)･장면(場面，抽象名詞，非生き物)조 94/03/11，16 面，암사자(メスライ 
オン，動物，生き物)･얼굴과 가슴(顔と胸，人の所属物，非生き物)조 93/01/18，23 面，윤전기(輪 
転機，具体名詞，非生き物)･책(本，具体名詞，非生き物)조 94/12/17，8 面] 
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有標形(受動):主体･客体[TV 카메라(TVカメラ，具体名詞，非生き物)･얼굴(顔，人の所属物，非生き物)조 
94/09/28，30 面，주위(周囲，団体名詞，生き物)･낙인(烙印，抽象名詞，非生き物)조 94/10 
/10，30 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[친구(友達，人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)･사진(写真 
，具体名詞，非生き物)【作例】] 
 
以上の結果から有標形が受動の意味を表す時は，動作の主体が生き物であり，動作の客
体は動作の主体よりも有生性が低い生き物であり，有標形が使役の意味を表す時は，被使
役者が必ず動作を遂行できる潜在性を持つ生き物でなければならないことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非
生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体
として生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞には，밟다‘palpta’(踏
む)-밟히다‘palphita’(踏まれる，踏ませる)しかない．この考察結果は以下のようにな
る． 
 
(밟다‘palpta’(踏む)-밟히다‘palphita’(踏まれる，踏ませる))121 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･길(道，具体名詞，非生き物)조 93/06/23，2 面，김영희씨(キ 
ムヨンヒ氏，人名詞，生き物)･법적절차(法的手続き，抽象名詞，非生き物)조 93/05/28，15 面， 
영국(イギリス，団体名詞，生き物)･비준절차(批准手続き，抽象名詞，非生き物)조 93/05/，7面， 
에코시스템(エコシステム，抽象名詞，非生き物)･단계(段階，抽象名詞，非生き物)조 93/05/31， 
12面，사람의 발(人の足，人の所属物，非生き物)･땅(地，具体名詞，非生き物)조 93/06/02，1面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)조 93/06/14， 
1 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[사람(人，人名詞，生き物)･친구(友達，人名詞，生き物)･다른  
사람의 발(他人の足，人の所属物，非生き物)【作例】] 
 
以上の結果から有標形が受動の意味を表す時は，動作の主体が生き物であり，動作の客
体は動作の主体と同じ程度の有生性を持ち，有標形が使役の意味を表す時は，被使役者が
必ず動作を遂行できる潜在性を持つ生き物でなければならないことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非
生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体
として非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞には，읽다‘ilkta’(読
む)-읽히다‘ilkhita’(読まれる，読ませる)しかない．この考察結果は以下のようになる． 
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(읽다‘ilkta’(読む)-읽히다‘ilkhita’(読まれる，読ませる)) 
無標形:主体･客体[그(彼，人名詞，生き物)･책(本，具体名詞，非生き物)조 93/02/09，14 面，부시(ブッシ 
ュ，人名詞，生き物)･속마음(本心，抽象名詞，非生き物)조 93/01/15，3 面，당국(当局，団体名詞， 
生き物)･마음(心，抽象名詞，非生き物)조 93/04/13，31 面，컴퓨터(コンピューター，具体名詞，非 
生き物)･지문(指紋，具体名詞，非生き物)조 93/02/03，9 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･산문집(散文集，具体名詞，非生き物)조 93/04/03， 
15 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(母親，人名詞，生き物)･아이(子供，人名詞，生き物)･책(本 
，具体名詞，非生き物)【作例】] 
 
以上の結果から有標形が受動の意味を表す時は，動作の主体が生き物か非生き物であり，
動作の客体は動作の主体よりも有生性が低い非生き物であるか，同じ程度の有生性である
非生き物であり，有標形が使役の意味を表す時は，被使役者が必ず動作を遂行できる潜在
性を持つ生き物でなければならないことがわかる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非
生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体
として非生き物が現れる動詞のペアを考察することにする．このような動詞のペアとして，
뚫다‘ttwulhta’(通す)-뚫리다‘ttwulhlita’(通られる，通させる)がある．以下はその
動詞のペアの例文である． 
 
236)유권자들이 투표용지를 펀치카드식 투표기에 넣고 지지후보란에 구멍을 뚫는다 95.(有権者達が
投票用紙をパンチカード式の投票機に入れ，支持候補欄に穴をあける．)조 93/04/03，27 面 
237)이들은 50 대 1 의 경쟁률을 뚫는다 95.(彼らは 50 対 1の競争率を突破する．)조 93/3/18，21 面 
238)일본은 산악지대에 터널을 뚫는다 95.(日本は山岳地帯にトンネルを掘る．)한，p.18 
239)포항제철은 헤아릴 수 없는 역경과 난관을 뚫는다 95.(ポハン製鉄は計り知れない逆境と難関を突破
する．)한，p.108 
240)모기들은 어떤 옷이라도 쉽게 뚫는다 95.(蚊はどんな服でも容易く貫く．)조 93/03/01，13 面 
241)산들도 치아 표면의 세균막을 뚫는다 95.(酸も歯の表面の細菌幕を貫く．)조 93/06/03，18 面 
242)마지막 구멍은 (범인에게) 이스턴호텔 주차장에서 뚫린다 95.(最後の穴は(犯人に)イースタンホテル
の駐車場で開けられる．)조 93/04/20，30 面 
243)군-경의 검문검색망은 (사람에게) 무참히 뚫린다 95.(軍警の検問検索網は(人に)無惨に見つけられ
る．)조 93/04/20，30 面 
244)빛으로 굴이 뚫린다 95.(光で洞窟が開けられる．)조 93/02/06，16 面 
245)길이 뚫려 있다 95.(道が通じている．)조 93/04/06，9 面 
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246)어머니가 아이에게 종이에 구멍을 뚫린다.【作例】(母が子供に紙に穴を開けさせる．) 
 
236)～241)は無標形を含む文であり，242)～246)は有標形を含む文である．236)～240)
の動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は
人名詞と具体名詞(例文 236))，人名詞と抽象名詞(例文 237))，団体名詞と具体名詞(例文
238))，団体名詞と抽象名詞(例文 239))，虫と具体名詞(例文 240))である．241)の動作の
主体は非生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は具体名詞と具
体名詞である．242)～243)の動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．
それぞれに対応する名詞は人名詞と具体名詞，人名詞と抽象名詞である．244)の動作の主
体は非生き物，動作の客体も非生き物で，それぞれに対応する名詞は抽象名詞と具体名詞
である．また，245)は動作の客体の状態，つまり事物の属性を述べている例であり，動作
の主体を特定することができないものである．246)は有標形が使役を意味する例文であり，
被使役者は生き物である．動作の主体と動作の客体に対応する名詞はそれぞれ人名詞と具
体名詞である．以上の考察結果から，뚫리다‘ttwulhlita’には受動，使役の意味ではな
く，自動の意味を認めるのが適当であることがわかる．その他の動詞のペアとしては，以
下のものがある． 
 
(핥다‘ilkta’(なめる)-핥이다‘ilkhita’(なめられる，なめさせる))122 
無標形:主体･客体[고양이(猫，動物，生き物)･접시(皿，具体名詞，非生き物)소 p.1888，강물(川の水，具 
体名詞，非生き物)･산기슭(山すそ，具体名詞，非生き物)소 p.1888] 
有標形(受動):主体･その他･客体[나(私，人名詞，生き物)･사기꾼(詐欺師，人名詞，生き物)･전재산(全財 
産，抽象名詞，非生き物)소 p.1889] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[나(私，人名詞，生き物)･고양이(猫，動物名詞，生き物)･접시(皿， 
具体名詞，非生き物)【作例】] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現
れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体として生
き物，非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアには，감다‘kamta’
(巻く)-감기다‘kamkita’(巻かれる，巻かせる)しかない．その考察結果は以下のように
なる． 
(감다‘kamta’(巻く)-감기다‘kamkita’(巻かれる，巻かせる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･감지장치(感知装置，具体名詞，非生き物)조 93/01/ 
15，19 面，구조대(救助隊，団体名詞，生き物)･철선(鉄線，具体名詞，非生き物)조 93/10/13，29 
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面，풀(草，植物，生き物)･느릅나무(ハルニレ，植物，生き物)조 93/12/05，5 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･체인(チェーン，具体名詞，非生き物)조 94/11/17， 
21 面，붕대(包帯，具体名詞，非生き物)･딸(娘，人名詞，生き物)조 93/07/29，31 面，생 
각(考え，抽象名詞，非生き物)･사람(人，人名詞，生き物)사 p.253] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･딸(娘，人名詞，生き物)･실(糸， 
具体名詞，非生き物)【作例】] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現
れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体
として非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアには，닦다‘kamta’
(磨く)-닦이다‘kamkita’(磨かれる，磨かせる)がある．以下はその動詞のペアの例文で
ある． 
 
247)혜완은 마른 입술을 닦는다 95.(ヘワンは乾いた唇をぬぐう．)무，p.260 
248)그는 안경을 닦는다 95.(彼は眼鏡をふく．)조 93/05/05，2 面 
249)그는(･･･省略･･･)기초를 닦는다 95.(彼は(･･･省略･･･)基礎を磨く．)조 93/04/20，10 面 
250)군사정권은(･･･省略･･･)토대를 닦는다 95.(軍事政権は(･･･省略･･･)土台を固める．)조 93/10/06， 
2 面 
251)공항에서 시내로 들어가는 길은 단조롭긴 해도 널찍하게 (건설회사에) 닦인다 95.(空港から市内に
入る道は単調であると言っても，かなり広く(建設会社に)作られる．)연，p.442 
252)식기가 (식기세척기에) 제대로 닦인다 95.(食器が(食器洗浄器に)満足に磨かれる．)조 93/07/29， 
18 面 
253)선생님은 나에게 유리창을 닦인다 95.(先生は私に窓ガラスを磨かせる．)연，p.442 
 
247)～250)は無標形を含む文であり，251)～253)は有標形を含む文である．247)～250)
の動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は
人名詞と人の所属物(例 247))，人名詞と具体名詞(例 248))，人名詞と抽象名詞(例 249))，
団体名詞と抽象名詞(例 250))である．一方，251)と 252)は有標形の意味が受動を表し，そ
の動作の主体は生き物と非生き物，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名
詞は団体名詞と具体名詞(例 252))，具体名詞と具体名詞(例 253))である．また，253)は有
標形の意味が使役を表し，使役者と被使役者そして客体はそれぞれ生き物，生き物，非生
き物である．それぞれに対応する名詞は人名詞，人名詞そして具体名詞である．その他の
動詞のペアには以下のものがある． 
(물다‘mwulta’(かむ)-물리다‘mwullita’(かまれる，かませる)) 
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無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･입술(唇，人の所属物，非生き物)무，p.84，혜완(ヘワ 
ン，人名詞，生き物)･담배(たばこ，具体名詞，非生き物)무，p.40] 
有標形(受動):主体[뱀(ヘビ，動物，生き物)･나(私，人名詞，生き物)연，p.748，윤전기(輪転機，具体 
名詞，非生き物)･신문(新聞，具体名詞，非生き物)조 93/09/17，23 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･아이(子供，人名詞，生き物)･ 
젖(乳，人の所属物，非生き物)연，p.748] 
 
先の動詞と同様に，これらの動詞の考察の結果から有標形の意味が受動を表す時は，動
作の客体が動作の主体に被害を受ける場合か，同じ程度の有生性を持つものが動作の主体
と動作の客体にある場合であり，有標形の意味が使役を表す時は，被使役者としてその客
体に動作を遂行する潜在性があるものがきていることがわかる． 
次に無標形を含む文においてその動作の主体として生き物，その動作の客体として非生
き物が現れるのに対し，無標形を含む文においてその動作の主体として生き物，その動作
の客体として非生き物が現れる一連の動作を考察することにする．この動詞のペアには，
갈다‘kalta’(耕す)-갈리다‘kallita’(耕される，耕させる)が含まれる．以下にその例
を示すことにする． 
 
254)주인은 소를 몰아 논을 간다 95.(主人は牛を扇動して，田を耕す．)연，p.34 
255)논은 (사람들에게) 잘 갈린다 95.(田は(人々に)よく耕される．)연，p.35 
256)주인이 소에게 밭을 갈린다 95.(主人は牛に畑を耕させる．)소，p.38 
 
254)は無標形を含む文であり，255)～256)は有標形を含む文である．254)の動作の主体
は生き物，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名詞と具体名詞で
ある．255)は有標形の意味が受動を表し，動作の主体は生き物，動作の客体は非生き物で
あり，それぞれに対応する名詞は人名詞と具体名詞である．256)は有標形の意味が使役を
表し，使役者は生き物，被使役者も生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対
応する名詞は人名詞と動物そして具体名詞である．ただし，成道炫氏から갈리다‘kallita’
(耕される，耕させる)が使役の意味で使われることはないという指摘を受けた．本論文で
は，これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を
表すかについては再確認し，考察する必要があるかと思われる．その他の動詞のペアの例
としては以下のものがある． 
 
(갈다‘kalta’(磨く)-갈리다‘kallita’(磨かれる，磨かせる))123 
無標形:主体･客体[시어머니(義理の母，人名詞，生き物)･칼(包丁，具体名詞，非生き物)연，p.34，일본 
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(日本，団体名詞，生き物)･칼(刀，具体名詞，非生き物)조 93/10/03，5 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･보석(宝石，具体名詞，非生き物)연 p.35] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･딸(娘，人名詞，生き物)･칼(包丁， 
具体名詞，非生き物)【作例】] 
(깎다‘kkakkta’(削る)-깎이다‘kkakkita’(削られる，削らせる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･머리(頭，人の所属物，非生き物)조 93/11/09，5 面， 
도요타자동차(トヨタ自動車，団体名詞，生き物)･상여금(ボーナス，抽象名詞，非生き物)조 94/01 
/05，1 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･체면(体面，抽象名詞，非生き物)조 94/05/10， 
1 面，主体の明示なし(団体名詞，生き物)･직원의 월급(職員の月給，抽象名詞，非生き物)조 
94/03/23，2 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[사람(人，人名詞，生き物)･친구(友達，人名詞，生き物)･머리(頭， 
人の所属物，非生き物)【作例】] 
(바르다‘paluta’(塗る)-발리다‘pallita’(塗られる，塗らせる))124 
無標形:主体･客体[여자(女，人名詞，生き物)･술(酒，具体名詞，非生き物)조 94/06/22，5 面，혜완(ヘワ 
ン，人名詞，生き物)･립스틱(口紅，具体名詞，非生き物)무 p.35] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･창호지(障子紙，具体名詞，非生き物)연 p.798] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･아이(子供，人名詞，生き物)･기 
름(油，具体名詞，非生き物)【作例】] 
(씹다‘ssipta’(かむ)-씹히다‘ssiphita’(かまれる，かませる))125 
無標形:主体･客体[그녀(彼女，人名詞，生き物)･마른 새우(乾いたエビ，具体名詞，非生き物)무 p.264] 
有標形(受動):主体･客体[소녀(少女，人名詞，生き物)･아이스 케이크(アイスケーキ，具体名詞，非生き物) 
연 p.1200] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･아이(子供，人名詞，生き物)･음 
식(食べ物，具体名詞，非生き物)【作例】] 
(접다‘cepta’(折る)-접히다‘cephita’(折られる，折らせる))126 
無標形:主体･客体[영선(ヨンソン，人名詞，生き物)･마른 수건(乾いたタオル，具体名詞，非生き物)무 p.174] 
有標形(受動):主体･客体[할머니(おばあさん，人名詞，生き物)･만 원짜리(一万円札，具体名詞，非生き 
物)연 p.1613] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･아이(子供，人名詞，生き物)･ 
종이(紙，具体名詞，非生き物)【作例】] 
(파다‘phata’(掘る)-파이다/패다‘phaita/phayta’(掘られる，掘らせる))127 
無標形:主体･客体[임금(君主，人名詞，生き物)･못(池，具体名詞，非生き物)조 93/03/17，1 面，북한 
(北朝鮮，団体名詞，生き物)･갱도(坑道，具体名詞，非生き物)조 94/09/27，2 面] 
有標形(受動):主体･客体[사람(人，人名詞，生き物)･동굴(洞窟，具体名詞，非生き物)【作例】] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[사람(人，人名詞，生き物)･다른 사람(他の人，人名詞，生き物)･동 
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굴(洞窟，具体名詞，非生き物)] 
最後に，無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が
現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体として非
生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞のペアとしては，들다‘tulta’(持
つ)-들리다‘tullita’(持たれる，持たせる)しかない．この動詞のペアの考察結果は以下の
ようになる． 
 
(들다‘tulta’(あげる)-들리다‘tullita’(あげられる，あげさせる)) 
無標形:主体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･손(手，人の所属物，非生き物)조 93/05/30，15 面，관계자(関 
係者，人名詞，生き物)･규제(規制，抽象名詞，非生き物)조 93/01/14，6 面] 
有標形(受動):主体･客体[손(手，人の所属物，非生き物)･서류(書類，具体名詞，非生き物)조 94/08/30， 
7 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[선생(先生，人名詞，生き物)･학생(学生，人名詞，生き物)･짐(荷物 
，具体名詞，非生き物)【作例】] 
 
何度も言及したことではあるが，ここでの考察を通じて，以下の点を確認することがで
きる．それは 1)無標形を含む文では，動作の主体が動作の客体よりも有生性が高いという
点，2)有標形を含む文において，有標形の意味が受動を表す場合，有生性の高いものから
有生性の低いものへの動作の移行が逆転している点，3)有標形を含む文において，有標形
の意味が使役を表す場合，被使役者はその動作を行うことができる生き物がくる場合が多
い点である．このようなことは以下の表を見れば，一目瞭然である． 
 
⑫類 数  
主体 客体  
人名詞，生き物 6 
動物･植物，生き物 2 
所属物，非生き物 5 
具体名詞，非生き物 16 
 
 
人名詞，生き物 
 
 抽象名詞，非生き物 9 
動物･植物，生き物 1 
具体名詞，非生き物 4 
 
団体名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 7 
所属物，非生き物 1 
 
 
 
 
 
 
無 
標 
形 
 
 
動物･植物，生き物 動物･植物，生き物 1 
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 具体名詞，非生き物 2 
所属物，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 4 具体名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 1 
 
 
 
 
抽象名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 2 
合計  62 
主体 客体  
人名詞，生き物 2 
動物･植物，生き物 1 
具体名詞，非生き物 10 
 
 
人名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 2 
具体名詞，非生き物 1  
団体名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2 
動物･植物，生き物 人名詞，生き物 2 
所属物，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 1 
所属物，非生き物 1 
 
具体名詞，非生き物 
 具体名詞，非生き物 2 
人名詞，生き物 2 抽象名詞，非生き物 
具体名詞，非生き物 1 
主体 その他 客体  
人名詞，生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
使役者 被使役者 客体  
人名詞，生き物 1 
動物･植物，生き物 1 
所属物，非生き物 2 
 
 
人名詞，生き物 
 具体名詞，非生き物 5 
団体名詞，生き物 抽象名詞･非生き物 1 
 
 
 
人名詞，生き物 
 
 動物･植物，生き物 動物･植物，生き物 1 
団体名詞，生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
有 
標 
形 
抽象名詞，非生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
合計   42 
表 27．⑫類の動詞のペアを考察した結果 
 
次にヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から使役形に派生する動詞群(④類)と他動詞から使
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役形に派生する動詞群(⑩類)をそれぞれ考察することにする．これらの動詞群は項が増え
るという点で統辞論的に類似しているが，動作そのものを遂行するものが対格として現れ
るか，与格として現れるかという点で統辞論的相違が現れる． 
６.３.５．ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から使役形に派生する動詞群(④類) 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から使役形に派生する動詞群(④類)を考察する
ことにする．まず，この動詞群に属する 9 個の動詞のペアを動作の主体と動作の客体が生き
物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる(ただし，有標形の場合は動
作を扇動する使役者と動作そのものを行う被使役者を動作の主体，動作の客体という名称で
置き換え，それらが生き物か非生き物かという観点から以下の表を作成している)． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物 
걸터앉다, 걷다(2 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 
얼다(1 個) 
主体 非生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 
들다(入)(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 生き物 
앉다, 웃다, 지다, 피다(4 個) 
主体 生き物 主体 生き物 놀라다(1 個) 
計  9 個 
表 28．④類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
まず，無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物が現れ，有標形を含
む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物が現れる動詞のペアを見
ることにする．その動詞のペアには，걸터앉다‘keltheancta’(腰掛ける)-걸터앉히다
‘keltheanchita’(腰掛けさせる)しかない．以下はその動詞のペアの例文である． 
 
257)영선은(･･･省略･･･)침대에 비스듬히 걸터앉는다 95.(ヨンソンは(･･･省略･･･)ベッドに斜めに腰掛け
る．)무，p.100 
258)북한측은 의자에 걸터앉는다 95.(北朝鮮側は椅子に腰掛ける．)조 93/07/26，7 面 
259)사진이 책상에 걸터앉는다 95.(写真が机に据えられる．)조 94/11/19，31 面 
260)아버지가 아이를 의자에 걸터앉힌다 95.(父が子供を椅子に腰掛けさせる．)【作例】 
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257)～259)は無標形を含む文であり，260)は有標形を含む文である．257)～258)の動作
の主体は生き物であり，259)の動作の主体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は
人名詞，団体名詞，具体名詞である．260)の動作の主体は生き物，動作の客体は生き物で
あり，それぞれに対応する名詞は人名詞と人名詞である．このように有標形の意味が使役
を表す場合，その動作を行う被使役者はその動作を行うことができる潜在性を持つ生き物
がくる．その他の動詞のペアとしては，以下のものがある． 
 
(걷다‘ketta’(歩く)-걸리다‘kellita’(歩かせる)) 
無標形:主体[두 사람(二人，人名詞，生き物)조 93/02/20，10 面，우리(我々，団体名詞，生き物)조 93/11 
/23，15 面，주의(主義，抽象名詞，非生き物)조 93/10/07，2 面] 
有標形:使役者･被使役者[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･형(兄，人名詞，生き物)【作例】] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物が現れ，有標形を含む
文において動作の主体として非生き物，動作の客体として非生き物が現れる動詞のペアを
見ることにする．その動詞のペアとしては，얼다‘elta’(凍る)-얼리다‘ellita’(凍ら
す)しかない．その動詞のペアの考察結果は以下のようになる． 
 
(얼다‘elta’(凍る)-얼리다‘ellita’(凍らす)) 
無標形:主体[사람(人，人名詞，生き物)연 p.1276，몸(体，人の所属物，非生き物)연 p.1276，얼음(氷，具 
体名詞，非生き物)조 94/10/06，30 面] 
有標形:使役者･被使役者[바람(風，具体名詞，非生き物)･몸(体，人の所属物，非生き物)연 p.1277，추위 
(寒さ，抽象名詞，非生き物)･무엇이든(何でも，具体名詞，非生き物)연 p.1277，그의 태도(彼の 
態度，抽象名詞，非生き物)･내 감정(私の感情，抽象名詞，非生き物)연 p.1277] 
 
ここで指摘しなければいけないことは，凍らすという動作はあくまでも生き物が遂行す
る動作にはなり得ず，外的な要因その他によって引き起こされるので，動作を遂行する被
使役者として生き物以外のものがきていることである． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物が現れるのに対し，有
標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非生き物が現
れる動詞のペアはどうなっているだろうか．その動詞のペアとしては，들다‘tulta’(入
る)-들이다‘tulita’(入れる)しかない．その動詞の考察結果は以下のようになる． 
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(들다‘tulta’(入る)-들이다‘tulita’(入れる)) 
無標形:主体[이씨(イ氏，人名詞，生き物)조 93/01/01，23 面，의문(疑問，抽象名詞，非生き物)조 93/06/ 
14，2 面] 
有標形:使役者･被使役者[주원장(チュオンジャン，人名詞，生き物)･주인(主人，人名詞，生き物)조 94/10/05， 
5面，소비자(消費者，人名詞，生き物)･맛(味，抽象名詞，非生き物)조 93/12/20，9面，식당(食堂 
，団体名詞，生き物)･의자(椅子，具体名詞，非生き物)조 93/10/11，14 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物が現れ，有標形を含む文において
動作の主体として生き物，動作の客体として生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．
その動詞のペアとしては，앉다‘ancta’(座る)-앉히다‘anchita’(座らせる)がある．以
下はその動詞のペアの例文である． 
 
261)조숙현씨(28)는 자신의 집 컴퓨터 앞에 앉는다.(チョスッキョン氏(28)は自分の家のコンピュータ
ーの前に座る．)조 93/02/17，16 面 
262)영호는 나를 그 사람 옆에 앉힌다 95.(ヨンホは私をその人の隣に座らせる．)연，p.1226 
 
261)は無標形を含む文であり，262)は有標形を含む文である．261)の動作の主体は生き
物であり，それに対応する名詞は人名詞，262)の動作の主体と動作の客体はともに生き物
であり，それに対応する名詞は人名詞と人名詞である．262)を見てもわかるように，被使
役者は座るという動作を遂行できる潜在性を持っている生き物である．やはりヴォイス接
尾辞を伴い，自動詞から使役形に派生する動詞のペアにおいて，無標形を含む文ではその
主体として生き物がくる傾向にあり，そこから派生した有標形を含む文では，その動作を
行う被使役者として生き物がくる傾向にある．その他の動詞のペアとしては，以下のもの
がある． 
 
(웃다‘wusta’(笑う)-웃기다‘wuskita’(笑わせる))128 
無標形:主体[아내(妻，人名詞，生き物)조 93/02/18，21 面，회사(会社，団体名詞，生き物)조 93/04/27， 
11 面] 
有標形:使役者･被使役者[그(彼，人名詞，生き物)･나(私，人名詞，生き物)연，p.1384] 
(지다‘cita’(負ける)-지우다‘ciwuta’(負かす))129 
無標形:主体[부하(部下，人名詞，生き物)조 93/04/15，1面，야당(野党，団体名詞，生き物)조 93/04/25， 
4 面] 
有標形:使役者･被使役者[나(私，人名詞，生き物)･남(他人，人名詞，生き物)【作例】，한국(韓国，団体 
名詞，生き物)･일본(日本，団体名詞，生き物)【作例】] 
(피다‘phita’(咲く)-피우다‘phwuta’(咲かせる)) 
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無標形:主体[꽃(花，植物，生き物)조 94/05/27，29 面，곰팡이(カビ，植物，生き物)조 93/01/18，15 面] 
有標形:使役者･被使役者[이들(彼ら，人名詞，生き物)･얘기꽃(話の花，抽象名詞，非生き物)조 93/06/05 
，3 面，국화(菊，植物，生き物)･꽃(花，植物，生き物)조 93/04/15，1 面] 
 
最後に有標形の意味が使役を表さず，派生する前の自動の意味を表す動詞のペアを見る
ことにする．その動詞のペアとしては，놀라다‘nollata’(驚く)-놀래다‘nollayta’(驚
かせる)しかない．以下はその例文である． 
 
263)모처럼 모인 가족들은 정담을 나누기도 하고, 때론 싸우기도 하며 서로의 변한 모습에 
놀란다.(久しぶりに集まった家族たちは打ち明け話を交わし，時には争いもし，互いの変化した姿に驚
く．)조 93/01/16，13 面 
264)여옥은 소스라치게 놀랜다 95.(ヨオクはびっくり仰天して驚く．)연，p.391 
265)김종휘 전청와대 외교･안보수석은 미국계 시티은행에서 가명계좌가 발견돼 그를 잘 아는 
사람들을 놀라게 한다 95.(キムジョンフィ前青瓦台外交･安保首席はアメリカ系シティー銀行で仮名口座
が発見され，彼をよく知る人たちを驚かす．)조 93/06/12，4 面 
 
263)は無標形を含む文であり，264)は有標形を含む文，そして 265)は無標形に分析的な
形がついたものを含む文である．263)の動作の主体，264)の動作の主体どちらも生き物で
あり，それに対応する名詞は人名詞である．ところで，264)のように有標形を含む文であ
っても項は増えず，この文は自動詞文である．母語話者の話によると，놀래다‘nollayta’
はソウル方言の口語体でよく自動詞として使われるとのことである．かりに使役形にする
場合は，265)のように分析的な形を用いるしかないとのことである． 
以上の考察結果から自動詞から使役形に派生する動詞群について次のようなことを言う
ことができる．それは先に指摘した通り，無標形を含む文ではその主体として生き物がく
る傾向にあり，そこから派生した有標形を含む文ではその動作を行う被使役者として生き
物がくる傾向にあるということである． 
 
④類 数  
主体  
人名詞，生き物 8 
団体名詞，生き物 4 
動物･植物，生き物 2 
所属物，非生き物 1 
 
無 
標 
形 
 具体名詞，非生き物 2 
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 抽象名詞，非生き物 2 
合計  19 
使役者 被使役者  
人名詞，生き物 5 人名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 2 
団体名詞，生き物 具体名詞，非生き物 1 
動物･植物，生き物 具体名詞，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 所属物，非生き物 1 
抽象名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
抽象名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 1 
主体  
 
有 
標 
形 
人名詞，生き物 1 
合計   13 
表 29．④類の動詞のペアを考察した結果 
 
６.３.６．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から使役形に派生する動詞群(⑩類) 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から使役形に派生する動詞群(⑩類)を考察する
ことにする．まず，この動詞群に属する 9 個の動詞のペアを動作の主体と動作の客体が生き
物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる(ただし，有標形の場合は動
作そのものを行う被使役者を考慮に入れず，動作を扇動する使役者とその動作の対象をそれ
ぞれ動作の主体，動作の客体という名称で置き換え，それらが生き物か非生き物かという観
点から以下の表を作成している)． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
입다(1 個) 
主体 生き物，非生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
꿇다, 타다(乗)(2 個) 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
알다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
감다(閉), 감다(洗), 물다, 신다,  
지다(負)(5 個) 
計  9 個 
表 30．⑩類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
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まず，無標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として
非生き物，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体とし
て非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアとしては，입다‘ipta’
(着る)-입히다‘iphita’(着せる)しかない．以下はその動詞のペアの例文である． 
 
266)여자의 경우 속바지와 속치마를 입고, 위에 속적삼을 입는다.(女子の場合，インナーズボンとイン
ナースカートを着，上にインナーチョゴリを着る．)조 93/01/22，12 面 
267)그는 혁명에 적극 가담하여 싸우다 중상을 입는다.(彼は革命に積極的に加担し争う途中で重症を負
う．)조 94/04/19，1 面 
268)(･･･省略･･･)정부는 엄청난 손실을 입는다.(政府は多大な損失を被る．)조 93/05/19，2 面 
269)(･･･省略･･･)신경계통은 손상을 입는다.(神経系統は損傷を負う．)조 93/01/26，28 面 
270)어머니가 아이에게 옷을 입힌다.(母が子供に服を着せる．)【作例】 
271)소녀들은 인형에 옷을 입힌다.(少女達は人形に服を着せる．)조 93/12/31，9 面 
272)컴퓨터 네트워크도 오용과 남용을 통해 오히려 인간에게 피해를 입힌다 95.(コンピューターネット
ワークも誤用と濫用を通じ，かえって人間に被害を被らせる．)조 94/12/31，14 面 
 
266)～269)は無標形を含む文であり，270)～272)は有標形を含む文である．266)～268)
の動作の主体は生き物であり，動作の客体は非生き物である．それぞれに対応する名詞は，
人名詞と具体名詞(例 266))，人名詞と抽象名詞(例 267))，団体名詞と抽象名詞(例 268))
である．269)の動作の主体は非生き物であり，動作の客体も非生き物であり，それぞれに
対応する名詞は具体名詞と抽象名詞である．一方，270)と 271)では，動作の主体が生き物
であり，動作の客体は非生き物，272)では，動作の主体が非生き物，動作の客体も非生き
物である．それぞれに対応する名詞は，人名詞と具体名詞(例 270))，人名詞と具体名詞(例
271))，抽象名詞と抽象名詞(例 272))である．一見すると 270)と 271)は同じように見える
が，実はそうではない．動作を行う使役者が生き物か非生き物かという点で，この 2 つの
文は異なるのである．270)，271)，272)において，動作を行う被使役者は生き物か，非生
き物かという点で異なるものの，いずれの被使役者も着るという動作を遂行することがで
きる潜在性を持つものである．それ故，これらの文が成立するのである． 
次に無標形を含む文において，動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として
非生き物が現れ，有標形を含む文において，動作の主体として生き物，動作の客体として
非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアとしては，꿇다‘kkwulhta’
(跪く)-꿇리다‘kkwulhlita’(跪かせる)がある．以下はその動詞のペアの例文である． 
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273)장씨는 전전대통령을 만나자마자 무릎을 꿇는다 95.(チャン氏はチョン前大統領に会うや膝を屈す
る．)조 93/12/17，5 面 
274)민자당은 민주당에 무릎을 꿇는다 95.(民自党は民主党に降伏する．)조 94/08/03，3 面 
275)공산전체주의가 1989~91 년  무릎을 꿇는다 95.(共産全体主義が 1989～91年降伏する．)조 93/01/11 
，4 面 
276)그는 영규를 무릎을 꿇린다 95.(彼はヨングを服従させる．)연，p.305 
277)사또는 죄인에게 무릎을 꿇린다 95.(地方長官が罪人に跪かされる)연，p.304 
 
273)～275)は無標形を含む文であり，276)～277)は有標形を含む文である．273)と 274)
の動作の主体は生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞
と人の所属物(例 273))，団体名詞とその所属物である(例 274))．また，275)の動作の主体
は非生き物，動作の客体も非生き物であり，それぞれに対応する名詞は抽象名詞とその所
属物である．一方，276)において有標形の意味が使役を表し，277)において有標形の意味
が受動を表す．それぞれの動作の主体と客体は，生き物と非生き物(例 276))，生き物と生
き物(例 277))であり，対応する名詞は人名詞と人の所属物(例 276))，人名詞と人名詞(例
277))である．この点を踏まえると，꿇리다‘kkwulhlita’には使役の意味だけでなく，受
動の意味も認めるのが適当であるだろう．ところで，무릎을 꿇는다とは‘膝を屈する’や
‘降伏する’を意味し，菅野裕臣他編(19912)で言及される分離用言である．それ故，動作
の主体が生き物であろうと，非生き物であろうと，273)～275)のような文が成立するので
あり，また 276)のように対格が二度も同じ文に現れているのである．このような分離用言
におけるヴォイスの派生については，今後の課題である． 
他の動詞のペアには，以下のものがある． 
 
(타다‘thata’(乗る)-태우다‘thaywuta’(乗せる)) 
無標形:主体･客体[장회장(チャン会長，人名詞，生き物)･택시(タクシー，具体名詞，非生き物)조 93/09/20， 
9 面，장태일씨(チャンテイル氏，人名詞，生き物)･흐름(流れ，抽象名詞，非生き物)조 93/03/16， 
15 面，음식(食べ物，具体名詞，非生き物)･유행(流行，抽象名詞，非生き物)조 94/03/17，23 面， 
주가(株価，抽象名詞，非生き物)･오름세(上り調子，抽象名詞，非生き物)조 94/03/15，8 面] 
有標形:使役者･被使役者･場所[예수(イエス，人名詞，生き物)･제자(弟子，人名詞，生き物)･배(船，具体名 
詞，非生き物)사p.240，봉사대(奉仕隊，団体名詞，生き物)･20여명(20名余り，人名詞，生き物)･ 
明示なし(具体名詞(乗り物)，非生き物)조 93/08/10，8 面] 
 
やはり実際の動作を行う被使役者は乗るという動作を行うことができる潜在性を備える
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生き物である． 
次の動詞のペアは，無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体とし
て生き物，非生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，
非生き物，動作の客体として非生き物が現れるものである．この動詞のペアとしては，알다
‘alta’(知る)-알리다‘allita’(知らせる)しかない．以下はその動詞のペアの考察結果
である． 
 
(알다‘alta’(知る)-알리다‘allita’(知らせる)) 
無標形:主体･客体[사람(人，人名詞，生き物)･그림(絵，具体名詞，非生き物)조 93/11/05，15 面，사람(人 
，人名詞，生き物)･현실(現実，抽象名詞，非生き物)조 93/01/12，17 面，북한(北朝鮮，団体名詞 
，生き物)･사실(事実，抽象名詞，非生き物)조 93/03/19，8 面，개(犬，動物，生き物)･오륜(五倫 
，抽象名詞，非生き物)조 94/01/01，13 面] 
有標形:使役者･被使役者･客体[정군(チョン君，人名詞，生き物)･성씨(ソン氏，人名詞，生き物)･합격 소 
식(合格の知らせ，抽象名詞，非生き物)조 93/02/14，3 面，분회(分会，団体名詞，生き物)･언론 
(言論，団体名詞，生き物)･사실(事実，抽象名詞，非生き物)조 93/06/12，2 面，신문(新聞，具体 
名詞，非生き物)･明示なし(人名詞，生き物)･심각성(深刻さ，抽象名詞，非生き物)조 93/03/10， 
27 面，언론정책(言論政策，抽象名詞，非生き物)･국민(国民，人名詞，生き物)･하루(一日，抽象 
名詞，非生き物)조 93/06/20，1 面] 
 
やはり動作を行う被使役者は知るという動作を行うことができる潜在性を備える生き物
である． 
最後に，無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物
が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として
非生き物が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞のペアには，감다‘kamta’(つ
ぶる)-감기다‘kamkita’(つぶらせる)がある．以下はその動詞のペアの例である． 
 
278)그녀는 눈을 질끈 감는다.(彼女は目をぎゅっとつぶる．)배，p.176 
279)아이는 어린 손바닥으로  아빠의 눈을 몇 번 감긴다 95.(子供は幼い手のひらで父さんの目を何度も
つぶらす．)연，p.39 
280)피곤에 겨워 눈이 저절로 스르르 감긴다 95.( 疲れのあまり目が自然にうつろうつろとじ
る．)연，p.39 
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278)は無標形を含む文であり，279)～280)は有標形を含む文である．278)では，動作の
主体は生き物，その客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞と人の所属
物である．279)では，動作の主体は生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対
応する名詞は人名詞と人の所属物である．ところで，280)は動作の主体が特定できず，動
作の客体が非生き物であり，それに対応する名詞は人の所属物である．280)のように，動
作の主体が特定できないか，あるいは動作の客体そのものの属性を表す場合は，状態相と
いうことができるが，自動詞文であるとも言うことができる．このように考えると，감기다
‘kamkita’には使役の意味だけでなく，受動と自動の意味も認めるのが適当であるだろう．
その他の動詞のペアとしては以下のものがある． 
 
(감다‘kamta’(洗う)-감기다‘kamkita’(洗わせる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･머리(頭，人の所属物，非生き物)조 93/11/05，23 面] 
有標形:使役者･被使役者･客体[어머니(お母さん，人名詞，生き物)･언니(姉，人名詞，生き物)･동생의  
머리(妹の頭，人の所属物，非生き物)소 p.42] 
(물다‘mwulta’(弁償する)-물리다‘mwullita’(弁償させる)) 
無標形:主体･客体[시민(市民，人名詞，生き物)･담배세(タバコ税，抽象名詞，非生き物)조 94/03/24， 
2 面] 
有標形:使役者･被使役者･客体[건설부(建設庁，団体名詞，生き物)･운전자와 운수업체(運転者と運輸業， 
人名詞と団体名詞，生き物)･벌금(罰金，抽象名詞，非生き物)조 94/06/08，11 面] 
(신다‘sinta’(履く)-신기다‘sinkita’(履かせる)) 
無標形:主体･客体[아이들(子供たち，人名詞，生き物)･신발(靴，具体名詞，非生き物)조 93/10/23，2 面] 
有標形:使役者･被使役者･客体[동희(トンヒ，人名詞，生き物)･그녀(彼女，人名詞，生き物)･구두(靴，具 
体名詞，非生き物)연 p.1163] 
(지다‘cita’(負う)-지우다‘ciwuta’(負わせる)) 
無標形:主体･客体[김위원장(キム委員長，人名詞，生き物)･짐(荷物，具体名詞，非生き物)조 93/10/23，2 
面，기업(企業，団体名詞，生き物)･의무(義務，抽象名詞，非生き物)조 94/01/30，10 面] 
有標形:使役者･被使役者･客体[교사(教師，人名詞，生き物)･학부모(父兄，人名詞，生き物)･부담(負担， 
抽象名詞，非生き物)조 93/02/15，3 面] 
 
以上の結果から動作を行う被使役者はある動作を行うことができる潜在性を備える生き
物であることがわかる．これは以下の表からも一目瞭然である． 
 
⑩類 数  
主体 客体  
  所属物，非生き物 3 
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具体名詞，非生き物 5 人名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 3 
所属物，非生き物 1 団体名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 3 
動物･植物，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
具体名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 2 
所属物，非生き物 1 
 
 
 
 
 
無 
標 
形 
抽象名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 1 
合計   20 
使役者 被使役者 客体  
人名詞，生き物 具体名詞，非生き物 3 
人名詞，生き物 所属物，非生き物 3 
人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2 
 
人名詞，生き物 
 
 具体名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 具体名詞，非生き物 1 団体名詞，生き物 
 団体名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2 
具体名詞，非生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1 
抽象名詞，非生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2 
主体 客体  
人名詞，生き物 人名詞，生き物 1 
主体  
 
 
 
 
 
有 
標 
形 
所属物，非生き物 1 
合計   17 
表 31．⑩類の動詞のペアを考察した結果 
 
６.３.７．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞，受身形に派生する動詞群(⑬類) 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞，受身形に派生する動詞群(⑬類)を
考察することにする．まず，この動詞群に属する 7 個の動詞のペアを動作の主体と動作の客
体が生き物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる(ただし，有標形の
場合は動作の主体と動作の客体が現れる受身形を中心に考察し，以下の表を作成している．
各々の動詞のペアを考察する折に，他動詞から自動詞に派生する場合について言及すること
にする)． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 밀다, 얽다(2 個) 
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客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 非生き物 
열다(1 個) 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 生き物，非生き物 
파묻다(1 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
삶다, 잠그다(2 個) 
主体 生き物 主体 非生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
꼬다(1 個) 
計  7 個 
表 32．⑬類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
まず，無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非
生き物が現れるのに対し，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，
動作の客体として生き物，非生き物が現れる動詞のペアから見ることにしよう．この動詞
のペアとしては，밀다‘milta’(押す)-밀리다‘millita’(滞る，押される)がある．以下
はその動詞のペアの例文である． 
 
281)박태준씨는( ･ ･ ･省略･･･ )이종잔의원을 민다 95.(パクテジュン氏はイジョンジャン委員を推
す．)조 93/06/03，4 面 
282)혜완은(･･･省略･･･)아이의 등을 민다 95.(ヘワンは子供の背中を押す．)무，p.132 
283)그녀는 천천히 출판사의 문을 민다 95.(彼女はゆっくりと出版社のドアを押す)무，p.154 
284)(･･･省略)주류는 의원을 사무총장으로 민다 95.(主流は委員を事務総長に推す．)조 94/06/28，4 面 
285)미국은(･･･省略･･･)방안을 차선책으로 민다 95.(アメリカは方案を次善の策として推す．)조 94/10/ 
16，3 面 
286)(･･･省略)몇몇 참모부장, 합참부장들이 중장진급에서 2 차, 3 차 진급자들에게 밀린다 95.(何人かの
参謀部将，合同参謀部将たちが中将の進級で 2次，3次進級者たちに押される．)조 93/04/16，4 面 
287)(･･･省略)학계는 (다른 세력에) 뒷전으로 밀린다 95.(学会は(他の勢力に)後に押される．)조 94/10/ 
25，34 面 
288)(･･･省略)그런 차량들이 (다른 차량들에) 끊임없이 밀린다 95.(そのような車両が(他の車両に)絶え
ず押される．)조 94/03/24，15 面 
289)(･･･省略)주장이 대 중국 강경 무드에 밀린다 95.(主張が対中国強硬ムードに押される．)조 93/05/ 
12，6 面 
290)(･･･省略)결재서류가 항상 밀린다.(決済書類がいつも滞る．)조 94/12/07，3 面 
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291)(･･･省略)우선순위가 밀린다.(優先順位が滞る．)조 93/04/12，4 面 
 
281)～285)は無標形を含む文であり，286)～291)は有標形を含む文である．281)～285)
の動作の主体はいずれも生き物であり，動作の客体は生き物と非生き物である．それぞれ
に対応する名詞は，人名詞と人名詞(例 281))，人名詞と人の所属物(例 282))，人名詞と具
体名詞(例 283))，団体名詞と人名詞(例 284))，団体名詞と抽象名詞(例 285))，286)～289)
の動作の主体は生き物と非生き物であり，動作の客体も生き物と非生き物である．それぞ
れに対応する名詞は，人名詞と人名詞(例 286))，団体名詞と団体名詞(例 287))，具体名詞
と具体名詞(例 288))，抽象名詞と抽象名詞(例 289))である．ところで，290)と 291)では動
作の主体が特定できず，動作の客体の属性が述べられているに過ぎない．これは単純に自
動詞文と考えることができる．それ故，各々の例文には動作の主体しか存在しない．これ
らの文における動作の主体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は，具体名詞，抽
象名詞である．無標形を含む文では，有生性の高い動作の主体から有生性の低い動作の客
体への動作の移行が成立している．一方，その動作が有生性の低い動作の客体から有生性
の高い動作の主体へと移行する時，ヴォイス接尾辞を伴う有標形が文に現れるのである．
これは以下に提示する動詞のペアについても言えることである． 
 
(얽다‘elkta’(くくる)-얽히다‘elkhita’(こんがらがる，くくられる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･그(彼，人名詞，生き物)연 p.1278，우리(我々，団体 
名詞，生き物)･짐(荷物，具体名詞，非生き物)연 p.1278] 
有標形(自動):主体[관계(関係，抽象名詞，非生き物)조 94/04/10，4 面] 
有標形(受動):主体･客体[쇠사슬(鎖，具体名詞，非生き物)･客体の明示なし(人名詞，生き物)소 p.1269， 
세금과 규제(税金と規制，抽象名詞，非生き物)･사업가나 투자자(事業家と投資者，人名 
詞，生き物)조 94/01/11，6 面] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として
生き物，非生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客
体として非生き物が現れる．このような動詞のペアとしては，열다‘yelta’(開ける)-열리다
‘yellita’(開く，開けられる)しかない．この動詞のペアの考察結果は以下のようになる． 
 
(열다‘yelta’(開ける)-열리다‘yellita’(開く，開けられる)) 
無標形:主体･客体[대통령(大統領，人名詞，生き物)･입(口，人の所属物，非生き物)조 93/02/20，10 面， 
영업부장(営業部長，人名詞，生き物)･문(ドア，具体名詞，非生き物)조 93/03/05，27 面，主体の 
明示なし(人名詞，生き物)･마음(心，抽象名詞，非生き物)연 p.1314，백화점(デパート，団体名詞， 
生き物)･문(ドア，具体名詞，非生き物)조 93/03/02，11 面] 
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有標形(自動):主体[가능성(可能性，抽象名詞，非生き物)조 93/04/07，15 面] 
有標形(受動):主体･客体[主体の明示なし(団体名詞，生き物)･전시회(展示会，具体名詞，非生き物)조 93/11 
/02，19 面] 
 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現
れ，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体として生き物，非生
き物が現れる動詞のペアを見ることにする．この動詞のペアとしては，파묻다‘phamwutta’
(埋める)-파묻히다‘phamwuthita’(うずもれる，埋められる)しかない．以下はこの動詞
のペアの考察結果である． 
 
(파묻다‘phamwutta’(埋める)-파묻히다‘phamwuthita’(うずもれる，埋められる)) 
無標形:主体･客体[윤영(ユニョン，人名詞，生き物)･고개(首，人の所属物，非生き物)당 p.121，主体の明 
示なし(人名詞，生き物)･음식(食べ物，具体名詞，非生き物)조 94/09/19，22 面，主体の明示なし(団 
体名詞，生き物)･흠(溝，具体名詞，非生き物)조 93/01/29，28 面] 
有標形(自動):主体[발명과정(発明過程，抽象名詞，非生き物)조 93/11/03，10 面] 
有標形(受動):主体･客体[책(本，具体名詞，非生き物)･대표(代表，人名詞，生き物)조 93/05/10，3 面，흙 
(土，具体名詞，非生き物)･유적(遺跡，具体名詞，非生き物)연 p.1933] 
 
次の動詞のペアは無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として
非生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非
生き物が現れるものである．この動詞のペアには，삶다‘salmta’(ゆでる)-삶기다
‘salmkita’(煮る，ゆでられる)がある．以下がその例文である． 
292)(사람이) 경단을 삶는다.((人が)団子をゆでる．)조 93/02/02，17 面 
293)감자가 어머니에게 삶긴다 130.(ジャガイモが母にゆでられる．)【作例】 
294)감자가 다 삶긴다 130.(じゃがいもがすっかりゆであがる．)소，p.995 
 
292)は無標形を含む文であり，293)～294)は有標形を含む文である．292)の動作の主体
は生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞と具体名詞で
ある．293)は動作の主体が生き物，動作の客体が非生き物であり，それぞれに対応する名
詞は人名詞と具体名詞である．一方，294)は動作の主体が特定できず，動作の客体の属性
を述べる文である．これは自動詞文であると言うことができ，動作の主体は非生き物，そ
れに対応する名詞は具体名詞である．その他の動詞のペアの例としては以下のものがある． 
 
 166 
(잠그다‘camkuta’(かける)-잠기다‘camkita’(かかる，かけられる)) 
無標形:主体･客体[혜완(ヘワン，人名詞，生き物)･문(ドア，具体名詞，非生き物)무 p.75] 
有標形(自動):主体[목소리(声，抽象名詞，非生き物)소 p.1491] 
有標形(受動):主体･客体[사람(人，人名詞，生き物)･수도 꼭지(水道の栓，具体名詞，非生き物)소 
p.1491] 
 
最後に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が
現れ，有標形を含む文において動作の主体として非生き物，動作の客体として非生き物が
現れる動詞のペアを見ることにする．その動詞のペアとしては꼬다‘kkota’(なう)-꼬이다
‘kkoita’(こじれる，なわれる)しかない．以下は考察結果である． 
 
(꼬다‘kkota’(なう)-꼬이다‘kkoita’(こじれる，なわれる)) 
無標形:主体･客体[학생(学生，人名詞，生き物)･다리(足，人の所属物，非生き物)조 94/08/02，6 面， 
어른(大人，人名詞，生き物)･새끼(縄，具体名詞，非生き物)조 93/02/19，19 面] 
有標形(自動):主体[이해관계(利害関係，抽象名詞，非生き物)조 94/09/02，4 面] 
有標形(受動):主体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･새끼(縄，具体名詞，非生き物)소 p.308] 
 
以上の考察結果を整理すると，次のようになる． 
 
⑬類 数  
主体 客体  
人名詞，生き物 2 
所属物，非生き物 4 
具体名詞，非生き物 6 
 
人名詞，生き物 
 
抽象名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 1 
具体名詞，非生き物 3 
 
 
無 
標 
形 
 
 
 
団体名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 1 
合計  18 
主体  
具体名詞，非生き物 2 
抽象名詞，非生き物 6 
主体 客体  
 
 
有 
標 
形 人名詞，生き物 人名詞，生き物 1 
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具体名詞，非生き物 3 
団体名詞，生き物 1 団体名詞，生き物 
 具体名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 2 具体名詞，非生き物 
 具体名詞，非生き物 2 
抽象名詞，非生き物 人名詞，生き物 1 
 
 
 抽象名詞，非生き物 1 
合計   20 
表 33．⑬類の動詞のペアを考察した結果 
 
６.３.８．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から他動詞に派生する動詞群(⑧類) 
ここでは，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から他動詞に派生する動詞群(⑧類)を考察する
ことにする．まず，この動詞群に属する 4 個の動詞のペアを動作の主体と動作の客体が生き
物か非生き物かという観点によって整理すると以下のようになる． 
 
無標形 有標形 それに属する動詞のペア 94 
主体 生き物 主体 生き物，非生き物 
客体 生き物，非生き物 客体 生き物，非生き物 
맡다, 말다(止)(2 個) 
主体 生き物 主体 生き物 
客体 非生き物 客体 非生き物 
벗다, 차다(2 個) 
計  4 個 
表 34．⑧類の動詞のペアにおいて動作の主体と客体が生き物か非生き物かによって分類した表 
 
最初に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として生き物，非
生き物が現れ，有標形を含む文において動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体
として生き物，非生き物が現れる動詞のペアから見ることにする．この動詞のペアとして
は맡다‘mathta’(引き受ける)-맡기다‘mathkita’(任せる)がある．以下はこの動詞のペ
アの例文である． 
 
295)(나는) 영선을 맡는다 95.((私が)ヨンソンをあずかる．)무，p.157 
296)폭이 좁은 차도는 환경미화원이 맡는다 95.(幅が狭い車道は環境美化員があずかる．)조 93/02/20， 
2 面 
297)핵 문제 전문가인 스펙터는(･･･省略･･･)책임을 맡는다 95.(核問題専門家であるスペクターは責任を
あずかる．)조 93/03/18，5 面 
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298)사령부가(･･･省略･･･)지역을 맡는다 95.(司令部が地域をあずかっている．)조 93/02/02，17 面 
299)유형사가 두 아이를 유아원과 형님댁에 맡긴다.(ユ刑事が 2 人の子供を幼稚園と兄の家にあずけ
る．)조 93/02/02，17 面 
300)학생들은(･･･省略･･･)빨래방에 빨래를 맡긴다.(学生 た ち は 洗濯屋 に 洗濯 を あ ず け
る)조 93/03/25，31 面 
301)중요한 어린이 교육을 우리는 무책임하게도 텔레비전에 맡긴다 95.(重要な子供の教育を我々は
無責任にもテレビに任せている．)조 93/01/06，5 面 
302)그러나 이 회사도 어쩔 수 없이 힘든 일은 외국인에게 맡긴다 95.(しかしこの会社も仕方なく大変
な仕事は外国人に任せる．)조 93/02/02，17 面 
303)협력법은 무기사용을 개인판단에 맡긴다 95.(協力法は武器使用を個人の判断に任せる．)조 94/10/ 
22，8 面 
 
295)～298)は無標形を含む文であり，299)～303)は有標形を含む文である．295)～298)
の動作の主体はいずれも生き物であり，動作の客体は生き物と非生き物である．それぞれ
に対応する名詞は人名詞と人名詞(例 295))，人名詞と具体名詞(例 296))，人名詞と抽象名
詞(例 297))，団体名詞と団体名詞(例 298))である．一方，299)～303)は他動詞文であると
言い得るが，項の数は 3 つである．動作の主体は生き物と非生き物であり，動作の客体も
生き物と非生き物である．それぞれに対応する名詞は人名詞と人名詞(例 299))，人名詞と
具体名詞(例 300))，団体名詞と抽象名詞(例 301)と例 302))，抽象名詞と抽象名詞(例 303))
である．以上の考察の結果，無標形を含む文と有標形を含む文はどちらも他動詞文を表す
という点で類似しているが，項の数がいくつかという点で異なることがわかる．その他の
動詞のペアは以下のようになる． 
 
(말다‘malta’(やめる)-말리다‘mallita’(やめさせる，とめる)) 
無標形:主体･客体[아이(学生，人名詞，生き物)･일기(日記，具体名詞，非生き物)조 94/01/04，1 面，검찰 
(検察，団体名詞，生き物)･추적(追跡，抽象名詞，非生き物)조 93/01/29，3 面] 
有標形:主体･その他･客体[부모(父母，人名詞，生き物)･明示なし(人名詞，生き物)･아르바이트(アルバイト， 
抽象名詞，非生き物)조 93/02/05，23 面，주변(周辺，団体名詞，生き物)･정씨(チョン氏，人名詞， 
生き物)･초청(招待，抽象名詞，非生き物)조 93/06/20，4 面，타산(打算，抽象名詞，非生き物)･特 
定できず･나(私，人名詞，生き物)우 p.53] 
 
말다‘malta’(やめる)-말리다‘mallita’(やめさせる，とめる)は先の맡다‘mathta’
(引き受ける)-맡기다‘mathkita’(任せる)のように無標形を含む文と有標形を含む文の間
で 2 項動詞が 3 項動詞になるという明確な相違を見せないが，一部の状況ではそのような
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相違も見ることができる． 
次に無標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現
れ，有標形を含む文において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現れ
る動詞のペアを見ることにする．この動詞のペアには벗다‘pesta’(脱ぐ)-벗기다‘peskita’
(脱がす)がある．以下はその例文である． 
 
304)벌건 대낮에 뭇 사람들이 보는 앞에서 여배우가 옷을 벗는다.(うす赤い真昼間に多くの人たちが見
る前で女優が服を脱ぐ．)조 94/08/24，15 面 
305)협박자는 범죄자의 혐의는 벗는다 95.(脅迫者は犯罪者の容疑は免れる．)조 94/09/02，5 面 
306)장씨는 두명의 옷을 벗긴다 95.(チャン氏は 2名の服を脱がす．)조 94/01/27，3 面 
 
304)～305)は無標形を含む文であり，306)は有標形を含む文である．304)～305)の動作
の主体はいずれも生き物であり，動作の客体はいずれも非生き物である．それぞれに対応
する名詞は人名詞と具体名詞(例 304))，人名詞と抽象名詞(例 305))である．306)の動作の
主体は生き物，動作の客体は非生き物であり，それぞれに対応する名詞は人名詞と具体名
詞である．304)と 306)を見るとわかるように，動作の客体が同じ服であっても自分の服な
のか，他人の服なのかによって，無標形の動詞と有標形の動詞が区別されている．その他
の動詞のペアには以下のものがある． 
 
(차다‘chata’(はめる)-채우다‘chaywuta’(はめる))131 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･귀고리(イヤリング，具体名詞，非生き物)조 94/04/18， 
9 面，이사장(理事長，人名詞，生き物)･쇠고랑(手錠，具体名詞，非生き物)조 93/04/01，2 面] 
有標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･벨트(ベルト，具体名詞，非生き物)조 94/05/09，4 面， 
主体の明示なし(団体名詞，生き物)･수갑(手錠，具体名詞，非生き物)조 93/08/30，4 面] 
 
以上の結果を整理すると，次のようになる． 
 
⑧類 数  
主体 客体  
人名詞，生き物 1 
具体名詞，非生き物 5 
 
人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 2 
団体名詞，生き物 1 
 
無 
標 
形 
 
団体名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 1 
合計   10 
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主体 客体  
人名詞，生き物 具体名詞，非生き物 2 
団体名詞，生き物 具体名詞，非生き物 1 
主体 その他 客体  
具体名詞，非生き物 1 人名詞 
抽象名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 
団体名詞，生き物 人名詞，生き物 1 
 具体名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 1 
団体名詞，生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2 
抽象名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
 
有 
標 
形 
抽象名詞，非生き物 
特定できず 人名詞，生き物 1 
合計    11 
表 35．⑧類の動詞のペアを考察した結果 
 
６.３.９．ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から自動詞に派生する動詞群(①類) 
ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から自動詞に派生する動詞のペアとしては졸다‘colta’
(居眠りする)-졸리다‘collita’(眠い)しかない．無標形を含む文ではその動作の主体と
して生き物が現れ，有標形を含む文ではその動作の主体として生き物が現れる．以下がこ
の動詞のペアの例文である． 
 
307)그는 사무실에서 존다 95.(彼は事務室で居眠りする．)조 94/05/13，19 面 
308)사자가 존다 95.(ライオンが居眠りする．)조 93/04/20，5 面 
309)어젯밤 잠을 못 자서 오늘은 아침부터 계속 졸린다 95.(ゆうべは眠れなくて今日は朝からずっと眠
たいです．)코，p.762 
 
307)～308)は無標形を含む文であり，309)は有標形を含む文である．309)では動作の主
体が明示されていないが，動作の主体を生き物と特定することができる．それ故，それぞ
れの動作の主体に対応する名詞は人名詞，動物，人名詞である．動詞のペアが一つしかな
いことから，他の動詞群との比較もできず，ここでは詳しい言及をしないことにするが，
졸리다‘collita’は意味論的に動作の主体の状態を表し，動詞というよりも形容詞に近い
と思われる．他の動詞群との比較を含めて，再度検討し，再整理する必要があると思われ
る． 
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６.３.１０．ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から受身形に派生する動詞群(③類) 
ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から受身形に派生する動詞のペアとしては부딪다
‘pwuticta’(ぶつかる)-부딪치다‘pwuticchita’(ぶつかる，ぶつける)，부딪히다
‘pwutichita’(ぶつけられる，ぶつかる)しかない．ここで부딪치다‘pwuticchita’(ぶ
つかる，ぶつける)を取り扱うのは母語話者の方の意見を踏まえた結果である．菅野裕臣他
編(19912:422)では，부딪히다‘pwutichita’には受動の意味があると記述しているが，以
下に例文を示すように，受動の意味では使われず，自動の意味で使われるようである．以
下に例文を示すことにする． 
 
310)차가운 안개 알갱이가 얼굴에 부딪는다 95.(冷たい霧の微粒子が顔にぶつかる．)무，p.251 
311)두 사람의 눈길이 부딪는다 95.(二人の視線がぶつかる．)사，p.149 
312)13 년전 이용후라는 인물의 사고사를 추적하던 기자는 그 뒤에 숨은 거대한 국제적 음모에 
부딪친다.(13 年前，イヨンフという人物の事故死を追跡した記者はその後に隠れた巨大な陰謀にぶつか
る．)조 93/08/21，13 面 
313)정부는 최후까지 부딪친다 95.(政府は最後までぶつかる．)조 93/12/11，3 面 
314)비행기가 산등성이와 부딪친다 95.(飛行機が尾根とぶつかる．)조 93/07/27，3 面 
315)당위론은 쉽게 벽에 부딪친다.(当為論は容易く壁にぶつかる．)조 94/04/10，7 面 
316)(사람이) 나무에 몸을 부딪힌다.((人が)木に体をぶつける．)조 93/01/12，23 面 
317)김 차기 대통령은 때로는 엄청난 관료의 벽에 부딪힌다 95.(キム次期大統領は時にはとんでもない
官僚の壁にぶつかる．)조 93/01/17，5 面 
318)건설부가 집중적인 반발에 부딪힌다 95.(建設庁が集中した反発にぶつかる．)조 94/03/29，30 面 
319)차가 부딪힌다 95.(車がぶつかる．)조 93/05/18，23 面 
320)이 특별감사는 일단 벽에 부딪힌다 95.(この特別監査は一旦壁にぶつかる．)조 93/04/14，3 面 
 
310)～311)は부딪다‘pwuticta’を含む文であり，312)～315)は부딪치다‘pwuticchita’
を含む文であり，316)～320)は부딪히다‘pwutichita’を含む文である．316)を除いて，
他の例文は全て自動詞文である．動作の主体としては生き物，非生き物が現れ，それぞれ
に対応する名詞は，具体名詞(例 310))，抽象名詞(例 311))，人名詞(例 312))，団体名詞(例
313))，具体名詞(例 314))，抽象名詞(例 315))，人名詞(例 317))，団体名詞(例 318))，具
 172 
体名詞(例 319))，抽象名詞(例 320))である．316)では，動作の主体として生き物，動作の
客体として非生き物が現れ，それぞれに対応する名詞は人名詞と人の所属物である．부딪다
‘pwuticta’は他の動詞と比較して，動作の主体として非生き物しか現れないという特徴
がある．以上の考察を踏まえると，부딪히다‘pwutichita’には受動の意味はほとんどな
いということがわかる．これについてはこれ以上言及しないことにするが，現代朝鮮語の
ヴォイス接尾辞を取り扱う時，それを伴い自動詞から受身形に派生する動詞群を打ち立て
るのは適当ではないように思われる． 
 
６.３.１１．ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から自動詞，他動詞に派生する動詞群(⑤類) 
ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から自動詞，他動詞に派生する動詞のペアには울다
‘wulta’(泣く)-울리다‘wullita’(鳴る，泣かせる)しかない．以下で示すように，無標
形を含む文では動作の主体として生き物，非生き物が現れる．一方，有標形を含む文では
それが自動を意味する場合，動作の主体として非生き物が現れるが，それが他動を意味す
る場合，動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として生き物，非生き物が現れ
る． 
 
321)갓난 어린애는 눈물을 흘리지 않고 운다.(生まれたばかりの幼子は涙を流さず泣く．)조 93/05/ 
13，1 面 
322)매미는 수컷만이 운다.(せみは雄だけが鳴く．)조 94/08/09，5 面 
323)전화벨이 사납게 운다 95.(電話のベルがけたたましく鳴る．)조 93/03/05，38 面 
324)제야의 종은 일본 동경에서도 울린다.(除夜の鐘は日本の東京でも響く．)조 94/12/28，23 面 
325)컴퓨터의 지시음만 울린다.(コンピューターの指示音だけ鳴る．)조 94/03/23，10 面 
326)박씨는 무대를 압도하면서도 부드러움을 잃지 않는 잔잔한 연기로 관객들을 웃기고 울린다.(パク 
氏は舞台を圧倒しながらも，柔軟さを失わない静かな演技で観客を笑わせ，泣かせる．)조 94/11/12，17
面 
327)고질적인 유통구조 난맥상과 중간도매상 가격조작도 주부들을 울린다.(悪い癖のある流通構造の
乱脈の様相と中間の卸売商の価格操作も主婦たちを泣かせる．)조 93/04/14，3 面 
 
321)～323)は無標形を含む文であり，324)～327)は有標形を含む文である．それぞれの
動作の主体と動作の客体に対応する名詞は，人名詞(例 321))，虫(例 322))，抽象名詞(例
323))，具体名詞(例 324))，抽象名詞(例 325))，人名詞と人名詞(例 326))，抽象名詞と人
名詞(例 327))である．無標形であっても，有標形であっても，それが自動を意味すれば，
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動作の主体の中でその動作が完結しており，有標形が他動を意味すれば，動作の主体が動
作の客体に動作を移行することを表している．ところで，327)のように非生き物が生き物
に動作を移行するのはその非生き物が泣かせるという動作を遂行する潜在性を持っている
からである． 
 
６.３.１２．ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞，使役形に派生する動詞群(⑥類) 
ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞，使役形に派生する動詞のペアとしては놀다
‘nolta’(遊ぶ)-놀리다‘nollita’(からかう，遊ばせる)しかない．無標形を含む文では
その動作の主体として生き物，非生き物が現れ，有標形を含む文ではその動作の主体とし
て生き物，動作の客体として生き物，非生き物が現れる．以下はその動詞のペアの例文で
ある． 
 
328)아이들은 장난감을 가지고 논다.(子供たちはおもちゃで遊ぶ．)조 93/04/29，18 面 
329)우리는 새해초에 의미없이 많이 논다.(我々は新年初め意味なくおおいに遊ぶ．)조 93/01/25，1 面 
330)서로 어긋나는 정책이 따로 따로 논다 95.(互いに行き違う政策が離れて放置されている．)조 94/01/ 
26，5 面 
331)그 아래서 수강생들은 촘촘히 앉아 정신없이 연필을 놀린다.(その下で受講生たちはぎっしりと座
り，慌しく鉛筆を動かす．)조 93/04/14，3 面 
332)어머니가 아이를 공원에서 놀린다.(お母さんが子供を公園で遊ばす．)소，p.402 
 
328)～330)は無標形を含む文であり，331)～332)は有標形を含む文である．それぞれの
主体と客体に対応する名詞は人名詞(例 328))，団体名詞(例 329))，抽象名詞(例 330))，人
名詞と具体名詞(例 331))，人名詞と人名詞(例 332))である．無標形を含む文では動作が動
作の主体の中で完結している．一方，有標形を含む文では動作が動作の主体から動作の客
体へと移行している．また，332)では動作の客体は遊ぶことができる生き物が現れ，動作
を遂行している．このように動作を遂行する潜在性を被使役者が持ち，その動作の客体に
その動作が及ぶ時，使役を意味すると言える． 
 
６.３.１３．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞，使役形に派生する動詞群(⑪類) 
ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から自動詞，使役形に派生する動詞のペアとしては보다
‘pota’(遊ぶ)-보이다‘poita’(からかう，遊ばせる)しかない．無標形を含む文では動
作の主体として生き物，非生き物が現れる．一方，有標形を含む文では，それが自動の意
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味を表す場合は，動作の主体として生き物，非生き物が現れ，それが使役の意味を表す場
合は，動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非生き物が現れる．この動
詞のペアの考察結果は以下のようになる(ただし，有標形の場合は動作そのものを行う被使
役者を考慮に入れず，動作を扇動する使役者とその動作の対象をそれぞれ動作の主体，動
作の客体という名称で置き換え，それらが生き物か非生き物かという観点から考察してい
る)． 
 
(보다‘pota’(遊ぶ)-보이다‘poita’(からかう，遊ばせる)) 
無標形:主体･客体[主体の明示なし(人名詞，生き物)･사람(人，人名詞，生き物)조 93/01/31，11 面，회장 
(会長，人名詞，生き物)･예(例，具体名詞，非生き物)조 93/01/08，15 面，나(私，人名詞，生き物 
･평화의 이미지(平和のイメージ，抽象名詞，非生き物)조 93/11/19，15 面，유통업소(流通業者， 
団体名詞，生き物)･성과(成果，抽象名詞，非生き物)조 93/02/15，13 面，개혁안(改革案，抽象名 
詞，非生き物)･결실(結実，具体名詞，非生き物)조 93/01/14，4 面] 
有標形(自動):主体[학생(学生，人名詞，生き物)조 93/01/17，2 面，산(山，具体名詞，非生き物)【作例】 
，노하우(ノウハウ，抽象名詞，非生き物)조 93/02/04，2 面] 
有標形(使役):使役者･被使役者･客体[유아(乳児，人名詞，生き物)･明示なし(人名詞，生き物)･증상(症状， 
抽象名詞，非生き物)조 93/01/17，12 面，정당(政党，団体名詞，生き物)･明示なし(人名詞， 
生き物)･관심(関心，抽象名詞，非生き物)조 93/01/05，3 面，제품(製品，具体名詞，非生き 
物)･明示なし(人名詞，生き物)･차이(相違，抽象名詞，非生き物)조 93/03/06，17 面，봄패션( 
春のファッション，抽象名詞，非生き物)･明示なし(人名詞，生き物)･현상(現象，抽象名詞， 
非生き物)조 93/02/09，9 面] 
 
無標形を含む文では動作の主体が動作の客体に動作を移行しているが，動作の客体が動
作の主体よりも有生性が高いものは一つも例文にはなかった．有標形を含む文でそれが自
動の意味を表す時，生き物であれ，非生き物であれ，見えることを表す．これは動作の主
体を受け入れることができるものが必要であるので，今まで見てきた動作の主体内で動作
が完結している動詞とは意味論的に異なると思われる．また，有標形を含む文でそれが使
役の意味を表す時，生き物であれ，非生き物であれ，動作の主体が抽象的な状況あるいは
様子を見せる．ただし，この場合，それを見せる相手は明示されないが，前後の文脈から
生き物であることがわかる． 
 
６.３.１４．ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から他動詞，受身形，使役形に派生する動詞
群(⑭類) 
ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から他動詞，受身形，使役形に派生する動詞のペアとし
ては씻다‘ssista’(洗う)-씻기다‘ssiskita’(洗う，洗われる，洗わせる)しかない．無
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標形を含む文では動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非生き物が現れ，
有標形を含む文では動作の主体として生き物，非生き物，動作の客体として非生き物が現
れる(ただし，有標形の場合は動作そのものを行う被使役者を考慮に入れず，動作を扇動す
る使役者とその動作の対象をそれぞれ動作の主体，動作の客体という名称で置き換え，そ
れらが生き物か非生き物かという観点から考察している)．以下はその動詞のペアの例文で
ある． 
 
333)(사람이) 손을 씻는다 95.((人が)手を洗う．)조 94/01/16，5 面 
334)(사람이) 컵을 씻는다 95.((人が)を洗う．)조 93/06/17，25 面 
335)(사람이) 마음을 씻는다 95.((人が)心を洗う．)조 93/09/18，5 面 
336)북한이 핵의혹을 씻는다 95.(北朝鮮が核疑惑を払拭する．)조 93/05/27，5 面 
337)큰 비가 땅을 씻는다 95.(大雨が地を洗う．)조 94/12/24，5 面 
338)그 사람은 그 아이의 손을 씻긴다 95.(その人はその子の手を洗う．)코，p.552 
339)얼굴 화장이 눈물에 씻긴다 95.(顔の化粧が涙で洗われる．)연，p.1200 
340)그들에 대한 반감과 불신이 (어떤 상황에 의하여) 씻긴다 95.(彼らに対する反感と不信が(ある状況
によって)ぬぐわれる．)조 94/01/16，5 面 
341)어머니가 딸에게 접시를 씻긴다 95.(お母さんが娘に皿を洗わせる．)소，p.1188 
 
333)～337)は無標形を含む文であり，338)～341)は有標形を含む文である．動作の客体
と動作の主体に対応する名詞は人名詞と人の所属物(例333))，人名詞と具体名詞(例334))，
人名詞と抽象名詞(例 335))，団体名詞と抽象名詞(例 336))，具体名詞と具体名詞(例 337))，
人名詞と人の所属物(例 338))，具体名詞と具体名詞(例 339))，抽象名詞と抽象名詞(例
340))，人名詞と具体名詞(例 341))である．無標形を含む文では有生性の高い動作の主体か
ら有生性の低い動作の客体へ動作が移行している．339)は有標形が他動を意味する場合で
あるが，動作の客体としては非生き物である人の所属物が現れている．339)と 340)は有標
形が受動を意味する場合であるが，動作の主体と動作の客体は有生性の程度が同じ非生き
物同士である．341)は有標形が使役を意味する場合であり，被使役者である生き物に洗う
という動作を遂行できる潜在性があるので，この文が成立するのである． 
 
７．まとめ 
本論文では現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を音韻論，形態論，意味論，統辞論的観点から
考察した．その考察に入る前に，まず一般言語学におけるヴォイスの規定を様々な先行研
究を通して確認し，本論文で使う術語の再整理を行った．1．で述べたことではあるが，今
まで行われてきた先行研究を整理する作業は研究を行う上でも重要な位置を占める．とい
うのは，今から議論あるいは記述しようとする内容が先行研究ですでに述べられたことな
のか，あるいは自分の研究で明らかにしたことなのかを明確に区別することができるから
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である．本論文では先行研究を整理することを怠ってはいけないという自戒の意味と現代
朝鮮語のヴォイスを研究する上で重要であるという今後の研究の便宜さを踏まえて，様々
な先行研究を偏りなく概観したつもりである． 
また本論文では一般言語学におけるヴォイスの先行研究と現代朝鮮語におけるヴォイス
の先行研究を区別して概観している．確かに個別言語の文法現象に接近する場合，客観的
に文法を記述しようという一致した考えから一般言語学の術語を使用せざるを得ない．そ
れ故，たとえ個別言語のヴォイス研究を概観したとしても，一般言語学のヴォイス研究に
も言及しなければならない．つまり，一般言語学におけるヴォイス研究と個別言語におけ
るヴォイス研究には重なり合う部分が多分に存在するのである．本論文では，それらを別
個にして取り扱ったことで，ヴォイスの記述や研究者の言及において重なった部分を指摘
した場合が多々あった．しかしながら，この作業も今後のヴォイス研究を考える上では重
要なものであると考え，一般言語学におけるヴォイス研究と現代朝鮮語におけるヴォイス
研究を分けて概観したのである． 
本論文では先行研究を概観し，能動，受動，使役，中動の意味を次のように規定した． 
 
能動――動作の主体が動作の客体に動作を行うこと．あるいは動作の主体が動作を行うこ 
と． 
受動――動作の客体が動作の主体に動作を被ること(主体が明示されないこともある)． 
使役――使役者が被使役者をして動作の客体に動作を行うこと． 
中動――動作が動作の主体自身に及ぶこと．あるいは動作が動作の主体と動作の客体に均 
等に割り当てられること． 
 
このように能動，受動，使役，中動を規定したものの，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞は
中動を表す形態論的標示ではないと見做し，本論文では中動を取り扱わなかった．つまり，
本論文は形態論的標示がなければ，たとえ意味論的に中動を表現する文があったとしても，
それを中動としては認めない立場をとるのである． 
次に，本論文ではヴォイスと関連する他の領域として意味論的役割とアスペクトを概観
した．一般言語学における意味論的役割を概観した理由は 1)現代朝鮮語のヴォイス接尾辞
の機能を記述する上で，避けては通れない領域であり，2)先行研究において意味論的役割
が何の議論もされないまま，曖昧な規定で使用されており，3)それらの規定を再整理し現
代朝鮮語のヴォイスを記述するための新しい方法論を作り上げたいという願望があったか
らである．また，一般言語学におけるアスペクトを概観した理由は 1)言語類型論を取り扱
った様々な先行研究の中でヴォイスとアスペクトとの相関関係に言及したものが多く，2)
崔昌玉(2001a:41-44)で言及したように現代朝鮮語においてもヴォイス接尾辞による派生
とアスペクト形式が何らかの相関関係を持っていると思われるからである．ただし，本論
文では，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による派生とアスペクトとの関係には詳しく言及す
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ることができなかった． 
本論文の実際の考察は音韻論，形態論，統辞論，意味論という 4つの観点から行われた． 
第一に現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を音韻論的に考察すると，現代朝鮮語のヴォイス接
尾辞が決して相補分布を成していないことが本論文で統計的に証明された．また，たとえ
動詞がヴォイス接尾辞‘-이-’を伴うからといって，それが項を 1 つ減らしたり，項を 1
つ増やしたりするという機能を予め持っているのではないことも証明された．つまり，こ
のことは動詞によって，どのヴォイス接尾辞をとり，その意味が何であるかまでも決定さ
れていることを意味する． 
第二に現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による派生を形態論的に考察しようとしたが，本論
文ではそのような考察をすることができなかった．というのも本論文では菅野裕臣(1982)
と菅野裕臣他編(19912)で指摘された現代朝鮮語のヴォイス接尾辞の形態論的特徴のほか
には言及するものが見つからないと判断したからである．それ故，現代朝鮮語のヴォイス
接尾辞の形態論に関する本論文の立場は菅野裕臣(1982)と菅野裕臣他編(19912)の立場と
同じである．ただし，後続する統辞論，意味論的考察を行うために，本論文では，菅野裕
臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生を①類から⑭類まで分類し，それ
ぞれに属する動詞のペアの数とヴォイス接尾辞による動詞の派生の方向を表と図で示した． 
第三に現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による派生を①類から⑭類までわけ，その動詞群を
数が多い順に統辞論，意味論的に考察した．本論文では，統辞論について菅野裕臣他編
(19912:1032-1033)で提示されている形態論的特徴を伴う規定を全面的に採用している．ま
た意味論については Klaiman(1991:161-175)で提示している有生性の逆転によってヴォイ
スの転換が引き起こされるという Klaiman(1991:161-175)の考えに従っている．もう一度
Klaiman(1991:161-175)の言及を整理すれば，現代朝鮮語における他動詞文においてある動
作が有生性の高い主体から有生性の低い客体へ移行しているが，その動作の移行が崩れる
時，つまり有生性の低い客体から有生性の高い主体に動作が移行する受動文において動詞
に特別な標示がされるというものである．ただし，この考えは本論文で分類した⑨類，つ
まりヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形に派生する動詞のペアにしか適用できない
ものである．Klaiman(1991:161-175)の考えが⑨類や⑫類の一部の動詞ペアにうまく適用で
きることは，本論文において証明されたことであるし，崔昌玉(2001a)においても証明され
ていることである． 
一方，他の動詞のペアにおいて，この考えがうまく適用できるのだろうか． 
今までの本論文の考察を通じて，ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞に派生する
②類，ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から使役形に派生する④類，ヴォイス接尾辞を伴い，
他動詞から自動詞に派生する⑦類，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から使役形に派生する
⑩類，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形，使役形に派生する⑫類，ヴォイス接尾
辞を伴い，他動詞から自動詞，受身形に派生する⑬類はそこに含まれる動詞のペアの数が
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多いが，動作の主体や動作の客体等の有生性によって，ある程度 132，うまく説明できるこ
とがわかる．例えば，②類であるが，これらの動詞のペアは無標形が自動を意味し，有標
形が他動を意味する．ヴォイス接尾辞を伴うことによって項が一つ増えるので，
Klaiman(1991:161-175)の考えにそぐわないように見えるが，実はそうではない．ヴォイス
接尾辞は②類の動詞のペアには現代朝鮮語の他動詞文に典型的な，有生性の高い動作の主
体から有生性の低い動作の客体への動作の移行を示す標示になっていると考えれば，この
動詞のペアにおけるヴォイス接尾辞の機能はうまく説明できる．次に，⑦類であるが，こ
れらの動詞のペアは無標形が他動を意味し，有標形が自動を意味する．これは有標形を含
む文に 2 つの項が現れないという点で⑨類の動詞のペアと相違するが，無標形の動詞にお
いて有生性の高い動作の主体から有生性の低い動作の客体への動作の移行が見て取れるの
に，有標形の動詞においてそれが見えなくなるという点で⑨類の動詞のペアと類似する．
ここでのヴォイス接尾辞の機能は②類の時とは逆である．つまり，ヴォイス接尾辞は⑦類
の動詞のペアには現代朝鮮語の他動詞文に典型的な動作の移行が崩れていることを示す標
示になっている．これと同様なことが⑬類についても言うことができる．最後に，④類，
⑩類，⑬類のように無標形が自動や他動を意味し，有標形が使役を意味する場合であるが，
この時のヴォイス接尾辞は有標形を含む文において被使役者が有生性の高いことを提示す
る役割を果たしているということができる．これらの動詞のペアは項を一つ増やすという
意味では，先の②類の場合と同じであるが，使役者を付け加え，被使役者に高い有生性を
割り当てるという点では異なるのである． 
また，以下の表は先に考察した①類から⑭類の考察結果に基づくものである(ただし，受
身形でありながら，その文自体が状態相を表す場合と註に示した例外を除いて，作成して
いる)． 
 
自動詞文(239) 数 133  
主体  
人名詞，生き物 56(17) 
団体名詞，生き物 29(11) 
動物･植物，生き物 14(1) 
人の所属物，非生き物 16(6) 
具体名詞，非生き物 62(24) 
 
抽象名詞，非生き物 62(26) 
 他動詞文(559) 
 主体 客体  
人名詞，生き物 40(9) 
団体名詞，生き物 8(3) 
  
 
 動物･植物，生き物 7 
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所属物，非生き物 60(18) 
具体名詞，非生き物 125(38) 
人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 71(17) 
人名詞，生き物 11(2) 
団体名詞，生き物 10(4) 
動物･植物，生き物 1 
所属物，非生き物 3(1) 
具体名詞，非生き物 34(9) 
 
 
団体名詞，生き物 
 
抽象名詞，非生き物 52(19) 
所属物，非生き物 3 
動物･植物，生き物 2(1) 
具体名詞，非生き物 9(4) 
動物･植物，生き物 
抽象名詞，非生き物 3 
所属物，非生き物 具体名詞，非生き物 1 
人名詞，生き物 3(2) 
団体名詞，生き物 5(1) 
所属物，非生き物 2 
具体名詞，非生き物 29(8) 
 
 
具体名詞，非生き物 
 
抽象名詞，非生き物 20(10) 
人名詞，生き物 6(2) 
団体名詞，生き物 4(2) 
所属物，非生き物 4(1) 
具体名詞，非生き物 9(3) 
 
 
抽象名詞，非生き物 
 
抽象名詞，非生き物 27(10) 
主体 その他 客体  
具体名詞，非生き物 1(1) 人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 2(2) 
団体名詞，生き物 人名詞，生き物 1(1) 
人名詞，生き物 
具体名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 1(1) 
団体名詞，生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2(2) 
抽象名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1(1) 抽象名詞，非生き物 
特定できず 人名詞，生き物 1(1) 
受動文(165)  
 主体 客体  
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人名詞，生き物 22(21) 
団体名詞，生き物 2(2) 
動物･植物，生き物 2(2) 
所属物，非生き物 5(5) 
具体名詞，非生き物 33(33) 
 
 
 
人名詞，生き物 
 
 抽象名詞，非生き物 13(13) 
人名詞，生き物 2(1) 
団体名詞，生き物 4(4) 
所属物，非生き物 1(1) 
具体名詞，非生き物 5(5) 
 
 
団体名詞，生き物 
 
抽象名詞，非生き物 3(3) 
人名詞，生き物 3(3) 動物･植物，生き物 
 所属物，非生き物 1(1) 
所属物，非生き物 具体名詞，非生き物 1(1) 
人名詞，生き物 9(9) 
団体名詞，生き物 2(1) 
所属物，非生き物 1(1) 
具体名詞，非生き物 15(15) 
 
 
具体名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 5(5) 
人名詞，生き物 10(9) 
団体名詞，生き物 7(7) 
所属物，非生き物 3(3) 
具体名詞，非生き物 5(5) 
 
 
抽象名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 5(5) 
主体 その他 客体  
具体名詞，非生き物 1(1) 人名詞，生き物 人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 2(2) 
人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 1(1) 団体名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 1(1) 
具体名詞，非生き物 抽象名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1(1) 
使役文(46)  
使役者 被使役者  
人名詞，生き物 5(5) 
 
人名詞，生き物 
 抽象名詞，非生き物 2(2) 
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団体名詞，生き物 具体名詞，非生き物 1(1) 
動物･植物，生き物 具体名詞，非生き物 1(1) 
具体名詞，非生き物 所属物，非生き物 1(1) 
具体名詞，非生き物 1(1) 抽象名詞，非生き物 
抽象名詞，非生き物 1(1) 
使役者 被使役者 客体  
人名詞，生き物 1(1) 
動物･植物，生き物 1(1) 
所属物，非生き物 5(5) 
具体名詞，非生き物 9(9) 
抽象名詞，非生き物 3(3) 
人名詞，生き物 
特定できず 1(1) 
団体名詞，生き物 抽象名詞･非生き物 1(1) 
動物･植物，生き物 動物･植物，生き物 1(1) 
 
人名詞，生き物 
 
 
具体名詞，非生き物 具体名詞，非生き物 1(1) 
具体名詞，非生き物 2(2) 人名詞，生き物 
抽象名詞，非生き物 1(1) 
団体名詞，生き物 
 
団体名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2(2) 
具体名詞，非生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 2(2) 
 
抽象名詞，非生き物 人名詞，生き物 抽象名詞，非生き物 4(4) 
合計  1008(462) 
表 36．①類から⑭類の考察結果を整理した表 
 
先の表から次のようなことがわかる． 
 
① 自動詞文の場合，その動作の主体として生き物でも非生き物でも現れ，それぞれ
が出現する割合は 41％(99 個)と 59％(140 個)である．これは自動詞文においてそ
の動作の主体として生き物と非生き物どちらも過不足なく現れることを意味して
いる． 
② 他動詞文の場合，その動作が生き物から非生き物に移行する場合が最も多く，全
体の 65.6％(366 個)を占める．その次は動作が非生き物から生き物に移行する場
合で，16.7％(93 個)であり，残りの場合を順番にあげると，動作が生き物から生
き物に移行する場合が 14.3％(80 個)であり，動作が非生き物から非生き物に移行
する場合が 3.4％(19 個)である．これは他動詞文においてその動作の主体として
生き物，その動作の客体として非生き物が現れる頻度が高いことを意味している． 
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③ 受動文の場合，その動作が生き物から非生き物に移行する場合が最も多く，全体
の 40％(66 個)を占める．その次は動作が非生き物から非生き物に移行する場合で，
21.8％(36 個)であり，残りの場合を順番にあげると，動作が生き物から生き物に
移行する場合が 21.2％(35 個)であり，動作が非生き物から生き物に移行する場合
が 17％(28 個)である．これは受動文においてその動作の主体として生き物，その
動作の客体として非生き物が現れる頻度が高いことを意味している．ただし，こ
の結果は Klaiman(1991:161-175)が提示した仮説とは大きく異なるものである．
Klaiman(1991:161-175)の提示とは，現代朝鮮語の受動文において動作の主体とし
て生き物が現れ，動作の客体として非生き物として現れる場合には受動文が成立
しないというものであった．Klaiman(1991:161-175)にも若干の指摘があったよう
に，本論文では，このような相違は動作の振舞いの違いにより引き起こされたも
のであると考える．しかしながら，本論文では，このような相違についての詳細
な考察はできなかった．これについては今後の課題である． 
④ 使役文の場合，被使役者として生き物が出現する割合が，非生き物が出現する割
合よりも高い．前者は 78.3％(36 個)であり，後者は 21.7％(10 個)である．これ
は使役文において被使役者にその動作を遂行する潜在性を持つ生き物が現れるこ
とを意味している． 
 
以上の結果を踏まえて，本論文で明らかにしたヴォイス接尾辞の機能について言及する
ことにする．本論文の意味論的考察を通じて，ヴォイス接尾辞の機能は動作の主体や動作
の客体が生き物か非生き物かという人の認知に依拠する所が大きいことがわかった．今ま
での先行研究においてヴォイス接尾辞を取り得る動詞が限定されており，それを伴う動詞
が受身形や使役形だけでなく，自動詞や他動詞にもなり得るという特徴だけが強調されて
きた．また，ヴォイス接尾辞を伴い，他動詞から受身形に派生する動詞については動作の
主体や動作の客体の有生性に応じて，ヴォイス接尾辞が動詞の語幹につくことが指摘され
てきた．しかしながら，本論文ではヴォイス接尾辞の派生方向によって①類から⑭類の動
詞のペアを分類し，それらを考察した結果，ヴォイス接尾辞はあくまでも他動詞文に典型
的な有生性の高い動作の主体から動作の客体への動作の移行が成立したり，崩れたりする
時に動詞の語幹につくことが提示された．更に，本論文の考察によって，無標形が自動詞
や他動詞であり，ヴォイス接尾辞がついて，使役形に派生する場合には，動作そのものを
遂行する被使役者に有生性が高いものを標示することがわかった． 
ヴォイス接尾辞の機能を以上のように整理すれば，現代朝鮮語において自動詞文，他動
詞文，受動文，使役文は次のような意味を表すと言うことができる． 
 
自動詞文――動作の主体が生き物であろうが，非生き物であろうが，動作そのものが動作 
の主体の範囲内で完結することを意味する場合が多い 134． 
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他動詞文――動作は有生性の高い動作の主体から有生性の低い動作の客体に移行する．た 
だし，動作の主体と動作の客体が非生き物同士であれば，非生き物の中でも 
有生性が高いものが動作の主体として現れる．また，有生性の低い非生き物 
が有生性の高い生き物に動作を行う場合も見受けられるが，それは動作の主 
体がその動作を行うことができる潜在性があるからである． 
受動文―――動作は有生性の低い動作の客体から有生性の高い動作の主体に移行する．こ 
れは他動詞文と全く逆の意味である．ただし，動作によっては動作の主体を 
特定することができず，動作の客体の属性を表す文もある．このような文は 
受動文というよりも自動詞文であると思われる． 
使役文―――動作を扇動する使役者とその動作を直接行う被使役者そしてその動作を受け 
る客体が文において現れる．動作によって異なるが，被使役者は有生性の高 
い生き物が有生性の低い非生き物より現れる場合が多い．これは被使役者と 
して動作を遂行できる潜在性の高い生き物が選択される傾向にあるからだと 
思われる． 
 
以上が本論文のまとめである． 
 
８．今後の課題 
本論文では現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を音韻論，形態論，統辞論，
意味論的観点から考察した．また，統辞論，意味論的な考察を行う過程で，動作の主体と
動作の客体が生き物か非生き物であるかという認知論的観点も踏まえた．この考察によっ
て現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生に関わる自動詞文，他動詞文，受動文，
使役文を意味論的に規定することができた． 
今後の課題は本論文で考察できなかったことがどのように現代朝鮮語のヴォイス接尾辞
による動詞の派生に関わっているかを考察することである．本論文で考察できなかったこ
ととしては以下のものがある． 
 
① 現代朝鮮語のヴォイス接尾辞が相補分布をなし，それらの接尾辞が異形態と呼びう
るかという観点から，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を考察してきたが，このヴォイ
ス接尾辞を共時論的観点からだけでなく通時論的観点からも考察する必要がある．
現代朝鮮語のヴォイス接尾辞が相補分布を成さないということがわかったものの，
中期朝鮮語のヴォイス接尾辞が相補分布を成すのかという疑問が残ったからである．
また，中期朝鮮語におけるヴォイス接尾辞による動詞の派生を形態論的観点からだ
けでなく，統辞論，意味論的観点から考察する必要がある．というのは，統辞論，
意味論的観点から考察して初めて，わかることもあるからである．本論文では，中
期朝鮮語におけるヴォイス接尾辞の考察は資料が限定されているものの，音韻論，
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形態論，統辞論，意味論的に十分に考察することができ，ある程度の結果を得るこ
とができるという判断から，先のものを今後の課題として提示している． 
② 動作の主体や動作の客体が統辞論的に標示される時，現代朝鮮語では格助詞やとり
たて助詞を伴って現れるが，それらとヴォイス接尾辞による動詞の派生との関係が
どうなっているかを考察する必要がある． 
③ ヴォイス接尾辞を伴っていない無標形の動詞やヴォイス接尾辞を伴っている有標形
式の動詞が文において非連体形か連体形であるかどうかを考察する必要がある．そ
してそれがヴォイス接尾辞による動詞の派生とどう関わってくるのかという考察も
あわせて行う必要がある． 
④ ヴォイス接尾辞を取り得る動詞のアスペクト的特徴はどうなっているかという考察
もおこなう必要がある． 
⑤ ヴォイス接尾辞による動詞の派生を動作の主体や客体が生き物か非生き物かという
観点だけでなく，定か不定かという観点から考察する必要もある． 
⑥ ヴォイス接尾辞による動詞の派生に関して動作の主体が意志をもってその動作を成
し遂げるかどうか，あるいは動作の客体がかなりの影響を被っているかどうかとい
う観点から考察する必要もある． 
⑦ 様々なテキストにおいて能動文や受動文の機能を語用論的に考察する必要もある．
あるいはテキストの種類によって，能動文や受動文の使われ方の違いはどうなって
いるかという考察もおこなう必要がある． 
 
これらの考察を全ておこなってはじめて，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派
生を全て記述したと言うことができるのである． 
 
【謝辞】本論文をまとめる過程において，中川裕先生をはじめとする松本泰丈先生，村岡
英裕先生，小倉美知子先生，高民定先生に多くのご指導と励ましをいただきました．と同
時に学部の時期から菅野裕臣先生，浜之上幸先生にも現代朝鮮語に関する貴重な意見をい
たただき，論文を執筆する際にも，それが大変参考になりました．また，ソウル大学大学
院に在籍中には李賢熙先生にも大変お世話になり，貴重なご意見をいただきました．更に，
朴敬玉氏や金昌男氏そして成道炫氏あるいは社会文化科学研究所に在籍する同僚の方々か
らも貴重な意見をいただきました．この場を借りて，心から感謝申し上げます．最後に，
妻朴麻子にも論文執筆時の忙しい折には，色々と気を遣ってもらいました．彼女の助けが
なければ，この論文は完成しなかったと思います．改めて感謝します． 
 
註 
1 実際に，北朝鮮で話される朝鮮語と韓国で話される韓国語には，正書法や抑揚等において若干の差異が
ある．しかし，本論文では，かりに北朝鮮と韓国が統一した場合，北朝鮮で話されている朝鮮語と韓国で
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話されている韓国語をあわせ持つ名称として現代朝鮮語を認定しており，本論文で取り扱うのは，この言
語のヴォイス接尾辞による動詞の派生である． 
また，本論文で現代朝鮮語の例文等を考察する折，使用する基本語幹等の基本的な文法用語は菅野裕臣
(1981)，菅野裕臣他編(19912)による． 
ところで，菅野裕臣(1987:61-64)では，ヴォイス接尾辞として，-이-‘-i-’，-히-‘-hi-’，-리-‘-li-’，
-기-‘-ki-’，-추-‘-chwu-’，-구-‘-kwu-’，-우-‘-wu-’，-ㅣ우-‘-iwu-’，-애-‘-ay-’，-으키-‘-ukhi-’，
-이키-‘-ikhi-’を認め，語幹末音によってそれらの接尾辞が動詞につくある程度の傾向を示している．
本論文では，現代朝鮮語におけるヴォイスを考察した先行研究を概観する折，菅野裕臣(1987)で言うヴォ
イス接尾辞と同じものを指し示す場合は，菅野裕臣(1987)にならい，全てヴォイス接尾辞という用語を使
うことにする．現代朝鮮語のヴォイス接尾辞についての先行研究は，3.で詳しく取り扱うことにする．ま
た，これらが相補分布をなし，異形態であると言うことができるかについては，6.1 で取り扱うことにす
る． 
なお，本文における朝鮮語の後の‘’内には，Chang(1996)において示された The Yale Romanization に
よるローマ字表記を，()は日本語訳を示すことにする．しかしながら，本論文では，紙幅の都合により，
例文全てをローマ字で表記せず，一部の例だけをローマ字で表示する． 
ハングルとローマ字を対照した表は次のようになる． 
ハングル ㄱ ㅋ ㄲ ㄷ ㅌ ㄸ ㅂ ㅍ ㅃ ㅈ  ㅊ ㅉ ㅅ ㅆ ㅎ ㅇ 
ローマ字 k kh kk t th tt p ph pp c ch cc s ss h ng 
ハングル ㄴ ㄹ ㅁ ㅏ ㅓ ㅗ ㅜ ㅡ ㅣ ㅐ ㅔ ㅢ ㅑ ㅕ ㅛ ㅠ 
ローマ字 n l m a e o wu u i ay ey uy ya ye yo yu 
ハングル ㅒ ㅖ ㅘ ㅚ ㅝ ㅟ ㅙ ㅞ 
ローマ字 yay yey wa oi we wi way wey 
 
2 本論で考察するのは，あくまでも，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生であって，現代朝鮮
語においてヴォイスに関わる全ての動詞の派生ではない．つまり，本論での考察だけでは，現代朝鮮語の
ヴォイスを全体的に記述することができないということになる．現代朝鮮語において動詞をヴォイス的に
派生する方法は，どのくらい存在し，それらがどのように記述されてきたかについては，3.において詳し
く概観することにする． 
3 本論文で，様々の言語学術語辞典のうち，特に Trask(1993)を概観するのは，次のような理由からであ
る．この辞典は，1)言語学における術語を包括的に取り扱っており， 2)その術語を分かりやすく，簡単に
説明し，3)その術語がどの文献で初めて使用されたかについても言及しているからである．ただし，術語
の特性によっては，Trask(1993)の規定だけでは，説明が行き届いていない部分があることは否定できない．
本論文では，そのような時は，Asher(1994)，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996)も参考しながら，ヴォイ
スに関わる術語に接近している．また，本論文では，次のような特徴を持つ先行研究を中心に概観するこ
とにする．その特徴とは，1)個別言語の記述だけでなく，諸言語の記述を含んだ幅広い観点から，受動，
使役，中動を規定している点，2)ヴォイスを取り扱った先行研究では，ヴォイスを形態論的，統辞論的，
意味論的観点から考察することが主流であったが，その観点だけでなく，ヴォイスを語用論的，認知論的
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観点からも考察しようとする発展的な方法論が見て取れる点である． 
4 adjutativeという術語について，正式な日本語の訳語は，まだないようである．ちなみに，Trask(1993:9)
では，この adjutative を動作の主体が他の誰かに何かをするように手伝わせることを示す動詞の屈折形式
とし，その例としては，ティグリニヤ語の ʔaqqatäle‘he helped to kill(彼が殺すことを手伝った).’
(qätäle‘he killed(彼が殺した).’)があるとする．また，この adjutative はそれが現れる諸言語におい
てヴォイス体系の一部を形成するとしている． 
5 ここでは，動作を行うものを動作主，その動作を受け取るものを受動者と簡単に見做し，議論を進めて
いくことにする．ただし，本論文では，便宜上，動作主や受動者という名称は使わず，動作の主体や動作
の客体という名称を使うことにする．意味論的役割については，4.1 で詳しく論じることにする． 
また，本論文では，次の術語を区別しながら，先行研究を概観することにする．つまり，受動に議論を
限定するのであれば，文法範疇としての受動態，受動態を表す形態素が動詞についた所の受身形，その受
身形を含む所の受動文，その受動文が意味する所の受動ということになる．これらの術語は，使役や中動
にも存在する．下の表は，この術語を整理したものである． 
文法範疇 動詞のレベル 文のレベル 意味のレベル 
能動態 能動形 能動文 能動 
受動態 受身形 受動文 受動 
使役態 使役形 使役文 使役 
中動態 中動形 中動文 中動 
また，本論文では，受動動詞，使役動詞，中動動詞という術語を使わないことにする．というのは，受動
動詞，使役動詞，中動動詞と言えば，受動態，使役態，中動態を表す形式を動詞語幹に伴っていないにも関
わらず，受動や使役そして中動の意味を持つ動詞であれば，全て，受動動詞，使役動詞，中動動詞と見做さ
れ得るという曖昧な解釈ができるからである． 
ところで，受動態，使役態，中動態等々を含む文法範疇としてのヴォイスに対応するものとして語彙＝文
法範疇としてのヴォイス，機能＝意味論的範疇としてのヴォイスがある．このような対応に言及したのは，
レニングラード学派である．レニングラード学派では，語彙＝文法範疇としてのヴォイスには決まりきった
名称をつけていないものの，機能＝意味論的範疇としてのヴォイスには diathesis という名称をつけている．
このような対応は，文法範疇としてのアスペクトにおいても見られ，レニングラード学派では，語彙＝文法
範疇としてのアクツィオーンスアールト，機能＝意味論的範疇としてのアスペクチュアリティーを区別して
いる． 
6 現代朝鮮語のヴォイスについては，菅野裕臣(1982)の説明が詳しい．そこでは，現代朝鮮語において動詞
をヴォイス的に派生する方法として，1)ヴォイス接尾辞，2)擬似接尾辞，3)分析的な形があるとしている．
ここで例として提示した，쫓기다‘ccochkinta’(追われる)は，1)のヴォイス接尾辞によって，他動詞から
受身形に派生したものである． 
7 ここでは，ヨーロッパ諸言語等で観察される非人称文(impersonal construction)は除外して，考察す
ることにする． 
8  Nedjalkov＆Litvinov(1995:215)では，旧ソ連科学アカデミー言語学研究所(the Institute of 
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Linguistics of the USSR Academy of Sciences)において，1960 年代初頭，諸言語の構造を類型論的に研究
し始めたグループをレニングラード学派と呼んでいる．レニングラード学派の歴史と変遷については
Nedjalkov＆Litvinov(1995:215-219)を参照せよ．また Nedjalkov＆Litvinov(1995:238-253)において，この
学派ではヴォイスとアスペクトの研究が進んでいることが指摘されている．  
9 崔昌玉(2002:5-8)では，Mel’čuk(1993)も概観している．Mel’čuk(1993)の理論と Khrakovskij(1979)の大き
な相違は，Mel’čuk(1993)において，1)意味論的役割が設定されていない点，2)基本 diathesis と派生
diathesis を複合した形で様々なヴォイスが示されている点である．Mel’čuk(1993)で，意味論的役割を設定
しない理由としては，意味論的役割は主観的なもので，研究者の数だけその数と意味が異なり，文法を記述
する上で重要な客観性が欠如しているからである．この意味論的役割とヴォイスの関係については，後の 4.1
において詳しく言及することにする． 
10 本論文では，動詞に内在的な意味論的役割の種類と量を持つという議論や動詞が幾つの項をとるかとい
う議論を客観性の欠いたものとして認めている．というのも，実際の用例を考察すると，主語や目的語が
存在しない文が多くあるからである．ただし，予めある動詞が幾つの項をとるかを把握し，実際の用例を
考察することには異論がない． 
11 本論文では，Khrakovsky(1979)にならって，統辞論的機能を示す数字として，1が主語，2が目的語，3
がそれ以外を示すものとする．一方，意味論的役割を示す数字としては，1が主体，2が客体，3がそれ以
外を示すものとする． 
12 通常，能動文や受動文を意味論的に考察する場合，動作主(agent)や受動者(patient)といった意味論的
役割が使われるが，Khrakovsky(1979)において，その名称の代わりに，主体と客体が使われている．これは，
ただの名称の違いに過ぎないと思われるので，本論文では，動作の主体，動作の客体という名称を採用して，
議論を進めることにする．この意味論的役割とヴォイスの関係については，後の 4.1 において詳しく言及す
ることにする． 
13 亀井孝・河野六郎・千野栄一編(1996:1232)によれば，項とは，もともとは論理学で使われた術語であ
るが，変形文法やそれとかかわりの深い言語理論において特別な意味でつかわれるとし，文の中で動作や
状態を表わす賓述または述語(predicate)と対立して，その動作や状態と何らかの関係をもつ 1つまたは 2
つ以上の実体をあらわすものだとされている． 
14 Khrakovsky(1979:299)によれば，意味論的可変物 A，B，C，D，...の階層的に順序づけられたセットと
理論的に限定されないセットを diathesis の分類表の確立のために必要な一番に重要な対象物と見なすと
されている．それ故，diathesis を図にして示す時，統辞論的な機能が上位に示された次の図はあり得な
い． 
１＝主語 ２＝目的語 
１＝主体 ２＝客体 
また，Khrakovsky(1979)では，受動文や使役文などに派生する前の文を基本文と呼び，△0と表記してい
る．またその基本文から派生した受動文等々を△1,2,3･･･と表記している．それに加えて，Khrakovsky(1979)
では，△0のような文と△0から派生した文を図で示している．例えば，Khrakovsky(1979)に従い，“ＡがＢ
を～する”という基本文は次のような図で示すことができる． 
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       △0: 
 動詞‘～する’ 
意味論的役割 １＝主体 ２＝客体 
統辞論的機能 １＝主語 ２＝目的語 
一方，この基本文から派生した“ＢがＡに～される”という受動文は上と同様に次のような図で示すこ
とができる． 
△ 1: 
       動詞‘～される’ 
意味論的役割  ２＝客体 １＝主体 
統辞論的機能 １＝主語 ３＝それ以外 
以上の図からそれぞれの機能の階層が移動し，△0と△1の違いをなしていることがはっきりとわかる．本
論文でも，この Khrakovskij(1979)の見解に従い，diathesis を図によって示すことにする． 
15 Khrakovskij(1979:305)において，指示対象とは，表層において役割を行うものとされている． 
16  なお，Khrakovskij(1979:306)において，相互と再帰の例として，‘Grandmother and grandson embraced 
each other(おばあさんと孫が互いに抱き合った)．’と‘Grandmother combed herself(おばあさんが自分
の髪を梳いた)．’等々があげられている． 
17 村木新次郎(1991b)は，先に紹介した diathesis の理論を用いて，現代日本語における受動文，使役文，
自動詞文，他動詞文，相互文，再帰文，可能文，希望文，自発文，「てある」文を考察している． 
  また，村木新次郎(1991b:3-5)では，現代日本語の文を考察するレベルを次のように示している． 
   α 意味論的なレベル(名詞の動詞に対する意味論的な役割) 
   β 形態論的なレベル(名詞の動詞に対する統語的な形式＝格形式) 
   γ 機能統語的なレベル(名詞の動詞に対する呼応＝一致関係) 
   δ 通達統語的なレベル(言語使用に際して通達的な側面に関わる問題) 
  村木新次郎(1991b:3-5)では，‘先生がテーブルをたたく’という例文を通じてα～δのレベルを確認し
ている．αは‘先生’が動作主，‘テーブル’が被動者として取り出されるレベルで，βは‘先生’が主格，
テーブルが対格という名詞の動詞に対する関係を表す文の中での存在形式のレベルで，γは主語や目的語
などの名称で取り扱われる文法範疇のレベルで，δは言語使用に際して，文脈や場面などに関わるレベル
であるとしている．本論文では，diathesis の理論と直接的に関係しないγとδのレベルを考察の対象か
ら除外することにする． 
また，本論文では，diathesis の理論における考察レベルにおいて，名詞の動詞に対する統辞論的機能
を伴う格形式を付け加えている．格形式を付け加える理由としては現代日本語や現代朝鮮語において格形
式の標示が明らかであるため，そのレベルを付け加えることが必要であると考えるからである． 
18 註 10 を参照せよ．また，diathesis の理論を現代朝鮮語に実際に適用した崔昌玉(2002)では，現代朝
鮮語のヴォイス接尾辞を diathesis の理論だけでは記述しきれず，その理論が提示した観点に加えて，動
作の主体や動作の客体となる名詞が有情物か無情物かという観点も必要であるので，この diathesis の理
論を現代朝鮮語にそのまま適用することはできないと結論づけている．崔昌玉(2002)のこのような考え方
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は Klaiman(1984，1991)に基づいている．本論文もこの見解に従い，レニングラード学派が提示する
diathesis の理論だけでは，現代朝鮮語の受動を記述することができないという立場をとる． 
19 本論文では，この図について詳しく論じることにしない．この図は亀井孝･河野六郎･千野栄一編
(1996:1234)と鷲尾龍一(1997:54)において提示されているので，それを参照してほしい． 
20 プロトタイプ論とは，認知言語学において発展したものであり，簡単に言えば，あるカテゴリーにおけ
る成員が人の認知によって典型的(中心的)な成員と非典型的(周辺的)な成員とに区別され，それらが，そ
のカテゴリーにおいて完全に区別されるのではなくて，段階的に区別されるということである．つまり，
それらの成員は，そのカテゴリーの中で連続体をなしているということになる．また，レイコフ
(1993:752-753)に，プロトタイプについての詳しい説明がある．そこでの説明を要約すると，以下のよう
になる． 
あるカテゴリーに属する成員の中で，そのカテゴリーに属するものとして最もふさわしいと判断される成員はプロト 
タイプ(prototype)と呼ばれ，それはそのカテゴリーのことを考える場合にまず念頭に置かれる，いわばそのカテゴリ 
ーの代表的な成員である．例えば，英語において‘FRUIT(果物)’のプロトタイプとして，‘apple(りんご)’や‘orange(み 
かん)’，‘VEGETABLE(野菜)’のプロトタイプとして，‘carrot(にんじん)’がある．しかしながら‘tomato(トマト)’ 
のようなものは，どちらのカテゴリーにおいても，プロトタイプから離れたところに位置する．このように，‘果物’ 
や‘野菜’というカテゴリーがプロトタイプ的な成員を中心に置き，非プロトタイプ的な成員を周辺に置くという段 
階的な性格を持つのは，カテゴリーに属する成員の性格に由来するのではなく，それを捉える人間が生み出すもので 
ある． 
21 Klaiman(1991:119)では，この図は Dixon(1979:85)において最初に示されたものであるとしている．し
かしながらCroft(1990)やWhaley(1997)では，この図はDixon(1979:85)において見出されたものであるが，
Silverstein(1976)において最初に記述されたものであるとしている． 
22 先行研究として本論文で取り上げた Klaiman(1984，1991)の概観そして後で提示する Givón(1994)の概
観は浜之上幸･朴敬玉･崔昌玉(2000:433-434，452-454)による所が大きい． 
23 本論文では，例文における?は現代朝鮮語においてその文が文法的と言い難いが容認できることを示し，
＊は現代朝鮮語においてその文が文法的であると認められないことを示す．また，本論文では，例文を以
下のように示す． 
  1)論文等から引用する場合は，例文末に何の表示もせずに示す． 
  2)作例した用例を示す場合は，例文末に作例であることを表示する． 
  3)小説から用例を引用する場合は，例文末に小説の略字とページを，新聞から用例を引用する場合は， 
例文末に新聞の略字とその記事の日付そしてその記事が掲載されている面を表示する． 
24 母語話者の方(金昌男氏，1967 年，全羅南道生まれ)から次のような指摘があった． 
① 2a)と 2b)の例文は文法的であると認められるものの，益 澱獣‘ku thayksi’(そのタクシー)より
も戚 澱獣‘i thayksi’(このタクシー)の方が適当であるという指摘．というのも，益 澱獣‘ku 
thayksi’(そのタクシー)はある談話(discourse)において一度出現したものではないと，そのよう
にして明言することができないからである． 
② 2b)において益 澱獣拭‘ku thayksiey’(そのタクシーに)よりは益 澱獣拭惟‘ku thayksieykey’
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(そのタクシーに)の方がいいのではないかという指摘．これは母語話者の思考の中に澱獣
‘thayksi’(タクシー)が動くことができるもの，つまり人間や動物と同等のものと見做している
からだと考えられる． 
  これらは朝鮮語を母語とする人からの経験的な指摘という点で興味深いものである． 
25 本論文で言う有標と無標とは単に動詞がヴォイス接尾辞を伴う形とヴォイス接尾辞を伴わない形を表
現するに過ぎない．つまり，本論文によれば，耐陥‘ccochta’(追う)は無標形式の動詞であり，耐奄陥
‘ccochkita’(追われる)は有標形式の動詞である．これ以降の議論でも特別な場合を除き，ヴォイス接尾
辞を伴う形，ヴォイス接尾辞を伴わない形に言及する時，単に動詞の有標形(あるいは有標形)，動詞の無
標形(あるいは無標形)と言うことにする． 
26 角田太作(1991:165-224)において言及されているように，意味論的役割においての動作主，格において
の主格，情報構造においての主題，文法機能においての主語をそれぞれ区別しなければならない．意味論
的役割と現代朝鮮語のヴォイスの関係については，後の 4.1 において詳しく言及することにする． 
27 亀井孝・河野六郎・千野栄一編(1996:1365)によれば，無生(inanimate)と有生(animate)は，自然界に
存在する物には人間をも含めると，生命のある物とない物がある．この生命のあるなしを指し示すとされ
ている．本論文では，今後，有生あるいは無生を指示する名詞を有情名詞，無情名詞とし，議論を進める
ことにする．有情名詞と無情名詞という用語は現代朝鮮語の体言や用言を分類している菅野裕臣(1995)に
従っている．菅野裕臣(1995:242)では，現代朝鮮語において形態論的に有情名詞と無情名詞が区別される
としているが，その詳細は 4.1 において言及することにする．以下，有情名詞や無情名詞を積極的に取り
入れ，Klaiman(1984，1991)で提示している現代朝鮮語の例を概観することにする． 
28 菅野裕臣(1995:9)によれば，現代朝鮮語における意志動詞とは，Ⅰ-走 公馬陥‘Ⅰ-ci moshata’(･･･
出来ない，･･･しない)を持ちうる動詞とし，これらの意志動詞は命令形，勧誘形，意志形を持ちうるとい
う意志用言と意志をあらわすⅡ-菱 持唖戚陥‘Ⅱ-l sayngkakita’(･･･するつもりだ)などの形式を持ちう
るという意志動詞に一致するとしている．ただし，Klaiman(1984)では，意志動詞という術語は用いず，こ
れを主体が動作を制御できる動詞としている．また，ここで出てくる第Ⅰ語基，第Ⅱ語基，第Ⅲ語基につ
いては，註 51 において詳しく説明することにする． 
29 本論文では，談話の中で１度，出現し，そのため代名詞に置き換えられたり，明示されていないものを
示すだけのものを現代朝鮮語における定･不定の問題として捉えていない．本論文では，それらに加えて，
主体や客体を指示する名詞が複数(団体名詞や接尾辞 –들‘-tul’を伴っているもの)であるもの，それが連
体節による修飾を被っているものも定･不定の問題として捉えている．ところで，Trask(1993:74，138)で
は，定･不定(definite/indefinite)を言語的文脈だけでなく，言語外的文脈によっても決定されるもので
あり，一般的に誰もが知っているとか，その前の文脈に一度，出現しているとか，その対象がどれくらい
で構成されているか，その対象を限定するものがあるかという話し手と聞き手の領域に関与しないものと
見做している．一方， Lyons(1999)では，特定･不特定(specific/non-specific)を定･不定の下位分類とし
て位置づけている．また，特定･不特定は意味論的に規定できるものではなくて，あくまでも語用論的に規
定されるものである．特定は定･不定の事物のうち話し手が認識できる事物であり，不特定は定･不定の事
物のうち話し手が認識できない事物である． 
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一方，定･不定は現代英語や他の諸言語のように定冠詞･不定冠詞によって表現されたり，その対象が限
定される修飾節があるかないかによって決定されたりする．現代朝鮮語や現代日本語のように，定冠詞･
不定冠詞がない場合は，その対象が前の文脈に現れたことがあるか，あるいは連体修飾節があるかないか
によって決定される．前の文脈に現れたり連体修飾節があったりすれば，その対象が定であり，前の文脈
に現れなかったり連体修飾節がなかったりすれば，その対象が不定である． 
このように考えれば，この特定･不特定は，Klaiman(1984)で取り扱われた定･不定の概念とは異なること
が容易にわかるだろう．つまり，動作の主体である回教徒の人々であれ，アメリカ人であれ，私の先生で
あれ，これらは全て意味論的に規定することができ，語用論的には様々に規定することができる．つまり，
これらは，動作の主体の定･不定によって厳密に決定されるが，特定･不特定によって厳密には決定されな
い． 
以上のことを踏まえれば，現代朝鮮語のヴォイスを考察する上で，特定･不特定という概念まで含めて，
考察する必要がないことがわかる．また，現代朝鮮語において動作の主体や客体が明示されない場合が多
く存在する．このように動作の主体や動作の客体が明示されない文が現れるのは，現代朝鮮語や現代日本
語のように文脈において動作の主体や客体が必ずしも絶対的に明示されるとは限らない言語，つまり前の
文脈で動作の主体や動作の客体が言及されていれば，それら主体と客体を含めなくても，そのような文を
許容し得る言語であるからである． 
30 菅野裕臣他編(19912)によれば，石陥‘ilkta’(読む)の有標の形である石備陥‘ilkhita’には受動の
意味の‘読まれる’と使役の意味の‘読まされる’があるとされている．ここでは，受動の意味で石備陥
‘ilkhita’が使われている． 
31 Givón(1994:8)によれば，この４つの主要なヴォイスの規定は，Cooreman(1982)において最初に提示さ
れた規定であるとされている． 
32  Xolodovič (ed.)(1969) を 簡 潔 に 要 約 し た も の と し て Comrie(1976:479-488) ， Nedjalkov ＆
Litvinov(1995:238-242)がある．これらの論文は本論文をまとめるにあたり，大変，参考になった． 
33 早津恵美子(1995)については，4.2.2 において詳しく概観することにする． 
34 使役に関する先行研究では，前件の主体を使役者，後件の主体を被使役者として使役文を取り扱って
いる．本論文も，この考えに従い，使役文を考察する時，意味論的役割としての使役者と被使役者を採用
し，議論を進めていくことにする．意味論的役割についての詳しい議論は 4.1 でおこなうことにする． 
35 例文とその英訳における数字は英語訳の対照を見やすくするために付けられているのであって，他の
意味はない． 
36 Trask(1993:270)では，補充法(suppletion)を単独の語彙目録の屈折を形成するために 3つ以上の異な
る語幹を使い，その例として現代英語の‘go/went，person/people，bad/worse’があるとしている． 
37 そのタイプとは，①1A)と 2Aa1)の組合せタイプ(例えば，マリ語)，②1A)と 2Aa2)の組合せタイプ(例
えば，アブハズ語)，③1A)と 2Aa3)の組合せタイプ(例えば，チュコト語)，④1A)と 2Aa4)の組合せタイプ(例
えば，マラヤーム語)，⑤1A)と 2Aa5)との組合せタイプ(例えば，日本語)，⑥1A)と Ba)との組合せ(例えば，
フィンランド語)，⑦1B)と 2Aa3)との組合せタイプ(例えば，チュコト語)，⑧1B)と 2Aa1)と Ba)との組合
せタイプ(例えば，アルバニア語)である． 
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38 Trask(1993:117-118)では，この生成意味論を次のように説明している． 
統辞論と意味論を考察の 1つに統合された領域として，またある文の意味論的構造をその基底となる統辞論的構造と 
して見做す変形生成文法の一種．と同時に，そこでは，表層の統辞論的構造を派生するために，統辞論的規則がそ 
のような意味論的構造に適用されると見做している．断定される基底となる構造は典型的にとても抽象的であり， 
かなりたくさんの語彙分解(lexical decomposition)を含む．古典的な例は，‘Floyd broke the glass(フロイドがガ 
ラスを壊した)’という最初の構造を大雑把に‘Floyd do it Floyd cause become glass break’のように分解する 
ことである．生成意味論は，最初の頃，‘抽象統辞論’と呼ばれていたが，1960 年代後半に，変形生成文法の標準理 
論の可変物として提案され，発展された．その発展において鍵となる人物は，George Lakoff，James McCawley，John  
Ross そして Paul Postal である．その枠組みは，途方もなく曖昧なものとして結局は，捨てられたが，その考えの多 
くは，変形生成文法の後の発展に絶え間ない影響を与えた． 
また，亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:1229-1230)にも，同様の説明がある． 
39 Shibatani(1976)では，先行研究で使用されている直接因果関係/近接因果関係と間接因果関係/遠隔因
果関係という術語を使わず，操作因果関係と指示因果関係という術語を使用している．Shibatani＆
Pardeshi(2002:86)では，その理由として直接因果関係/近接因果関係と間接因果関係/遠隔因果関係という
術語が厳密な定義をされずに，その術語を使う研究者によって微妙に異なる意味で曖昧に使われているか
らであるとしている．本論文では，術語としての直接使役と間接使役を採用し，直接使役を使役者が被使
役者に直接的に動作を行わせることを意味し，間接使役を使役者が被使役者に間接的に動作を行わせるこ
とを意味するものとして，議論を進めることにする．また，本論文では，直接的因果関係や間接的因果関
係という使役の状況がそれぞれの文に反映され，それぞれの使役文が意味するものを直接使役，間接使役
と見做すことにする． 
40 Trask(1993:131)では，写像性を以下のように規定している． 
概念上の観念あるいは概念上の相違とその言語的表現の間の直接的な相互関係であり，それは文法構造の卓立した特 
性としては必ずしもいつも見做されるとは限らないが，最近では，Haiman(1985)と Bybee(1985)のような言語学者が 
写像性の興味深い場合を指摘しているとしている．その例として動詞語幹に関して，時制(tense)，相(aspect)そし 
て法(mood)という順序が最もよく写像的であることが示されている．つまり，相が動詞に概念上，最もきつく縛られ， 
動詞語幹に最も接近して形態論的に標示されるのに対し，法が概念上，それほどきつく縛られないし，動詞語幹から 
最も離れて標示される．同時に，時制は相と法の間に標示される． 
41 Shibatani(2002:5)では，自動詞を不活動自動詞と活動自動詞に分類しているが，大雑把に言って，前
者は Perlmutter が提示するところの非対格述語と一致し，後者は非能格述語に一致するとする．非対格述
語とは無生物および非意志的な人間を主語とする自動詞であるのに対し，非能格述語とは生物および意志
的な人間を主語とする自動詞である．しかしながら，Shibatani＆Pardeshi(2002:86)では，より意味論的
に分かり易い術語として本居春庭が 1828 年の研究で使った“おのずからしかる”と“みずからしかする”
を使うべきであるとする．この規定に従えば，不活動自動詞は一致する他動詞(語彙的使役)を持つ傾向に
あるが，真の使役形式と受動形式を欠如することになり，活動自動詞は散発的に他動詞の類似物だけを持
つことになる．また，中動･摂取動詞には自動詞と他動詞どちらも含まれ，それぞれの例としては，‘sit 
down(座る)’，‘ascend(上がる)’と‘put on the clothes(服を着る)’，‘eat(食べる)’，‘learn(学ぶ)’
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があるとしている． 
42 共格因果関係の共格とは，統辞論的機能を伴う格助詞でなく，単なる共に行動するという意味の共格
を指し示すものである． 
また，Shibatani＆Pardeshi(2002:100)では，団結行為と援助，そして監督の例として日本語の使役文を
取り上げている．それを示すと，次のようになる(例文の番号は，原文そのままを使用している)． 
(22)a.母親が子供を遊ばせている． 
    b.母親が子供におしっこをさせている． 
    c.母親が子供に本を読ませている． 
43 Trask(1993:170)では，中動受動を次のように規定している． 
本来，他動詞が主語としての受動者によって自動詞的に解釈され，受動の解釈を受け取る所の文．その例としては 
‘This fabric washes easily(この織物は簡単に洗える).’や‘My new book is selling well(私の新しい本がよく 
売れている).’がある．英語では，この文はごく少数の動詞に限定され，統辞論的な現象よりも純粋に語彙的な現 
象として，おそらく見做されるだろう．しかしながら，例えば，バスク語のような他の諸言語では，そのパタンが完 
全に生産的である．つまり，全ての他動詞がそのように解釈され得る． 
44 ここでの言及をもう一度，言い直すと，次のようになるだろう．形態論的にその意味を表す形式が存
在しないにも関わらず，意味論的に似通った現象があれば，先行研究の術語に該当するものを見つけ，そ
の術語を何の考えもなしに，使用する場合もあるかもしれない．しかしながら，本論文では，そのような
立場をとらないということである． 
45 亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:40)では，伝統的に異態動詞(deponent)が，次のように，説明され
ているとする． 
ギリシア語やラテン語の動詞には，その文法範疇の一つとして，能動態と受動態ないし中動態の種別がある．その中 
で，受動態あるいは中動態の形式をもちながら，能動の意味をもつものがある．たとえばラテン語の‘loquor(話す)’ 
などがそうである．このような動詞を異態動詞という．また，形式所相動詞と訳すことがある． 
しかしながら，Klaiman(1991:317)では，異態動詞を論理的主語の有生性と制御を仮定する物理的あるい
は精神的性質を表現する動詞と規定しており，伝統的な異態動詞とは異なる見解を示している． 
46 Kemmer(1994:2)では，先行研究において，この中間態と同等の現象あるいは中間態の下位分類を取り
扱うために中間受動(medio-passive)，準再帰(quasi-reflexive)，類似再帰(pseudo-reflexive)，中立詞
(neuter)，受動者＝主語構文(patient-subject construction)，異態(deponent)等々の名称を使用されて
きたことに言及している． 
47 Kemmer(1994:16-20)における 13 の動詞分類とは，次の通りである． 
   1)手入れ，体の管理(grooming or body care)…ラテン語‘lavo-r(wash)’等々 
  2)非転換動作(nontranslational motion)…ラテン語‘reverto-r(turn)’等々 
   3)姿勢の変化(change in body posture)…ドイツ語‘sich hinlegen(lie down)’等々 
   4)間接中動(indirect middle)…トルコ語‘ed-in(acquire)’等々 
   5)本来的に相互の出来事(naturally reciprocal events)…ラテン語‘amplecto-r(embrace)’等々 
   6)転換動作(translational motion)…古典ギリシア語‘péte-sthai(fly)’等々 
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   7)感情中動(emotion middle)…ラテン語‘īrasco-r(be angry)’等々 
   8)感情的発話行為(emotive speech actions)…ラテン語‘quero-r(complain)’等々 
   9)他の発話行為(other speech actions)…ラテン語‘fateo-r(confess)’等々 
   10)認知中動(cognition middle)…ラテン語‘medito-r(ponder，meditate)’等々 
   11)自発中動(spontaneous events)…トルコ語‘dinl-en(recover)’等々 
   12)弁別的中動(logophoric middle)…現代アイスランド語等の that 節 
   13)受動，非人称，促進中動(passive，impersonal，facilitative middles)…フランス語の‘le livre se vende bien(the  
book is selling well)．’等々 
48 現代朝鮮語のヴォイスについて考察した先行研究の中で，特に菅野裕臣(1982)と辞舛呪(1996)を概観す
る理由は，次の通りである．それらの先行研究は，1)現代朝鮮語のヴォイス形式に形態論，統辞論，意味
論的観点から接近し，現代朝鮮語のヴォイスを考察し，体系化しようとしているからであり，2)菅野裕臣
(1982)でも，同じような傾向を見せているが，特に辞舛呪(1996)の記述は現代朝鮮語のヴォイスに関する
先行研究を網羅的に概観しているからであり，3)日本における現代朝鮮語のヴォイス研究と韓国における
現代朝鮮語のヴォイス研究を比較，対照することによって，それらの類似点と相違点を確認することがで
きるからである．ただし，それらの先行研究の概観だけでは説明し切れない部分があることは否定できな
い．本論文では，そのような時は他の先行研究も参考しながら，現代朝鮮語のヴォイスに接近している． 
49 菅野裕臣他編(19912:1033)によれば，擬似接尾辞とはその直前に-精/-澗‘-un /-nun’(は)，-亀‘-to’
(も)，-幻‘-man’(だけ)のような副助詞を挿入することによって，それ自身自立語のように語幹から分離
しうる接尾辞をいうとされている． 
50 菅野裕臣他編(19912:1018)によれば，補助的な単語を含む 2単語以上からなる文法的な形を分析的な形
と呼ぶとされている． 
51 菅野裕臣(1981:82,90)，菅野裕臣他編(19912:1009-1016)では，用言の語幹そのままの形を第Ⅰ語基，
子音語幹で-生-‘-u-’が接尾する形を第Ⅱ語基，-焼-/-嬢-‘-a-/-e-’が接尾する形を第Ⅲ語基と呼んで
いる． 
52 菅野裕臣他編(19912:1032-33)における自動詞，他動詞，受身形，使役形の定義は次のように示されて
いる． 
     自動詞････ 動詞のうち対象を表す格語尾-聖/-研‘-ul /-lul’を取り得ないもの 
     他動詞････ 動詞のうち対象を表す格語尾-聖/-研‘-ul /-lul’を取り得るもの 
     受身形････ 自動詞のうち動作の主体が-拭惟‘-eykey’，-拭惟辞‘-eykeyse’，-稽採斗/-生稽採斗 
‘-lopwuthe /-ulopwuthe’，-拭 税馬食‘-ey uyhaye’等で表し得るもの，可能の意味 
を表し得るもの 
     使役形････ 他動詞のうち動作の主体が-拭‘-ey’，-拭惟‘-eykey’，-稽/-生稽 馬食榎‘-lo/-ulo  
hayekum’等で表し得るもの 
  ところで，酔昔駁(1997:76-90)では，現代朝鮮語における自動詞と受身形の境界あるいは他動詞と使役
形の境界が意味論的に曖昧であることを多くの辞書を基に指摘している．本論文では，現代朝鮮語におけ
る自動詞と受身形の定義は菅野裕臣他編(19912:1032-1033)で示された形態論的な方法に従うことにする．
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しかしながら，実際の用例を考察する場合，現代朝鮮語の自動詞と受身形の意味論的な違いあるいは現代
朝鮮語の他動詞と使役形の意味論的な違いに言及する必要もあるかと思われるので，本論文では，形態論
的な接近法を踏襲しつつ，意味論的な接近法によっても，ヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察するこ
とにする． 
53 잡다‘capta’(つかまえる)の場合，その受身形(つかまえられる)は動詞語幹(잡-‘cap-’)＋ヴォイス
接尾辞(-히-‘-hi-’)の잡히다‘caphita’という形，動詞語幹＋ヴォイス接尾辞＋分析的な形(Ⅲ＋지다
‘cita’)の잡혀지다‘caphyecita’という形，動詞語幹＋分析的な形の잡아지다‘capacita’という形の
3 つがある．それぞれ同じ語彙的意味を表す受身形であるものの，形が異なるため，何らかの文法的意味
は異なるものと考えられる．本論文では，この意味の相違を取り扱わないことにする． 
   また，母語話者の方(金昌男氏，1967 年，全羅南道生まれ)から 10b)と 11b)の例文について次のような
指摘があった． 
① 10a)の受動文として 10b)における‘骨戚 匂呪拭惟 説粕然陥.’は文法的とは言い難いが容認でき
る文で，‘骨戚 匂呪拭惟 説焼然陥.’はある場面では容認できるが，一般的には文法的とは言い難
い文であるという指摘． 
② 11a)の受動文として 11b)のような‘益澗 蟹拭惟辞 瑛厩誤敬聖 閤紹陥.’を提示しているが，‘益
澗 蟹拭惟辞 瑛厩聖 誤敬閤紹陥.’とも言うことができるという指摘． 
54 辞舛呪(1994)では受身形や使役形ではなく，被動形(피동형)や使動形(사동형)と呼んでいる． 
55  本論文では能動文をヴォイス接尾辞を伴わない動詞がある文として見なし，受動文をヴォイス接尾辞を
伴う動詞がある文として見なすことにする．なお，辞舛呪(1996)では受動文と使役文を被動文(피동문)と
使動文(사동문)と呼んでいる． 
56  辞舛呪(1996:946)において，能動文とそれに対応する受動文の意味が同じであるという要件を示すため
に変形関係で成し遂げられる被動文は，その基本の意味が対応する能動文と同一のものとして認められ，
被動文が表す基本の意味はその対応する能動文が元々備えた意味と本質的に同一であるとしている．また，
被動文は能動文から形態的変形が成し遂げられたもので，焦点の違いや語感または文体的変異を見せ得る
が，基本となる知的意味には違いがないと認められるという言及がなされている．つまり，能動文と受動
文は動作を行なう側と動作を受け取る側との間の見方が異なるという点で違いがあるものの，言語外事実
としては同じ意味を指示するということである． 
57 서정수(1994:643)では，分析的な形“Ⅲ-지다”を補助動詞として認めており，その意味を起動として
いる．それは，次の例のように，‘新しい状態の始まり’をそのまま表すと言うに値するものである
(서정수(1994:645)の例文をそのまま引用している)． 
 
[1] a. 이 길이 최근 넓어 졌다(この道が広がった)． 
    b. 이제는 도로도 넓다(今や道路が広い)． 
[2] a. 그의 얼굴이 요즈음 좋아 졌다(彼の表情が最近，よくなった)． 
    b. 얼마 전만 해도 좋지 않았는데…(少しばかり前であったら，よくなかったんだが･･･)． 
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서정수(1994)が従った우인혜(1992:54-56)においても起動相は同様に定義されている．また，一般言語
学においても Trask(1993:137)によれば，起動相は状態あるいは活動の始まりを表現する弁別的なアスペ
クト形式(distinctive aspectual form)とあり，その例として日本語の補助動詞‘～出す’をあげている．
この定義だけを見ると，起動相という概念はヴォイスに関わるものではないようである．術語の名称だけ
から判断すると，韓国では分析的な形“Ⅲ-지다”をヴォイスを表現する形として見做すよりはアスペクト
を表現する形として見做しているようである．これは“Ⅲ-지다”が他動詞だけでなく，形容詞や自動詞に
もつくことができるという特徴に基因しているからだと思われる． 
58 Trask(1993:73)では，深層格を次のように規定している． 
格文法では，一連の意味論的役割のうちのどれか 1つであり，意味論的役割とは，どの文が構築される 
かという観点から基本的な文法原素(fundamental grammatical primitive)として見做されるものである． 
認識されている深層格の目録は，使われるラベル付けがそうであるように，提案ごとに異なるものであ 
る．かなり包括的な目録には，動作主，受動者，主題，経験者，目標，受益者，反動作主(counter-agent)， 
源泉，経路，道具，結果，場所，時そして出来事がある．特定の名詞句を特定の深層格に割り当てるこ 
とは，かなり議論の的になる問題であり，幾分，恣意的であるようである．例えば，‘Lisa filled the  
bucket with water(リサが水でバケツを一杯にした)．’という例では，名詞句‘the bucket’が受動者， 
場所あるいは目標として様々に分析されるか，道具としてもおそらく分析され，同様に‘water’の深層 
格も一定でない．深層格は，語彙格理論そして統率束縛理論(そこでは深層格をシータ役割として知ら 
れている)のような様々な共時論の文法理論において重要な役割を果たす． 
一方，Paducheva(1998)では，Trask(1993)の規定とは異なる深層格の規定を行っている．
Paducheva(1998:362)では，深層格は 1)(動作の主体や動作の客体が何であるかという)意味論的役割，
2)(ある文脈においてその動作の関与者が中心的であるか，周辺的であるかという判断を話し手がくだす)
関与者の伝達的ランク，3)(人の認知に関わるものであり，動詞の項が人，物質的なもの，動物，自然な力，
出来事等々のうち，どれに該当するかという)存在論的特性という 3つの異なる意味論的構成要素の結合で
あるとしている．つまり，この考えに従えば，深層格は意味論的役割を含む上位概念ということになる． 
しかしながら，本論文では，Trask(1993)の規定に従い，深層格も，意味論的役割もそれぞれが表す意味
が同じであると見做す．それ故，先行研究を概観する折，ある研究では深層格という術語が用いられたり，
他の研究では意味論的役割が用いられたりしても，それらの術語が同等の意味を表すものと考え，本論文
では，意味論的役割という術語を採用し，議論を進めることにする． 
59 国立国語研究所(1997:64-65)における意味論的役割の一覧を示すと，次のようになる． 
意味論的役割 用例 
(1)動作主 僕が手を挙げる，会社でこの意見を採用する，役所から手当てをやる 
(2)経験者 頼光がふしぎに思って，人を驚かす，蜘蛛にはそれがわかる 
(3)無意志主体 黄熱病が人の命を奪う，夏の日が畑を照らす 
(4)対象 海が荒れる，網を引き揚げる，仰せに従う，境内が花で埋まる 
(5)受け手 城の修理をそちに申しつける，近所の家々へ迷惑をかける 
(6)与え手 おぢいさんにもらっためがね，河成から使いが来る 
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(7)相手 1 建御雷命が大國主命と会見する，道路が鉄道と並ぶ 
(8)相手 2 危急をさける，雷害から保護する 
(9)時 九時に消燈だ，今では僕より背が高い，よいところへ来た 
(10)時-始点 今を去る千二百年の昔，古くからある，今日より五日目 
(11)時-終点 今日に伝わる，夕方まで遊ぶ 
(12)時間 幾百年を経た老木，5分間加熱する 
(13)場所 其の邊を探す，此の地に都を定める，木陰で踊り明かす 
(14)場所-始点 日本を出発する，学校から帰る，北より数える 
(15)場所-終点 日が地平線に近づく，その場へかけつける，天まで続く 
(16)場所-経過 林を抜ける，西岸から上陸する 
(17)始状態 空は赤から金に，金からうす青にぼかしあげたようだ 
(18)終状態 曲を譜に書き上げる，小山が出城となる 
(19)属性 日本の馬は氣が荒い，城が様子を一變する，彼が愛の心に富む 
(20)原因･理由 欲に目がくらむ，重みで船が傾く，鳥から思いつく 
(21)手段･道具 防水具に身を固める，扇で合図する 
(22)材料 屋根をかやで葺く 
(23)構成要素 大審院は五人の判事で組織される 
(24)方式 號令が次々に下る，改まった口調でいう，とぼとぼと歩く 
(25)条件 からだのわりに目は小さくて，三日で仕上げる 
(26)目的 取り入れにはげむ，遠足で旅順に行く 
(27)役割 引出物に末広がりを出す，杖柱と頼む，～として用いる 
(28)内容規定 舞姫にきめる，～という/知る/述べる/見える 
(29)範囲規定 鐵の重ね方にはいろいろある，宝石の中で一番堅い 
(30)提題 「もの言うおもちや」とは，電話のことです． 
(31)観点 五兵衛の目にはそれがもどかしい，にぎやかな事から言えば 
(32)比較の基準 高度が三百米を下る，姉のに劣る，いわし雲より大きい 
(33)随伴 兄さんと電車に乗る 
(34)度合 極度に傾く，十人と乗れない，3キロやせる 
(35)陳述 四百倍に當る，仏の御言葉とあれば 
60 菅野裕臣他編(19912:1019-1020)では，次のような表によって，現代朝鮮語の格助詞を提示している(こ
こでは，それぞれの格助詞をローマ字で表記しないことにする)． 
話し言葉 格 
 
書き言葉 
 尊敬 
語幹格 -ゼロ 
主格 -가/-이 (-께서) 
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-란/-이란  
 対格 -를/-을 
 (-ㄹ) 
 
 
属格 -의 
 向格 -에 
(-에다/-에다가) 
 
-에게 -한테 与格 
(-에게다/-에게다가) (한테다/-한테다가) 
(-더러) 
-께 
 -에서 処格 
(-로부터/-으로부터) (-에서부터, -서부터 
 
(-서) 
 
奪格 -에게서/-에게서부터 -한테서/-한테서부터 
-로/-으로 具格 
(-로서/-으로서) 
(-로써/-으로써) 
(-로다/-으로다; 
-로다가/-으로다가) 
 
 共格 -와/-과 -하고 
(-랑/-이랑) 
 
 
-부터 起点格 
(-로부터/-으로부터)  
 
到達格 -까지 
呼格 -여/-이여 -아/-야 -이시여 
様態格 -처럼 
比較格 -보다 
61 例えば，主格の-가/-이‘-ka/-i’(～が)について，菅野裕臣他編(19912:1)では，5 つの意味を記述し
ている．その意味とその意味に該当する例文を 1つだけ示すと，次のようになる． 
①((主語，尊敬語の後ろでは-께서と置き換え得る))･･･が．지금 비가 오고 있다.(今，雨が降っている．) 
②((主語，述語に疑問詞がある場合))･･･は．이것이 무엇입니까?(これは何ですか？) 
③((＋動詞のⅠ-고 싶다形．対象．この場合-를/-을と置き換え得る))･･･が．목이 말라서 물이 먹고 
싶어요.(のどが渇いて水が飲みたいです．) 
④((＋아니다．아니다と共に指定詞の否定形を作る))．이건 내 교과서가 아니다.(これはわたしの教科
書ではない．) 
⑤((＋되다))･･･に(なる)．그 사람은 의사가 되었다.(その人は医者になった．) 
 つまり，①の意味では，主格で標示される名詞は主体という意味論的役割を担うことになるし，③の意
味では，主格で標示される名詞は客体という意味論的役割を担うことになり，主格で標示される名詞が状
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況によって主体や客体という意味論的役割を持つことになってしまう． 
62 연세대학교 언어정보개발연구원 편(1998)では，例えば，쌓다‘ssahta’(積む)という動詞の場合，
～이･･･를 쌓다‘～i･･･lul ssahta’(～が･･･を積む)という統辞論的枠組みを与え，((何かを)幾重にも
積み重ねておく)という意味で～に有情名詞を･･･に具体名詞をとるという記述を行っている． 
63 Klaiman(1991)では，存在論的卓立性の尺度において，1 人称と 2 人称の位置が逆転しているアルゴン
キアン諸語を例として紹介している．つまり，アルゴンキン諸語では，次のような存在論的卓立性の尺度
が成立するのである． 
二人称       一人称       三人称       固有       人間一       有生一       無生一 
     代名詞       代名詞       代名詞       名詞       般名詞       般名詞       般名詞 
 
64 菅野裕臣(1995)とは取り扱っている言語は異なるものの，仁田義雄(2002)では，動詞が命令形や勧誘
形を形態論的に持ち得るかどうかという観点だけでなく，動作の主体が事態の達成段階や事態の成立･達成
段階を自分の意志で制御することができるかという観点も踏まえて，現代日本語の動詞を分類している．
仁田義雄(2002:152)では，現代日本語の動詞を次のように分類する(この表は仁田義雄(2002:152-153)の見
解を踏まえて，本論文が作成したものである)． 
達成の自己制御性の動詞 走る 意志動詞 
 過程の自己制御性の動詞 
 
落ち着く 
悩む 
 
動詞 
 
 無意志動詞  死去する 
仁田義雄(2002:152-153)では，達成の自己制御性の動詞とは事態の成立･達成段階までも主体の意志で制
御できる動詞を，過程の自己制御性の動詞とは事態の成立･達成段階ではなく，その手前の事態達成に向け
ての過程段階であるという動作を表す動詞を表している． 
仁田義雄(2002)の議論はアスペクト的観点だけでなく，動作の主体の制御性という観点からも現代日本
語の動詞を分類しようとしている点で示唆的である． 
65 他動詞文において動作の主体に制御性がなく，動作の客体が影響を受けない場合を直観的に考えるこ
とはできない．しかしながら，言語を記述する折，絶対的なものはないと思われるので，本論文では，あ
くまでもこの枠組みを一旦取り入れ，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生を考察することにす
る． 
66 浜之上幸(1991:84)における局面という概念は，事象の在り方という客観的なものがその判断を規定し
ており，主観と客観の相互規定のもとで存在するものと考えられている．そして，客観的に局面が規定さ
れる場合は，話し手がその局面にあった言語形式を選ぶことが普通であり，(省略)････主観的に局面を規
定できる場合は，(省略)･･･どの言語形式を選んでもある程度のニュアンスの差としか受け取られないとさ
れている． 
67 ここで，早津恵美子(1995)を概観する理由は次の通りである．早津恵美子(1995)は，現代日本語の有対
他動詞と無対他動詞を考察している論文である．早津恵美子(1995)で提示された有対他動詞と無対他動詞
は，現代朝鮮語と現代日本語の間に語順等の類似点があるものの，現代朝鮮語のヴォイスとは絶対的に相
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関関係があるとは言い切れない．しかしながら，ヴォイス接尾辞を伴い，自動詞から他動詞あるいは他動
詞から自動詞に派生する一部の動詞があるという点で形態論，統辞論，意味論的相関関係を見せるので，
本論文で早津恵美子(1995)を概観するのである．ただし，本論文では，現代日本語の有対他動詞と現代朝
鮮語のヴォイス接尾辞による動詞の派生において，いくら形態論，統辞論，意味論的相関関係があると言
っても，実際の用例を使わず，それらは一致するというような安易な立場をとるわけではない． 
68 早津恵美子(1995:194)では，有対他動詞の定義は，対応する自動詞(｢倒す:倒れる｣や｢曲がる:曲げる｣)
のある他動詞としている．しかし，この定義の前提として，他動詞と自動詞の間に形態的･意味的･統語的
な対応が成り立つ場合にのみ，その他動詞と自動詞が対応すると見做している．ところで，統語的な対応
とは‘子供が針金を曲げる．’や‘針金が曲がる．’のような関係，すなわち他動詞の目的語が，(形態的･
意味的に対応する自動詞による)自動詞の主語である関係である． 
69 早津恵美子(1995:183)では，それぞれの例として次のものをあげている． 
物の状態や関係を表わす動詞･･･占める，含む，帯びる，兼ねる 
妨害･遮断･逃避などを表わす動詞･･･防ぐ，守る，拒む，避ける，よける 
思考･判断･探求･知覚などを表わす動詞･･･考える，認める，調べる，嗅ぐ 
他者に対する態度や待遇などを表わす動詞･･･ほめる，いたわる，叱る，からかう 
発話･伝達･要求などを表わす動詞･･･言う，話す，尋ねる，頼む，訴える 
感情･評価的な態度を表わす動詞･･･喜ぶ，悲しむ，願う，疑う，尊ぶ 
70 32)，33)，34)，そして以下の 43)，44)は全て作例であり，母語話者(成道炫氏，1976 年，ソウル生ま
れ)に文法的であるかどうかという確認も行っている． 
71 浜之上幸(1991:24)では，主体変化後の局面を表す形式を持つかどうかによって，主体変化動詞と主体
非変化動詞に分類している．また，この議論に入る前に，浜之上幸(1991:23-24)では，各々の動詞がⅠ-고 
있다というアスペクト形式を持つか持たないかによって，動詞を状態動詞と動作動詞に分けることができ
るとし，알다(分かる)･열중하다(熱中する)･늦다(遅れる)のように，Ⅰ-고 있다を伴った動詞が具体的な
動作を表しえず局面を特定できない動詞を状態性動作動詞，Ⅰ-고 있다を伴った動詞が具体的な動作を表
し局面を特定できる動詞を動作性動作動詞とするとしている． 
72 Comrie(1976b)では，パーフェクトを過去の動作を現在の状態に関係づける，つまり現在の状態をある
過去の動作の結果として表現するものであるとしている． 
73 本論文では，浜之上幸(1991)で言う主体変化動詞を受動文において主語の位置にあるものは行為を受
けるということから客体と見做すことができるため，客体変化動詞として議論を進めることにする． 
74 パーフェクトという術語は，浜之上幸(1992:47)では，Maslov(1988:64-65)の言及を引用して，意味的
に程度の差はともかく，先行と後続という２つの時間的平面(temporal plane)を含む動詞の形式(もしくは
動詞句)にのみ適用され，先行の時間的平面が強調されれば，動作パーフェクトを表すのに対し，後続の時
間的平面が強調されれば，状態パーフェクトを表すとしている．この定義は Comrie(1976b)の定義と異な
ることに注意しなければならない． 
75 浜之上幸(1992:49)では，Nedjalkov＆Jaxontov(1988:6)を引用し，状態相を物事のある状態をその起源
をまったく含意することなしに表し，自然な状態を表すことが多いとしている．また，浜之上幸(1992:98)
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は，Nedjalkov and Jaxontov(1988:4)を引用し，自然な状態とは，ひとりでに生じたもので，動作主(agent)
の意志や努力と無関係のものであるとしている． 
76 現代朝鮮語とは異なる言語の中には，制御性や意志性を表す形態論的標示を各々持ち，それぞれが名
詞や動詞どちらに現れるかが決定されている言語もあるようである．DeLancey(1985)では，ラサ＝チベッ
ト語において，制御性と意志性が別々の形態素として現れることに言及しており，前者は名詞の形態論に
現れ，後者は動詞の形態論に現れるとしている．つまり，この言語では，制御性と意志性はまったく異な
るレベルで取り扱わなければならないのである．現代朝鮮語では，意志を表す形態は終止形語尾として動
詞によく現れる．本論文では，ヴォイス接尾辞を取り得る動詞について，終止形語尾のうちどれを伴い，
文に現れているかという観点は重要であると考えているが，それについて詳しく言及せずに議論を展開す
る予定であるので，意志性については，本論文の考察対象外になる．現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を取り
得る動詞と終止形語尾との関係については，今後の課題である． 
77 音韻論的考察に関する項は崔昌玉(2005a)を修正し，加筆したものである． 
78 異音，異形態そして相補分布という術語はアメリカの言語学者によって名づけられたものである．し
かし，第 2次世界大戦以前にも，プラハ学派もこのような概念自体には気付いていた．厳密な意味では，
異音，異形態，相補分布のさきがけとなったのは，プラハ学派が生み出した概念からということになる．
この指摘は，菅野裕臣先生から頂いた．ここで，あらためて，感謝の意を表する． 
79 亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:858)では，相補分布は 2 つ以上の音が 1 つの音素としてまとめら
れる時，重要な条件になり得るが，その条件だけでは不完全であるとする．相補分布は，あくまでも第 1
条件であり，第 2条件として対象となる単音間の音声的類似性(phonetic similarity)が提示されている．
つまり，2つの条件が全て揃って，初めて，2つ以上の音が 1つの音素としてまとめられるのである．また，
そこでは，ドイツ語の例(ich，Becher に現れる音声と ach，doch に現れる音声)を比較しながら，第 1 条
件と第 2条件を検証している． 
80 亀井孝･河野六郎･千野栄一編(1996:994，1012-1013)では，統語論と統辞論を区別している．前者は語
と語との関係，つまり，語の機能を述べる部分であり，その中で特に語の形態や用法や，語と語とが結合
して文をつくる仕方が述べられるものとされている．一方，後者は統語論が形態論にまで及んでいる言語
に使われる用語であるとされている．本論文では，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞による動詞を派生を考察
する折，統語論という術語を使わず，統辞論という術語を使うことにする．というのは，現代朝鮮語は体
言において格助詞や取立て助詞がつくという点で孤立的であるのに対し，用言において接尾辞を伴って複
合体をつくるという点で膠着的であるからである． 
81 現代朝鮮語の格助詞や副助詞には，相補分布を成すものが多い．本文で取り扱った‘-을’と‘-를’
の他に，‘-은’と‘-는’，‘-이’と‘-가’，‘-과’と‘-와’そして‘-으로’と‘-로’も相補分布を成し
ていると言い得る．‘-은，-이，-과，-으로’は前にくる語の最終音が子音の場合，‘-는，-가，-와，-로’
は前にくる語の最終音が母音の場合，文の中で格助詞として使い得る．また，‘-은’は‘-는’の異形態，
‘-이’は‘-가’の異形態，‘-과’は‘-와’の異形態，‘-으로’は‘-로’の異形態とも言い得る．その
逆の場合も可である．つまり,‘-는’は‘-은’の異形態，‘-가’は‘-이’の異形態，‘-와’は‘-과’の
異形態，‘-로’は‘-으로’の異形態とも言い得るのである．ただし，歴史的にこれらの格助詞を見た場合，
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‘-이’と‘-가’に関しては，全く異なる 2つの形態素が現代朝鮮語に至り，相補分布により同一の音の 2
つの異形態となったものであるので，他の例とは，幾分，異なる様相を呈していると言い得る．また，
이익섭(2002:108)では，基本形を特別に明らかにするために，基本形を{}の中に入れて，表示する方法が
かなり広く使われているが，この記号で表示しなければならないという制約はないとする．ところで，
이익섭(2002:109)では，先に示した各々の格助詞において，どちらが基本形で，どちらが異形態であるか
という問題点を解決するために，統計的な方法を提示する．その方法とは，ある一定のテキストを調査し
て，どちらかが並外れて多く現れれば，そちらが基本的であるという統計的な方法である． 
82 菅野裕臣他編(19912)においてヴォイス接尾辞を取り得る動詞は，196 個ある．この動詞のうち，以下
の動詞は統辞論，意味論的観点から考察を行わないことにする．<까다‘kkata’(孵す)-깨다‘kkayta’(孵
る)，깨우다‘kkaywuta’(孵化させる)>，<끊다‘kkunhta’(絶つ)-끊이다‘kkunhita’(絶える)，끊기다
‘kkunhkita’(絶たれる)>，<끼다‘kkita’(はめる)-끼우다‘kkiwuta’(はめる)，끼이다‘kkiita’(は
まる)>，<돌다‘tolta’(回る)-돌리다‘tollta’(回す)，돌이키다‘tolikhita’(振り返る)>，<돋다‘totta’
(出る)-돋구다‘totkwuta’(高める)，돋우다‘totwuta’(高くする)>，<맞다‘macta’(合う)-맞추다
‘macchwuta’(合わせる)，맞히다‘machita’(当てる)>，<먹다‘mekta’(食べる)-먹이다‘mekita’(食
べさせる)，먹히다‘mekhita’(食べられる)>，<벌다‘pelta’(開く)-벌리다‘pellta’(開ける)，벌이다
‘pelita’(繰り広げる)>，<쓰다‘ssuta’(かぶる)-쓰이다‘ssuita’(かぶられる)，씌우다‘sswiwuta’(か
ぶらせる)>という動詞は１つの動詞に異なるヴォイス接尾辞が伴い異なる派生の方向を示しているため，
表 16 には含まれていない(このうち，菅野裕臣他編(19912)では，‘돋구다’，‘벌다’の記述がない．本論
文では，‘돋구다’,‘벌다’の記述については小学館･金星出版社共同編集(油谷幸利･門脇誠一･松尾勇･高
島淑郎編)(1993:839)に従った．)また，これらの動詞のうちヴォイス接尾辞がつくことで，1)形容詞，自動
詞が他動詞に派生する動詞(밝다‘palkta’(明るい，明るくなる)-밝히다‘palkhita’(明らかにする)，크다
‘khuta’(大きい，育つ)-키우다‘khiwuta’(育てる)，늦다‘nucta’(遅い，遅れる)-늦추다‘nucchwuta’
(遅らせる))，2)形容詞，自動詞が他動詞，使役形に派生する動詞(익다‘ikta’(慣れる，熟する)-익히다‘ikhita’
(慣らす，慣れさせる))， 3)自動詞，他動詞が自動詞に派生する動詞(떨다‘ttelta’(震える，震わす)-떨리다
‘ttellita’(震える))，4)自動詞，他動詞が他動詞に派生する動詞(넘다‘nemta’(過ぎる，越える)-넘기다
‘nemkita’(越す))，5)自動詞，他動詞が自動詞，他動詞に派生する動詞(지나다‘cinata’(過ぎる，通り
過ぎる)-지내다‘cinayta’(過ごす，経る))がある．これらの動詞も，無標動詞の形式に 2 つ以上の意味が
あり，それにヴォイス接尾辞を伴い 2 つ以上の異なる派生の方向を示しているため，統辞論，意味論的観
点から考察を行わない．これらの動詞の中には，‘食べる’等のいわゆる基本語彙も含まれているが，本論
文では，これらの動詞を統辞論，意味論的に考察する対象から除外することにする．というのは 1 つの動
詞に 2 つ以上のヴォイス接尾辞をつけて動詞を派生させるのは本論文で主に取り扱う動詞にヴォイス接尾
辞をつけて 1 つの意味に派生するというヴォイス接尾辞の機能に合うものではなく，それ以外の機能を持
つヴォイス接尾辞の機能が本論文で取り扱うヴォイス接尾辞の機能と異なると考えるからである． 
83 その他のヴォイス接尾辞としては，‘-으키-’(例．‘일다(起こる)’<<自動詞>>-‘일으키다(起こす)’
<<他動詞>>)，‘-이키-’(例．‘돌다(回る)’<<自動詞，他動詞>>-‘돌이키다(振り返る)’<<他動詞>>)そ
して‘-치-’を‘-추-’に取り替えて，ヴォイス的に派生させる，ヴォイス接尾辞(例．‘비치다(照る)’<<
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自動詞>>-‘비추다(照らす)’<<他動詞>>)もある． 
84 この項では例として動詞を提示する時，‘’にその動詞を，()にその動詞の意味を，<<>>にその動詞が
自動詞，他動詞，受身形，使役形のうち，どれであるかを示すことにする．これらの表示の仕方は論文全
体を通して，註 1のやり方に従うが，ここでは動詞の意味を入れたために，このようなやり方になってし
まった． 
85 その他の例として，‘모으다(集める)’<<他動詞>>-‘모이다(集まる)’<<自動詞>>，‘담그다(漬ける)’
<<他動詞>>-‘담기다(漬けられる)’<<受身形>>そして‘잠그다/잠구다(かける)’<<他動詞>>-‘잠기다(か
かる)’<<受身形，自動詞>>がある．これらの例も‘모-’‘담ㄱ-’，‘잠ㄱ-’まで 1つの語幹と見做し，そ
れにヴォイス接尾辞‘-이-’がついて，‘모이다’，‘담기다’そして‘잠기다’に派生したものと考えられ
る． 
86 ‘글히다>끓이다’について，‘글히다>그리다’という変化をたどったという見解もある．この指摘も
菅野裕臣先生から頂いた．重ねて感謝の意を表する．ヴォイス接尾辞を取り得る動詞の表記法が歴史的に
どのように変わったかについては今後の課題であると言える． 
87 李基文(1998:236-238)では，‘ハングル綴字法統一案’(1933)と‘ハングル綴字法’(1988)について，
詳しい説明をしている．ここでは，‘ハングル綴字法統一案’(1933)について，簡単に要約することにする
(本論文では，日本語訳は藤本幸夫訳(1974)に従った)． 
 
現代正書法の基本原理は‘ハングル綴字法統一案’の総論第一条に，「標準語をその音通りに書いても， 
語法に合うようにする」と要約されている．ここで「音通り」という原則の意味は，‘ハングル綴字法 
統一案’第五項に「ハングル字母はすべてその音価通りに読むことを原則とする」と，具体的に規定 
されているように見えるが，‘ハングル綴字法統一案’を検討して見れば，その規定は守られていなか 
ったことを発見する．従って，「音通り」の原則を‘ハングル綴字法統一案’作成者達の見解通り解釈 
してみれば，これと「語法に合うように」の原則は，互いに矛盾すると言うことができる．‘ハングル 
綴字法統一案’が「音通りに書いても語法に合うように」という言葉で表現しようとしたのは，一言 
で言えば形態音素論的原理であった．即ち‘값’を固守し，‘값과，값도’のように実際に発音されて 
いない‘ㅅ’を表記しているが，このような場合，音の脱落は現代朝鮮語の形態音素論の規則によっ 
て自動的に起こるのである．要するに‘ハングル綴字法統一案’による現代正書法は，その当時まだ 
‘ハングル綴字法統一案’作成者達自身も理論的にはしっかりと把握していなかったが，結果的には 
形態音素論の原理がよく反映したものであった． 
 
つまり，中期朝鮮語，近代朝鮮語で採択された連綴表記を，現代正書法では，その表記を分綴表記へと
変えたのである．しかしながら，ヴォイス接尾辞を取り得る動詞が表記上の変化という 1つの原因によっ
て今の形になったと断言できる確実な証拠はない．これについては今後の課題である． 
88 菅野裕臣他編(19912:1014)によれば，変格用言は結局語根の末音が交替するものをいうとされ，その例
として子音語幹の場合，第Ⅰ語基/第Ⅱ･Ⅲ語基：(ㄷ変格)ㄷ/ㄹ[듣-/들-(聞く)]，(ㅂ変格)ㅂ/w[눕-/누 w-(横
たわる)]，(ㅅ変格)ㅅ/ψ[짓-/지-(作る)]，(ㅎ変格)/[그렇-/그러-(そうだ)]があげられている．一方，母
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音語幹の場合，第Ⅰ･Ⅱ語基/第Ⅲ語基：(르変格)ㄹ/ㄹㄹ[가르-/갈ㄹ-(分ける)]があげられている．また，
菅野裕臣(1982:118)では，ㄷを語幹末音とする用言の一部は第Ⅱ語基と第Ⅲ語基とで語幹末音のㄷをㄹに
変え，これをㄷ変格用言としている．その例として묻다(たずねる)という動詞があげられ，Ⅰ묻-，Ⅱ물으-，
Ⅲ물어-のように活用するとされている． 
89 このように考えれば，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞を｛이，히，리，기｝とするのではなく，｛이，히，
기｝とするのが妥当だと考えられなくもない．このような見解を提示した論文としては，高永根(1974:114)
がある．しかしながら，裵禧任(1988:23)では，歴史的な観点からも高永根(1974:114)の見解は的を射てい
るが，{이，히，리，기}が本来，‘이’を基本とした音韻論的条件の異形態ということを考えれば，‘-리-’
を別に設定するのが妥当であるとしながら，このような見解に反対の意を表している．本論文では，裵禧
任(1988)の見解に従い，現代朝鮮語のヴォイス接尾辞をあくまでも‘-이-，-히-，-리-，-기-’であるとし
て，議論を進めていくことにする． 
90 これについても，菅野裕臣先生から貴重なご意見を頂いた．菅野裕臣先生はこの見解が間違いである
と指摘し，‘들이다’が‘들리다’に，‘열이다’が‘열리다’に変わったという見解を示している．安秉
禧･李珖鎬(1990)でも，菅野裕臣先生と同様な見解を示している．これについては，通時論的な研究を通し
て，証明するしかないように思える．ヴォイス接尾辞が歴史的にどのように変遷したかは今後の課題であ
ると言える． 
91 ヴォイス接尾辞‘-이-’が動詞の語末母音につく場合，唯一の例外として，‘끼이다’がある．ただし，
‘끼다’という動詞は，‘끼이다’と‘끼우다’という動詞に派生し，2つのヴォイス接尾辞をとることが
できる．その点でも他の動詞の場合とは状況が異なる． 
92 本論文では，ヴォイス接尾辞‘-으키-’と‘-이키-’がいつ頃現れたかについては詳しく論じることは
しない．それらの接尾辞がいつ頃，現れ，どのような動詞につくことができ，それら派生した動詞がどの
ように変遷したかについては，稿を改めて取り扱うことにする． 
93 現代朝鮮語には，複数を表す文法形態素として-들‘-tul’という接尾辞があるが，現代英語のように
絶対的に名詞の複数を表すかと言えば，そうではない．以下のように，聞き手が複数の場合には，名詞以
外のものにも自由に付けることができるのである．この点を踏まえて，本論文では，-들‘-tul’は複数を
表す文法形態素としては見做さず，議論を進めることにする． 
  (複数の動作の主体に対して) 많이들 드세요.(たくさんお召し上がりください．)【作例】 
94 以下，②類，④類，⑦類，⑧類，⑨類，⑩類，⑫類，⑬類を考察した結果を表で示すことにするが，
それに属する動詞のペアを示す折，無標形の動詞を代表させて，提示することにする．それらの動詞を提
示する折は，日本語訳をつけることはしない．また，その動詞の例と合わせて，そこに含まれる動詞のペ
アの数も示すことにする． 
95 無標形や有標形がⅠ-는다，Ⅱ-ㄴ다という終止形語尾を伴っていないが，終止形語尾をⅠ-는다，Ⅱ
-ㄴ다という終止形語尾に修正し，本論文の例文として使用したものである．また，主体や客体が明示され
ていない場合，これらを前後の文脈から探し出せた場合は，その例文に主体や客体を補って，提示するこ
とにする． 
96 それぞれの動詞の無標形と有標形における主体と客体は次のように示す．括弧の中には，それぞれの
 205 
主体や客体の日本語訳，動作の主体と動作の客体に対応する名詞は何か，それぞれは生き物か非生き物か
を表示する．更にそれらの例示の後に，それらの例の出処も示すことにする． 
  無標形:主体[()その例の出処] 
  有標形:主体･客体[()･()その例の出処] 
ただし，例えば他動詞から受身形を派生する動詞群の場合は，次のように示すことにする． 
  無標形:主体･客体[()･()その例の出処] 
  有標形:主体･客体[()･()その例の出処] 
 また，例えば他動詞から使役形を派生する動詞群の場合は，次のように示すことにする． 
  無標形:主体･客体[()･()その例の出処] 
  有標形:使役者･被使役者･客体[()･()･()その例の出処] 
97 ここでは，菅野裕臣他編(19912:1033)で言う分離用言は含めずに，考察している．菅野裕臣他編
(19912:1033)では，ある種の用言は 2つの構成要素の間に格助詞やとりたて助詞が挿入されて，あたかも 2
単語のように見えるものを分離用言としている．例えば，나다‘nata’(出る)-내다‘nayta’(出す)が使
われている分離用言としては화가 나다(腹が立つ)-화를 내다(腹を立てる)等々がある．以下の考察でも，
このような分離用言は考察対象とはしない． 
98 속다‘sokta’(だまされる)の場合，主体と客体が明示されていることから考えても，自動詞よりも受
身形と考えるのが適当である． 
99 날리다‘nallita’(飛ばせる)の場合，動作の主体に飛ぶことができるものがきて，自動の意味を表す
こともある．以下に例を示す． 
＊가슴마다 번호판이 날린다.(胸ごとに番号プレートが翻る．)조 93/04/15, 23 面 
＊색색의 줄무늬 옷이 한창 유행의 중심으로 날리고 있다.(色とりどりの縞模様の服が真っ盛りの流行
の中心で翻っている．)조 93/01/21, 2 面 
また，以下のように風に飛ばされるという受動の意味をも表す． 
＊바람이 불면 모래가 바람에 날린다.(風が吹けば，砂が風に飛ばされる．)한 p.218 
このような点を踏まえて，날리다‘nallita’には，他動のほかにも自動や受動の意味を認めるのが適当
であるだろう． 
100 비치다‘pichita’(照る)の場合，以下のように他動の意味を表すこともある． 
＊그는(･･･省略･･･)방침을 비쳤다.(彼は(･･･省略･･･)方針をほのめかした．)조 93/03/28, 6 面 
＊백악관은(･･･省略･･･)뜻을 비쳤다.(ホワイトハウスは(･･･省略･･･)意をほのめかした．)조 93/04/24, 5
面 
 このような点を踏まえて，비치다‘pichita’(照る)には自動詞のほかにも他動の意味を認めるのが適当
であるだろう． 
101 動作の主体が人であったり，動物であったりする場合，마르다‘maluta’は動詞の意味ではなく，形
容詞としてやせることを意味する．この点を踏まえると，ここに含めるよりも後の無標形において動作の
主体として非生き物，有標形において動作の主体として生き物，動作の客体として非生き物が現れる動詞
群に含めるのが適当である． 
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102 물리다‘mwullita’(譲る)の場合，‘Ａ가 Ｂ에게 Ｃ를 물린다.(ＡがＢにＣを譲る．)’という三項動
詞になる． 
103 태우다‘thaywuta’(燃やす)の場合，以下の文のように불‘pwul’(火)と抱合した形でよく現れる． 
＊일본군은 고승당산을 불태웠다고 한다.(日本軍は高僧当山を燃やしたという．)조 93/07/13, 14 面 
104 새다‘sayta’(明ける)は以下のように他動詞としても使われることがある． 
＊또 학기말시험을 치르고 있는 중･고생들이 집에서 공부할 수 없어 인근 독서실등에서 밤을 
샜다.(また学期末試験を実施している中･高生達が家で勉強できず，近くの読書室で夜を明かし
た．)조 94/07/14, 31 面 
このような点を踏まえて，새다‘sayta’(明ける)には自動のほかにも他動の意味があるとするのが適当
であるだろう． 
105 成道炫氏によれば，아물리다‘amwullita’(癒す)を含む文を作ることはできなくもないが，限りなく
非文法的な文になるとのことである．今後の課題としてなぜ非文法的な文になるのかを考える必要がある
だろう． 
106 피다‘phita’(おこす)は以下のように他動詞としても使われることがある． 
＊북한 남자들은 담배를 많이 핀다.(北朝鮮の男たちはたばこを多く吸う．)조 94/05/18, 5 面 
このような点を踏まえて，피다‘phita’(おこす)には自動詞のほかにも他動の意味があるとするのが適
当であるだろう． 
107 꼬집히다‘kkociphita’(つねられる)は，以下のように動作の客体とその所属物が分化して文に現れ
ることもある． 
＊선생님의 노한 목소리가 들리고, 불을 꼬집히고, 그래도 삼능이는 눈을 감고 있었다.(先生の怒った
声が聞こえ，ほほをつねられ，それでもサムヌンは目を閉じていた．)연 94/05/18, 5 面 
108 긁히다‘kulkhita’(掻かれる)の場合，以下のように動作の客体とその所属物が分化して現れる場合
がある． 
＊허준호는 일본도로 맞는 장면을 찍다 등을 실제로 긁혔으면서도(以下省略)[主体:相手役の人](ホジ
ュノは日本刀でたたかれるシーンを撮っている途中で，背中を実際に引っ掻かれながらも)조 94/09/09，
16 面 
109 쌓이다‘ssahita’(積まれる)において，以下のように自然現象を表す文や動作の客体が抽象名詞の場
合は，主体が特定できず，状態相を表す． 
＊정상부근에는 30cm 정도 눈이 쌓여 있다.(頂上付近には 30cm 程度，雪が積もっている．)조 94/01/27, 
23 面 
＊스트레스가 쌓여 있다.(ストレスがたまっている．)【作例】 
この点を踏まえると，쌓이다‘ssahita’に受動だけではなく自動の意味も認めるのが適当である． 
110 쓸리다‘ssullita’(はかれる)の場合，以下のように自然現象を表す文は，主体が特定できず，状態
相を表す． 
＊집 앞의 길은 꽤 넓게 눈이 쓸려 있다.(家の前の道はかなり広く雪が吹き払われている．)연, p.1198 
この点を踏まえると，쓸리다‘ssullita’に受動の意味だけではなく自動の意味も認めるのが適当であ
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る． 
111 훑이다‘hwulthita’には以下のように自動の意味もある． 
＊병이 들어 몸이 훑인다.(病気になって体がやせる．)소, p.1960 
 この点を踏まえると，훑이다‘hwulthita’に受動の意味だけでなく自動の意味も認めるのが適当である． 
112 菅野裕臣他編(19912)では，잊히다‘ichita’(忘れられる)が잊다‘icta’(忘れる)の受身形として取
り上げられているが，잊혀지다‘ichyecita’(忘れられる)も잊다‘icta’(忘れる)の受身形として取り上
げられている．잊다‘ichita’(忘れられる)よりも잊혀지다‘ichyecita’(忘れられる)の方が잊다‘icta’
(忘れる)の受身形の受身形としてよく使われるという母語話者の方からの意見を踏まえ，本論文では，잊다
‘icta’(忘れる)の受身形として잊혀지다‘ichyecita’(忘れられる)も取り上げることにする．そしてそ
の考察結果は잊히다‘ichita’(忘れられる)と잊혀지다‘ichyecita’(忘れられる)をあわせて示すことに
する． 
113 잘리다‘callita’(切られる)は，以下のように動作の客体とその所属物が分化して文に現れることも
ある． 
＊그는 어릴 때 소 여물을 썰다가 작두에 왼쪽 검지를 잘린다 93.(彼は幼い時，牛のまぐさを刻んでい
て，飼葉きりで左の親指を切られる．)연，p.1544 
114 成道炫氏から담기다‘tamkita’(漬けられる)を含む文を作る時，非連体形を伴う文よりも連体形を伴
う文がより適当であるという指摘を受けた．本論文では，これについて詳しく取り扱うことはしないが，
無標形と有標形が連体形を伴うか，伴わないかも今後のヴォイス接尾辞の研究には欠かせないものと思わ
れる． 
115 비틀리다‘pithullita’は以下のように自動詞としても使われる． 
＊그 마개는 어이없을 정도로 맥없이 비틀려서 바닥에 떨어져 내렸다 93.(そのふたはあきれるくらい力
なくねじられて床に落ちた．)연，p.944 
 この点を踏まえると，비틀리다‘pithullita’には受動の意味だけでなく自動の意味を認めるのが適当
である． 
116 얹히다‘enchita’は以下のように自動詞としても使われる． 
＊그래서 조선 사람들이 보인 외부 환경의 변화에 대한 무지와 무관심이 마음에 무겁게 얹힌다.(だか
ら朝鮮の人々が見せた外部環境の変化に対する無知と無関心が心に重くのしかかる．)조 93/08/31, 5 面 
 この点を踏まえると，얹히다‘enchita’には受動の意味だけでなく自動の意味も認めるのが適当である． 
117 졸리다‘collita’(締められる)は，以下のように動作の客体とその所属物が分化して文に現れること
もある． 
＊인질은 범인에게 목이 졸린다 93.(人質は犯人に首が絞められる．)연，p.1663 
118 찔리다‘ccillita’(刺さる)は以下の例文のように対格を伴い現れる場合もある． 
＊그러다가 불과 수주만에 북한이 연료봉들을 급속히 인출해 버리자 무방비상태에서 허를 찔렸다.(そ
うこうするうちにわずか数週間に北朝鮮が燃料棒を急速に引き出してしまうと，無防備状態で虚をつかれ
た．)조 94/06/10, 2 面 
119 실리다‘sillita’は以下のように主体が明示される時，受動の意味で使われる場合がある． 
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＊이삿짐이 (사람에게) 용달차에 실린다.(引越し荷物が(人に)小型トラックに載せられる．)소, p.1164 
この点を踏まえると，실리다‘sillita’には自動の意味のほかに受動の意味も認めるのが適当であるだ
ろう． 
120 成道炫氏から심기다‘simkita’を含む文を作る時，それが伴う語形が下称形よりも過去形を伴う文が
より適当であるという指摘を受けた．本論文では，これについて詳しく取り扱うことはしないが，無標形
と有標形がどのような語形をとるかも今後のヴォイス接尾辞を取り得る動詞の研究には欠かせないものと
思われる． 
121 成道炫氏から밟히다‘palphita’が使役を意味する場合はないという指摘を受けた．また，それが受
動を意味する場合も，生き物が生き物に踏まれるという文は限りなく非文法的に近いという指摘も受けた．
本論文では，これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すか
については再確認し，考察する必要があるかと思われる． 
122 成道炫氏から핥이다‘ilkhita’が使役の意味で使われることはないという指摘を受けた．本論文では，
これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すかについては再
確認し，考察する必要があるかと思われる． 
123 成道炫氏から갈리다‘kallita’が使役の意味で使われることはないという指摘を受けた．本論文では，
これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すかについては再
確認し，考察する必要があるかと思われる． 
124 成道炫氏から발리다‘pallita’が使役の意味で使われても，限りなく非文法的に近いという指摘を受
けた．本論文では，これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を
表すかについては再確認し，考察する必要があるかと思われる． 
125 成道炫氏から씹히다‘ssiphita’が使役の意味で使われないいう指摘を受けた．本論文では，これに
ついて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すかについては再確認し，
考察する必要があるかと思われる． 
126 成道炫氏から접히다‘cephita’が使役の意味で使われないという指摘を受けた．本論文では，これに
ついて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すかについては再確認し，
考察する必要があるかと思われる． 
127 成道炫氏から파이다/패다‘phaita/phayta’が使役の意味で使われないという指摘を受けた．本論文で
は，これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すかについて
は再確認し，考察する必要があるかと思われる． 
128 웃기다‘wuskita’の場合は，以下のように形容詞우습다‘wusupta’(おかしい，こっけいだ)と同じ
意味で使われることもある． 
＊지금 그런 말을 꺼내면 나만 웃기는 여자가 된다.(今，そんなことを切り出すと，私だけこっけいない
女になる．)연，p.1384 
129 成道炫氏から지우다‘ciwuta’(負けさせる)が使役の意味で使われないという指摘を受けた．本論文
では，これについて詳しく取り扱うことはしないが，今後，この有標形がどのような意味を表すかについ
ては再確認し，考察する必要があるかと思われる． 
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130 小学館･金星出版社共同編集(1993:995)では，삶기다‘salmkita’よりも삶아지다‘salmacita’がよ
く用いられるという記述がある．なぜこのようなことが起こるかについては，母語話者の見解を聞きなが
ら，詳細な記述が必要であると思われる．今後の課題としたい． 
131 ‘手錠をはめる’という表現をする時，차다‘chata’(はめる)を使うこともできるし，채우다‘chaywuta’
(はめる)も使うことができる．それらの相違はどこにあり，なぜ同じ表現で派生関係が全く異なる動詞が
使われるかについては今後の課題としたい． 
132 ここで，ある程度と言ったのは，次のような理由からである．つまり，例えば②類の動詞のペアにお
けるヴォイス接尾辞の機能を特徴づけても，それぞれの個々の動詞の意味によっては，その特徴づけに合
わない動詞のペアもあるからである．動詞個々の意味によって動作の主体や動作の客体に現れるものが多
分に異なるのは本論文の考察によって提示された所である．ここで述べているのは，あくまでも典型的な
傾向であって，それぞれの類の個々の特徴ではない． 
133 それぞれの数字はそこに含まれる例文の数を表している．また，括弧の中の数字はその数のうち，有
標形を含む文がどのくらいあるかを表している． 
134 この考えは Shibatani(2006)の考えを多分に受けたものであり，本論文で単独に考えたものでないこと
を断っておく． 
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 조선일보(1993 年，1994 年の記事から例文を収集し，略号は조を用いる．) 
＜小説＞ 
作品名 作者名 出版年 略号 
겨울의 환(幻) 김채원 1989 겨 
그림자 밟기 오정희 1990 그 
당신 김인숙 1993 당 
배드민턴 치는 女子 신경숙 1993 배 
사람의 아들 李文烈 1979 사 
사랑이 뭐길래 1 李秀賢 1992 사랑 1 
사랑이 뭐길래 2 李秀賢 1992 사랑 2 
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菅野裕臣他編 コスモス朝和辞典 (19912;1988) 코 
하나코는 없다 최윤 1994 하 
한국 경제가 죽어도 일본을 못 
따라 잡는 18 가지 이유 
모모세 타다시 1994 한 
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菅野裕臣他編(19912)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞 
・自動詞から自動詞への派生(①類:1 個(‘-리-’1 個)) 
졸다(居眠りする)-졸리다(眠い) 
・自動詞から他動詞への派生(②類:44 個(‘-이-’12 個，‘-히-’6 個，‘-리-’11 個，‘-기-’3 個， 
‘-우-’5 個，‘-ㅣ우-’5 個，‘-으키-’1 個，‘-추-’1 個)) 
기울다(傾く)-기울이다(傾ける) 
끓다(沸く)-끓이다(沸かす) 
나다(出る)-내다(出す) 
나타나다(現れる)-나타내다(現す) 
녹다(とける)-녹이다(とかす) 
달다(火照る)-달이다(煮詰める) 
드러나다(現れる)-드러내다(現す) 
붙다(付く)-붙이다(付ける) 
속다(だまされる)-속이다(だます) 
註숙다(傾く) -숙이다(下げる) 
죽다(殺される)-죽이다(殺す) 
줄다(減る)-줄이다(減らす)
가라앉다(沈む)-가라앉히다(沈める) 
눕다(横たわる)-눕히다(横たえる) 
묻다(付く)-묻히다(付ける) 
식다(冷める)-식히다(冷ます) 
썩다(腐る)-썩히다(腐らす) 
젖다(反る)-젖히다(反らす) 
 
구르다(転がる)-굴리다(転がす) 
날다(飛ぶ)-날리다(飛ばす) 
늘다(増える)-늘리다(増やす) 
마르다(乾く)-말리다(乾かす) 
무르다(退く)-물리다(譲る) 
부풀다(膨らむ)-부풀리다(膨らます) 
붇다(ふやける)-불리다(ふやかす) 
살다(生きる)-살리다(生かす) 
아물다(癒える)-아물리다(癒す) 
오르다(あがる)-올리다(あげる) 
흐르다(流れる)-흘리다(流す) 
 
남다(残る)-남기다(残す) 
숨다(隠れる)-숨기다(隠す) 
옮다(移る)-옮기다(移す) 
 
깨다(覚める)-깨우다(起こす) 
비다(空く)-비우다(空ける) 
새다(明ける)-새우다(明かす) 
지다(消える)-지우다(消す) 
피다(おこる)-피우다(おこす) 
 
뜨다(浮かぶ)-띄우다(浮かべる) 
서다(建つ)-세우다(建てる) 
자다(眠る)-재우다(寝かす) 
차다(満ちる)-채우다(満たす) 
타다(燃える)-태우다(燃やす) 
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일다(起こる)-일으키다(起こす) 
 
비치다(照る)-비추다(照らす) 
・自動詞から受身形への派生(③類:1 個(‘-히-’1 個)) 
부딪다(ぶつかる)-부딪히다(ぶつけられる) 
・自動詞から使役形への派生(④類:9 個 (‘-이-’2 個，‘-히-’2 個，‘-리-’2 個，‘-기-’1 個，‘-우-’2 個)) 
놀라다(驚く)-놀래다(驚かす) 들다(入る)-들이다(入れる) 
 
걸터앉다(腰掛ける)-걸터앉히다(腰掛けさせ 
る) 
앉다(座る)-앉히다(座らせる) 
 
걷다(歩く)-걸리다(歩かせる) 얼다(凍る)-얼리다(凍らせる) 
 
웃다(笑う)-웃기다(笑わせる) 
 
지다(負ける)-지우다(負かす) 피다(咲く)-피우다(咲かせる)
・自動詞から自動詞，他動詞への派生(⑤類:1 個 (‘-리-’1 個)) 
울다(泣く)-울리다(泣かせる，響く) 
・自動詞から他動詞，使役形への派生(⑥類:1 個 (‘-리-’1 個)) 
놀다(遊ぶ)-놀리다(からかう，遊ばす) 
・他動詞から自動詞への派生(⑦類:24 個(‘-이-’7 個，‘-히-’4 個，‘-리-’13 個)) 
꺾다(折る)-꺾이다(折れる) 
뜨다(開ける)-뜨이다, 띄다(開く) 
모으다(集める)-모이다(集まる) 
바꾸다(変える)-바뀌다(変わる) 
섞다(混ぜる)-섞이다(混ざる) 
잠그다/잠구다(浸す)-잠기다(浸る) 
트다(通す)-트이다(通る) 
 
가두다(閉じ込める)-갇히다(閉じ込められる) 
닫다(閉める)-닫히다(閉まる) 
막다(ふさぐ)-막히다(ふさがる) 
맺다(結ぶ)-맺히다(結ばれる) 
 
가르다(分ける)-갈리다(分かれる) 
거스르다(さからう)-거슬리다(ひっかかる) 
걸다(かける)-걸리다(かかる) 
달다(かける)-달리다(かかる) 
듣다(聞く)-들리다(聞こえる) 
매달다(ぶら下がる)-매달리다(ぶら下げる) 
싣다(載せる)-실리다(載る) 
아우르다(合わせる)-아울리다(合う) 
註어우르다(合わせる)-어울리다(合う) 
찌르다(刺す)-찔리다(刺さる) 
팔다(売る)-팔리다(売れる) 
풀다(解く)-풀리다(解ける) 
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흔들다(揺らす)-흔들리다(揺れる) 
・他動詞から他動詞への派生(⑧類:4 個(‘-리-’1 個，‘-기-’2 個，‘-ㅣ우-’1 個)) 
말다(やめる)-말리다(やめさせる) 
 
맡다(預かる)-맡기다(預ける) 벗다(脱ぐ)-벗기다(脱がす) 
 
차다(はめる)-채우다(はめる) 
・他動詞から受身形への派生(⑨類:48 個(‘-이-’17 個，‘-히-’12 個，‘-리-’16 個，‘-기-’3 個)) 
감싸다(包み隠す)-감싸이다(くるまれる) 
낚다(釣る)-낚이다(釣られる) 
놓다(置く)-놓이다(置かれる) 
담그다(漬ける)-담기다(漬けられる) 
덮다(覆う)-덮이다(覆われる) 
둘러싸다(取り囲む)-둘러싸이다(取り囲まれ 
る) 
매다(結ぶ)-매이다(結ばれる) 
묶다(縛る)-묶이다(縛られる) 
볶다(煎る)-볶이다(煎られる) 
비꼬다(ねじる)-비꼬이다(ねじられる) 
싸다(包む)-싸이다(包まれる) 
쌓다(積む)-쌓이다(積まれる) 
쏘다(撃つ)-쏘이다(撃たれる) 
쓰다(書く)-쓰이다(書かれる) 
쓰다(使う)-쓰이다(使われる) 
짜다(組む)-짜이다(組まれる) 
훑다(しごく)-훑이다(しごかれる) 
 
긁다(掻く)-긁히다(掻かれる) 
꼬집다(つねる)-꼬집히다(つねられる) 
꼽다(指折り数える)-꼽히다(指折り数えられ 
る) 
꽂다(挿す)-꽂히다(挿される) 
묻다(埋める)-묻히다(埋められる) 
박다(はめる)-박히다(はめ込まれる) 
뽑다(抜く)-뽑히다(抜かれる) 
사로잡다(生け捕る)-사로잡히다(生け捕られ 
る) 
얹다(載せる)-얹히다(載せられる) 
잊다(忘れる)-잊히다(忘れられる) 
잡다(捕まえる)-잡히다(捕まえられる) 
적다(書き込む)-적히다(書かれる) 
 
갈다(かえる)-갈리다(かえられる) 
깔다(敷く)-깔리다(敷かれる) 
끌다(引く)-끌리다(引かれる) 
두르다(巡る)-둘리다(巡らされる) 
떨다(払い落とす)-떨리다(払い落とされる) 
말다(巻く)-말리다(巻かれる) 
몰다(追う)-몰리다(追われる) 
부르다(呼ぶ)-불리다(呼ばれる) 
비틀다(ねじる)-비틀리다(ねじられる) 
쓸다(掃く)-쓸리다(掃かれる) 
억누르다(抑える)-억눌리다(抑えられる) 
이끌다(導く)-이끌리다(導かれる) 
자르다(切る)-잘리다(切られる) 
조르다(締める)-졸리다(締められる) 
틀다(ねじる)-틀리다(ねじられる) 
휩쓸다(吹き払う)-휩쓸리다(襲われる) 
 
담다(盛る)-담기다(盛られる) 빼앗다(奪う)-빼앗기다(奪われる) 
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쫓다(追う)-쫓기다(追われる) 
・他動詞から使役形への派生(⑩類:9 個(‘-히-’1 個，‘-리-’3 個，‘-기-’3 個，‘-우-’1 個， 
‘-ㅣ우-’1 個)) 
입다(着る)-입히다(着せる) 
 
꿇다(跪く)-꿇리다(跪かせる) 
물다(弁償する)-물리다(弁償させる) 
알다(知る)-알리다(知らされる) 
 
감다(つぶる)-감기다(つぶらせる) 
감다(洗う)-감기다(洗わせる) 
신다(履く)-신기다(履かせる) 
 
지다(負う)-지우다(負わせる) 
 
타다(乗る)-태우다(乗せる) 
・他動詞から自動詞，使役形への派生(⑪類:1 個(‘-이-’1 個)) 
보다(見る)-보이다(見える) 
・他動詞から受身形，使役形への派生(⑫類:20 個(‘-이-’4 個，‘-히-’6 個，‘-리-’6 個，‘-기-’4 個)) 
깎다(削る)-깎이다(削られる，削らせる) 
닦다(磨く)-닦이다(磨かれる，磨かせる) 
파다(掘る)-파이다, 패다(掘られる，掘らせる) 
핥다(なめる)-핥이다(なめられる，なめさせる) 
 
밟다(踏む)-밟히다(踏まれる，踏ませる) 
씹다(噛む)-씹히다(噛まれる，噛ませる) 
업다(背負う)-업히다(背負われる，背負わせる) 
읽다(読む)-읽히다(読まれる，読ませる) 
접다(折る)-접히다(折られる，折らせる) 
찍다(押す)-찍히다(押される，押させる) 
 
갈다(耕す)-갈리다(耕される，耕させる) 
갈다(磨く)-갈리다(磨かれる，磨かせる) 
들다(持つ)-들리다(持ち上げられる，持たせる) 
뚫다(開ける)-뚫리다(開けられる，開けさせる) 
물다(かむ)-물리다(かまれる，かませる) 
바르다(ぬる)-발리다(ぬられる，ぬらせる) 
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감다(巻く)-감기다(巻かれる，巻かせる) 
뜯다(むしる)-뜯기다(むしられる，むしらせる) 
심다(植える)-심기다(植えられる，植えさせる) 
안다(抱く)-안기다(抱かれる，抱かせる) 
・他動詞から自動詞，受身形への派生(⑬類:7 個(‘-이-’2 個，‘-히-’2 個，‘-리-’2 個，‘-기-’1 個)) 
꼬다(綯う)-꼬이다(綯われる，こじれる) 
잠그다/잠구다(かける)-잠기다(かけられる，かかる) 
 
얽다(括る)-얽히다(括られる，絡む) 
파묻다(埋める)-파묻히다(うずもれる，埋められる) 
 
밀다(押す)-밀리다(たまる，押される) 
열다(開ける)-열리다(開かれる，開く) 
 
삶다(茹でる)-삶기다(茹でられる，煮える) 
・他動詞から他動詞，受身形，使役形への派生(⑭類:1 個(‘-기-’1 個)) 
씻다(拭う)-씻기다(拭わせる，拭ってやる) 
・その他 
 1)形容詞から他動詞への派生(12 個(‘-이-’2 個，‘-히-’8 個，‘-추-’1 個，‘-애-’1 個)) 
깊다(深い)-깊이다(深める) 높다(高い)-높이다(高める) 
 
간지럽다(くすぐったい)-간지럽히다(擽る) 
괴롭다(苦しい)-괴롭히다(苦しめる) 
굽다(曲がっている)-굽히다(曲げる) 
넓다(広い)-넓히다(広げる) 
더렵다(怖い)-더렵히다(怖がる) 
덥다(暑い)-덥히다(温める) 
붉다(赤い)-붉히다(赤くする) 
좁다(狭い)-좁히다(狭める) 
 
낮다(低い)-낮추다(低める) 
 
없다(ない)-없애다(なくす) 
 
1)自動詞から他動詞への派生(4 個(‘-이-’1 個，‘-리-’1 個，‘-우-’1 個，‘-구-’1 個)) 
 돋다(出る)- 註돋구다(高める) 
-돋우다(あげる) 
註벌다(開く)-벌리다(開ける) 
-벌이다(繰り広げる) 
    2)自動詞，他動詞から自動詞への派生(2 個(‘-이-’1 個，‘-리-’1 個)) 
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끼다(はさむ，入る)-끼이다(はさまる) 
떨다(震える，震わす)-떨리다(震える) 
3)自動詞，他動詞から他動詞への派生(4個(‘-리-’1個，‘-기-’1個，‘-우-’1個，‘-이키-’1 
個)) 
끼다(はさむ，入る)-끼우다(はめる) 
넘다(越える，越える)-넘기다(越す，渡す) 
돌다(回す，回す)-돌리다(回す) 
돌다(回す，回す)-돌이키다(振り返る) 
  4)自動詞，他動詞から自動詞，他動詞への派生(1 個(‘-이-’1 個)) 
지나다(過ぎる，通り過ぎる)-지내다다(過ごす，経る) 
5)形容詞，自動詞から他動詞への派生(3 個(‘-히-’1 個，‘-이우-’1 個，‘-추-’1 個)) 
 밝다(明るい，明るくなる)-밝히다(明らかにする) 
크다(大きい，育つ)-키우다(育てる) 
늦다(遅い，遅れる)-늦추다(遅らせる) 
6)形容詞，自動詞から他動詞，使役形への派生(1 個(‘-히-’1 個)) 
     익다(慣れている，熟する)-익히다(慣らす，慣れさせる) 
  7)形容詞，自動詞，他動詞から他動詞への派生(2 個(‘-히-’1 個，‘-추-’1 個) 
   맞다(合っている，合う，遭う)-맞추다(合わせる) 
                   -맞히다(当てる) 
8)他動詞から自動詞への派生(2 個(‘-히-’2 個)) 
까다(かえす)-깨다(かえる) 
끊다(切る)-끊이다(切れる) 
9)他動詞から受身形への派生(3 個(‘-이-’1 個，‘-히-’1 個，‘-기-’1 個) 
끊다(切る)-끊기다(切られる) 
먹다(食べる)-먹히다(食べさせる) 
쓰다(かぶる)-쓰이다(かぶられる) 
10)他動詞から使役形への派生(1 個(‘-이우-’1 個)) 
까다(孵す)-깨우다(孵化させる) 
11)他動詞から他動詞，使役形への派生(2 個(‘-이-’1 個，‘-이우-’1 個)) 
 먹다(食べる)-먹이다(食べさせる) 
쓰다(かぶる)-씌우다(かぶらせる) 
註 菅野裕臣(19912)に，その動詞の記述がなかっために，小学館･金星出版社共同編集(油谷幸利･門脇誠一･
松尾勇･高島淑郎編)(1993)の記述に従ったことを意味する． 
